
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第ｎ章　たとえ死があったとしても　Dead_to...
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　たった三人の『木き原はら』と。

　たった三人の『グレムリン』。

　それだけでは済まない、最悪の騒乱。

















Main.01









　一一月一三日より、我々反学園都市サイエンスガーディアン二七社は東欧のバゲージシティにおいて、格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』を開催します。

　ルールは以下の通り。




　一対一のトーナメント制で雌し雄ゆうを決するものとする。




　舞台となるのは直径三〇メートルの円形ステージであり、試合開始と共に全すべての入口は塞ふさがれる。よって脱出は不可能。攻こう撃げきによって壁が破は壊かいされてしまう事自体に罰ばつ則そくはないが、そこから外へ出た場合は失格とする。




　勝敗は対戦相手の意識を完全に奪うか、降参のサインによって決定する。意識を奪う過程で対戦相手を死なせてしまった場合も、勝者に罰則はないものとする。




　対戦時間は一五分一本勝負で、途中休憩もない。制限時間が過ぎた場合、大会専属の医師が両選手の身体的ダメージを計測して判定を行うものとする。




　選手の持ち得る装備の上限は、衣服を合わせて重量八〇キロまでとする。ただし装備は試合開始時に身に着けるか両手で持つかしなければならず、台座や三脚などで固定する事は禁止する。




　第二次フランクフルト戦争条約で定められている火薬、爆薬、毒物、細菌、放射性物質などの使用は禁止する。ただし同条約に未登録の物質であれば、この限りではないものとする。




　以上の条件を満たさない者は参加不能とする。また、競技中に発覚した場合はこれまでの経過を全て取り消して退場処分とする。




　違反した選手が大会運営側からの命令措そ置ちに従わない場合、我々が保有する最新の無人兵器群を使って強制的に排除するものとする。




『自然淘とう汰たを決定する者』の名を冠する本大会の賞品はたった一つ。優勝者には『学園都市製の超能力に代わる、グローバルスタンダードの証明』が与えられます。

　ＵＦＯやオーパーツなど、今まで学園都市方式ではないというだけで、科学的ではないと一方的に眉まゆ唾つば扱いされて苦い想いをされてきた方々も多いはず。それがどれだけ理り不ふ尽じんかは我々も承知しているつもりです。




　この機会に、是ぜ非ひとも本物の証明をなさってくださいませ。








Sub.02









「とんだゲテモノの集まりだぜ」

　シャール＝ベリランは吐はき捨てるように呟つぶやいた。

　二〇代半ばの、白人の大男。しかし彼自体は『ナチュラルセレクター』の参加選手ではない。そんな風に勘かん違ちがいされるのもおぞましい。彼は学園都市を離り反はんした協力機関二七社……いや、今では反学園都市サイエンスガーディアンを名乗る組織から、このバゲージシティへ派遣されたガードマンの一人だった。

　防弾ジャケットに身を包み、カービン銃と手しゆ榴りゆう弾だんで武装したアルバイトだ。

「聞いたかよ。ＵＦＯマニアに、アトランティス大陸ＬＯＶＥの深海バカ、火星から採取したって主張している細菌の塊とおしゃべりしているボッチ野郎までいるらしいぜ。人ん家ちの麦畑を踏ふみ荒らして夜空に向けて奇声を発しているようなヤツにアドバイス仰あおいでどうすんだ。集団自殺とかやりたがらないだろうな」

　彼と似たようなガードマンは何人も集まっていた。ここは競技を行うドーム状施設の外周、一七番ゲートの屋内スペースだった。本来の警備担当エリアは『ドームの外』だが、そこはマイナス二〇度の白い地獄。無人兵器もわんさかあるっていうのにわざわざ生身の人間が出歩きたがるはずがなかった。指示を出している上層部は暖房で頭を温めすぎて、人間の体液は〇度で凍るという簡単な事実を忘れているのかもしれない。

　同じように見回りをサボっていた同どう僚りようが、オドオドと周囲を見回しながら言う。

「学園都市の超能力だって似たようなゲテモノだろ。きちんと目で見えるゲテモノか見えないゲテモノか」

「どいつもこいつもスカンクみてえな野郎ばっかりだ。戦いたくねえ、関かかわりたくねえ。敵にも味方にもしたくねえ。下へ手たにつっつくと臭くさい屁へを撒まき散らされる。勝っても嬉うれしくねえってのよ」

　ガラガラガラガラ、という音が聞こえてきた。小さな車輪のついたスーツケースを押す音だ。広さに対して明らかに足りない蛍光灯のせいで薄うす闇やみだらけな通路の奥から、スタイルの良い女が近づいてくる。

「控室どっち？」

「道なりに進めば別のガードマンが立っていますよ、オープンデイズ選手」

「了解。そっちに聞くわ」

　あと、とすれ違いざまに女性は付け足し。

　耳元でささやく。

「トンネルみたいな通路って、結構遠くまで声が届くものよ。気をつけて」

　シャール＝ベリランの背中に、わずかに汗が浮かぶ。

　恐る恐るそちらへ改めて振り返るが、オープンデイズと呼ばれた女性の背中はそのまま通路の奥の薄うす闇やみへ消えていく。

「スカンク野郎め」

「多分それも彼女に聞こえてる。それにしても選手の名前を憶おぼえていたんだな」

「あれはまだまともな方だからな」

　シャールは吐はき捨て、

「おい、場所変えようぜ。ここはゲテモノの通り道だ。この調子じゃパジャマ一丁の夢占いマニアとか包帯だらけの血液型占いマニアまで相手にしなくちゃならなくなりそうだ」

「コーヒーの自販機がある場所が良いね。ここ本当に暖房効いているのか？」

　と、彼らが移動を始めかけた時だった。

　べちゃり、という音が聞こえた。

　薄闇の奥から。

　それが足音だと気づいたのは、不規則なりに連続した音だったからだ。それがなければ同じ人間が出している音だと分からなかっただろう。

　しかし奇怪だ。

　音自体は連続しているが、音源が一定ではない。通路の奥から聞こえたかと思ったら、壁や天てん井じようからも響ひびき、挙げ句は耳元や背中に押し付けるように鳴る。シャールは途中で何度も背後を振り返ったが、そこには誰だれもいなかった。

　やがて、通路の奥から人影が現れる。

　男か女かも分からない影だ。頭の上からすっぽりとボロ布を被かぶっていて、顔の造形も全体的なシルエットも摑つかめない。果たしてこの生き物は目が二つで口が一つなのだろうか。そこからすでに疑問がある。

「……、……」

　もぞもぞと、ボロ布の顔がありそうな場所から変な音が漏もれた。

　それが声らしきものだというのは分かったが、どこの言葉で何を語っているのかは推測もできなかった。

　人影は足音を壁や天井などあちこちに響かせながら、のっそりとした動作でシャールの横を通り抜ける。

　とっさにカービン銃を構えなかったのは、我ながら大したものだとシャールは思った。

　やがて人影もまた、通路の反対側へと消えていく。先ほどオープンデイズと呼ばれた女が向かった方向へ。彼（？）もまた、格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』の参加選手。学園都市に対抗するために集められたゲテモノの一つ。

　同どう僚りようが、ようやく呼吸を思い出したように荒い息を吐はき、ギョロギョロと目を動かしつつシャールに尋ねてくる。

「……何だったんだ、あれ」

「優勝候補サマだとさ」

　吐き捨てるように、シャールは答える。

「グレッキー＝リレッツマン。『魔ま術じゆつ』を操るって話だぜ。シルクハットの中から鳩はとでも出すんじゃねえか？」




　格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』は滞とどこおりなく開始される。

　多くのゲテモノをかき集めて。

　その中に、学園都市でも管理のしきれない『何か』が紛まぎれているかもしれないのに。








Sub.03









　サフリー＝オープンデイズは格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』の参加者だ。年齢は二〇歳前後。肩まである金髪に白い肌が特徴的で、スタイルも悪くはない。そこらの雑誌でモデルでもやっていれば良いようにも見えるのだが、彼女の本質はやはり拳こぶしと拳をぶつけ合う側に偏かたよってしまっている。

　ロッカーの並ぶ選手控室で、サフリーは身み支じ度たくの確認をする。元はドーム状の競技施設だったと聞くが、控室は随ずい分ぶんと質素なものだった。ここが東欧の豪雪圏という事もあるだろうが、暖房で温められているはずの室内なのに、足元からじわじわと冷気さえ滲にじみ寄ってきている。それとも、あれだけ大きく見える競技場の実情は、どこも大体こんなものなのだろうか？

　とはいえ、寒さを感じているのは格好のせいでもあるのだろうが。

　彼女の服装は深い青系のパーティドレスにも似ているが、材質そのものや各ジョイントの強度は大きく変えられていた。そしてドレスの上から、革のベルトで上半身を中心に体を縛しばり付けてもある。

　これは何かしら、戦略的に優位に立つための小細工ではない。

　一つ目は、ショービジネスの格闘大会という事で、ある程度の派手さが求められている事。

　二つ目は、投げ技などを主体とする敵側への配はい慮りよとして、分かりやすい『摑つかむための取っ掛かり』を敢あえて与えてやっている事。

『ナチュラルセレクター』では総重量八〇キロまでの武装が許可されているものの、サフリー自身が有利になるための装備は、衣服を除けばたったの五〇〇グラムだった。

　自分の拳を痛めないように装着した、ウレタン入りの穴空きグローブだけだ。

「……さて、と。『お色直し』の方も終わった訳だし」

　ポツリと呟つぶやく。

　独り言は精神の変調が体の外に表れる典型例だが、逆手に取れば分かりやすい自己暗示に繫つながる。言うまでもなく、精神状態の調整はスポーツや戦闘において絶大な有用性が証明されている。

　のだが。




「そこのツンツン頭の東洋人。人様の着替えの最中に飛び込んできた理由をそろそろ説明してもらおうかしら？」




　今回ばかりは作為的に調整した一人芝居とは違うようだった。きちんと話し相手がいる。

　そのツンツン頭の少年は平手打ちでほっぺたにモミジつきなんていう可愛かわいらしい状態ではなく、格かく闘とう選手の本場仕込みでお送りする肘ひじだの膝ひざだのえらく専門的なのでボッコボコにされていた。選手用のベンチでぐったりしている少年は、巨大な蜂はちの巣に顔面を突っ込むよりも悲ひ惨さんな腫はれ具合になっていた。

　少年は言う。

「……か、上かみ条じよう当とう麻まれふ。どうじょよろひく……」

「サフリー＝オープンデイズよ。趣しゆ味みは打だ撃げき系けい全般。歯が折れていたら謝るわ。それ以上の事は何もできないけど」

「にゃんとか大だい丈じよう夫ぶれふ」

「……あのー、クールなふりはしているんだけど、実はさっきからちょっと本気で心配しているのよ。多少筋肉はあるみたいだけど素人しろうとだよね？　マジでドクター呼んでこようか？」

「そ、それより話を先に進めても……？」

「着替えながら聞いてたけど」

　サフリーはロッカーに背中を預け、胸の前で腕を組んでため息をつく。

「『ナチュラルセレクター』……というか、それを主催する反学園都市サイエンスガーディアンが結成されたのには誰だれかさんの意図があった。だから君はその野望を砕いて、学園都市と協力機関の関係を元の正常な状態に戻したい、と？」

「レイヴィニア＝バードウェイ」

　上条当麻はまだ若じやつ干かん口をもごもごさせながら答える。

「ハワイ諸島での一件を利用して協力機関に危機感を煽あおらせて、離り反はんと独立を促したヤツだ。『グレムリン』っていう魔ま術じゆつ結社……まぁテロ組織みたいなのとの繫つながりは不明だが、何にしても『グレムリン』は反学園都市サイエンスガーディアンと結びついて何かをしようとするはずだ」

「それが『ナチュラルセレクター』って形で一部表に出てきている？」

「そういう事」

　上条は大きく息を吸って、

「連中の狙ねらいが何なのかは分からないけど、『ナチュラルセレクター』には絶対に表向き以外の理由が存在するはずだ。それは多分、参加選手のアンタ達の利益には結びつかない」

「得え体たいのしれない人体実験の素材として、でっかい冷蔵庫に放り込まれるとか？」

「……それもありえるかもな」

　冗談のような言葉に真顔で返されて、サフリーはわずかに言葉に詰まる。

　上条当麻は小さな声で言った。

「そもそも裏にいる『グレムリン』の狙い自体、俺だって分かってないんだけどな。でも、ラジオゾンデ要よう塞さいやらハワイ諸島での上陸作戦やらを鑑かんがみるに……たとえどんな目的を掲げていたとしても、結果として表に出てくる行動は間違いなく大勢の人達を苦しめる。それが分かっていながら見過ごす事はできない。そもそも、ここまで話が大きくなった原因の一いつ端たんは俺にもあるんだ」

　下へ手たに相手を納得させるような、オーバーアクションな口調ではなかった。逆にそれが、妙な現実感を伴った言葉を作り出してしまっている。

　しかし彼女は彼女で、この大会に参加しなくてはならない理由がある。

「私に接触してきた理由は何なの？」

「実はない。……申し訳ないんだけど、ここに迷い込んだのは偶然だったんだよ。俺だってバゲージシティの構造を把は握あくしている訳じゃないからな。協力してくれるならもちろんありがたいけど、それもそれで危険が付きまとうからあんまりお勧すすめはしない」

「大会に参加するのも駄だ目め。潰つぶすための動きも駄目。だったら私に何してほしいの」

「できればさっさと逃げてほしいんだけど」

「そりゃ一番難しいね」

「やっぱ駄目か？」

「三分一本勝負で私を沈められたら考えても良いけど」

　きゃーえっちーのリアクションで顔面ボッコボコにされた上かみ条じようは速すみやかに両手を挙げた。

　サフリーは小さく笑い、

「でもまあ、私は君に賛同も反対もしないよ。私は私の目的が達せられれば問題ない。その後に『ナチュラルセレクター』が中止になっても反学園都市サイエンスガーディアンが解体されても知った事じゃないし」

「目的……？」

　選手控室に甲かん高だかいブザーが鳴り響ひびく。

　選手入場を促す合図。死し闘とうの招待状。それを耳にしながら、サフリー＝オープンデイズはリラックスした調子でロッカーから背中を離はなす。

　彼女はゆったりとした口調で上条の質問にこう答えた。

「君達、学園都市の子達が何気なく手にしていて、私達みたいな人間じゃ逆立ちしたって手に入れられないものよ」
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　バゲージシティの前身は東欧の地方都市だ。ヨーロッパにしては歴史の感じられない、四角いコンクリートのビルが並ぶ街なのだが、これは寒波の対策を施ほどこした新興の都市だったからのようだ。第三次世界大戦中に軍の手で強引に接収され、鉄道網もうを中心とした物資輸送能力で戦争に貢こう献けんすると期待されたが、実際に都市部の建物などを壊こわして軍事施設に改造する前にあっさりと大戦が終結してしまい、宙ぶらりんになってしまった拠点だった。

　通常であればもちろん都市は元の住人に返されるはずだが、そうはならなかった。軍関係の利権が絡からんだようで、実際にバゲージシティが軍から反学園都市サイエンスガーディアンに売却される過程にも不透明な部分が多々あるらしい。

　街のシンボルは四つのドーム状の競技施設で、その隙すき間まを縫ぬうように高層のビルが十字に並ぶ。大戦の頃ころに運ばれた様々な物資やバリケードが街並みに異様なアクセントを加える他、各所には学園都市から貸与されたままの無人兵器なども設置されていた。

　莫ばく大だいな価値のある地方都市の本来の持ち主から不平不満があまり聞こえてこない事と、こうした物々しい兵器のある光景の組み合わせが、バゲージシティを取り巻く環境に不ふ穏おんな匂においを漂わせている。

　あるいは。

　学園都市の持つ科学技術の不可解さとの拮きつ抗こうを目もく論ろむように。

（……何だって良い）

　リングへと繫つながるトンネルのような通路を歩きながら、ドレス姿のサフリー＝オープンデイズは考える。

（私の目的さえ遂とげられるのであれば、どっちの力を借りたって問題はない）

　トンネルの出口。

　莫大な光に溢あふれたその先へと、サフリーは踏ふみ出していく。

　ドォ!!　という爆音が鳴り響ひびいた。それは大会側が用意した大音量の音楽であり、外周の観戦席やフェンスで囲まれた円形リングの外側を埋め尽くす観客達の歓声であり、巨大なスピーカーから溢れるアナウンサーの叫び声でもあった。それらの巨大な音は一つの大きな渦となって、巨大な試合会場を包み込んでいる。人間を否いや応おうなしに高揚させる……言ってしまえば冷静に事を進めたがる選手にとっては必ずしもありがたいとは言えない空気の振動だった。もっとも、音の渦を作っている連中は興奮しきったバーサーカー同士の潰つぶし合いを望んでいるのかもしれないが。

　野球やフットボールがそのままできるサイズのスペースが確保されているが、サフリー達の戦場は、その中央に置かれた巨大な鳥とり籠かごだ。

　直径三〇メートルの円形リング。

　普通の格かく闘とう技ぎに比べれば随ずい分ぶんと大きなサイズのはずだが、競技場全体のサイズと比べると、どうしても鳥籠のイメージが付きまとう。ドームの天てん井じようからは巨大な画面がいくつもぶら下げてあり、試合内容を映す作りになっているらしい。観戦席とリングの距きよ離りの関係上の演出だろうが、これでは生で観戦する意義そのものが疑わしくなっているようにも思える。

　周囲は金かな網あみによって完全に塞ふさがれ、歓声とライトを浴びるサフリーが出入口を潜くぐった途と端たん、彼女の背後でギロチンのように降りてきた分厚いフェンスが完全に退路を阻はばむ。

（……足元が鉄筋コンクリートとか正気か？　投げ技一つで内臓を全部持っていく作りじゃない。下へ手たなナイフや銃よりこっちの方がよっぽど凶器だっての）

　優雅に演出したドレスに反し、足元だけは底のペタリとしたスニーカーを履はいたサフリーは、その靴底で床の感触を確かめて眉まゆをひそめる。

　そうこうしている間にも、安全圏を陣取るアナウンサーの咆ほう哮こうが、巨大なスピーカーに増幅されて会場内に響ひびき渡っていく。

『一回戦ももう三五試合目、しかしまだまだ二〇試合以上残っております！　つーかトーナメント戦だからピラミッドの一番下、この一回戦が一番長いよ！　ちゃちゃっと済ませて次へ行きまっしょう!!』

　ヘタクソなパフォーマンスだな、とサフリーの眉が不快に動く。

『出てきましたのはサフリー＝オープンデイズ選手!!　他の連中が忍者だのＵＦＯだの寄生生物だの学園都市に負けず劣らずのゲテモノを備えて大おお騒さわぎしている中、唯一純粋な格闘技のみで「ナチュラルセレクター」へ挑む異色のファイターでございます!!　その挑戦は無む謀ぼうと呼ぶべきか、丸腰でここまでやってこれた実力を本物とみなすべきか。いよいよその真価が発揮される事となります!!』

　ただでさえ眩まばゆいステージ用の照明が一斉に集中し、サフリーはわずかに目を細めて片手を額の上に当てる。しかしそれも長くは続かない。彼女と同じように円形リングへ踏ふみ込んできた、もう一人の参加選手へと矛ほこ先さきが向けられる。

『対するはオーサッド＝フレイクヘルム選手!!　こちらは「ナチュラルセレクター」においてはむしろスタンダードなゲテモノです！　宇宙人の使うインプラント技術を独自に解明し、自らの脳へ移植。無数のアンテナを用いた電磁波攻こう撃げきの雄は、この試合で実用性を証明できるでしょうか!?』

　二メートル近い上半身裸の巨漢だが、扱う武器は路上のケンカとしてもリングの格闘技としても奇妙だった。右手にある銀色の傘かさのようなものはおそらく収納式のパラボラだろうし、左手にはもっと分かりやすくテレビのアンテナのようなものが握られている。背中に負ったリュック状のパーツからは何本ものアームが飛び出しており、そこには釣りのリールのようなものがいくつも取り付けられている。金属製のワイヤーを取り扱っているのなら、やはりあれもアンテナの一つに含まれるのか。

　両選手が現れた事で歓声は爆発的に広がり、個々の声は逆に全く聞き取れなくなる。しかしその中に混ざったニュアンスを、サフリーは如によ実じつに捉とらえていた。ただの期待、というだけではない。そこには若じやつ干かんの嘲ちよう弄ろうも含まれている。

（……分からないでもないよ）

　サフリーは穴空きグローブから伸びた一〇本指を開閉しながら静かに思う。

（学園都市製じゃないってだけで後はみんな胡う散さん臭くさいの一言。よしんば認められたとしても、それは学園都市の言葉で言うと、なーんて一文が必ず付け加えられる。いつも中心から弾はじかれて、いつも通つうぶってるだけで特に何の専門家でもない偏差値五〇から格下に見られる。そんな世界で一発逆転を狙ねらおうって気持ちはよーく分かるし）

　それが何のサインを示すのか不明だが、オーサッドも複数のアンテナをこちらへ突きつけてくる。

（だからこの『ナチュラルセレクター』を利用する。ゲテモノ同士をぶつけてその頂点に立つ事で、学園都市以外の『何か』もこの世界に根付いている事を世界に広く知らしめる。私達は、ただ黙だまって世界の端はしに追いやられるつもりはない。この世界の『国際標準グローバルスタンダード』ってヤツを自分の手でもぎ取ってやる）

「宣告する」

　見えない攻こう撃げきの専門家は、ほとんど唇くちびるを動かさずに告げる。

「試合開始から五秒後、マイクロウェーブによって貴様の三さん半はん規き管かん内のリンパ液は正確に揺さぶられる事になる。抵抗は可能なレベルだが、嘔おう吐とに気をつけろ。顔を上げて堪こらえようとはするな。迅じん速そくな昏こん倒とうを試みるが、場合によっては気管を詰まらせる危険性が浮上する」

「……正確に迅速に、ね」

　パン、と開いた掌てのひらにもう片方の拳こぶしを軽く叩たたき込みながら、サフリーは小さく笑う。

「人の流儀スタイルに口出しするのも何なんだけどさ、それってすんごくつまんなくない？　そもそも電磁波攻撃なんて大おお仰ぎような名前の割に、効果は地味っていうか目に見えないし。分かりやすさってのは一つの武器だよ。それが足りないから今まで眉まゆ唾つば扱いされていたのかもね」

「無む駄だな破は壊かいを好む性しよう分ぶんではない。目的のための破壊は最小であればあるほど褒ほめられるというのは世界共通の認識だと考えていたが？」

「どのセカイ系の話してんだっつの。少なくとも、こと殴なぐり合いでケリをつけたがる私達の小さなセカイじゃそんな常識は存在しないね。そもそも破壊が全すべて悪だなんて寝言だよ。何でもかんでも大切に扱ったって行きつく先はゴミ屋敷の主だぜ？」

「破壊を楽しめとでも？」

　理解しがたい、という表情のオーサッドに、サフリーは大おお真ま面じ目めに頷うなずく。

「そうとも。楽しめばそこに爽そう快かい感かんの追求が始まる。純度の高さを求めるようになれば領域が一つシフトする。アンタの毛け嫌ぎらいする破は壊かいなんてのはさ、スーパーの冷凍ピザ食べた程度で本場の名店を知ったような口で語るのと同じだよ。率直に言うけど、悪気はなくてもちょっとイラつくね」

「何を言っている」

「だからさ。破壊なんてのは何をどう壊こわすかでレベルが変わるのよ。例えばね。ガキのビャービャーいう泣き声聞いたってつまんないでしょ。たとえ巨大ロボぶっ壊そうがマフィアを丸ごと壊滅させようが、その過程でビャービャーが混じっちゃったら評価はダダ下がり。……逆に言えば、爽快感の追求があればどうやったってそこを回かい避ひしようとする動きが生まれる。そうして生まれた純度の高い破壊は、人に恐怖ではなく感動を与える」

　だからね、とサフリーは一度区切ってから、




「私はアンタがダメージ計測用の医師の一人を脅迫している事は調べてあるし」




　ぴくり、とオーサッドの眉まゆが微かすかに動いた。




「今年で三歳になるアンタの娘さんが自称えむあいびーだっけ？　利益優先主義者に捕まっている事も知っているし」




　オーサッドの全身が、ごまかしようもないほどの震ふるえを発した。




「もー面倒臭いの嫌いだからその利益優先主義者を全部まとめてぶっ飛ばしてある」




　サフリー＝オープンデイズは親指を使って肩越しに自分の後ろを指し示す。多くの観客に混じって、そこに見知った顔を発見し、オーサッドの動きが確実に止まる。

「……何な故ぜ？」

「これが破壊だよ。言ったでしょ、爽快感の追求。そいつを極めた破壊は決して安易な悪にはならない。破壊を破壊なんて言葉で全部くくってごちゃ混ぜにしているような言葉の暴力大好き連中にゃあ一生かかっても辿たどり着けない境地でしょうけどね」

　まー着替えを覗のぞかれて大失敗した直後ではあるんだけど、とサフリーは適当に付け加えながら、改めて開いた掌てのひらにもう片方の拳こぶしを叩たたき込む。

「ちょいとした分かりやすーいチュートリアルは見せたし、それじゃまー大いに楽しむとしましょう？　……桁けた違ちがいの破壊が生み出す爽快感ってヤツを」




　莫ばく大だいな電子ブザーの形でゴングが鳴る。

　知性を持つ二つの獣けものが枷かせから外され、彼らは真っ向から激突していく。
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　バゲージシティにはいくつもの立入禁止区域があるが、その中の一つ。それこそ立入のできる全すべての区画をまとめた開発費用と釣り合いが取れてしまいそうな一室があった。超高層ホテルの最上階は明確な玉ぎよく座ざだったのだが、そこは分かりやすいダミーだった。多くの首脳陣はそこから離はなれた地下施設に集まっているはずだ。

　ウェイスランド＝ストライニコフが敢あえてこの襲おそわれやすいダミー施設を利用しているのは、それが彼のスタンスだからかもしれない。

　奇き麗れいごとを言える立場ではないが、『空振りの状況で民間人に犠ぎ牲せいが出る』事をどうしても許容できないのだ。ウェイスランド自身がここに詰める事によって実際に襲しゆう撃げきされ、民間人に被害が出るリスクも発生するのだから矛む盾じゆんも良い所なのだが、ウェイスランドの意見の胆きもはそこではない。

　彼が回かい避ひしたがっているのは、あくまでも必要性のない死についてだ。

　そこに必要性があるのであれば、ウェイスランドという老人は一切の躊ちゆう躇ちよをしない。また、散っていった者達にそれを付加する事が救いの一つにあたるとも考えている。

　バゲージシティの管理者。

　反学園都市サイエンスガーディアン二七社を三つのグループに束ねた上で、その一角の長として君臨する者。

　食糧資源を中心にした単純な資金源と、バイオ燃料や微生物工学などの応用分野を掌しよう握あくし、かつては学園都市を、そして今はそれに反する者達を確実に支える『巨大な老人』である。

「……破滅主義と誤解されやすいが、これでも私は悲劇を回避したがる性しよう分ぶんの持ち主だよ」

　ウェイスランドは黒こく檀たんの大きな机の前で、柔らかい椅い子すに座りながら言う。

　外は世界でも有数の豪雪地帯という特徴をいかんなく発揮した真っ白な景色が広がっているが、分厚いガラスを隔へだてた室内は暖房の柔らかい熱気で満たされている。

「しかし世の中の全ての者が幸福を望み、対立し、そして明確に敗北者が生まれる。今行われている『ナチュラルセレクター』と同じように。その上でどうするかという話になった場合、やはり悲劇を想定して主義の組み立てを行う必要があるだろう」

「悲劇の回避を最優先している割には、随ずい分ぶんと確証のある部分の低い、ブラックボックスみてえな賭かけに出たんじゃね？」

　黒檀のデスクに腰掛けているのは、軽けい薄はくそうな金髪の男だった。スーツ一つにしても、老人と金髪の男では一八〇度印象が違う。

　あるいは、この世のあらゆるものと真ま面じ目めに取り合わないこのスタンスこそが、この金髪の男の主義を示しているのかもしれないが。

　ウートガルザロキ。

　魔ま術じゆつ結社『グレムリン』から派遣された、正規メンバーの一人である。

「反学園都市サイエンスガーディアンの持つ力は強大だ。断片的なテクノロジーの面においても、学園都市から貸与されっ放しな無人兵器群においても。だがそいつはきちんと実用化が追い着くもんかね？　頭の中にあるテクノロジーを兵器化して開発して大量生産して実働試験して兵員に運用マニュアルを周知させるのには時間がかかる。無人兵器だって学園都市のサポートなしに万全の展開ができるとは思えねえんじゃね？　電源ぐらいは入れられても、棒立ちかよちよち歩きが精一杯ってか？」

　今回の『ナチュラルセレクター』だって、とウートガルザロキは大した緊きん張ちよう感かんもなく告げる。

　そう。

　学園都市の超能力に対抗できる『何か』を発掘できたとして、それを正確に分析し、大量生産できるシステムを構築するには時間がかかるはずだ。

　ウェイスランドも認めているようで、

「当然、学園都市もその時間を許しはしないだろう。来るなら速攻だ」

「学園都市は協力機関に『アレ』を預けていた訳だしな」

　無人兵器の事ではない。

　ある意味において、それよりさらに価値のあるもの。

　安価で高性能。

　しかし明らかに国際法に違反している『兵器』。

「第三位の軍用量産クローンか。あれを一つでも捕らえられていれば、話はもっと変わったかもしれないのだがな」

「一万弱もの個体がまるでタイミングを計ったように、一斉に失しつ踪そうしたって訳だ。おまけに旧生活空間には小火……でカムフラージュした強酸によるＤＮＡマップ検体処理、データストレージ内の記録も電子的な方法で破は壊かいされたときた」

「……おそらく、彼女達のネットワークを介して『誰だれか』が戦術上の指示を出したのだろう。物的証拠はなく、データも失われた。独自研究は不可能、クローン製造の罪を暴ばく露ろした所で『いつもの都市伝説』として切り捨てられるのがおちだ」

「とはいえ、これで安心する学園都市じゃないってか」

「……だからそのために君達からのコンタクトに応答した。学園都市の一極集中の体制を破壊する、という点においては、我々も『グレムリン』も共通しているとの事だしな」

「人海戦術で盾たてを作る気はねえんだけどね」

「そんなのは望んでいないさ。というより、むしろ具体的なアクションはしてくれない方がありがたい。そちらの方が敵は不気味がる」

　机の上に束ねてあった紙のレポートをトランプのようにウェイスランドは扇状に広げ、

「そして敵が不気味がれば不気味がるほど攻こう撃げき前に情報を入手しようとする。つまり時間が稼かせげる。それが一定値まで溜たまればこちらは戦える状態にシフトできる。そのための『グレムリン』だし、『ナチュラルセレクター』だし、他にも中身が空っぽのコンテナを大量に運び込んだりといった物流上の情報工作もその一環だ」

「対等の戦争ができるほどに？」

「学園都市がどれだけテクノロジーを保有していようが、再利用技術を実用化していようが、基本的には資源に脆ぜい弱じやくだ。私達、反学園都市サイエンスガーディアンの『勝算』を広く喧けん伝でんして世界の広い範囲を強引にでも引き込む。……資源や食糧の枯渇は戦争の継続を阻そ止しする最大の妙手だよ」

「実体のない虚構の情報戦か」

　ウートガルザロキは楽しそうに笑って、

「俺好みの展開だね。だからまーここまで足を運んでやったんだけど」

「自分でやっておきながら、私の好みではないな。実体のない数字の戦いは嫌きらいだ。食糧の値を釣り上げて現実に存在する者を飢えさせる」

「そこらじゅうにある紙束の山もその一環かよ？　科学サイドお得意の記き憶おく装置なら切手サイズのフラッシュメモリ一枚で済むだろうに」

「そちらは単純なセキュリティ対策だね。ただし私以外の者が賛同しないので結局あまり意味はない訳だが」

　ウェイスランドの机にもノートパソコンはあるが、そちらには必要な情報がどこに置いてあるか、その番号しか記録されていないらしい。

　明らかに効率の無む駄だだが、もしかしたら紙資源を消費する事で、どこかの誰だれかが飢えから救われる効果を『具体的に計算して』いるのかもしれない。

　桶おけ屋やがいくら儲もうかるかを想定してから、正確な強さで風を吹かせるような行い。

　しかしそれを頭で想像しておいてなお、ウートガルザロキは口元に軽けい薄はくな笑みを浮かべる。

「俺もそこそこ人の死には関かかわってきたと思うけど、それでもアンタほど莫ばく大だいな生死にまとわりつかれている訳じゃねえ。何しろトウモロコシで車を走らせましょうって口に出したら、それだけで複数の国家がまとめて飢えるんだしよ。だが一方で、だったらやめましょうって言っても財政難で別の国家が飢えちまう」

「……、」

「よお。そこまで雁がん字じ搦がらめの死に直面して、まだ人助けって実感できるもんなのか？　しょーじき俺にゃあ良く分からん世界なんだが」

「語って聞かせるほど上質な経験ではないよ。学ぶべきものも多くはない」

　飢えて皮と骨だけになった幼い子供に与える乳も出せないほどに枯渇した母親と、地球に優しいなんて謳うたい文句で機械に喰くわせるために炭水化物が浪費されていく現実。その双方を正しく理解する老人の目は、あるいは『グレムリン』よりも底が知れず、深い闇やみをたたえていた。

　それでいて、闇の奥には確かな光点も窺うかがえる。

「私はただ生きていくために必要な物の公平な利用法を模索するだけだ。かつてはその支えを学園都市に求め、そして今は別の何かに求めている。この星で一分間に何人が息を引き取っているかを知っていれば、時間的猶ゆう予よはないものと思っていただけるはずだが」

「やれる事は限られるが、その範囲でなら」

「それで良い。私だって似たようなものだ」

「学園都市にダメージを与えられりゃあ何でも良い」

「……そう簡単な思惑だけで動いているとも思えんが、まあ互いに利用し合うのは同じ事か」

　呟つぶやいた時、ウェイスランドのノートパソコンに新しいウィンドウが表示された。老人は顔をしかめながら、

「早さつ速そく、やれる事をやってもらう時が来たようだ」

「具体的には？」

「侵入者の排除を頼たのみたい」
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　ムッシュ電子レンジの猛攻を受けてボロボロになった体を引きずるサフリー＝オープンデイズは、壁に手をつきながら選手控室へと戻ってきた。あのツンツン頭の少年は、どこかに行ってしまったのか、ここには彼女しかいない。

　まずは辛勝。

　やればできるじゃないかあの野郎、と口の中で呟つぶやきながら、サフリーはペットボトルのミネラルウォーターを口に含む。鉄臭い味がするので顔をしかめ、備え付けの洗面台に吐はき捨てた。一体電磁波をどうやったら口の中が切れるのか、攻こう撃げきを喰くらった後でも正直良く分かっていない。

（……というか、決勝まで毎日このクラスの連戦か。ダメージの蓄積とか考えながら戦うのは私の流儀スタイルじゃないんだけどなー）

　普ふ段だん着ぎに着替える気力もちょっとない。試合用のドレスのままベンチに腰掛け、大きく息を吸う。基本的に『ナチュラルセレクター』のトーナメント戦は、一日目で一回戦を全すべて消化、二日目で二回戦を全て消化……というような形で進められ、一人の選手は一日に一回しか戦わないように配はい慮りよされている。よって、試合を消化したサフリーはこの後の予定は何もないのだが……はたして本当に一日でダメージを回復させられるだろうか？

　と、そこでドア横のロックパネルの画面に見た事のない表示が出てきた。

　首を傾かしげていると、すぐにドタドタという足音が響ひびいてきて、バゲージシティのガードマン達が駆け込んできた。学園都市を嫌きらっている割に、やっている事はあんまり変わっていない。衣服のあちこちが濡ぬれていたり、肩に雪が乗っていたりする所を見ると、どうもドーム状の施設を警備する人員ではなさそうだ。おそらく吹雪ふぶきの中を歩いてここまで来ている。

「そちらはご無事ですか？」

「なになに。漏ろう電でんしててこのパネル触るとビリビリ来るとかそういうの？」

「侵入者騒さわぎがあったようです。念のため、首脳陣と選手団への安否確認を行っています」

　サフリーの頭に、ツンツン頭の少年とムッシュ電子レンジの顔が浮かぶ。

「そりゃ大変。参加選手だけでも一〇〇人ぐらいいなかったかしら？」

「我々はそれ以上いるので問題ありません」

「自称えむあいびーの時はちっとも反応していなかったくせに」

「あちらとは毛色が違うようです。平たく言えば学園都市が直接関かかわっている可能性があります」

「……、」

　そのお堅い言葉を聞いて、サフリーは思わず大きな息を吐はいた。

　こいつらへ破は壊かいについて語って聞かせても時間の無む駄だだろうな、と思いつつ、彼女は改めてあのツンツン頭の少年について考え直してみる。

　そもそもあの素人しろうと臭くさい少年はどうやってこのバゲージシティに入り込んだのだ？

（……自称えむあいびーも侵入していたみたいだし、もしかしてそっちの穴をたまたま見つけて入ってきた、とか？　自称えむあいびーが穴を空けるまでじっと待っていたっていうなら相当のワルっぽいけど……なーんかそんな匂においはしないのよねえ）

　そして。

　あの少年は何のためにバゲージシティに潜もぐり込んできたと言っていたか。




『……たとえどんな目的を掲げていたとしても、結果として表に出てくる行動は間違いなく大勢の人達を苦しめる』




　はあ、とサフリーはため息をつく。

　それからゆっくりとベンチから立ち上がると、

「その侵入者はどうするの？」

「射殺します」

「私はどうすれば？」

「騒さわぎが収束するまでこちらにいてください。我々で警護しますので」

「自称えむあいびーの時は何もしていなかったのにと二回目」

「我々は勝負の公平性について論じているのではありません。将来的に反学園都市サイエンスガーディアンの要かなめになるかもしれないテクノロジーを、学園都市の関係者に奪取されるのを回かい避ひするために警護すると言っているのです」

「……、」

　どう考えたって爽そう快かい感かんには繫つながらないなあ、というのが格かく闘とう馬ば鹿かの感想だった。

　義理のあるなし程度で他人を見捨てるような考え方は、そもそも彼女の言う爽快感には繫がらない。その程度で悩むレベルの人間が破壊は良くないとかしたり顔で語り出すのだから世の中ってのはなかなかイカれていると常々思っている。

　サフリー＝オープンデイズはバゲージシティ所属のガードマンへ改めて目をやる。数は四人。全員が軍服とヘルメットで全身を覆おおい、両手にはポンプアクションのショットガン。

「大人しくしていた方が賢明みたいね」

「暴れる理由がむしろないでしょう」

「そうでもないから困っちゃうんだよね」

　そんな訳で。

　首をチョップして。

　腹の真ん中に拳こぶしを突っ込んで。

　背中から床へ投げ落として。

　頸けい動どう脈みやくを圧迫した。

　速すみやかに四人を無力化したサフリーは、腰に両手を当ててため息をつく。

「手加減したって言うと何な故ぜか優しい人に見えるから不思議よね。やってるのは間違いなく暴力なのに」

　意識を失っているとはいえ野郎の前で着替える気も起きないので、サフリーは試合用のドレスのまま選手控室を出る。

「うわっ！　さむっっっ!!」

　直後に引き返して、ガードマンから上着をかっぱらう。安物とはいえ暖房の恩恵を受けていたため、実用度ゼロのショービジネス用ドレスがどんなものかをすっかり忘れていた。適当に羽は織おって寒さをしのぐが、やはり自然と自分の肩を自分で抱くような格好になってしまう。

「……くそ、溶けた雪でベチョベチョ。これホントに防寒具として機能してんのかな？」

　ドーム施設の出入口までやってきたが、ガラスの扉の向こうに見える外の景色は真っ白だった。温熱効果を施ほどこされた道路だけがくっきりとしたアスファルトの黒を描いている。全体的に四角いコンクリートの建物が並ぶせいもあるかもしれないが、無む駄だに寒さを演出しまくる眺めである。

　一いつ瞬しゆん、本当に全部忘れて引き返したくなるが、そうも言っていられない。

　ガラスの扉を開けて外へ出ると、予想通りの後悔が襲おそってきた。

「いやーっ!!　そこらの軍用犬と戦うよりよっぽど辛つらい!!　もしくは服の中に犬でも入れておきたい!!」

　バゲージシティ上層部と『グレムリン』とかいう組織の繫つながりを追うとか少年は言っていた。『グレムリン』の方はヒントもない状態なので、安直に考えればバゲージシティ上層部の近辺を洗おうとするだろう。それなら警報に引っかかるのも頷うなずける。

　そういう訳で、サフリーはツンツン頭の少年の捜索を始める。

　彼女の当面の目的は、あくまでも『妙な事に首を突っ込んだ少年がガードマンに射殺されるのを防ぐ事』にある。あの少年自体が抱えているらしい、バゲージシティの秘密を暴く的な問題はまた別。それが爽そう快かい感かんに繫がるかどうかを見極めて対応しようと考える。

　なので、

「とりあえず見つけたらぶん殴なぐって気絶させるか。危険から遠ざけるにしてもガードマンから隠すにしても手っ取り早いし」

　シンプルイズベストな答えを口に出すサフリー。

　ドーム状の競技施設から一番近い立入禁止区域……上層部がオフィスとして転用しているらしき元リゾートホテルへ足を向ける。

　途中で出会って制止を促してくるガードマンを三、四組ほど拳こぶしで黙だまらせ、業務用の搬はん入にゆう口ぐちからホテルの中へ入ると、どうやら問題の少年に追い着いたようだった。

「あれ？　アンタ何でここに」

「らりあっとドーン!!」

　待ち合わせの相手を見つけて手を振るような気軽さで、問答無用の一いち撃げきを放つサフリー。単純な速度の他に、意表を突くタイミングも織り込み済みの悪あく趣しゆ味みな攻撃だった。首なしライダーでも作れそうな二の腕をまともに首へ引っ掛けた上かみ条じようは、ぐるりと半ば回転しかける格好で床へ叩たたきつけられる。

　手足を投げ出したまま口をパクパクさせる上条に、サフリーは人差し指を立てて言う。
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「ちくしょー、髪の毛ちょっと凍ってるじゃん。まったく面倒な事させやがって。そうそう、この程度で済んで感謝しようね素人しろうと。ほれ、詳しい事情は聞いてあげるからとりあえず立入禁止区域から出るよ。……それにしてもマジで主催者のプライベートエリアに踏ふみ込むか」

「ば、ばう……」

「痛かった？　でも一二番のショットシェルなら痛いと感じる暇ひまもないんだから気をつけないとね。ったく、一選手の私だって主催者側にケンカ売るような真ま似ねは極力避さけたいんだから、人助けとか勘かん弁べんしてよねー」

　未いまだに動けない上かみ条じようの腕を摑つかみ、ぬいぐるみのように引きずる格好で移動を始めるサフリー。当然行き先は『謎なぞ』へ近づく事ではなく、その逆だ。まずは安全を確保してから方針を固める。悲劇の回かい避ひは、悲劇の製造よりも難しい。爽そう快かい感かんの追求にはそれ相応の準備がいるのである。

　しかし。

「サフリー＝オープンデイズ選手」

　老人の声が、ごく自然に滑なめらかにサフリーの顔に渋面を生み出させる。

　振り返ると、複数の護衛を従えた重役さんが立っていた。

　ウェイスランド＝ストライニコフ。バゲージシティのパンフレットを開くまでもなく誰だれでも分かる、『ナチュラルセレクター』の主催者の一人だった。反学園都市サイエンスガーディアンを構成する三つの大きなグループの内、その一角を占める長。当然、彼女の目的が果たされた後の事はさておいて、今の段階で怒おこらせて良い相手ではない。

「民間人による治安維持活動への協力には感謝をするが、当区域への立入が禁じられているのは君も同じはずだ。対応如何いかんによっては相応の対処をさせてもらうが構わないかね？」

「……それはこの少年を大人しく引き渡せとか、そういう話かな？」

「見合うだけの取引材料を他に持っているなら、今の内に提示してほしいが」

　チッ、とサフリーは軽く舌打ちし、

「無力化を終えて脅きよう威いレベルは下がっているのに、それでもとどめの一発を望むのかしら？」

「『安全に』引き渡しが完了すれば、その可能性を排除できる訳だが」

　彼女としては、そこまで上条当とう麻まという少年に固こ執しつする理由はない。

　破は壊かいの爽快感を得るための鉄則はいくつかある。

　その内の一つ。

　後味を悪くしない。

　まずはこれが大前提である。率直に言って、バゲージシティへ勝手に侵入したのは上条当麻の方であるので、治安当局に渡してしまう事には何の躊ちゆう躇ちよもない訳だが……。

「その引き渡しが完了した『後に』鉄てつ格ごう子しの中へ銃口を突っ込む可能性は？」

　ウェイスランドは何も答えなかった。

　ただ周囲の護衛達が、一歩大きく前へ出る。彼らの中に混じっている、軽薄そうな金髪の男はニヤニヤ笑ったままだ。

「……もー。ここで噓うそでも良いから約束しようと言ってくれれば話は楽だったのに」

「そうすれば自分を誤ご魔ま化かしながら引き渡しに応じてくれたかね？」

「いいや。手っ取り早く悪認定してぶん殴なぐる事ができたのにーって話」

「当該区域への侵入者の数を増やす、という対応でよろしいかな？」

「ま、噓はついていないんだし良いんじゃない？」

　けろりとした顔でサフリーは肯定してしまった。

「となるとこっちはこの少年と運命共同体認定して死にもの狂いの逃走をしなくちゃいけない訳だけど」

「『ナチュラルセレクター』の方はどうするのかね？　君も優勝によって得られるものを求めてここまでやってきたのだろう」

「謎なぞの覆ふく面めん美女として飛び入りするよ。トーナメント制を無視して引っかき回す。ようは一番ってのを証明できればそれで目的は達せられるんだもん。方法ならいくつもあるさ」

「強いな」

「それは結果を待ってから言ってほしい一言ね」

「最後の質問だが、その強さはバゲージシティや反学園都市サイエンスガーディアンを危機にさらす侵入者のために使っても曲がらないものなのかね？」

「いやあ。ここで見捨てた方がよっぽど曲がりそうかな」

　ゾワ……と、サフリーと護衛達の間で明確な殺気がぶつかる。常識的に考えれば、ショットガンを持った複数の人間相手に、身動きの取れない男を抱えたまま素手の人間が太た刀ち打うちできるはずはない。しかし一方で、サフリーは『あの』学園都市の超能力に対抗するための候補の一つだ。その常識の外にいる事を期待されてここまで招待されたゲテモノである。

　しかし。

　彼らが具体的に激突する前に、別のアクションがあった。

　倒れている上かみ条じよう当とう麻まである。

「……が……、が」

「？」

「違う。多分、アンタ達が言っている、侵入者は、俺の事じゃない」

　意味不明な一言だった。

　サフリーはおろか、場を支配しているはずのウェイスランドまで上条に注意を向けていた。

「俺は、その、アンタ達が言っている侵入者を止めるためにここまでやってきた」

「『グレムリン』の事を言っているのかね？」

　やがて、ウェイスランドは口を開く。

「ハワイ諸島での君達の動きから察するに敵対関係にあるようだが、我々の利害の構図はまた別にある。あれの最終的な目的は何であれ、それが達せられるまでは反学園都市サイエンスガーディアンやバゲージシティへの攻こう撃げきはありえないよ。そしてそれで構わない。私達としても、『グレムリン』と最後まで手を組み続けるつもりはサラサラない」

「……違う」

　上条当麻は、ゆっくりと息を吐はくような声で否定する。

「『グレムリン』も何とかしなくちゃならないけど、今はもっと別のものがバゲージシティに入り込んできている」

「な、に？」

「……学園都市が、何もしないでアンタ達の動きを待っているとでも思ったのか？　そんな訳ない。これほど大きなアクションがあったら、学園都市だって迅じん速そくにケリをつけたがる。虎とらの子を投入する。まさかと思うが、それがこんな、ラリアット一発で伸びてしまうような高校生だと思うか？」

「……、」

「ヤツらが来る」

　上かみ条じよう当とう麻まはポツリと呟つぶやいた。

「ヤツらが来る。アンタ達にとって本物の敵が。あいつらは学園都市の奥にいるNo.990910991」

「……あ？」

　サフリーが怪け訝げんそうな顔になった直後だった。




　ヤツらが。

　来た。
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　ハッ!?　とウェイスランド＝ストライニコフの両目が開く。彼は複数の護衛を従えて、立入禁止区域であるリゾートホテルの業務用通路で、上かみ条じよう当とう麻まとサフリー＝オープンデイズを追い詰めていたはずだ。なのにウェイスランドは、そもそも通路に立っていなかった。

　自分が良く利用している、高層ホテルの最上階。

　多くの書類が山を作っている広い空間の、その床に。ウェイスランドはうつ伏せで倒れていた。

（な、にが……？）

　体が上う手まく動かない。

　冷蔵庫の中で長時間冷やされたかのように、全身の関節がぎこちない震ふるえを発するばかりだ。

　そして。

　聞き慣れない、耳みみ障ざわりな声がウェイスランドの意識を刺激する。

「あーあーあーあー。駄だ目めだぜ駄目じゃん駄目なんですよ。せっかくあれこれ手て間ま暇ひまかけて繊せん細さいに調合したっていうのによ。結局最後は矛む盾じゆんの広がりで覚かく醒せいしちまうかよ」

　若い男の声。

　ウートガルザロキとは違う。

　そもそもこいつは日本語を使っている。

「いやっほー。学園都市からやってきた木き原はら乱らん数すうちゃんだぜ？　まー遅かれ早かれこうなる事は予想できていたんじゃねえの？　だから？　いちいち説明なんてしてやりませんけど？」

　大きな机の上に腰掛ける木原の言葉を、ウェイスランドは聞いていない。

　嫌いやなものが視界に入っている。

　高層ホテルの、一面のウィンドウの向こう。

　広がっているバゲージシティの白い景色に、何か不ふ吉きつで真っ赤な光が揺れている。白一色で作られているはずの光景に、おかしな色が混じっている。それも一ヵ所だけではない。そこかしこから燃え広がっている。

　倒れたまま、ろくに体も動かせないまま、それでもウェイスランドは嚙かみつくように叫ぶ。

「何を、した？　一体ここで何をしたのだ!?」

「んん？　そりゃー個人レベルで？　それとも何だっけ？　バゲージシティ全体レベルで？」

「この街にいる善良な市民や一般の観戦客をどうしたのかと聞いているのだ!!」

「まぁーたまたぁ。やめましょうや今さらそんな正義のヒーローみたいな言葉。正義と正義感の違いも分かってねーって訳じゃねえだろうに。ま、俺はどっちも嫌きらいだがね」

「な、にを……？」

「善良な市民？　一般の観戦客？　そんなの一人もいねーだろうがよ」

　適当な調子で木き原はら乱らん数すうは突き刺すように言う。

　どこにでも転がっている、軽けい薄はくな邪悪。

　それが一ヵ所に凝こり固まる事で、より深い、底の見えない闇やみとなった男が、笑う。

「反学園都市サイエンスガーディアンの構成メンバーは、常に本家学園都市からの反はん撃げきや報復を恐れている。中には、学園都市から安全に身を守るのを条件に反学園都市サイエンスガーディアンに参加すると言っている輩やからもいる。……ところが困っちゃうよな？　一人二人を消すならともかく、何百万人って人間を一度に移動させるのは相当骨だ。時間や金もかかるし、どうやったって情報が出る。移動途中を襲おそわれればおしまいだ」

　机の上に腰掛ける木原乱数の背後、大きなウィンドウの向こうで、再び白い景色をかき乱すような赤い爆炎が立ち上った。

「つまり、格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』の観戦客はみんな反学園都市サイエンスガーディアンの人間か、あるいは親しい家族や友人、恋人ってトコじゃねえの？　無関係な一般人なんて一人もいねえんだ。当然、元からここに住んでいる事に『なっている』市民も含めてな。大会に合わせて数百万もの人間を自然に一ヵ所へ集めた後、今度は帰国の名目で反学園都市サイエンスガーディアンの要よう塞さいへと人員を振り分ける。当然、俺達学園都市もその動きを怪しむが、確証を得る前に要塞の中へ格納できちまえば問題ねえ」

　木原乱数は足を組んでニヤニヤと笑いながら、

「つー訳で知んねーし細かい事なんて。そもそも全員敵かその関係者なら考える必要もねーし。まー俺の他にも『木原』が何人か放たれているみてーだし？　あっちもこっちも好き放題にやられてんじゃねえの？　知んねーけど。俺はあれだよ。自分のノルマっつーかブロックを攻撃してみたらよ、あまりにも簡単に終わっちまってさあ!!　こりゃー他の『木原』が仕事終わるまで時間かかりそうだからさ、ちょいと暇ひま潰つぶしに遊ばせてもらっていましたってヤツなんですけど」

「あまりにも、簡単に、終わった……？」

　言葉の意味は、ウェイスランドの頭に染しみ込まなかった。

　現実を拒絶しているのではない。

　本当に理解が追い着いていないのだ。それでいて、木原乱数の言葉は簡単に切り捨てるには恐ろしく不ふ吉きつな響ひびきがある。

　一方の木原の方はと言えば、大おお袈げ裟さに両手を広げて肩をすくめると、

「そうだよそうそう!!　反学園都市サイエンスガーディアンなんつーしさ、そもそも『木原』をまとめて投入するような状況なんだしさ、ちっとはヤバい感じかなとは思ってたんだけどよ。やってみたら何だこりゃ!?　ザルだぜ、まさにザル!!　ここにあるのは警備じゃねえよ。こんなのは障害物競走だ。きゃーきゃーわーわー言いながら楽しむ程度のもんでしかねえ。ちょーっと尋ねてえんだが俺達の事舐なめてます？　こっちはレギュラーも補欠も観客もゲストも背景さんも反逆者全員まとめてサックリ排除するために何人『木き原はら』を派遣してんだと思ってんのよォーッ!?」

「う、ウートガルザロキは……？」

『グレムリン』から派遣された一人。群としての兵力ではなく、こうしたイレギュラーが現れた時にこそ真価を発揮する、個として期待された大戦力。

　しかし『木原』と名乗る男は、まるで興味のないジャンルの音楽の第一人者を『地球全人類がさも当然のように知っている』といった調子で語られた若者のように眉まゆをひそめて、

「何だぁその舌嚙かみそうなスゲー専門用語。え、人名なの？　バッカ個人の名前なんて知らねーって!!　その辺で他の雑ざ魚こと一いつ緒しよに潰つぶれて丸まってんじゃねえの？　んー、なんかいたっけ？　いなかったっけ？　『ナチュラルセレクター』の優勝候補の中によ、『魔ま術じゆつ』使うヤツいるとかって話だったじゃん。そいつなら潰したの覚えてるよ、名前知んねーけど。とんだダミーだったのと命いのち乞ごいが個性的だったからさ。え？　そいつじゃない？」

「……、」

「まー何でも良いじゃんか。どっちでも良いだろどうせ死んでんだし。他の『重じゆう鎮ちん』ってヤツと似たようなもんだろ。ここで死んだって事はヤツはその程度の人間だったのだ的な？」

　あっさりと。

『グレムリン』の正規メンバーの末路について、ボリボリと頭をかきながら適当に語る木原乱らん数すう。いいや、それどころではない。『重鎮』という事は、反学園都市サイエンスガーディアンを束ねる二七社の代表者をも手に掛けている事を宣言しているのだ。

　あまりにも軽く。

　あまりにも簡単に。

　これまで築いてきた大前提をひっくり返す。

「馬ば鹿かな……。一体、どうやったら……？」

「他の『木原』については知りませんけどー？　俺がやってんのはこれねこれ」

　木原乱数は一見すると何もない空間を適当に掌てのひらでかき回し、

「俺の本来の専攻は世界平和ってヤツよ。分かりにくいか？　もっと手っ取り早く言えば、陸上競技だのサッカーだの、色々あるだろ世界的に有名な国際大会ってヤツが。世界中の人間が共通する条件ルールの下で興奮や快楽に包まれている間は、民族だの思想だの国境だのって問題から解き放たれて一体感に包まれる事ができる。だったらそれを人工的に作り出したらどうなるね？」

「言っている事が……理解できない。それはここで起きている事と関係しているのか」

「ここまで言っても理解できないのはお前の頭が悪いからだっつの。つまりあれよ。化学物質。本来は単体の感情を増減させるもんなんだけどな。人間の脳内分泌物と同じ効果を持つ微粒子をカビに載せて空気中にばら撒まいているって訳。ファイブオーバーシリーズの第五位とかの派生研究で膨ふくらんだ技術だぜ？」

「ファイブ、オーバー……？」

「分っかんねーならそれでも良いけど。風とか温度変化とか静電気とか、まー慣れれば動きを操るのはそんなに難しくねーからさ。望む方向にばら撒くのも安全地帯を作るのもプログラム一つで何とかなる。でもって楽しーい夢を見ている間はみーんな棒立ち状態な訳。仕組み分かっちゃったかな？」

　幻覚。

　言葉にすれば簡単だが、望む映像を望む人間へ正確に見せる事には、一体どれだけのテクノロジーを投入しなくてはならないのか。

「結構大変なんだぜこれでも。つーか化学物質自体はさ、『レッドヒューリー０３』とか『ブルーフィアー０７』とか、まあ中学教科書レベルの英語ができれば分かる通りの感情単発を増減させるもんなんだよ。これの組み合わせできちんとした『体験』を作るのは結構骨だ。まして複数の人間が相互に影えい響きようを及ぼし合う『体験』になると、これはもう料理の域に達する。ま、喰くったもんが体臭に関かかわるみてーにさ、血中の物質は体外にも影響を及ぼすからヒントがねえって訳でもねーんだがな」

　いいや。

　木き原はら乱らん数すうの言葉が正しければ、ウェイスランド＝ストライニコフは一体いつから幻覚を見ていたのだろうか。サフリー＝オープンデイズと対立した事は？　ウートガルザロキと会話を交わした事は？　あるいは、相互に干渉する幻覚なら、あれ自体も『体験』の中では実際にやり取りされた情報だったのか。

「それにしてーもだ。おめーら都合良く上かみ条じよう当とう麻まがやってきて最初は苦戦するけど最終的には敵味方全員まとめて助けてくれるんですとか違和感覚えない訳？　アンタら反学園都市サイエンスガーディアンだろ。思いっきり対立してんだろ。あれがいくらイレギュラーなヒーローだからってこの局面でやってくるほど世界は最適化されてねえって。そしたら俺達みたいな『木原』の居場所はとっくになくなってる」

　人間の脳を混乱させる化学物質を載せたカビをばら撒く事で、バゲージシティの警備陣に幻覚を見せて棒立ち状態へ陥おちいらせる。

　後は一時的に無力化した標的に、一人ずつ改めてとどめを刺していく。

　それがどこまで真実かは不明だ。あるいは全すべて噓うそかもしれない。そして答えが何であったとしても、バゲージシティの至る所では実際に火の手が上がっており、ウェイスランド自身は身動きが取れない状況に追い込まれ、そして眼前には正体不明の襲しゆう撃げき者しやが佇たたずんでいる。

　絶体絶命。

　その状況を支配する木き原はら乱らん数すうは、大きなテーブルから床へゆっくりと足をつけた。彼の手にはスマートフォンが握られている。例のカビへ命令を送るためのものか。しかし表示されているのは難解な操作画面ではなかった。単純な動画撮影用のアプリだ。

「じゃーそろそろ始めようか」

「……こ、これ以上、バゲージシティに何をするつもりだ？」

「そっちは別の『木原』の担当だし俺は最初に言ったはずだぜ。さっさと終わっちまったからやる事ねーんで暇潰ししていますってよ」

「……、」

　戦せん闘とうにすら、ならない。

『グレムリン』など仕入れた所で何の役にも立たない。

　あまりの戦力差に現実味すら忘れそうになる状況の中、木原乱数はさらに接近してくる。ウェイスランドのすぐ近くまでやってくると、木原乱数はその場で屈かがみ込み、スマートフォンに映っているモノをウェイスランドへ見せつけてくる。

「見覚えあるかい？　おめーの嫁さんと娘夫婦とお孫さんが二人なんですけどよ」

「……ッ!?」

　バゲージシティで行われる格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』と並行して、数百万の関係者の大移動を画策していた事はすでに敵側に知られている。なら、こういう事態になっている事も想定するべきだった。

　にも拘かかわらず、実際にそれを目の前に突き付けられると、鋭利な衝しよう撃げきがウェイスランドの胸を突く。

「そんじゃー始めますか暇ひま潰つぶし!!　ちょいと変則的になりますが、ロシアンルーレットのお時間でぇーっす!!」

　画面に映っているのは、横一列に並べられた椅い子すが五脚。それぞれにウェイスランドの良く知った顔が縛しばり付けられており、真正面からその顔の中心を狙ねらうように、一人一丁の拳けん銃じゆうがポールで固定されている。

　拳銃にはそれぞれ番号札が引っ掛けてあった。

「さあーってクイズの回答者はウェイスランド＝ストライニコフ選手!!　ルールのご説明をいたします！　この五丁の拳銃の中に、一つだけ実弾の入った拳銃がありまーす!!　あなたが選ぶのはたった一つ。それで弾が出なければ全員解放というこの親切ルール！　さあさあ果たしてウェイスランド選手は無事にハズレの拳銃を選択して家族の絆きずなを取り戻す事ができるのでしょーかあ!?」

「な、な……!?」

「出題者の心理状態から答えを推測するもよし！　映像の中からヒントを探すもよし！　神に祈ってランダムでもよし！　あるいは元から嫌きらいだったご家族を選択するもよし！　だが注意が必要だぞウェイスランド選手!!　制限時間はわずか一分。六〇秒で選択をしなければ時間切れとみなされ答え合わせで『本物』が発砲されてしまいまあーっす!!」

「こんな……片手間で……？　私達が敵と定めていた学園都市は、ここまで……ッ!?」

「何でも良いから早くやっちゃってよ。まー死んだら死んだで苗床が増えそうだから構いませんけど？」

　意味不明な言葉が、ドロリとウェイスランドの耳に滑すべり込んでくる。

「人間だってさ。ごしごし洗って体表の善玉菌を潰つぶすとフツーにカビが生えるんだわ。知ってた？　でもって、人の味を書き込んだカビってのは、どーも喰くいつき方が違うんだよね。まー科学的根拠のある話じゃねーがな。ただ、ホントは死体より生きてる人間喰わせた『族』の方が活いきも良くなるから、そこだけは残念かね」

「……、」

　こいつは本気だ、とウェイスランドは思った。

　どすの利きいた脅おどし文句とは違う。あまりにもあっさりしすぎている。この木き原はら乱らん数すうにとっては、人間の全身を生きたままカビで覆おおい尽くす事も殊こと更さら気に留めるような内容ではないのだ。

　誰だれかを選べば引き金が引かれる。

　その内の一丁には本物の実弾が入っている。

　単純な確率で考えれば無事に済む可能性の方がはるかに大きいはずなのに、たった一発の当たりのせいで全すべての身動きが封じられる。しかし、立ち止まる訳にはいかない。制限時間が過ぎれば誰かが『確実に』殺される。

「ひ、ヒントは？」

「自分で探しなよ」

「くそ!!　何でも良い。対価に腕でも目玉でも持って行ってくれて構わない。だから何かヒントになるものは……ッ!?」

「残り二〇秒でーす。そろそろカウントダウンが必要かなー!?」

　時間がない。家族が死ぬ。そう思ったウェイスランドの瞳ひとみから、子供のようにボロボロと涙が溢あふれた。もはや考えている時間はない。ただでさえまともに動かない腕へ必死に力を込め、ぶるぶると震ふるえる指先でスマートフォンの画面に触れる。

「三番か。ラッキーナンバーだった？」

「……、」

「でもまー婿むこ養よう子しを選んじゃった辺りは流石さすがかね。やっぱり血統が一番大事なタイプ？　それとも元々娘さんの結婚には反対だったとか？」

「こ、答えは？」

「知りてーか？　期待されているのは生きている方？　それとも死んでいる方？」

「決まっているだろう!!」

「とりあえずそう答えなきゃなんねーのは決まっているわな。それじゃー答え合わせの時間でーす!!」

　木き原はら乱らん数すうはスマートフォンを手の中でくるくると回してから、もう一度その画面を倒れているウェイスランドの方へ向け直す。

「実はこのスマフォの映像はライブじゃーありません。ただの過去の映像」

「な、に？」

「でもってー！　画面のタッチは現実の引き金と直結していました！　つまりホントの世界ではすでに引き金が引かれていまーす!!」

　ゾッと。

　覚悟を決めていたそのタイミング自体を外され、今さらのようにウェイスランドの指先に嫌いやな震ふるえが走る。

　しかし木原乱数の悪あく趣しゆ味みはここに留とどまらない。

「そして一番のクライマックスはここから!!　実は五丁の中に一丁だけ本物の実弾が入っているという情報は噓うそでした。クイズの答えはー、全ての拳銃には均等に実弾が込められていた、でしたー!!　いやーこんな簡単なクイズで間違えるとかわざとやってんでしょーかぁこの盛り上げ上手ゥ!?」

「ッッッ!!!???」

「そんな訳でーえ、ウェイスランド＝ストライニコフ選手には家族を殺す引き金を引いていただいたのでした!!　一〇〇％。ひゃあくパーセェェェント!!　の確率で婿むこ養よう子しさんの頭をクラッシュさせた選手の今の気持ちをどーぞ!!」

　あまりの事態に口をパクパクさせるウェイスランドに、木原乱数はようやく暇ひま潰つぶしの目的を達する事ができたという満足げな笑みを浮かべ、

「感動の嵐あらしが巻き起こって言葉を発する事はできないようです。それでは正解のＶＴＲ……じゃねえな、ライブ映像をご覧いただきましょう!!」

「や、めろ」

「ちなみにご家族にはウェイスランド選手が誰だれかを選ぶとだけお伝えしてあります。生き残った皆さんのお顔にもご注目!!　果たして家族の絆きずなはまだ壊こわれていないのか!?　今年で五歳になるお孫さんはお父さんの頭が目の前で吹っ飛ばされても正気を保っていられるのか!?　見所満載の衝しよう撃げき映像はこちらになりまあーっす!!」

「やめろォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　頭に血が上り過ぎて眼球の毛細血管を破裂させたウェイスランドが、物理的に血の涙を流しながら叫ぶ。しかし木原乱数には届かない。いいや、届いていながらさらにそれを楽しんでスマートフォンを操作してしまう。

　画面が、悲劇の起きた後の現実を映し出す。

　そこにあったのは、

「……、あ？」

　木き原はら乱らん数すうが、これまでとは違う声を発する。

　彼が初めて発した怪け訝げんそうな声だった。その原因は画面の中にある。本来であれば、そこには真っ赤な鮮血と椅い子すに固定されたまま錯さく乱らんする民間人が映っているはずだった。そうでなければおかしいはずだった。

　だが現実には違う。

　椅子は並べてある。拳けん銃じゆうも設置されている。しかし肝心の人質がどこにもいなかった。婿むこ養よう子しどころか、捕らえた全員がいなくなっている。縛しばり付けるために利用していたロープだけが椅子や床にのたくっているだけで、影も形もない。木原乱数自身が目を離はなしている隙すきに、何かが起きたのだ。一体何が？

「だ、れだ？　人様の暇ひま潰つぶしに介入してくれちゃってよおおおおおー!!　わざわざお題を提出してくれるとかどんな名司会ぶりだっつー、の……？？？」

　叫び声が、途中で疑問に変わった。

　スマートフォンの画面の端はしに、何かが映り込んでいる。

　チラチラと見える影。

　おそらくはウェイスランドの家族を解放した何者か。

　その正体は、




　ツンツン頭の東洋人の少年だった。




『まだこれを見ていられるような状態なら安心しろ』

　画面の中で、誰だれかが言っている。

　口先だけでなく、実績によってその性質を示した少年が。

　全すべての中心に立っているはずの木原乱数を無視して、捕らえられているウェイスランド＝ストライニコフに向けて。

『アンタの隣となりにいるヤツもすぐにぶっ飛ばしてやる。それで全部解決さ』

　画面が揺れる。

　ひどい雑音の直後に信号が途絶える。

　おそらくは両手を使ってカメラを潰したのだろう。

　当然。

　宣言通り、間もなくあの少年はここへやってくる。

「……、」

　木き原はら乱らん数すうの思考がわずかに止まる。まさか、本当に、今回の事件に介入していた？　と、そこまで考えてから、彼は首を横に振る。

「ねーェェェだろ……」

　呟つぶやいてから、その思いを強くする。

「ねえだろそんな都合の良い話!!　いくら何でも、このタイミングで、こんな脈絡もなく！　ヒーローみてえに助けに来る訳ねえだろ!!　だったら、何だ、こりゃ一体何なんだ!?　何がどうなったらこんな世にもつまらねえ絵え面づらに……っ!?」

　そして気づく。

　絶対にありえない場面で上かみ条じよう当とう麻まが出てくる唯一の理由。

　木原乱数自身が、ウェイスランド達バゲージシティの反学園都市サイエンスガーディアンに仕掛けたトリック。

　思い当たるのはただ一つ。

　少なくとも、上条当麻が本当にやってくるよりは現実味のある可能性。

「……まさか、これも幻覚……？」







「ぜひゅ、ばぁ……。はぁ、はぁ……ッ!!」

　そしていくつもの紙束の山を崩しながら、『グレムリン』の魔ま術じゆつ師しウートガルザロキはのろのろとした動作で起き上がった。その全身は血まみれであり、崩した紙束も真っ赤に汚れていた。木原乱数に死の淵ふちまで追い詰められたが、最後の最後で幻覚を仕掛ける事に成功したのだ。

　北欧神話の巨人の名を冠するウートガルザロキだが、出展元はありとあらゆる幻覚のエキスパートであり、神話のメジャーな登場人物である雷神トールをも完全に騙だまし切っている。当然、わざわざその名を選んだ魔術師の得意分野も決まっている。

「や、ヤバかった……。あの野郎……初手から人間離ばなれしやがって……っ!!」

　前歯は折れ、血が入り込んだのか片目も見えない。それでも生き残った。彼の扱う魔術は『五感の一つで得た情報を別の五感に移し替える』といったものだ。平たく言えば、炎の写真を見せて炎の痛みを与える。使い方次第では相当の破は壊かい力りよくを秘めるのだが、長時間精密な幻覚を見せるためには、相当多くの『素材』を組み合わせて正確に提示する必要がある。

　それでも、一応は生き残った。

　同じ部屋にいるウェイスランドの生死は不明だが、まずは自分の安全圏の確保が最優先だ。そのためには、部屋の真ん中で棒立ちになっている木原乱数をどうにかする必要がある。あの幻覚がいつまでもつかは分かったものではない。

「つーかさ」

　のろのろした動きでウートガルザロキは紙束を適当に摑つかむ。サイズはＡ４、厚さはざっと一〇センチ。ずっしりとした重さは煉れん瓦がのブロック以上のものを感じる。

　躊ちゆう躇ちよなく彼は鈍器を振り上げる。

「幻覚専門のっ!!　スマートなこの俺にっ!!　こんなっ!!　肉体労働をっ!!　させてんじゃねえーよっっっ!!!!!!」

　ドゴバキグシャメキベキゴスバキグシャドガメギョベギャドガベコベゴ!!　と。

　薙なぎ払って床へ叩たたき倒し、さらに馬乗りになって数十発の殴おう打だを徹てつ底てい的てきに振り下ろす。音は途中で粘質なものへと変わっていき、木き原はら乱らん数すうの体が無抵抗なままびくびくと痙けい攣れんしていく。血を吸ってへなへなになった紙束を傍かたわらに放り捨てると、さらに手近にある新しい束を摑んで振り下ろす。

「ははは!!　はははははははは!!　ちくしょう、勝った。ようやくの安全圏。俺は生者の世界に帰ってきたぞ！　俺はァ！　生きているんだァァァあああああああああああああ!!」

　どれだけの価値が印刷されているかも分からない紙切れで両手にこびりついた血を拭ぬぐい、それから同じように顔の返り血も拭ふき取っていく。ガサガサとした感触が痛かったが、それがきちんと生きてこの現実に存在する事の証明のようにも思えた。

　そんなウートガルザロキの背後から、そっと肩を叩く者がいた。

　振り返った幻覚のエキスパートは、そこで目もく撃げきする。

　立っていたのは。

　ツンツン頭の。

　東洋人の。

　少年。
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「何だよおい。何だ何だ何だどうなってんだ!?」

　ガードマンの一人、シャール＝ベリランは白い雪の中に突っ伏しながら叫ぶ。マイナス二〇度の中では自殺行為に見える動作だが、この状況で顔を上げれば全身が凍るより先に死ねるであろう事は容易に想像できる。身を隠す都合上、温熱効果で雪を溶かしている大通りへ出る訳にもいかない。

「学園都市製の無人兵器を使えば連中とパワーバランスは拮きつ抗こうできるって話じゃなかったのか!?」

　無線機に向かって叫んでも応答はなく、携帯電話で連絡しても繫つながらない。

　そして目の前に何か巨大な塊かたまりが落ちた。それは第三次世界大戦時にロシア製の戦車や装甲車をさんざん蹴け散ちらしてきた、無人操縦機能を持った駆動鎧パワードスーツの残ざん骸がいだった。

　そう、残骸。

　分厚い複合装甲はネズミにかじられたチーズのようにボロボロになっていた。対戦車地雷を直接貼はり付けて起爆したって破れるかどうか分からないあの装甲を、である。しかも残骸は一つではない。もしもシャールが体を起こして周囲を見回す事ができたなら、猛もう吹雪ふぶきでも隠し切れないほど大量の残骸で辺り一面が埋め尽くされているのが分かるはずだ。

「……イカれてやがる」

　シャールは茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　カマキリにも似たシルエットの、巨大な兵器が闊かつ歩ぽしていた。その二本の前脚はガトリングガンのようになっているらしいが、明らかに破は壊かい力りよくの規模が違う。戦車の滑かつ腔こう砲ほうを毎分数万発もばら撒まいたらあんなカタストロフを生み出せるだろうか。率直に言って、わざわざ銃身を束ねて集弾率を高める理由が見当たらない。……悪あく趣しゆ味みなこだわり、以外は。

　FIVE_Over.

　Modelcase_〝RAIL_GUN〟.

　機体に描かれた文字列が何を意味しているのかシャールには理解できなかったが、とにかくゲテモノだという事は分かった。そのゲテモノがあちこちで大量の銃弾をばら撒いている。雪の上を歩いたり空を飛んだりしている。シャールが把は握あくしているだけで、軽く二〇機は展開されている。

　明らかに世代が違った。

　馬と刀で合戦を仕掛けようとしている武将に、ステルス爆撃機を差し向けるようなものだ。

　超能力がどうこうなんて話じゃない。学園都市の武器はそれだけじゃない。『ナチュラルセレクター』にはいろんなゲテモノが集まっていたようだが、とてもじゃないがあの巨大なカマキリを素手で破は壊かいできるとは思えない。

　勝てない。シャールは率直に思った。これは勝てない。出し抜くという思考が間違っている。倒して勝つ事はもちろん、逃げて勝つという可能性すら頭に浮かばない。自分の意思で選べるのは、せいぜい抵抗して死ぬか抵抗しないで死ぬかの二択ぐらいしかないのがありありと分かってしまう。

　苦痛があるのはどちらか。

　尊厳があるのはどちらか。

　救いがあるのはどちらか。

　多分これはセキュリティソフトみたいなものだ、とシャールは思う。どこか遠い国でクリック一つ。それで大量の無人兵器が動いて勝手に敵性分子を洗い出してくれる。排除もしてくれる。その過程で、内部で、何が動いているかなど関係ない。『敵兵は〇人です』という結果が表示されればみんなが満足する。そんな形の戦争だ。

　戦う相手を間違えた。

　戦う方法も間違えた。

　敵であるだけで死ぬ。そういう戦いだったのだ。だから学園都市と反学園都市などという線引きをするべきではなかったのだ。セキュリティソフトのウィルスリストが更新された時点でもう助からない。シャール達は、自分の手で敵のソフトを最新版にアップデートしてしまったようなものだ。

　だから見つかり。

　だから攻こう撃げきされ。

　だから殺される。

「……、」

　その瞬しゆん間かん、シャール＝ベリランの息が止まった。

　物音が消える。

　不自然な静寂の意味を知り、歯を食いしばり、冷たい雪の上に突っ伏した状態のまま、ゆっくりと顔を上へ向ける。無理な動きに首が痛むが、もう気にしていられない。

　飛んでいた。

　静止していた。

　カマキリのような巨大な機械が、シャールの頭上に。蜂はちやトンボのようにピタリと止まって。鎌かまに似た形のアームから伸びたガトリングガンの銃身がこちらを向いた。その束ねた銃身が高速で回転しているのを見て、ああ、音が消えたのではなく自分の頭の方がどうかしていたんだなと、シャールはようやく悟る事ができた。

　しかしそれ以上の行動は起こせない。

　移動式のレーダー設備とでもリンクしているのか、戦せん闘とう機きや空対地ミサイルさえ撃うち落とすような怪物だ。アクション映画のように地面を転がった程度で結果が変わるはずがない。

　終わりだ。

　駆除されるように、件数だけが数字として表示されて。

　シャール＝ベリランがそう思った直後だった。

　異変があった。

　カマキリの動きに変化があった。シャールを狙ねらう空中の一機だけではない。彼が把は握あくしている二〇機以上が、一斉にその銃身で一点を狙う。明らかな警戒の動作。これまであった、順番に検索して一つ一つ潰つぶしていくという作業的な挙動から、明確に『敵』と戦うため、『敵』の出方を窺うかがう挙動へと変化していく。

（なん、だ？）

　冷や汗も凍りつく中、シャールは倒れたまま目だけを動かした。視界の端はしに誰だれかがいる。白い地獄の中、シルエットが屹きつ立りつしている。

　長いコート。

　顔を覆おおうヘルメット。

　男女の区別も曖あい昧まいな影だった。それが事態を好転させるのかも不明。周辺のカマキリ達が一斉に注意を向けているのが逆に奇妙に思えるほどだった。

「……、」

　それは何も言わなかった。

　ただ、その右手を改めて、力強く握り締める。








Sub.09









　近江おうみ手しゆ裏り。

『ナチュラルセレクター』の参加選手の一人。甲こう賀がの系統を組んだくノ一。徹てつ底てい的てきな肉体の改造によって、見た目こそ一〇歳前後だが実年齢は三〇を超えるというとんでもない素す性じようの女性だった。とはいえ、体が成長しなくなる病気というのもいくつかあるので、決して不可能な事ではない。そのままだと『体が小さいまま、年齢に合わせて老化が進む』のだが、その辺りもボツリヌス菌などを利用して肌の調子を整えれば、『あくまでも表面上の見た目だけなら』子供の容姿を保つ事はできる。

　服装の方は公式試合に合わせて相当派手なものに変えてあるが、基本的な『役割』は大して変わらない。チアリーダーのような格好に、肩かた紐ひもで背負う形の学生鞄かばんという不自然さの集合体のような容姿。しかし『初動』という近江手裏のポジションを考えれば、違和感はデメリットにはならない。

　手品で言う所のフェイク。

　周囲の人間全員の注目を集め、意図的に死角を作り、その安全圏で別の仲間が様々な小細工を施ほどこす事で、忍者は奇跡のような戦術を成功させて多くの敵を翻ほん弄ろうする。つまり、ここが失敗すれば全すべてが倒れる要かなめ。リカバリー不可能の中心核。

　派手で目立つ忍者というのは明らかに浮いているように見えて、実は一つの作戦に参加する部隊全体の生死に直結する、最も重要な『役割』を担になうのだ。

　それでいて、当然ながら注目を浴びる『初動』は敵からの攻こう撃げきも集中する。

　これだけの悪状況で使い捨てではなくきちんと生還するのだから、その点だけでも近江手裏の実力が並のものではない事が窺うかがえるだろう。

　他の多くのゲテモノと違い、部隊を率いて実働の作戦を行う程度の『戦術基盤』を持っている甲賀の近江手裏だが、そんな彼女が『ナチュラルセレクター』に求めているものは至し極ごくシンプルなものだった。

　映画やドラマに出てくるような、本物の異能を使った忍術を完成させる。

　そのための技術的な土台を入手する。

　……言ってしまえば、彼女（正確には彼女達）は最初から『ナチュラルセレクター』優勝の栄誉は求めていない。自分達の持っている『現実的な忍術』を膨ふくらませても異能には近づけない事を理解しているからだ。そこで他の参加選手と実際に戦って有益か無益かを見極め、使えそうな『素材』の情報や仕組みをあらゆる方法で分析する。どれだけ派手なスポットライトの中にいてもやっている事は裏方であり、その追究によって近江おうみ手しゆ裏りらは二一世紀まで甲こう賀がの名前を繫つなげてきた。

　異能の力を分析するなら、日本の学園都市に潜もぐった方が早いと思う意見もあるかもしれない。現に近江手裏とは別の派閥にはそうした動きもある。

　だが駄だ目めだ。

　学園都市には屈しない。彼らの軍門に下っておこぼれを頂ちよう戴だいするつもりはない。もはや国境の概がい念ねんの消失したグローバルな甲賀の忍者ではあるが、やはり最も浸透しているのは日本の『闇やみ』。その勢力図の関係で、近江手裏達は学園都市と接近し過ぎる事を望んでいない。

　だからこそのバゲージシティ。

　だからこその格かく闘とう大会ナチュラルセレクター。

　だからこその反学園都市サイエンスガーディアン。

　だったのだが。




「……何で大会初日からいきなりバゲージシティが崩ほう壊かいしているんだかね」




　狭い入り組んだ通路を走りながら、近江手裏は呟つぶやく。ここはバゲージシティの地下構造だ。世界有数の豪雪地帯であるバゲージシティにとって温水暖房施設は都市の生命線と言っても良い。街のあらゆる建物は地下の温水パイプ網もうで結びつけられ、そのパイプ群をメンテナンスするため、迷路のような地下通路が街の敷しき地ち一面に張り巡らされているのである。

　当然ながら立入禁止区域。

　しかしそれを咎とがめる者ももういない。彼女は意図的に小さく留とどめている手を器用に動かして、銀色に光る刃物をくるくると回す。園芸用の片手で持つシャベルだが、くないのルーツは飛び道具ではなく土を掘る道具である。

（……おそらく他の参加者も、公式大会が終わった程度で戦いが終わったなんて考えないはずだ。各おの々おのの選手やそのバックボーンには、各々の目的がある。バゲージシティを利用してそれが果たされない限り、リングやルールが壊こわれたって戦いは続く）

　気配を消し、周囲の状況を確認しながら、近江手裏は静かに思う。

（ようは、リングの中で戦うか、外で戦うかの違いってだけ。たとえ主催者がいなくなったって、私達の『ナチュラルセレクター』は続行される。その辺で他の選手とかち合ったら、出会い頭がしらに殴なぐり合いになると思った方が良い）

　そう考えた上で、最優先で考えるべき事がある。

　天敵。

　この大会から生きて帰るために、絶対に覚えておかなくてはならない敵。

　皮肉にも、それは『ナチュラルセレクター』の登録選手とは違う部外者達だ。

　バゲージシティ、というかそれを運営する反学園都市サイエンスガーディアンは、科学サイドの権ごん化げである学園都市側が放った『木き原はら』とかいう精鋭部隊の襲しゆう撃げきによって一方的に嚙かみ砕かれている。

　それだけでも十分に脅きよう威い的てきだが、バゲージシティ側も隠し球を用意していたらしい。彼らの会話からかろうじて『グレムリン』という単語は聞き取れたが、それが何を意味しているかすら不明のままだ。

　戦せん闘とう中ちゆうの彼らの会話や、打ち砕かれていくバゲージシティの防衛部隊の断だん末まつ魔まなどを盗み聞くなど、様々な方法で状況を分析している近江おうみ手しゆ裏りだが、その内容は信じられないようなものばかりだった。何かの暗号で会話が行われていて、ストレートに解釈するのは間違っているのでは、と疑ってしまうほどだ。

　理り不ふ尽じんと理不尽。

　その激突。

　もはや異能が関かかわっているとかそういう次元とは別の世界で、圧倒的な削り合いは危機の中にあるはずの人間の心さえ鷲わし摑づかみにしてしまう。

　参考になるのか。

　参考にしてしまって良いのか。

　取り込んだが最後、かえって甲こう賀がの組織全体の仇あだには繫つながらないのか。

　そんな漠然とした不安に駆られつつも、近江手裏は安全に効率良く情報を取得できる位置を探して入り組んだ通路を走り続ける。

　こうしている今も、複数の方角から爆発音と震しん動どうが伝わってくる。

『ナチュラルセレクター』が続行できるかどうかも予測できない。が、だからと言って近江手裏の作戦が中断する事はない。ならば『ナチュラルセレクター』を潰つぶすほどの相手からヒントを得るだけだ。

　近江手裏は震動の中心地にほど近い曲がり角で、通路の壁に背をつける。

　服の内側のケーブルで無線機と連結した小型マイクを使い、同じ作戦に従事する者達と連絡を取る。

「坂さか田た、浅あさ井い、野や洲す。聞こえている？　西区画三二地域で『財宝』と遭そう遇ぐう。ただし私個人では生きて持ち帰れる保証がない。バックアップの意味を含めて複数の角度から録画をしたい。配置は間に合うかしら」

　ジジ、という小さなノイズと共に、良く知った者の声が返ってくる。

　ただし、今まで聞いた事もないような感情を乗せて。

『くそ、駄だ目めだ。こっちは振り切れません!!』

『なん、ちくしょ……怪物め……っ!?』

『追い着かれ……ッ!!』

　ガリガリ!!　という甲かん高だかい雑音が近江おうみの耳を打つ。無線のノイズかと思ったが、何か違う。通信機器の向こうで得え体たいのしれない事が起きている。

『うん、うん……気が引けるけど、でも、仕方がないんだよね……』

　か細い少女の声が聞こえてきた。

　近江手しゆ裏りの唯一知らない声。そしておそらくは狂乱の元凶。

『分かったよ、数多おじちゃん。「木原」ならこういう風にすれば良いんだよね……っ!!』

『ガガッ。ギリギリ。ザザザザザザザジジジジジジジジジジガガガガガガガガガガガガザリザリザリザリガリガリガリガリガリガリギギギギギギギガリガリガリガリ!!』

　硬い物が砕けるような轟ごう音おんと、柔らかい果実を潰つぶすような水っぽい音が連続した。

　まるで、何か巨大な顎あごに人間が喰くわれていくかのような……。

「ちくしょう」

　近江手裏は吐はき捨て、他のメンバーへと連絡を取っていく。だが芳かんばしい言葉は聞けない。錯さく乱らんして救いを求める声、すでに全すべてが終わって断だん末まつ魔まとなった声ならまだマシ。何より全く応答がない者が圧倒的に多い。

　状況は完全に人知を超えている。

　甲こう賀がの部隊はそれに吞のまれて壊かい滅めつしたと判断するべきだ。

（……ただで死ねるか）

　曲がり角の壁に背を預けたまま、近江手裏は通路の先、そこで繰くり広げられている『木き原はら』や『グレムリン』、怪物の席せつ巻けんを強く意識する。

（……必ず『財宝』を持ち帰る。ここが限界、なんていう言葉から甲賀を解き放つ。この脅きよう威いについていけないという現実に別れを告げるため、敢あえて脅威に立ち向かう!!）

　背中にある飾り物の学生鞄かばんの肩かた紐ひもには防犯ブザーが取り付けられている。小さな装置にあるカメラレンズの動作を確認し、近江手裏は意識して呼吸を整える。

　勝つ必要はない。

　戦う必要もない。

　ただ覗のぞき込み、その叡えい智ちを欠片かけらでも撮影して持ち帰る事ができれば、それが甲賀全体にとってプラスに働く。だから、重要なのはヒーローやモンスターのように存在感を大きく誇示する事ではない。それは『財宝』を有効活用した後に待っている未来の成功図だ。

　そう思い。

　持てる力を全て振るって。

　路ろ傍ぼうの石と化す。

　近江手裏の。




　真後ろから、ガサリという音が聞こえた。




　温水暖房用のメンテナンス通路の壁に背をつけて曲がり角の向こうを観察しようとしていた近江おうみ手しゆ裏りにとってはまさに死角。挙げ句に退路を断って板挟みにするという最悪の展開つき。

「っ!?」

　とっさに背後を勢い良く振り返る。数メートルの位置まで迫っていたのは軍服の男だった。相手にとっても出会い頭がしらだったようだ。壁かべ際ぎわにロッカーが並んでいるように見えたものが、実はその隙すき間まに細い別の通路があったようだ。

　バゲージシティのガードマンか、『木き原はら』か『グレムリン』か。相手の素す性じようは摑つかめないが、やるべき事は一つだった。

（殺やるしかないか!!）

　利きき手にある園芸シャベル型のくないに意識を集中するが、具体的なアクションは相手の方が早かった。軍服の男はナイフというより鉈なたに近い刃物をすでに振り上げている。

　今から攻こう撃げき的てきな動作を行っても間に合わない。

　軍服の男を殺す事はできるかもしれないが、確実に相討ちが待っている。

　となると、まずは相手の初手を回かい避ひしてから反撃するしか生き残る道はないが。

（男の歩幅と得え物ものの長さからして殺傷域は踏ふみ込み含めて三メートル。駄だ目めだ、曲がり角で後ろへ跳び下がるだけのスペースが足りない!!）

　舌打ちし、近江手裏はとっさに背中の学生鞄かばんの金具に紐ひもで引っかけていた給食袋……に偽装した予備兵装ポーチの底に取り付けた強力なライトを手探りで摑む。悪あがきのように後ろへ下がりながら、スイッチを入れて閃せん光こうを真後ろの壁へ叩たたきつける。

　直後に真上から刃が振り下ろされた。

　ブォン!!!!!!　という風を切る音に、意識とは関係なく脈拍が変化する。

　しかし、

「っ!?」

「ハズレだ、ご苦労さん」

　鋭い刃の切っ先が近江手裏の鼻先スレスレを通過するが、彼女の幼い瞳ひとみは瞬まばたきすらしない。明らかに安全地帯を把は握あくしている反応だった。

　目測を誤った。正確には誤らせた。人間の目は、真っ白な背景の中に置かれた物体の遠近感を正しく把握できない。近江手裏は真後ろの壁に強力なライトを浴びせて閃光を反射させ、疑似的に真っ白なスクリーンを用意したのだ。

　そして、初手を確実に回避してしまえば、反撃のチャンスが生じる。

　相手が二発目を放つより先に近江手裏は大きく相手の懐ふところへ飛び込む。園芸シャベル型のくないの切っ先を軍服の男の胃袋に向けて、突撃していく。

　勝利の実感は確かにあった。

　だが、実際にはくないの先せん端たんは軍服の男の腹には届かなかった。

　妨ぼう害がいされたのだ。

　軍服の男に、ではない。




　近江おうみ手しゆ裏りが最も憧あこがれていた、本当に理り不ふ尽じんな異能の力の使い手によって。
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　黒い髪を縦ロールにした『それ』はメイドの格好をしていた。ただしフランス辺りの古い城で仕事をしているようなものではなく、どこかの電気街でチラシでも配っていそうな、一言で言えばとてつもなく胡う散さん臭くさいデザインの、蛍光イエローでできたメイドだった。ミニスカートにフリルつきのニーソックス、黒いコルセットと、歴史の流れをブッツリと切断するサイケデリック度合いは半はん端ぱではない。

　しかし、格好以上にふざけていたのは、『それ』の出現方法だった。




　軍服の男の真下。

　両足の下を潜くぐり抜けるように、体勢を低くした少女が近江おうみ手しゆ裏りへ突とつ撃げきしたのだ。




　ガッ!!　という硬い音と共に、少女の両手で近江手裏の園芸シャベル型くないが押さえ込まれる。メイド服の少女は笑みすら浮かべて間近でささやく。

「物ぶつ騒そうな時間はこの辺で終わりだ。殺さなきゃ助からないなんて口を利きくなら、私が一つスマートに済ませてあげよう」

　直後だった。

　両手で近江手裏のくないを押さえつけたまま、少女の片足がいきなり天てん井じようへ真まっ直すぐと伸びた。軍服の男の顔を狙ねらったのではない。少女が細い脚を折ると、その膝ひざ裏うらが軍服の男の刃物を持った腕へ手て錠じようのように絡からまっていく。

　そして少女が回った。

　床につけたもう片方の足で、勢い良く跳ぶ。近江手裏のくないを軸にして、ぐるん!!　と二本の足が竹とんぼのように回転した。手首をねじられる痛みに近江手裏が反射的にくないを手放すのと、軍服の男の腕に絡めた膝裏を中心にメイド服の少女が回転するのは同時だった。あっという間に少女の頭は軍服の男よりも上の位置に移っていた。そして床から跳ぶために使った片足の膝が、軍服の男の顎あごへ深々とめり込んでいる。

「あら」

　顔に埋うずめた膝を外側にずらし、腕を押さえるもう片方の足も膝を軍服の男の肩に載せる。ミニスカートも気にせず、そのまま全体重を掛けた。ちょうど太ふと股ももで軍服の男の頭を押さえつけるような格好で、そのまま真後ろへ倒れさせる。

「よっと」

　鈍い音が響ひびいた。

[image: ]

　軍服の男の上でぺたりと座り込む少女は、自分の尻しりと床で標的の頭をきちんと圧あつ搾さくして意識を奪った事を確認すると、起き上がりながらナイフとくない、二つの刃物をそれぞれの手で弄もてあそぶ。

「……うーむ。ちょっとばかしサービスし過ぎたか？　プライドを適度に傷つけるため敢あえて恥の多い方向に持っていったが、倒した相手の人生経験を豊富にさせてしまうとは、まったく私の才能というヤツはつくづく面倒だな」

　ブツブツ呟つぶやいている少女を見て、近江おうみ手しゆ裏りは慎しん重ちように手を後ろへ回す。

　一見すれば手で走って足で投げる、四し肢しをトリッキーに使った格かく闘とう技ぎのように見えなくもない。だが、それだけであの動きは説明できなかった。常識的な範囲で合理化を追求する甲こう賀がの忍びだからこそ、分かる。人間の筋肉だけで先ほどの動作についていく事は不可能だ。どう考えても矛む盾じゆんしているのに、それがそのままゴールまで突っ走ってしまっている。

　明らかな異能の力。

　近江手裏が求めるものを振りかざす者。

「アンタは一体何なの？」

「んー。雲くも川かわ鞠まり亜あ」

　胡う散さん臭くさいメイド服の少女は簡単に名乗った。

「学園都市側の人間だが心配するな。この街を襲おそっている連中とは繫つながっていない。『ナチュラルセレクター』の選手ではないが、目的は一いつ緒しよだね。君と同じように、怪物同士の戦せん闘とうを覗のぞき見に来た者さ。もっとも、私の場合は単純に人捜しだがね」

「……、」

　そうは言うものの、覚悟の段階は違う。

『ナチュラルセレクター』を順調に消化して安全に『異能の力』の情報を手に入れようとした近江おうみ手しゆ裏りと、最初から学園都市と反学園都市サイエンスガーディアンの激突を予見した上で、それでも乗り込んできた雲くも川かわ鞠まり亜あ。

　正直に言って、近江手裏はここまでリスキーだと分かっていたら方法を変えていたかもしれない。

　何にしても、こちらの目的を知られているのはまずい。

　近江手裏は後ろに回した手に力を込めるが、そこで制するように雲川鞠亜は告げる。

「よしなって。唐とう辛がら子しを溶かした真っ赤な水鉄砲程度じゃ私の目は潰つぶせないよ。私のプライドを傷つけたいなら、いっそ火炎放射器ぐらいは持ってくるべきだ」

「練り辛子の黄色と新鮮なわさびの緑色もあるけど」

「あうー……。辛子系はともかく、わさび系はガチで失明のリスクがあると思うんだが。ていうかＪＩＳマークついてないよねそれ？」

　いずれにしても、と雲川鞠亜は一度区切って、

「やり合っても負けるのはそっちだよ。それでも良いならご自由にどうぞと言うしかないが、できれば無む駄だな争いは避さけたいね。せっかく助けた命をもう一回殺すとかはあんまり楽しくない経験だ。率直に言えば丹念に細かく傷つけてきたプライドがボッキリ折れかねんのだよ」

「何な故ぜ、言い切れる……？」

「二本の手で戦う事しかできない相手に、四本フルに使って肉弾戦する私が負けるとは思えないなあ。私は右手と左手で歩けるし、右手と右足で走り幅跳びだってできるんだよ？　手数の差が何十倍広がっているか、計算する時間を与えようか」

　近江手裏は少し考え、

「噓うそつき」

「バレたかー。流石さすがに幅跳びは無理だが右手と右足で投げたり折ったりはできるよ。あと右足で剣道できるし左足で槍やり投げできる。足で竹刀しない持つと本職の人にすんごく怒おこられるけどね。でも負けた事はないな」

「……、」

　試しにスカートの裏に隠していた唐辛子の水鉄砲を取り出し、即座に引き金を引く。しかし直後には、すでに雲川鞠亜の頭は一八〇度逆さまに、先ほどまで膝ひざのあった場所へ移動していた。ミニスカートも気にせず、片足をピンと天てん井じように向けてバランスを保持し、右足と右手で直立している。

「単に攻こう撃げきの手数が多いだけでなく、急所の位置も大きく変化するという訳だ。『二本の足で立つ敵と戦うために最適化された』戦せん闘とう術じゆつはそれだけで不具合を起こす」

　ヒュンヒュン、とバレリーナのように細かく回転しながら、雲くも川かわの頭と手足の位置が元へ戻っていく。

「でもって本来なら虚を突かれた君の足を手で摑つかんでから脳天に私の足を落としていた。今はお試し期間だから大目に見たけど、そろそろ無料サービスの時間もおしまいだぞ？」

　しかしメリットばかりではないだろう、と近江おうみ手しゆ裏りは分析する。

　打撃も寝技も投げ技も、基本的には敵味方の体重が威力に大きく関かかわっている。トリッキーな動きはそうした体重の移動を阻そ害がいするはずだが、どうも雲川鞠まり亜あは独自の回転運動でその辺りをブーストしているようだ。

　あるいは、それだけでは説明のつかない異能の力についても。

　物体が回転する時に生まれるエネルギー。

　遠心力。

「でー、どうするね？　やり合う？」

「遠えん慮りよする」

　近江手裏が片手を差し出すと、雲川鞠亜は没収した園芸シャベル型くないを軽く放り投げた。自分の武器を取り戻した近江手裏は、改めて思う。

　ここで自分が行うべきは、存在感を誇示して勝ちを取りに行く事ではない。

　異能の力という『財宝』を入手し、勝利への橋渡しをする事。

　甲こう賀が全体をあのレベルまで押し上げる事。

　そのためなら軽く見られる事は苦痛にならない。むしろ、意味も実益もなく勝利へ固こ執しつした結果、何も残せずに倒れる方がはるかに無ぶ様ざまだ。

　そんな近江手裏に、雲川鞠亜が尋ねる。

「そっちはどうするの？」

「どうするの、とは？」

「曲がり角。その先、覗のぞき込んでみるのかねと質問しているんだが」

　爆音と震しん動どう。

　こうしている今も、曲がり角の向こうでは『木き原はら』や『グレムリン』の席せつ巻けんは続いているらしい。それこそ人知を超えた、甲賀が求めているものを存分に振り回す者達の戦いが。

　覗き見るのが精一杯。

　巻き込まれれば死ぬ。

　両者の区切りなどつけている暇ひまもなく、挑戦した直後にものの一いつ瞬しゆんで吞のみ込まれる可能性だって否定はできない。

　その上で、近江おうみ手しゆ裏りは答えた。

「……行くとも」

　徹てつ底てい的てきな肉体の改造によって、一〇歳程度にしか見えなくなってしまった『初動』を担になう精鋭。しかしその目つきだけは、どれだけ体に手を加えても失われる事のない本来の光が宿っている。

「行って甲こう賀がをのし上げるための足掛かりを手に入れてみせるとも。『ナチュラルセレクター』の続行不能なんて関係ない。誰だれかがやらなくてはならない事なら、きっと私がやれば未来の誰かをこんな脅きよう威いに陥おちいらせずに済むはずだ。ならば行くとも、たとえ何が起きても」

　やれやれ、と雲くも川かわ鞠まり亜あはため息をついた。

　首を横に振る。

　それから、




「なら仕方がない。私がプライドを傷つけて君の命を守ってやろう」




　疑問を発する暇ひまもなかった。

　直後に雲川鞠亜の四し肢しがまとめて唸うなりをあげ、近江手裏の意識が完全に落ちた。
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「ふぁーっくふぁーっくふぁっきーん」

　とんでもない歌声と共に、一人の少女がバゲージシティに真っ赤な鮮血をばら撒まく。場所はバゲージシティのゴミ処理施設だった。ここにも温水暖房用のパイプや通路は繫つながっている。というか、ゴミを燃やす熱を再利用して温水暖房施設を動かしているため、むしろここはバゲージシティの中核と言っても良い。

　火力発電所や石油精製施設など、温水暖房施設を動かすための『要かなめ』はいくつかあるが、その全すべてが失われれば、バゲージシティはマイナス二〇度以下の地獄の中に放り込まれる羽は目めになるのだ。

　そう。

　主戦場はアメーバのように歪ゆがんでいく。

　安全に整えられた円形リングから、世界で最も人命が軽んじられるゴミ処理施設へと。

　攻こう撃げき的てきな赤色を量産しているため分かりにくいかもしれないが、少女はその防衛側に当たる人物だった。

　銀髪の三つ編み。

　褐色の肌に赤いフレームの眼鏡。

　地肌に直接オーバーオールという、街を歩くにしても豪雪地帯を進むにしても少々奇抜な服装の少女の手には、黄金で作られた金かな槌づちと鋸のこぎりが握られていた。本来なら、純金は腐食や酸化には強くても硬度は低い。つまり柔らかくて刃物としては使いにくい金属だった。しかし褐色の少女にそんな定じよう石せきは通用しない。黄金の工具は鋼はがねを切断し、コンクリートを叩たたき割り、そして人間をサイケデリックに『改造』していく。

『グレムリン』の正規メンバーの一人。

　現存する黒小人ドヴエルグ。

　マリアン＝スリンゲナイヤー。

　彼女自体の移動速度は速くはない。むしろ遅い。その辺の少女が時間を潰つぶしながら自宅へ帰ろうとしている程度のものでしかない。

　だが、

「がーうがーうわんわん」

　適当に呟つぶやきながら、マリアンはその手に持った黄金の鋸を壁に刺す。何な故ぜか刺さる。そしてマリアンが手を離はなすと同時に、鋸は自動車並の速度で敵陣に突っ込んだ。『鋸の間合い』を信じ切っていた学園都市側の刺し客かく達は、リーチの変化についていけず棒立ちになり……。

　血ち飛沫しぶきが舞った。

「がっ!?」

「ぎゃあ!!」

「脂肪だ！　壁に塗りたくられた脂肪の上を刃物が滑すべっていやがる!?」

「もーうおーそいっ」

　壁を離はなれ、空中で複雑な軌道を描く黄金の鋸のこぎりが、一ヵ所で固まっていた兵士達数人をバラバラに切り取った。

　しかし直後には、彼らの体が五体満足に戻っている。出血もない。

「なに、が……？」

「んー？　自分の手足にご注目」

　マリアンは壁を伝って戻ってきた鋸を摑つかみ、それをくるくると回してから凶器の先せん端たんで兵士達を指し示す。

「無理矢理に繫つなげたように見えない？　まるで数種類のジグソーパズルをぐちゃぐちゃに混ぜたような」

「う、そ」

「移植の適応検査なんてしてないからさー、早くしないと免めん疫えき関係の拒絶反応始まっちゃうよ？　死にたくなければ他人の中にある自分のパーツを奪い合え」

「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　実際、彼らに共食いの意思があったかどうかは不明だ。

　しかし周りが反応した。

　異様な雰ふん囲い気きに吞のまれた『無事な兵士達』は、あいつらはきっとやる、もはや敵だと勝手に判断し、一方的に鉛弾を叩たたき込んでしまう。

「悲ひ惨さんだねえ」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは小さく呟つぶやきながら、『恐怖の注目』から逸それたわずかな時間を利用して、着実に生き残っている兵士達へ近づいていく。

　その時だった。

　複数の死体の側そばに倒れて身を潜ひそめていた刺客の一人が、近きん距きよ離りから拳けん銃じゆうを突きつけた。

　しかしマリアンはそちらを見もしないで黄金の鋸を振るう。

　直後には、刺客の両手が消えていた。

　切断されたのではない。

　拳銃を握る両手の手首から先が、黄金でできた蛇じや口ぐちに変わっていたのだ。両手で一つの蛇口。まるで手て錠じようで拘こう束そくされたような格好で、形作る構成要因自体も普通の腕と普通の蛇口。にも拘かかわらず、生み出された光景はあまりにもグロテスクだった。

　人体改造。

　施せ術じゆつの領域を超えて、戦せん闘とうにまで達した黒小人ドヴエルグの技術。

「あ、あ……」

　変わり果てた両手を眺めて呆ぼう然ぜんと呻うめく刺し客かくの肩を、マリアン＝スリンゲナイヤーはポンと叩たたく。

「良く頑張ったね」

　にっこりと微笑ほほえみ、

「でも結果を出せなきゃ〇点なんだわ。残念ね」

　躊ちゆう躇ちよなく蛇じや口ぐちをひねる。

　ざーざーと音を立てて、生命を支える赤黒い液体がいとも簡単に流れ出てしまう。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「両手を合わせて一つの蛇口にされたからひねって閉める事もできないねー大変だねー。人間の致死量ってどんぐらいだったっけ？　まーバケツ一杯も満たせば確実に……って、ありゃ？　もう意識飛んでるか」

　ガクガクと痙けい攣れんする刺客は、自らが撒まき散らした鮮血の中に沈んでいく。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは気にせずに歩みを再開していく。

「……私は本来戦闘向きじゃないから、もっと苦戦すると思っていたんだけど。こんな程度の連中に引っかき回されるだなんて、バゲージシティ……つーか反学園都市サイエンスガーディアンってのも期待以上に期待外れだったな。この分じゃ『時間稼かせぎ』にもならないかもなー」

　面めん倒どう臭くさそうに告げ、マリアンは黄金の鋸のこぎりの先せん端たんを足元に向ける。物陰に隠れていた刺客がライフル弾を叩き込んでくる前に、床に倒れ、かろうじて息を吐はいていた兵士の喉のどを抉えぐる。

　途端に、小さな子供のようなソプラノの絶叫が、人間の声帯の限界を超えた大音量で撒き散らされた。

　幼い悲鳴。人間が最も嫌きらうとされる周波数。

　その炸さく裂れつに物陰の刺客が全身を硬直させている間に、マリアン＝スリンゲナイヤーは大おお股またで真正面から彼の下へ接近していく。

　マリアンは黄金の金かな槌づちを野球のバットのようにフルスイングし、

「だるーまおーとしっ!!」

　刺客の腹部が丸ごと吹っ飛んだ。砲弾のように射出された肉の鈍器は、離はなれた所にいる別の刺客を強引に叩き潰つぶす。

「ぶ、ぶごっ」

「まだ死なないかー」

　マリアンはポリポリと頭をかいて、

「ここで死んでいれば、下へ手たにいじくられず奇き麗れいなままお墓に入れたのにね」

　オモチャのように取り外された同どう僚りようの腹部をまともに受けてひしゃげた刺し客かくへ、マリアンは大おお股またで近づく。取り落としたライフルを諦あきらめ、倒れたまま拳けん銃じゆうを抜こうとした刺客の腕を踏ふみ潰つぶし、その両足に鋸のこぎりで一発。

　二本の脚は二本の車輪になる。

　痛みのない変化のおぞましさに絶叫する刺客に、マリアンは恋人にささやくように言った。

「堆たい肥ひ用タンクまで一直線。生ゴミにまみれて窒ちつ息そくしてね☆」

「ぎゃっ、ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　床に爪つめを立てようとしてももう遅い。倒れたまま、刺客は超高速で床の上を延々と引きずられ、通路の奥へ消えていく。巨大サメが出てくるパニック映画で、海に吞のみ込まれる被害者を連想させる光景だった。

「こんなもんかよー？」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは黄金の凶器をくるくると回す。

　気がつけば騒そう音おんは止やんでいた。一面に広がる静寂。刺客側が全滅したのではない。実際に死亡したのは全体の三分の一、いや、四分の一にも満たない。だがマリアンの生み出した死体と、改造され尽くした人肉のあまりの惨さん状じように、まだ五体満足でいるはずの者でさえその場にへたり込み、武器を落としていた。

　死ぬより辛つらい。

　映画や小説では陳ちん腐ぷな表現だが、実際に目まの当たりにすれば思考の根幹が崩ほう壊かいする。

　生を望み死を嫌きらう。一番の土台が動作不良を起こす事で、あらゆる思考パターンが寸断されてしまう。

「こーんなもんかよー……？　噂うわさの学園都市ってのはぁー……。だとしたらちょおーっとガッカリだね。アンタらホントに第三次世界大戦の勝利者な訳？」

　誰だれもが息を殺し、自分の心臓がまだ動いている事さえ必死で隠そうとしている状況だった。それでも口から漏もれ出るわずかな吐と息いきに、マリアンの眉まゆが不快げに蠢うごめく。黄金の鋸と金かな槌づちを振るい、ある者は殺し、ある者は五体満足を別の形に組み替えられる。そうされてなお、残った刺客達は身動きが取れなかった。心にあるのは、完全な屈服だった。逃走する勇気、より正確にはマリアンに注目される勇気さえ存在しなかった。

　対して、マリアン＝スリンゲナイヤーは躊ちゆう躇ちよしない。

　抵抗すれば追い回して殺し、抵抗しなければ雑草を刈るように殺していく。

「はー。ホントは『共食い』させた方が簡単なんだけど……こういう所でちゃんと戦わないから私は戦せん闘とう向きに鍛きたえられないんだよなー。うーむ、ダイエットとかちょっと心配だ」

　オーバーオールの内側に片手を突っ込んでお腹なかの辺りをさすりながら、マリアンはもう片方の手で適当に黄金の鋸のこぎりを振り回す。体内の器官は的確に傷つけつつ、傷口そのものは即座に塞ふさぐ。まるで水風船のような内出血と共に、周りを汚さずに兵士達は絶命していく。

　一通り物音がなくなってマリアンが安心した所で、キコキコという金属が軋きしむような音が聞こえてきた。

「？」

「あらー？　ここは、あらあら。一体どこなんでしょう」

　パジャマを着た女性がいた。車くるま椅い子すに座っている所を見ると、足が不自由なのだろうか。膝の上には有線のボタンがあった。バゲージシティの病院に入院していた患者が、学園都市側からの襲しゆう撃げきのどさくさで『とりあえず外へ』逃がされたのかもしれない。

　表情は柔にゆう和わ。

　多分、マリアンが作った『モノ』をまだ見ていないのだろう。

「どちらさん？」

「あなたは、ええと、ゴミ処理場の制服ってそんなのだったのかしら？」

「私の扱う炉ろはもうちょっと小さいよ。ただし高温が出るけどね」

　マリアンは黄金の鋸のグリップを握る手で自分の頭を軽くかいて、

「出口をお望みなら回れ右して二〇〇メートル先にドアがある。早くした方が良い。ここはちょっとダーティな場所だからね」

　……やっている事のグロテスクさからイメージしにくいかもしれないが、前述の通り、マリアンはバゲージシティを『守る側』の人間だ。少なくとも、今の所は。よって、進んでバゲージシティの人間を改造する理由は特にない。

　一方の車椅子の女性はぺこりと頭を下げて、

「それはそれはご親切に。……あら？　床のケーブルが引っかかって、段差が……あらら？」

「あーもー面めん倒どう臭くさいな」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは無造作にパジャマの女性へ近づくと、車椅子の後ろに回った。介助用のグリップを摑つかみ、体重をかけて車輪に太いケーブルを越えさせる。

「んぐ……随ずい分ぶんと重い車椅子だね。電動なの？」

「電動補助です。体は動かさないとどんどん衰弱していきますので、楽をし過ぎない程度に調節しているんです。ほらこのボックスがコントローラー」

「分かるよ。私もインドア派だから。まーハンマー振るう仕事をしているから、本気出すと力こぶぐらいは作れるんだけどね」

「大工さんだったんですか？」

「惜しいね。城作りには興味がないよ」

　ところでさ、とマリアンは車椅子を押しながら呟つぶやいて、

「改めて言うのもなんだけど、車くるま椅い子すって大変じゃない？」

「ええまあ。でもその分、人の親切に触れる機会も多いものですよ。今のあなたみたいにね」

「うん。でね。こんなケーブルや段差だらけのゴミ処理場をさ、アンタどうやってここまで車椅子で移動してきた訳？」

「……あらあ？」

「おかしいよね。私にはどうも、アンタがわざとケーブルに引っかかって私が接近してくるのを待っていたように見えるんだけど」

「……、」

　マリアンの目が細くなり、黄金の鋸のこぎりを摑つかむ握力が強くなる。

　対して、パジャマの女性はにこやかなままだった。




　ギャリン!!!!!!　と。

　直後に、金属と金属がぶつかる甲かん高だかい音が炸さく裂れつする。




　マリアン＝スリンゲナイヤーがやったのは、黄金の鋸を真上から振り下ろすというシンプルな動作だった。

　パジャマの女性の動きは不明。

　車椅子のグリップがいきなりマリアンの手から弾はじかれ、その車体もろとも一八〇度高速回転した所までは理解できた。しかしそこまで。何かがマリアンの鋸を打ち落としたはずだが、それが何だったのか、やられた後も把は握あくできない。

　マリアン＝スリンゲナイヤーの体が派手に弾かれ、壁かべ際ぎわに置かれた機材を押し潰つぶすように、背中から叩たたきつけられる。

　女性の車椅子は、床にタイヤの跡を真円の形に刻みつけていた。うっすらと煙を上げる陣の上で、彼女は膝の上にある有線のボックスを摑み、ボタンを叩く。

　どう収納していたのか、本当に質量保存の法則に合っているのか。車椅子の背もたれから、アームのように軽機関銃と人間の腕が入るほどの大口径散弾銃（……砲？）が飛び出す。

　各おの々おのの銃身の側面には、アルファベットの文字列が刻まれていた。
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「ば・れ・て・し・ま・っ・て・は、仕方がありませーん!!」

　ドガドガドガドガッッッ!!!!!!　という、銃声自体が内臓を傷つけかねない轟ごう音おんが延々と続く。鋼はがねの嵐あらしが舞う。潰れた機材に埋もれていたマリアン＝スリンゲナイヤーの輪りん郭かくが一いつ瞬しゆんで崩れる。上半身は真っ赤な粘液になっていた。そして下半身は……、

「何だ何だ。学園都市じゃ一発ギャグでも流は行やってんのか？」

「？」

　取り残された下半身から声が聞こえた。いや違う。マリアン＝スリンゲナイヤーがもう一人、ひしゃげたマリアンの足元に屈かがみ込んでいる。

　その認識も正しくない。

『木き原はら』を使うパジャマの女性は迅じん速そくに銃口、あるいは砲口を向け直し、

「こちらが本物……ッ!?」

「それもデコイだ馬鹿野郎」

　真横から声が聞こえた。

　パジャマの女性が振り返る前に、一糸まとわぬ三人目のマリアン＝スリンゲナイヤーが、学園都市の屈強な兵士達の上辺だけを滑らかな少女に作り変えた道具である黄金の鋸のこぎりを振り下ろす。

　しかし、またしても。

　ギャリギャリギャリ!!　と車くるま椅い子すがブレるほどの超高速で小刻みに移動し、何らかの機材がマリアンの鋸とかち合ってオレンジ色の火花を散らす。

　タイヤの跡が床に刻みつけられ、摩ま擦さつの煙が立ち上る。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは推測する。多分こいつは車椅子に座ったままフェンシングで勝ちを取る事ができる。サーベルを使っているかどうかは不明だが。

（チッ、ゲテモノはこれだから。私は戦せん闘とう向きじゃないってのに）

　己のテリトリーのあちこちに置いているのか、マリアンは手近な機材の陰から新しいオーバーオールを取り出して着る。

　キュキュッと音を立てて後ろへ下がる車椅子は、段差やケーブルを感じさせない、恐ろしいほど滑なめらかな動作だった。

　相変わらずにこやかに微笑ほほえむパジャマの女性を睨にらみつけ、マリアンは呟つぶやく。

「何だと思ったら仮病ちゃんかよ。立てなくてもヤレるんじゃん」

「木原病びよう理りさんは『諦あきらめ』のプロなんでーす。自分も色々諦めてきたし他人も色々諦めさせてきた。そんな訳で諦めろよグレムリン」

「……ぬわぁーるほどねえ。楽な生き方してやがる」

「でもそんなに不思議な事ですかね。人生で一度も仮病を使った事のない人なんて、むしろ珍めずらしいと思います。つまり人類全体として『諦めたがる』というのはメジャーな欲望なのでは？」

　そうやって秩ちつ序じよを守るのが木原病理の役職である。

　学園都市の破滅を狙ねらうテロ計画を『諦めさせる』。学園都市の技術情報を外部へ持ち出そうとする者を『諦めさせる』。新方式の大量破は壊かい兵器といった負の成長、進化を『諦めさせる』。『諦めさせる』『諦めさせる』『諦めさせる』……ただその積み重ねが木原病理のトロフィーを形作る。ねじ曲げ、へし折り、踏ふみ潰つぶし、誰だれかが描いた野望の残ざん骸がいで山を築き上げる。

　もっとも。

　それは木き原はら病びよう理りが元々持っていた『性質』を、社会と折り合わせた結果に過ぎない。

　木原病理自身が、何かを『諦あきらめる』形で。

　噓うそで塗り固められた車くるま椅い子すを眺め、マリアン＝スリンゲナイヤーは舌なめずりする。

「『木原』だっけ？　他にもいたよねそんなヤツ。そうやってのこのこやってきては潰される訳だ」

「乱らん数すうクンについては諦めました。円えん周しゆうちゃんもいますしね」

「……最低でも三人か。でも一〇〇人一〇〇〇人来ているって雰ふん囲い気きじゃない。だとすればもっとやり方を変えているはず」

「そっちも似たようなものでしょう」

[image: ]

「ま、戦せん闘とうバカを五人一〇人と招き入れると、計画全体が内側から破裂しちゃうからね」

　色々大変なのだよ、とマリアンは呟つぶやき、

「そんな訳で、全力で潰しても問題はないんだよね？」

　ビュオン！　とマリアンが鋸のこぎりを軽く振るう。

　刃を突き立てられた壁が出血する。いいや違う。壁と同じ模様に作り変えられていた『兵士』の一人だ。風船が割れるように、派手に血と脂肪が床や壁へと撒まき散らされる。おそらく、マリアンの黄金の工具を有利に扱うための儀ぎ式しきだ。

　先ほど、マリアンは新鮮な脂肪の飛び散る壁に、鋸のこぎりを走らせて兵士達を襲おそったばかりである。

　しかし、そのグロテスクな光景を見ても木き原はら病びよう理りはにこやかなまま、

「その全力っての何とかなりません？　ぶっちゃけマジさむーいのですー」

　マリアンが黄金の金かな槌づちと鋸を構えると、応じるように木原病理は膝ひざの上に乗せたボタンを押す。

　ガッシャ!!　と車くるま椅い子すの車輪が分解された。

　複数のスポークを束ね直し、等分されたゴムの車輪で床を踏ふみしめる。後に現れたのは蜘く蛛ものような、多数の脚を備えるユニットだった。

　微妙に工作魂だましいを刺激されるのか、マリアンが口笛を吹いた。

「手が込んでるなあ。子連れナントカだっけ？」

「ありゃ乳う母ば車ぐるまでーす」

　ほのぼのしたやり取りと共に、トップスピードで怪物達が激突する。
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　近江おうみ手しゆ裏りは小さな呻うめき声を上げた。自分が床に寝かされているのが分かる。彼女を気絶させた張本人、雲くも川かわ鞠まり亜あがこちらの顔を覗のぞき込んでいた。手には輪切りのレモンがあった。どうやら気付けに使ったらしい。

　場所は、先ほどの曲がり角ではない。

　広い空間に、同心円状に並ぶ机。そして大量のモニタ。ひょっとしたらバゲージシティ各所へ温水暖房を供給するための管制室のような所かもしれないが、近江手裏達の他に誰だれもいないのが奇妙と言えば奇妙だった。

　元々トラブルさえなければ無人でも構わないのか。仕事を放ほう棄きして逃げたのか。あるいは、襲しゆう撃げき者しやの手ですでに排除されてしまった後なのか。

　しかしそんな事はどうでも良い。

　問題なのは、『木き原はら』と『グレムリン』……あの戦いの場から遠ざけられた事だ。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを失った。

「っ!!」

　起き上がりざまに近江手裏は手にした園芸シャベル型のくないを雲川鞠亜の喉のどに突き立てようとしたが、難なく雲川の両手で押さえ込まれる。さらに彼女は近江手裏のくないを中心に逆立ちのような体勢になると、両足を大きく広げて竹とんぼのように回転する。

　凶器をねじり取られる。

　右足を床につけた雲川鞠亜は手にした刃物をくるくると回しながら、

「だから勝てないって。そしてこの程度でもたつくようなら、やっぱり君は『奥』を覗き込まない方が良い。折れるのはプライドだけじゃ済まなくなる。脅きよう威いを肌で理解できない人間が実地でまともに動けるはずがない。それとも、ひょっとしてこのレベルの会話も分かっ……」

　雲川鞠亜の声が唐とう突とつに遮さえぎられる。

　理由は単純。




　何の前触れもなく。

　部屋の出入口から、バズーカ砲を撃うち込まれたからだ。




　とっさに雲川鞠亜は左足だけを床につけ、大きくブリッジを描くように体を曲げる。バズーカ砲の砲弾は彼女の上半身があった場所を突き抜けたが、その先にある壁に激突、起爆し、四方八方へ撒まき散らす衝しよう撃げき波はまでは回かい避ひのしようがなかった。

「げ、う……っ!?」

　バランスを崩し、薙なぎ倒され、体を丸めて床を滑なめらかに転がる雲くも川かわ鞠まり亜あ。流れに逆らわなかった事で、砲弾の破片や壁の残ざん骸がいなどが直撃する事はなかった。転がりながらも即座にリカバリーしようとする雲川鞠亜に。

　ごん、という鈍い感触があった。

　いつの間にか、通信管制施設に第三者が入り込んでいた。転がり続ける雲川鞠亜はその足にぶつかって動きを止めさせられたのだ。

（……まずい。バズーカは注意を集中させて迅じん速そくに侵入するための囮おとり……っ!?）

　こちらを見下ろす人影が、肩に担かついだ巨大な筒を構え直す。砲弾を撃うち終えたバズーカ砲。それを鈍器として振るうための体勢だ。

　初めて。

　バズーカ砲を撃ち込まれた時もとっさに回避行動へ移った雲川鞠亜の背筋に、冷たいものが走る。その動きがわずかに、しかし確実に止まる。




　直後に、雲川鞠亜の意識が破裂した。




「……、」

　ガラン、という重い音を近江おうみ手しゆ裏りは聞いた。襲しゆう撃げき者しやが役目を終えた鈍器を傍かたわらに捨てた音だ。あれだけ主導権を握っていた雲川鞠亜を、ものの一〇秒足らず。その脅きよう威いを実感し、近江手裏は服の中に隠した武器の数をカウントし直す。冷静さを取り戻すためのアクションだったが、実際には逆効果だった。何を使っても勝てる気がしない。

　一方の襲撃者は、

「ええと、あのやっぱり気が引けるなあ。戦わずに済むならそれが一番なんだけど……」

　小柄な少女だった。中学生ぐらいか。黒髪のお団だん子ごを左右に備えた髪型に、もこもこ膨ふくらんだセーター、ミニスカート、黒いストッキング。いまいち統一感がなく、全部店員に勧すすめられるままに買っちゃいましたと言わんばかりの格好は、そのオドオドした雰ふん囲い気きと妙に合致していた。

　唯一の特徴と言えば、首から紐ひもで引っかけてあるものか。携帯電話、小型ワンセグテレビ、携帯端たん末まつ。小さな画面のついた精密機器がジャラジャラとぶら下がっている。

「でも、『木原』なんだから仕方がないんだよね」

　ブツン！　という音が聞こえた。

　通信管制施設の至る所に並べられている無数のモニタへ、一斉に電気が通ったのだ。現れたのは高速で変化を続けるグラフ群。一見して意味不明なその輝かがやきを、襲撃者の少女の瞳どう孔こうが吸い込む。その眼球の中で、無数のグラフ群が生き物のように踊り続ける。

「分かったよ、数多おじちゃん。辛いけど、本当に辛いけど、『木原』ならこういう風にするんだね……ッ!!」

　動きが明らかに変わった。

　滑なめらかで高速な動作で、襲しゆう撃げき者しやの少女は近江おうみ手しゆ裏りへと突撃してくる。

（っ!!　何だ？　何かしらの情報を入力している……ッ!?）

　近江手裏は靴下に人差し指を突っ込んだ状態から勢い良く起き上がる。その指が靴下の中から何かを引き抜いていた。爪つめ切きり程度のサイズの、両りよう端はしの尖とがった鉄板。飛び道具だが、棒ぼう手しゆ裏り剣けんとは違う。狙ねらう先は自分と襲撃者の間にある床だ。フローリングの床へ、何本もの尖った鉄板を投げ刺す。典型的なまきびし。馬ば鹿か正直に踏ふみ抜くとは思えないが、回かい避ひのために速度は落ちる。その瞬しゆん間かんを狙ってとどめを刺すべく、近江手裏は新しい園芸シャベル型のくないを取り出す。

　しかし状況は近江手裏の予想を上回った。

　襲撃者の少女は速度を落とすどころか、足に突き刺すためのまきびしを正確に蹴けり、近江手裏の顔目がけて飛ばそうとしたのだ。

「っ!?」

　近江手裏はとっさにくないで顔を守ろうとしたが、襲撃者の少女は足の軌道を曲げ、二発目の蹴りで空中のまきびしをさらに蹴る。

　弾道の大きく変わった鉄板が、近江手裏の腹の真ん中に突き刺さった。

　大振りな包丁のような刃物ではないため致命傷にはならないが、それでも激痛は近江手裏の全身を強こわ張ばらせる。そうしている間にも、襲撃者の少女は正確に精密にまきびしの撒まかれた危険地帯を乗り越え、近江手裏の懐ふところへと突き進む。

「うん、うん、分かっているよ」

　周囲のモニタに映るグラフ群がより一層激しく蠢うごめき、襲撃者の少女の瞳ひとみがそこから何かしらの情報を吸い込んでいく。

「金槌レベルの破壊力を顕微鏡サイズで制御する。それが数多おじちゃんの戦闘パターンなんだよね……ッ!!」

（……やられる!?）

　ゴッ!!　と少女の右みぎ拳こぶしが襲おそいかかる。

　防御反応でくないを構える近江手裏の腕を打ち、そのくないの先せん端たんを近江手裏自身の顔面へ突き立てるために。

　喉のどが干ひ上あがる。

　刃の動きを止められない。

　近江手裏はせめて致命傷を避さけるため、自らのくないを硬い額に突き刺そうとした所で、




　新たな右拳が飛ぶ。

　それは近江おうみ手しゆ裏りでも襲しゆう撃げき者しやの少女でもない。

　完全な第三者の。




　足首辺りまである白いコートに、同色のフルフェイスヘルメット。

　一体いつの間に接近されたのか、誰だれも理解できていなかった。

　そして第三者の右拳は近江手裏の持つくないを的確に弾はじき飛ばし、すんでの所で彼女の頭ず蓋がいを防衛した。襲撃者の少女の矛ほこ先さきが変わる。第三者の顔面目がけて正確で精密な拳こぶしが突き刺さる。

　しかし音は弱い。

　防御は不可能と判断したヘルメットの男が、少女の拳と同時にその足へ蹴けりを放っていたのだ。体重を乗せる事ができなかった少女の拳は不発に終わり、ヘルメットの男をわずかに仰のけ反らせるに留とどまる。

　襲撃者の少女の方は警戒し、距きよ離りを取るように後ろへ下がる。

　ヘルメットの男は呟つぶやくように言った。

「……木き原はら円えん周しゆうか。『木原』としては及第点に達していないとは聞いていたが」

「あなたはだあれ？」

「その娘達の殺害を願うなら、敵にならざるを得ない者だ」

「この娘達の救出を願うなら、敵にならないといけないんだよね」

　少女の瞳ひとみの中で、グラフが蠢うごめく。

「アドバイスお願いね、数多おじちゃん」

　彼女の呟きと共に、グラフ群のパターンが明らかに変化していく。木原円周が人名を漏もらすたびに、そもそもの色が切り替わる。

「ううん。乱数おじちゃん、混晶お姉ちゃん、測量クン、解法おばちゃん……。だめだめ、違う違う。そう、そうじゃない。ええと、ええと、うん、唯一お姉ちゃん!!」

「……足りない分の思考を外部からのスクリプト入力で補っている訳か。そもそもの専門は『学習装置テスタメント』辺りかな。人格が原型を留めているかはかなり疑問ではあるが」

「うん、うん、唯一お姉ちゃん。こういう時は『木原』ならこうするんだよね……ッ!!」

　ザリザリザリザリ!!　と室内全体のグラフ群が大きく変動していく。

　小柄な少女は瞳の中にグラフを映しながら、中指を立ててこう叫んだ。

「そんな訳でーえ、体内の二酸化炭素揺さぶって全身の血管ぶち破ってやるぜえ!!　……っていうのが『木原』らしいので一つよろしくっ!!」

「いいや」

　突とつ撃げきしてくる木き原はら円えん周しゆうに、ヘルメットの男は冷静にコートのボタンに手を掛けた。

　中から出てきたのは、

「凸式の……指向性地雷!?」

「これが『木原』だよ」




　躊ちゆう躇ちよなく起爆。




　指向性地雷は爆風の方向を調整した地雷の事だ。例えば戦車などの装甲兵器を撃うち抜く場合は、クレーターのような凹の板に爆薬を貼はりつける事で、爆風を一方向に集中させて破は壊かい力りよくを増す。逆に広範囲へ爆風を撒まき散らす場合は、山のような凸の板に爆薬を貼りつける事で、扇形の範囲へ爆風を拡散させる。主に多くの人間を一度に始末するための対人地雷として使われるもので、小さな鉄球などを大量に詰め込む事も多い。

　ヘルメットの男がコートの内側に仕込んでいたのは凸式の指向性対人地雷。

　距きよ離り三〇〇メートル、最大幅二〇〇メートルの爆風でできた扇の中に、五〇〇発の散弾をばら撒いていく。

（無む、茶ちや苦く茶ちやな……っ!?）

　爆薬の扱いにも詳しい、甲こう賀がの近江おうみ手しゆ裏りは息を吞のむ。

　指向性の爆薬は爆風の方向を調整する事で、狙ねらった破壊力を生み出す。つまりその外にいれば、爆薬の近くであっても傷を受ける事はない。とはいえ、何事にも限度はある。地雷を抱えたまま起爆して、無事でいられるはずがない。

　そう。

　それが異能の力の関かかわらない常識の範囲内でなら。

「……逃げたか」

　コートの端はしを吹き飛ばしたまま、ヘルメットの男は呟つぶやいた。まるで言い訳のように胸部から曲がった鉄板がゴトリと落ちたが、当然ながらその程度で防ぎきれる衝しよう撃げきではない。

「距離が近すぎたかもしれないな。引き付け過ぎたか。扇の根元に近い部分なら、横方向への殺傷域は狭くなる訳ではあるのだし」

　ヘルメットの男が、気を失ったままの雲くも川かわ鞠まり亜あへ顔を向け、それから近江手裏の方を見た。思わずくないを構え直す近江手裏に、ヘルメットの男は告げる。

「やめておけ。それじゃ私には勝てない」

「……、」

「君を軽んじている訳じゃない。むしろ威力が高すぎるから私を殺せないと言っているんだ」

　理解不能なロジックだった。

　あるいは、これが分からない者にはそもそも戦場に立つ資格もないのか。メジャーリーガーに勝利の秘ひ訣けつを聞いて、『緊きん張ちようしない事です』と答えられた時のような感覚が近江おうみ手しゆ裏りを襲おそう。

　その払ふつ拭しよくこそが、彼女の目的であるはずなのに。

「それに正直、君達と戦っても私に得はない。私は『木き原はら』に特化しているしな」

（……『木原』に、『グレムリン』に、今度は別枠の『木原』の専門家……？　一体、バゲージシティにはどれだけの勢力が入り込んできているんだ）

　ますます眼光に殺気立った色が乗る近江手裏に、ヘルメットの男は何という事のないように告げた。

「だから戦う必要のない君達には生き残るための手段を教えてあげよう。何よりも優先して、必ず上条当麻を捜し出せ」

「……？」

「彼もこのバゲージシティに入り込んでいる。事態が事態なので振り回されてはいるがね。上かみ条じよう当とう麻まと遭そう遇ぐうできるかどうかは、君の生死に直結する。率直に言えば、会えなければ死ぬ」

　あまりにもあっさりと、ヘルメットの男は言う。

「木原円えん周しゆうが君達を襲おそったのは、木原病びよう理りの周りにいた不確定因子を排除するという、おおよそ『木原』らしくない思考を持った円周の配はい慮りよによるものに過ぎない。とはいえ、『木原』から登場人物として認識された以上、まっとうな方法で生き残る事は難しい。それこそ、上条当麻クラスを引き合いに出さなくてはな」

「……上条、当麻っていうのは……？」

「ただの一般人の少年だ。あらゆる危機を解決できる訳ではないし、おそらく『木原』と『グレムリン』が闊かつ歩ぽするバゲージシティの崩ほう壊かいは止められないだろう。しかし一方で、あれは目についた登場人物を片っ端ぱしから救い上げる性質を持つ。『木原』が片っ端から破滅させるのと同じように。『木原』から逃れるためには、あのレベルの人物を使うしかない。……本来なら対『木原』戦は一方通行アクセラレータがベストなはずだが、いないのなら仕方がない。別の因子をぶつけるしかないだろう」

　ヘルメットの男は気を失った雲くも川かわ鞠まり亜あの側そばで屈かがみ込み、脈拍や呼吸を確かめる。大きな問題がない事を確かめると、改めて近江手裏へこう言った。

「目が覚めたらこの娘にも伝えてくれ。このままでは高確率で死亡するのは同じだ」

「……そっちはどうするつもりなの？」

「悪いが、私は私で目的がある。『木原』に特化していると言っただろう。何より、今の私には君達の身柄を保護できる自信がない」

　ヘルメットの男はボロボロのコートを引きずるように歩き、出口へ向かいながら答える。

　呟つぶやくような、それでいて頭に強く残る声色で。

「私も『木原』の一人だからな」
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　雲くも川かわ鞠まり亜あは小さな呻うめき声と共に目を覚ました。

　そして近江おうみ手しゆ裏りから事の顚てん末まつを聞くと、悔しそうに舌打ちする。

「知り合いか？」

「私が追っている人間だ。木き原はら加か群ぐん。しかしプライドを折るにはまだ甘い。ここにいるって事が分かったのは進展だ。目もく撃げき情報は間違っていなかった」

「何を抱えているかは知らないが、私達も移動しよう。バズーカ砲の女もまだ生きている。あいつが仕留め損なった私達を追うため、再び戻ってこないとも限らない」

「……その前に、だ」

　雲川鞠亜は立ち上がると、自分の派手なメイド服を軽く手でパンパンと叩たたく。背中の方まで体をひねって無理に観察しようとしているようだが、近江手裏から、何か汚れがあるようには見えない。

「何をしている？」

「盗とう聴ちよう器きや発信器の有無の確認。意識を失っていた間に何をされたか分かったものじゃない。目的の木原加群にこちらの位置や会話が知られていては、同じフィールドにいたっていつまでも逃げ続けられるに決まっている」

「服にチップをつけられているようには見えないが」

「目で見えるような大きさじゃないかもしれない。ナノデバイスでも使われていたら、衣服の繊せん維いの網あみ目めに潜もぐり込ませる事だってできるぐらいだ」

　くそ、と雲川鞠亜は呟つぶやいてから、

「……やはりこれだけでは何とも言えないな。一度服を脱いで、高温のドライヤーでも浴びせるしかないか。それなら目に見えない機材の内部構造を破は壊かいできるはずだ」

「盗聴器にしても発信器にしても、電波の送信状況を調べれば有無は確認できるのでは？　ラジオ一つで変化は摑つかめるはずだ」

「大きな餌えさを発見したアリが、どうやって仲間に位置を教えて行列を作らせると思う？」

　雲川鞠亜は適当な調子で、

「フェロモンだよ。匂におい。情報の送受信に電波を使う必要なんてない。化学薬品系なら電子回路を使う必要すらない。学園都市だと電気とか磁力とか操る連中も珍めずらしくないからな。そうしたものを迂う回かいした機材の開発だって当然進められている」

「それはドライヤーで温めるとどうなる？」

「『情デ報ー送タ受フ信エ用ロ薬モ品ン』の組織構造が壊こわれる。塗り立ての絵の具にドライヤーの温風を浴びせるようなものかね。絵の具自体は残っていても、色合いは自然乾燥とは全く違う、いびつなものになるはずだ。中のデータはボロボロになる。寒さには強いんだがね」

　という訳で管制室を出て、通路を歩き、いくつかあるドアを調べていく。職員用のロッカールームを見つけ、目的のドライヤーも入手した。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは躊ちゆう躇ちよなく派手なメイド服を脱ぎ捨て、床に広げる。彼女は四つん這ばいになってドライヤーの温風を浴びせ始めた。

　暖房が利きいているとはいえ、流石さすがに下着一丁では寒さを感じるのか、雲川鞠亜は内うち腿ももを擦こすり合わせながら、

「……化学繊せん維いだからビニール袋みたいにならないか心配なんだよね」

「作業にはどれぐらいかかる？」

「まんべんなくやったら一〇分から二〇分ってところかな。君はどうする？」

「こちらは問題ない」

　近江おうみ手しゆ裏りは適当な調子で、

「元々、忍者は戦せん闘とうや諜ちよう報ほうで頻ひん繁ぱんに薬物を使う集団だからな。それを見分けるための試薬がある。服のどこかに小細工されていれば、その箇所に『別の色』が浮かび上がっているはずだ」

「白衣の進化バージョン？」

「そんなところだ。お前が語るようなミクロな機材が本当にあるなら、試薬に使われる弱い酸でも壊こわれてしまいそうなものだしな」

　世間話をしながら、雲川鞠亜は一通り自分のメイド服にドライヤーの温風を浴びせ終える。自前の衣装に袖そでを通そうとはするのだが、

「熱っち!!　お笑いの熱湯風ぶ呂ろぐらい熱い!!」

「具体的な数値が想像できないたとえだな」

「一いち端はな覧らん祭さい……学園都市の文化祭は刺激的なんだ。くそ、下着一丁で体が冷え始めていたから余計に熱い!!」

　目元に涙を浮かべ、ほとんど叫ぶような声で騒さわぎながら、雲川鞠亜は何とか派手なメイド服を着込んでいく。
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　木き原はら病びよう理りは傾いていた。

　車くるま椅い子すの車輪を分解して作り出した複数の脚は強い衝しよう撃げきで歪ゆがめられ、まともに機能しなくなっている。背もたれの部分からいくつかの銃器やワイヤーなどが飛び出していたが、そちらの方も頼たよりなく見えた。

　そもそもの相手が違う。

　マリアン＝スリンゲナイヤー。『グレムリン』の魔ま術じゆつ師し。黄金の鋸のこぎりや金かな槌づちを持つ彼女が、確実に場を支配していた。こうしている今もマリアンは木原病理をゴミ処理施設の可燃処理区画まで追い詰めていた。焼却用のゴミを一時的に溜ためておく、鋼鉄でできたプールのような場所だ。

　木や紙の他に、堆たい肥ひにできない大きな骨などの生ゴミも乾燥させてからまとめて燃やす作りなのだろう。鼻に突き刺すような異臭があった。『可燃ごみ』の範囲を広げているのは、おそらくそれだけ豪雪地帯にあるバゲージシティが暖房を求めているからだと推測される。

　その鋼鉄のプールの縁に佇たたずむ木原病理に、金槌を手の中でくるくると回しながらマリアン＝スリンゲナイヤーは言う。

「まーこの辺が限界かね。他の『木原』とやらも始末しなくちゃならないし、手っ取り早く手て駒ごまに『改造』させてもらうよん」

「あらあらまあまあ。すっかり崖がけっぷちみたいですねえ」

「色々安心しちゃってよ。駒にするために最適化してあげるからさ。足が不自由なんでしょ。だったら八本足か一〇本足にしてあげるし。何ならヘリコプターみたいに回るようにしてあげようか？」

「念のためにお尋ねしておきますけどー、別にここで私が降参しなくてはならない理由は何にもないと思うんですが」

「まーだ武器は残ってるみたいだけどさ。そもそも車椅子がソレでしょ？　ぶっ壊こわれてるじゃん。移動もできないのにどうやって戦う訳？」

「ではこうやってみましょう」

　バヂン!!　という鈍い音と共に、木原病理の寝ね間ま着きの下半身が大きく裂けた。その下から出てきたのは柔らかい女性の生足……ではなく、膝ひざ裏うらを中心に足全体を覆おおう合成樹脂の機械だった。鎧よろいのようなものではなく、リボンを巻くようなものに近い。

　そして膝裏のモーターの駆動音と共に、木原病理は滑なめらかに立ち上がる。

　マリアンは舌打ちして、

「歩けないって時点から噓うそだったのかよ」

「もーイロイロ諦あきらめていたから自分の力で立ち上がるとか勘かん弁べんしてほしかったんですけどねえ」

「……入院患者向けの駆動式ギプスか。自動車会社が作ってたっけ？　確か踊るロボットの技術を応用したヤツだ。ＣＭで観みたよ」

「それ自体は『外』の技術でも作れる程度のものですけどね。でもまあ入院患者を虎とらも蹴けり殺せるレベルに押し上げるのはちょっと厳しいかな？」

　ギリギリギリ、という耳に障さわる音が響ひびき渡る。

　木き原はら病びよう理りが、車くるま椅い子すの背もたれから鉈なたのような刃物を取り出した音だ。

「でもってえ、あなたの方は私を追い詰めるために随ずい分ぶんたくさんの『武器』を消費してしまったみたいですねー。ぶっちゃけ弾切れ。これ以上トリッキーな戦術に不可欠な『改造』用の人材はなし。さっきの脂肪を使った鋸のこぎり滑すべりも、かなり新鮮なものでなければならないみたいですし。それでいて、単体の肉弾戦はそれほどではなさそうとなると……この辺りで『諦めて』もらいましょうか」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは手の中の鋸と金かな槌づちに目をやった。

　それから、観念したように小さく息を吐はく。

　彼女の持ち物はあくまで工具だ。それ自体は武具ではない。もちろん使い方次第では殺しにも『悪』用できるが、一〇〇％本来の性能を出せるとはとても思えない。

　その辺を転がっている肌色の残ざん骸がいも、これ以上は別の形にできないぐらい基幹構造が破は壊かいされてしまっている。

　そもそもマリアンの領分は生者の肉体だ。

　死者の扱いは、黒小人ドヴエルグではなく神々や巨人の領分である。

　体外に噴き出た血や脂肪にしても、機能が『死ぬ』までの数十秒の間しか扱えない。

「まいったね。確かに殴なぐり合いでは勝てそうにない。それにしたってアンタちょっと変形し過ぎじゃない？」

「その辺は日本の文化ですので。それに、嫌きらわれ者が今この瞬しゆん間かんまで生き残るためには、人気者以上の努力と実力が必要だったりするものですよ？　人間っていうのは困難に立ち向かう事で成長するものですし」

「強くたって優すぐれていたって嫌われるっていうのは悲ひ惨さんだね」

「ええまったく。おかげで色々諦めさせられました。まあ同じぐらい諦めさせてきたので特に世界へ恨うらみがある訳ではありませんがね」

　一歩、また一歩。

　木原病理が近づいてくる。マリアン＝スリンゲナイヤーは床に散らばる肌色の残骸を踏ふみながら後ろへ下がるが、それで逃走できるはずもない。機械に補助された木原病理が本気を出せば、虎とらやライオン以上の速度で飛びかかる事も難しくない。

「そろそろ諦あきらめてもらえます？」

「いやまだまだ」

「では死にもの狂いの抵抗を。その希望を全力で折りますので諦めてください」

「じゃあお言葉に甘えて」

　言った直後、マリアン＝スリンゲナイヤーは踵かかとを使い、足元にあった物を蹴けり上げた。少々トリッキーなリフティングのように、踵から頭を通り越して前方へ回ったその小さな機材を、マリアンは片手で摑つかむ。

　機材。

　床の肌色が元々持っていた物。

『木き原はら』側が率いる暗部の戦せん闘とう要員と連絡を取るための無線機。




「あっ、あー。こちら地下ゴミ処理施設。ターゲットの『グレムリン』を追い詰めた。付近の戦闘要員は至急該当箇所に集合し火力支援せよ」




　敵をわざわざ呼び込む行為。

　しかしマリアン＝スリンゲナイヤーにとっては敵と認識するようなものではない。一定以下の力しか持たない敵性分子は、単なる武器の素材に過ぎない。

　木原病びよう理りの頰ほおが、わずかに引きつった。

「……やりましたね」

「さてアンタの優秀な部下はどれぐらいで駆け付けてくるかな？　優すぐれていれば優れているほどご到着も早くなりそうなもんだけど」

　マリアンは無線機を放り捨てると、改めて黄金の金かな槌づちと鋸のこぎりを摑み直し、

「何しろこんなにこわーい大ボスさんの下にいる兵隊達だ。ヘマしたら無む茶ちや苦く茶ちやなペナルティを受ける。そういう風に恐怖で教育されている以上、全速力で駆け付けてくる」

「……、」

　轟ごう!!　と木原病理は鉈なたのような刃物を摑んだまま、最短最速でマリアン＝スリンゲナイヤーへと突っ込んだ。

　だが、十分な教育を施ほどこした彼女の部下達の迅じん速そくな到着が、完全に裏目となってボスを窮きゆう地ちに立たせる。

　木原病理の刃がマリアン＝スリンゲナイヤーの喉のど元もとに届く三センチ手前。

　黒小人ドヴエルグが黄金の鋸を振るうと、哀あわれな優等生達の右腕だけが二倍以上に肥大した。一回限りのピッチングマシンはマリアンの指示通りに消火器を摑むと、己の肉体を破は壊かいするほどのひねりを加え、自己崩壊を起こしながら『砲弾』を発射していく。

　ドガドガドガッッッ!!!!!!　と。

　鈍い音と共に木き原はら病びよう理りの体は空中へ飛ばされ、ゴミ処理用のプールの中へと落とされていった。







「いやー、死んだ死んだ……」

　マリアン＝スリンゲナイヤーはブツブツと呟つぶやきながら、黄金の工具をオーバーオールの中へ戻した。目の前の敵が完全に消えた事で、ようやく体のあちこちにあったダメージの信号、つまり痛みに素直な反応を示す事ができるようになる。彼女は体をよろめかせ、壁に手をついた。その状態でゆっくりと通路を歩く。

　マリアン＝スリンゲナイヤーの主な行動目的は温水暖房設備の中核防衛なので、ゴミ処理施設から出る事はない。こんな場所だが、作業員の居住環境は悪くない。彼女はその一室を借り切ってホテルのように改装していた。

　本来は魔ま術じゆつ的てきな結界で守られた場所だが、『木原』や学園都市が派手に暴れているせいで、建物の構造全体にダメージが加わっているらしい。力技で『記号』の配置を乱され、効力が切れてしまっている。

「まー建物一つ守った所で、地じ盤ばんごと揺さぶられちゃったら無傷とはいかないか」

　やはりバゲージシティ……というか、それを管理する反学園都市サイエンスガーディアンの言い分を聞いて『やって』いるだけでは事態は好転しないようだ。というか、明らかにスケールが小さい。学園都市に、考え方の時点で負けている。

　という訳で、独断行動開始。

　そうなってくると、一室に張った小さな結界など気にしている場合ではない。

　もうちょっと大きなレベルの道具を調達する必要が出てきた。

「あったかなー。よしよし」

　部屋の隅にある木箱の蓋ふたを外し、中に手を突っ込もうとして、その動きを止める。オーバーオールの中から巨大なペンチにも似た火ひ箸ばしを引き抜き、それで霊れい装そうを摑つかんだ。

　取り出した端はしから、木箱の縁が切断される。

「……これ以上揺さぶられるのもつまらないし、ここらで反はん撃げきの一つもしてみますかっと」
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　ドライヤーの温風によって、『仕掛けられているかどうかも分からない盗とう聴ちよう器きや発信器があったとしても』無事に潰つぶしたものと判断し、雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏りは再び行動を開始する。

　職員用のロッカールームを出て、地下の長い通路を歩く。

「具体的な逃げ道なんてあるのか？　安全な場所は？」

「私の目的は学園都市のテクノロジー。お前の目的はさっき触れた、木き原はら加か群ぐんとかいう男だな。……だとすれば、実は危険すぎるバゲージシティにこだわる理由は特にない」

　雲川鞠亜と近江手裏は通路の角から様子を観察する。

　ゾンビで溢あふれ返ったショッピングモールよりも注意深く進まなければならない場所だというのは、二人とも自覚している。

　のだが。

「誰だれもいないな」

　近江手裏が低い声で言う。

　雲川鞠亜も同意はしたが、

「でも誰もいないのも、それはそれで不気味じゃないかね？」

　生きている人間はいない。死んでいる人間もいない。それでいて、軍用のヘルメットや防弾ジャケット、アサルトライフルなどが床にたくさん転がっていた。使用者は一体どこへ行ったのか、そもそもまだ無事なのかも不明だ。

「学園都市か、反学園都市サイエンスガーディアンか」

「どちらにしても危険だね」

　近江からすれば、得え体たいのしれないテクノロジーを持っているのはどちらも一いつ緒しよだ。訳の分からない状況は彼女の神経をチクチクと刺す。

　近江手裏は適当な調子で頷うなずいたものの、

「……でも、死体や血けつ痕こんまで奇き麗れいに持ち去る事に何か意味があるのか？」

「言われてみれば。スープ皿の底をパンで拭ぬぐうような連中じゃないね、どっちも」







「るーんるんるんるーん」

　少女の声で鼻歌が響ひびく。

　誰もいない場所。それでいて死を強く連想させる不気味な空間に、鈴のような可愛かわいらしい声が場違いに広がっていく。







　雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏りは通路の角からゆっくりと出る。

　小学生ぐらいの身長しかない忍者は、小さな指で床のアサルトライフルを指差して、

「装備品はどっちのだと思う？」

「多分学園都市……つまり襲おそってきた側。使っているテクノロジーで分かるよ」

「反学園都市サイエンスガーディアンは貸与された最新兵器を使っているんじゃなかったのか？」

「学園都市の『最新』の更新速度知ってて言ってるかね？」

　雲川鞠亜はアサルトライフルを拾い上げようとしたが、近江手裏が横からメイドの腕を摑つかんで引き留めた。

「狙ねらいが分かったかもしれない」







「るーんるんるんるーんるんるん」

　接近してくる歌声がある。厳密にはその音源となる少女がいる。当然ながら、ヘルメットや防弾ジャケットなど、学園都市側の兵士達の装備品だけが床に散らばっているという不可解な状況を作った張本人である。

　目的は単純。

　不可解な状況を作る事。

　その不可解な状況に、誰だれかがおびき出されるのを待つ事。

　つまりトラップ。

　いくつもの死体が転がり、大量の血が撒まき散らされていれば誰も近づかない。身の危険を感じて遠ざかろうとするはずだ。

　しかし、もしも最新の装備だけが転がっていたら？

　不気味と思うものの、すぐに逃げ出そうと決断するほどではない。それでいて、人間は理解できないものを気にし、気にしたものを調べようとする生き物である。

　そして防弾ジャケットにアサルトライフル。

　これだけの危機的状況の中なら、どんな聖人君子だって『持っていて損はない』と考えるはずだ。







　近江手裏は転がっている防弾ジャケットに近づき、屈かがみ、その周囲をぐるりと回って、ため息をついた。

「妙に膨ふくらんでいると思ったら、下に手しゆ榴りゆう弾だんが隠してある。ピンを抜いてジャケットの重さでレバーを押さえつけている。持ち上げるとドカンだな」

「良く分かるね」

「景色を見るんじゃない。景色に手を加えた人間の意図を見るんだよ」

　この分だと、他の装備にもトラップが仕掛けられている事だろう。外から見ただけでは分からなかったとしても、ライフルの内部などに細工を施ほどこされている可能性も否定できない。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは腰に手を当てて首を横に振り、

「とするとさっさと立ち去るべきか。……何してる？」

「学園都市のテクノロジーだ。異能の力は関かかわっていないが、拾っておいて損はない」

「……トラップって解説していなかった？」

「トラップだって資源になる。戦場で弾数に困ったら地雷やワイヤー付きの手榴弾を探すのは常じよう套とう手段だ」

「最近の忍術ってＦＰＳになってるの？」

　どうやら小学生サイズの近江おうみ手しゆ裏りは、本気でトラップを解除するつもりらしい。雲川鞠亜はおろおろと両手を動かし、しかし強く引き留めると近江手裏の手元が狂いそうなのでそれもできないまま、

「こういう時に欲を張ると大抵ろくでもない結末になりそうな気がするんだけどなあ」

「ハリウッド映画じゃないんだ。そこまで複雑な爆弾は実戦じゃ出てこない。武器の基本は何事も『組み立てやすく分解しやすく』だからな。手榴弾ならレバーを押さえている内は安全。その間に、安全ピン代わりに伸ばしたクリップでも差し込めばトラップは無力化できる」

「手榴弾の殺傷範囲って何メートルだったかな？」

「対人用の破片手榴弾にも色々あるが、大抵は半径一〇メートル以上」

「率直に言おう。すごく逃げたい！」

「押すなよ。くしゃみも禁止。単純な作業だが、それ故ゆえに失敗した時の結果も単純だ。空気の読めないギャグなんて披ひ露ろうしてみろ、爆破オチでコントが終わるぞ」







「るーんるんるん、るんるんるーん」







「じっとしてろよ」

「ねえ。ねえってば」

「何だ」

「屈かがんでいないでちゃんと床に座ったら？　ここから見るとすごくパンツが全開」

「気にしていられるか！　お前が押さえてろ!!」







「るんるーん！」







「じっとだぞ。じっとだからな!!」

「一番小刻みに震ふるえているのは君のような気がするんだが。ぺたりと座った途と端たんにどうしたんだ？」

「床は予想以上に冷えていた。本音を言わせてもらうと今すぐトイレに行きたい！」

「今まさに手しゆ榴りゆう弾だんのレバーを握っているように思えるんだが!?」

「うるさい！　とにかくお前はじっとしてろ。さもなきゃこいつが吹き飛ぶぞ!!」







「るんるんらんらー!!」







　そして困った事が起こった。







「るんるー……あれ？」

　スキップしながら鼻歌混じりで現場へやってきた木き原はら円えん周しゆうは、そこで首を傾かしげた。

　罠わなを張った通路には誰だれもいない。

　というか、誰かがトラップに触れた様子もない。

　念のために紫外線ライトを浴びせて確認してみたが、床に足跡らしきものがついている様子もなかった。

「まだ早すぎたかー」

　木原円周は困ったような顔になり、

「ま、ゴキブリ退治は二〇ヵ所も仕掛けたし、どこか別の場所なら引っかかっているかなあ」







　一方、近江おうみ手しゆ裏りは手にした防弾ジャケットを投げ捨てた。

「中の繊せん維いもプレートも溶けてる！　役に立たない!!　解析もできない!!」

「塗料が飛び散るギミックなんて今時は万引き防止にも使われているぐらいだしね。中身が塗料限定である理由も特にない。人体には安全で、航空素材だけを溶かす突入用の薬品も開発されているって話もある。プレートの内側に、血管みたいに張り巡らせてあったかな」

「む、むおお……」

「徒労になったのは分かったが、怒おこるのか困るのかどちらかにしよう内うち腿ももスリスリちゃん。……それにしても、ここを襲おそわれたら世界で一番情けない結末になりそうだね」
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　HsB-07。

　学園都市製の超音速爆ばく撃げき機き、第三次世界大戦当時のものからさらにアップデートした機体が、バゲージシティ上空を突っ切っていく。

　パイロットの麓ろく洞どう龍りゆう一いちは、膨ぼう大だいなＧから身を守るため、肉体の大半に冷凍処置を施ほどこしていた。巨大な機体を操るために指は使わず、友軍と意思の疎そ通つうを行うために口は使わない。

　脳の血液分布、化学物質の分泌量、電気信号の流れ、ソナーによる脳の活動域の調査。『脳そのもの』からダイレクトに情報を引き出す手段はいくらでもある。一つ一つの確度は低くても、複数の手段を組み合わせる事でそれを高められる。兵器の操縦の他にも、諜ちよう報ほうや捜査活動などでも試験的な運用が始まっている技術である。

『フランキスカ３より各機。次のターンで空港を攻める。１、２は高架道路へ。とにかく敵さんが戦せん闘とう機きを飛ばすための「長い道路」を片っ端ぱしからぶっ壊こわせ』

　すでにカマキリのような外観のファイブオーバーが数十機ばら撒まかれていて、反学園都市サイエンスガーディアン側の無人兵器群に勝ち目はないだろう。

　しかし、ファイブオーバーにも弱点はある。

　あれはそもそも地上の標的を狙ねらうために設計されたモデルだ。

　空を飛ぶ事もできるが、それは攻撃ヘリのように『上空から地上の敵を掃射するため』に運用する事を想定されていて、高空を超音速で飛び交う多用途戦闘機などと撃うち合う事までは考えられていない。

　麓洞の耳（と彼は認識していた）に、同どう僚りよう達の声が届く。

『無人兵器を守るために生身の人間サマが体を張るなんてイカれているよ。そもそもあのオモチャなら空対地ミサイルだって撃ち落とせるんじゃないの？』

『弾頭に薬品系の兵装が積まれていたら、上空で落としたって中身を浴びる羽は目めになる。……まあ、これは弱点を知っている側の過か剰じよう反応であって、実際に反学園都市サイエンスガーディアンが「初めて見る」ファイブオーバーにそこまで対策を講じられるとは思えんが』

　口を動かして耳で聞くだけでは不可能なほど高速な意思疎通で無む駄だ口ぐちを叩たたきながら、彼らは各おの々おのの標的の真上を時速七〇〇〇キロで突っ切っていく。

　爆弾は『落とす』というより『空中に置く』に近かった。

　都合一二〇発の精密誘ゆう導どう爆弾が、道路沿いの街灯のように等とう間かん隔かくでズラッと設置される。重力に引かれる鈍器は尾び翼よくによって向きを調整され、誤差七ミリの精度で正確に空港の要所へと落ちていく。

　体を凍結させている麓ろく洞どうに振り返る機能はない。意識の端はしに表示させたウィンドウで破は壊かい状況を確認する。

『第一から第九までの滑走路、誘ゆう導どう路ろ、レーダー施設の破壊完了。地対空ミサイル一から三二、対空機関砲一から二〇、高射砲一から一七、破壊完了。空港は機能停止と判断』

『ひゅー。道幅一三メートル以上の道路の直線部分を四八ほど破壊完了。ターンして残り五二も潰つぶしちゃうよん』

『滑走路として使用できるトンネルを五本ほど確認。出入口を爆破して埋める』

　戦果は机上の空論通りだった。

　元々、学園都市製の超音速爆ばく撃げき機きは護衛の戦せん闘とう機きなしで最前線へ突入できるほどのスペックを持っている。地上からの反撃も、追いすがろうとする戦闘機も、圧倒的な速度と機動力の前には『同じフィールド』へ立つ事すらも許さない。

　今回の作戦で一番の脅きよう威いとなるのが『整備不良による機体トラブル』である所からも分かる通り、そもそも反学園都市サイエンスガーディアンの戦力でどうにかなる相手ではないのだ。

　確かに、彼らは学園都市から貸与された無人兵器群を備えている。

　だが、それはあくまで借り物。

　なおかつ、科学技術の進歩の速度が圧倒的に早い学園都市にとっては、すでにその兵器すら型落ち品に過ぎない。

　傷一つない勝利。

　理論通りの結末。

『自然科学HardSciense』の名を冠する兵器群を操る第三次世界大戦の勝者は、野や蛮ばんな戦闘の中に優美な数式を匂におわせる。その理論によって無む謀ぼうな挑戦を行おうという気き概がいすらもへし折っていく。

　そのはずだった。

　しかし。




『なん、だ？』




　突とつ如じよとしてレーダーに複数の光点が生じた。ステルスなどで隠れていた訳ではない。機体下部のカメラで詳細な状況を確認すると、遠方の地上から何か大型ミサイルのようなものが打ち上げられるのが分かる。




『違う……ミサイルじゃない。形が変わる……ッ!?』




　キュパッ!!　と『何か』が動く。通常の航空機のような、緩ゆるやかな弧を描く挙動ではない。まるで真横に走る落雷。なおかつ、超高層のビルの真横を通過した途と端たん、その巨大な建造物の最上部が斜めに裂ける怪現象つきだ。

　大質量の塊かたまりが地面に落ちるより前に、麓ろく洞どう龍りゆう一いちの思考全体にノイズが走る。極度の緊きん張ちようや恐怖が、機械との接続に障害を与えているのだ。

　理由は単純。

　時速七〇〇〇キロで鋭角な挙動を繰くり返すHsB-07の懐ふところへと、『何か』は雷撃のように飛び込んできたからだ。




『イカれてやがる！　何だこれは。学園都市が貸与した無人兵器群じゃないぞ!!』




　接近された事で、ようやく麓洞龍一にも『何か』の詳細なディテールを知る事ができた。

　初期のステルス機にあるような、複雑な平面で構成された攻撃機きをほうふつとさせた。ただ、それは麓洞が航空機に詳しかったからそう思ったのだろう。人によっては矛ほこ先さきが肥大化した投げ槍やりにも、精せい緻ちにカットされた宝石にも見えたかもしれない。

　だが、誰だれが見ても共通して感じる特徴もある。

　ワイヤフレーム。

　いいや、複数のワイヤーそのものを組み合わせて作られた機体だ。通常の『外』の技術どころか、学園都市の専門知識を持つ麓洞にすら理解不能な敵。その周囲に、オレンジ色の光でできた文字が不自然に浮かび上がる。




『我々もWe　love最先端をlatest愛しているtechnology』




　一文ではない。

　最初の一行は消え去り、次の一文が表示される。




『しかしそれはHowever　it、貴様だけのisn't特権ではないyour　only』




『野郎……っ！　フランキスカ１、２。これから敵機を引き付けてから振り切る。お前達は交差して爆弾を空中に「置け」！　それで吹き飛ば……っ!!』

　言いかけて、麓洞龍一の言葉が切れた。

　カメラは捉とらえる。

　フランキスカ１は変形したワイヤーの群れに機体全体を覆おおわれて、白い街の中心へと落ちていく所だった。フランキスカ２はかろうじて搦からめ捕られるのを回かい避ひしたようだが、細いワイヤーに機体の端はし々ばしを切り飛ばされて航行不能に陥おちいっていく。

　彼らの知る由よしもなかったが、敵の正体は『ロキの投と網あみ』と呼ばれる霊れい装そうだった。神々の作る法、迷宮、運命などを、奇抜なアイデア、タブー破り、屁へ理り屈くつなどですり抜けていく悪神ロキ自身が、『何者にも捕らえられない自分自身を確実に捕らえるためには何が必要か』と考えて製造した、自滅の拘こう束そく具ぐ。それを今日まで生き残った本物の黒小人ドヴエルグが現代的な性能を付加させたものである。

　理論や運命の抜け道すら塞ふさぐ魔ま術じゆつの投網が、ただの速度に後おくれを取る理由はない。

　必死に機体を振り回す麓ろく洞どうだが、機体が徐々に削り飛ばされていくのをはっきりと自覚する。さらに、友軍機を落とした他のワイヤー達もフランキスカ３に向けて殺到してくる。

『フランキスカ３よりＡＷＡＣＳ！　バゲージシティの外側を旋せん回かいしているＡＢＬ搭とう載さいのフランキスカ４から９を動かせ。弾道ミサイル対策のレーザーを使って、連中の隠し球が光と鬼ごっこできるかどうか試してやれ!!』

　指示は出したが間に合わない。

　水平に走る落雷のような敵機の挙動に照準を合わせられないのか、あるいはフランキスカ３を巻き込まない位置取りを探している最中なのか。しかしその数秒のラグが、致命的な傷を与えてくるのを麓洞龍りゆう一いちは自覚する。

『ＡＷＡＣＳよりフランキスカ３。脱出しろ！　エンジンが吹き飛ぶぞ!!』

『こいつらが紳士に見えるか？　パラシュートごと切れ味抜群の網で捕食されるのがオチだ!!』

　急激に高度が下がる。

　もはや飛んでいるのではなく、緩ゆるやかに落ちている。

　麓洞龍一は機首の向きを大きく変える。この不気味なワイヤー航空機が最初に射出された場所を目指して突っ込んでいく。

（……ゴミ処理施設？　屋上に誰だれかいるぞ）

『優先目標』の一つだった。その巨大な煙突に寄り添うように立つ、褐色の肌に銀髪の少女。裸に直接オーバーオールを着た、北極圏にはあまりにも不釣り合いな眼鏡の少女。緩やかな笑みを浮かべる彼女の目は、明確に麓洞龍一を貫いていた。

　超音速爆ばく撃げき機きが迫っているのを自覚しながら、なお少女は細い人差し指を手前に引いて麓洞龍一を挑発する。

『野郎……あれが最優先目標「グレムリン」か!!』

　機体を削り飛ばされるのも構わず、麓洞龍一はスロットルを開放し、ゴミ処理施設の屋上を目指して突撃していく。

　カメラがいくつものオレンジ色の火花を捉とらえていた。

　そのカメラも切り飛ばされて、灰色のノイズしか映らなくなった。

　小刀で鉛筆を削るようにどんどんと機体は細くなっていくが、もはや麓洞龍一は何も考えず、ただ標的のみを視界の中心に捉えていく。

　そして……。







　ゴミ処理施設の屋根に立つマリアン＝スリンゲナイヤーはオーバーオールの横から手を突っ込み、黄金の工具を取り出した。火ひ箸ばし。炉ろの中で熱した刃などを取り扱うための道具である。マリアンが持っているのは、巨大なペンチのような形状をイメージしてもらえば分かりやすい。

　ヌンチャクのように二つの柄えを軽く振り回すマリアン＝スリンゲナイヤーは、顔の前で火箸を閉じる。

　先せん端たんがガッチリと捉とらえたのは、わずか一三センチほどの鋭い航空素材の破片だった。

　麓ろく洞どう龍りゆう一いちが死力を尽くした結果、残ったものはこれだけだった。

　じゅう……と、吹きすさぶ吹雪ふぶきを蒸発させる破片に目をやり、マリアンは口笛を吹く。

「危ない危ない。何となく素手で摑つかもうとしちゃったけど、これって摩ま擦さつで一〇〇〇度超えてんじゃないの？」

　屋根に積もった雪に火箸の先端ごと航空素材の破片を突き刺し、急速冷却をさせていくマリアン。鍛か冶じを生なり業わいとする彼女には見慣れた動作だった。常温にまで冷えた鋭い破片を火箸から直接指で摘つまみ直す。

「こんなもんかねえ。分類的には人形を使って呪のろいの矛ほこ先さきを逸そらすような『逃げ道』を塞ふさぐ効果しか持たない補助的な霊れい装そうでしかないのに。相手の速度に合わせて楽しいエフェクトがついちゃったな」

　ともあれ、航空戦力を潰つぶせるならそれに越した事はない。

　マリアンが、街中で暴れているファイブオーバーよりも航空戦力を優先して叩たたいたのは、これ以上余計な『木き原はら』が投下されるのを防ぐためである。

「無む謀ぼうな挑戦に☆」

　鋭い破片の側面に軽く口づけし、記念品をオーバーオールの内側へ収納する。軽く指を鳴らすと、ゴミ処理場の周辺からさらに『ロキの投と網あみ』が数機ほど上空へ発射されていく。

　マリアンが調子こいた所で、ボッ!!　と上空で凄すさまじい閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　バゲージシティの外、超遠えん距きよ離りから航空機搭とう載さいのレーザー兵器が『ロキの投網』の一機を強引に焼き切ったものだ。溶接のように真っ白な閃光の後には、高温でオレンジ色に輝かがやく破片しか残らない。

「やばーい！　やっぱり一ひと筋すじ縄なわじゃいかないか!!」

　慌あわてて屋内に避ひ難なんしつつ、マリアンは生き残った『ロキの投網』に引き続き航空戦力の殲せん滅めつを命じる。

　常軌を逸した『戦争』は、人の生きていけない環境であっても平然と繰くり広げられていく。
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　どこに続いているかも分からない、清潔な地下通路を歩いている雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏り。時々、不規則な震しん動どうが小さく通路を揺らしているのは、地上で大規模な戦せん闘とうでも起きているからだろうか。

　そんな中で、近江手裏が呟つぶやくように尋ねてきた。

「質問しても？」

「何かな」

「上かみ条じよう当とう麻まという個体名に心当たりは？」

　近江手裏は特に表情を変えずに続ける。

「ヘルメットにコートの男……おそらくお前が追っているであろう人物が言及していた名前だ。ここまで事態に深く関かかわった以上、その人物を見つけられなければ生きて帰れる可能性はかなり低くなるらしい」

「……知っているのは名前だけだな。姉なら詳しそうだけど」

「学園都市側の人間、と受け取って良い訳だな。これだけの事態に対応できるという事は、かなり深い部分に属する人間なのか」

「そういうものとは縁がないから可愛かわいいんだという話は聞いているね」

「？」

　近江手裏は眉まゆをひそめたが、雲川鞠亜から明確な回答は得られなかった。

　別に彼女がもったいぶったからではない。

　状況が大きく動いたからだ。




　ゴッ!!　と。

　いきなり目の前の通路が真上から崩れ、土砂と一いつ緒しよに重い戦車が落ちてきたのだ。




「げほっ！　げほげほっ!!　一体何なんだ!?」

　舞い上がる粉ふん塵じんに大きく咳せき込む雲川鞠亜に対し、薬品や煙幕に慣れている近江手裏は冷静な顔つきのまま答えた。

「五〇トンもあるロシア製の弁当箱だ。文字通り踏ふみ抜いたって事だろう。元々市街地を走らせるようには設計されていない！」

「ロシア製？　……という事は、バゲージシティ側の戦力か？」

　砲塔の上、機関銃の銃座に位置するハッチは開いたままだった。雲くも川かわ鞠まり亜あは負傷しているであろう兵士達をとりあえず引きずり出そうと戦車へ近づこうとするも、

「馬ば鹿かっ、死にたいのか！」

　近江おうみ手しゆ裏りがその体を床へ突き飛ばして覆おおい被かぶさる。

　直後に戦車の表面で爆発が起こった。燃料や砲弾が引火した、という感じではない。規模の大きなショットガンのような現象だった。

「爆発反応装甲でびっしりと覆われている。いわばデカい不発弾さ。下へ手たに近づくと巻き込まれるぞ」

「なるほど。だったら静電気の出番だ」

「？」

「信管を反応させて安全に爆破処理する。辺りには粉ふん塵じんも舞っているし、ちょっとした理科の実験で簡単に放電できるはずだ」

「火山灰を使った落雷現象か」

「秘伝の書にでも書いてあった？」

　静電気を人為的に起こす。とはいえ、雲川鞠亜達は『電気を生み出す』ものは探さない。それは辺りに漂っている粉塵の摩ま擦さつが行ってくれる。

　必要なのは、その粉塵を決まった方向に、決まった強さで動かす道具。

　つまり、うちわや扇風機のようなものである。

「そんな訳でちょっとメイド服を脱いでみたんだが」

「……エプロンだけ脱ぐのでは駄だ目めなのか？」

「全部脱いでから言わないように」

　下着一丁になった雲川鞠亜は、洗せん濯たくしたシーツで空気を叩たたくように両手で思い切りメイド服を上下に振る。

　バン!!　という轟ごう音おんと共に薄うす灰はい色いろの粉塵が一気に動く。

　青白い瞬またたきの直後に、通路を塞ふさぐ戦車のあちこちから小さな破裂音が炸さく裂れつした。サイズを大きくした爆竹みたいに聞こえる。

「ポップコーンは全部弾はじけた？　じゃあ人命救助の時間だ」

　いそいそとメイド服を着直しながら雲川鞠亜は言う。

　しかし機関銃の銃座の真下に開いたハッチを覗のぞく前に、近江手裏は眉まゆをひそめた。

「……無人かもしれない」

「はあ？」

「機関銃にモーターが取り付けられている。ケーブルは車内に。索さく敵てきに必要ないアンテナも追加されている」

「助け甲が斐いのないヤツらだね」

　近江おうみ手しゆ裏りと一いつ緒しよにハッチの中を覗のぞき込む雲くも川かわ鞠まり亜あだが、くノ一の言う通り誰だれも乗っていなかった。操縦用のコンソールのカバーが取り外されていて、タブレット端たん末まつがケーブルで内部の基板に取り付けられている。

　画面に表示されているS.BERYLANというのは操縦者の名前だろうか。

「……ほとんどは電子制御に割り込んだ遠えん隔かく操縦か。車外の機関銃だけはプログラムで操れないからモーターを取り付ける必要があった訳だな」

「学園都市のテクノロジーは知らないが、随ずい分ぶんと急造なイメージがあるな」

「そりゃそうだ。旧式兵器の再利用法っていう思考実験の中で生み出された、いわば掲示板の議論が発展したアイデア商品みたいなものなんだから。こんな『横よこ槍やりの横槍』で簡単に制御を乗っ取られかねない方式、学園都市じゃ使わないよ」

「これをバゲージシティ側が運用している事をどう思う？」

「宣伝していたより実際の戦力は少なかったのかもしれないね」

　ともあれ、土砂と戦車で地下通路は埋められてしまった。先に進むためには、戦車が空けた大穴から地上に出るしかない。

　しかし這はい上がって二秒で後悔した。

　外は猛もう吹雪ふぶき。

　マイナス二〇度の地獄である。

「寒い！　メイド服で動き回るような場所じゃない!!」

「その格好で動き回っても良い場所を私は知らない」

「チアリーダーのくノ一が何を言っているのかな？　とにかくどこでも良いから一番近くの建物に行こう！　考えるのはそれからだ!!」

　が、雲川鞠亜が指差したガソリンスタンドは、直後に勢い良く爆発した。火炎瓶びんのような粘着質の炎は、周辺のビルにまで降り注いでいく。衝しよう撃げき波はにひっくり返る雲川鞠亜は、そこでようやく、頭上を一直線に黒煙が突っ切っているのを発見する。しかし黒煙の原因が何だったのかは見えない。

　ただし、黒煙をなぞるように、ワイヤーの集合体のような不可解な航空機が凄すさまじい速度で通過していくのも見える。

　雲川鞠亜は予測を口に出した。

「煙を上げながら通過したのは学園都市の超音速爆撃機か？　どこまで壊こわされているんだ。破片も爆弾も手当たり次第に撒まき散らして！」

「とりあえず、暖には困らなくなった」

　迫る炎から逃げるように、離はなれた所で兵士がタブレット端末を捨てて逃げていくのを雲川鞠亜は目撃する。どちらの陣営かは不明だが、もしかしたら先ほどの戦車を遠隔操縦していた人物かもしれない。

「この熱風、なんか肌の表面が痛くなるだけでちっとも温かく感じないんだけど。まずい、来る。来るぞ。向こうのビルが倒れてくる!!」

　雪の上から起き上がり、二人は急いで距きよ離りを取るように走る。

　精密な爆破解体と違って、支柱が中途半はん端ぱに折れただけのビルはまとめて横倒しに迫ってきた。下階が自重に耐えられずに潰つぶれたせいで『膝ひざから崩れる巨人』のような格好で段階を踏ふんでこちらに向かってくるビルから、かろうじて雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏りの二人は逃げ切る事に成功する。

　しかし、先ほどまで二人はこの真下に広がる地下通路を通っていたばかりである。

　巨重に耐えられず、地表が崩ほう壊かいした。

　雲川鞠亜と近江手裏は割れた地面に吞のみ込まれる。

「げほげほっ!!　地上も地上で最悪だ!!」

「下が下水道じゃなかっただけまだマシだと思うが」

　潰れた地下通路の隙すき間まを這はって進み、無事な場所まで何とか進む。通路の壁に背を預けて座る近江手裏は、ふと疑問を口に出した。

「その上かみ条じよう当とう麻まとかいうヤツ。こんな所で一体何ができるって言うんだ？」

「さ、さあね。実はあっさり死んでいました、なんて展開になっていない事を祈ろう。この街なら何でもアリだ」

　他人をあてにしている余裕はない。

　生き残るためには、自分の足で歩くしかない。
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「ひゃー、死ぬ死ぬ。洒落しやれにならん。やっぱり『計画』に負担をかけてでも純粋な戦せん闘とうタイプを連れてくるべきだったんじゃないかね。こういうのは私向きじゃないよ」

　ゴミ処理施設の屋内に戻ってきたマリアンは、魔ま術じゆつ的てきな結界が壊こわれたままの私室へ戻ってきた。『ロキの投と網あみ』を使っても完かん璧ぺきな戦果は保証されないカオスな戦場に対応するため、今度こそ彼女は秘密兵器に手を伸ばす事にする。

　マリアンは部屋の中にあった椅い子すに座り、テーブルの上にあった透明な瓶びんを摑つかんだ。中身は麦を使ったジュースである。日本では珍めずらしいかもしれないが、北欧の魔術師とは親和性が高い。もっとも、ビールの方が手に入れやすいし『記号』としても適切なのだが、マリアン＝スリンゲナイヤーは自分の悪わる酔よいを自覚していたのでアルコールには手を出さない。

　麦のジュースを瓶から直接口に含むと、彼女はスマートフォンを取り出す。必要なのは通信機器ではなく、そもそもの信号の送信と受信を担当する口と耳の調整。『自分の音声が電子化された場合に特化した』完全な暗号化を施ほどこした上で、マリアン＝スリンゲナイヤーは敢あえて敵側の科学サイドの技術で通信を行う。

「シギン。今どこにいんのかなー？」

『ええと、どこなのかな？　ここは一体どこなんだろう？　バゲージシティはちょっと広すぎて分かりにくいよね。もっとシンプルにいけば良いのに。シンプルにしてしまえば良いのに』

「何でも良いけどさっさと合流してくれないかね。私は戦闘向きじゃないってさんざん言ってきたでしょ。ていうかそもそも何で私なの？　『投擲の槌ミヨルニル』とか使い勝手が良いのがいるじゃない」

『あっちはあっちで忙しいんだから迷惑かけちゃ駄だ目めだよ。分かってるくせに』

「なら合流してよー」

『だからここってどこなの？　私はさー、基本的に他人がいないとどうにもなんないんだよ。マリアンちゃんと同じようにね。マリアンちゃんは自分の体を改造できないでしょ。それと一いつ緒しよ。一緒なんだよね』

「私の『改造』にアンタの『助言』ね」

『そゆこと。私の特性って基本的に私の持っているものを他人に分け与える事で、他人の欠けているものを満たす訳だからさ。私で私を満たそうとしたって欠けたものは何も埋まらないんだよね』

　シギン。悪神ロキの妻とされる者の名。その名を冠する魔術師の『助言』は、そもそも魔術なのかどうかも不明のままだ。従って、シギンが魔ま術じゆつ師しであるかどうかも謎なぞ。そして何でも良い。『グレムリン』は、それが何であれ有効に利用できるのであれば丸ごと吞のみ込む。そういう形で膨ふくらんでいく。

　北欧神話の神々の名を与えられている事からも分かる通り、ウートガルザロキと同じく、シギンも『グレムリン』の正規メンバーである。

「なら私に『助言』してくれない？　迷子になったシギンを見つけ出せるような『助言』をさ」

『おおっ。その手があった』

「アンタ、本当に使い方ってのが分かってないよね。一〇〇パー確実な『助言』を行う存在。それだけのものを自分のために使う力があれば、『魔ま神じん』に手が届くかもしれないってのに」

『何でも良いよ。私の「助言」で誰だれかが成功したなら、その成功は私の成功って事なんだから』

「さっさと『助言』」

『はいよ』

　マリアンもシギンも、単体で何かを成し遂とげるタイプの人間ではない。そして彼女達は別の誰かを介する事で莫ばく大だいな戦力と、歴史を引き裂くほどの結果を招き寄せる。『木き原はら』勢がどれだけ残っているかは不明だが、シギンの『助言』によってマリアン＝スリンゲナイヤーの欠点……つまり直接戦せん闘とうに関かかわるスキルを埋め合わせる事ができれば、先ほどの木原病びよう理りのようなギリギリの戦いを強しいられたりはしない。状況に合わせたリアルタイムの『助言』が必要になるが、それさえあれば『木原』達を片っ端ぱしから一方的に葬ほうむれる。

　迷子と合流するための索さく敵てきスキルの『助言』を受けていたマリアン＝スリンゲナイヤーだったが、ふとそこでシギンはこんな事を言ってきた。

『大変だった？』

「明らかな配役ミスだよ。ちょーつかれたー。ベルシのヤツ呼んじゃおうかと思ったぐらいだよ」

　マリアンは心地良い椅い子すの背もたれに体を預け、テーブルの下で足をバタバタさせながら言う。麦で作ったジュースを口に含んでから、

「そもそもさ。『ナチュラルセレクター』だっけ？　こんな大会の防衛のために私達が動くなんて間違ってるよ。明らかにコストが見合ってない。やる気だってなくなるね」

『ああ。学園都市製の超能力開発に代わるグローバルスタンダードの確立……っていうのは噓なんだっけ？』

　とんでもない事を言うシギン。

　しかしマリアン＝スリンゲナイヤーの方も当然といった調子で、

「今ではほとんど挽ひき肉にくになっちゃった主催者のご老人達としてはあれだったんでしょ。『ナチュラルセレクター』に選手が参加を表明した時点で、各おの々おのの選手が戦う目的も見えてくる。病弱な家族のためとか、学閥争いで研究チームを守るためとか、飢えに苦しむ故郷に資金が流れる仕組みを作るためとか。とにかく、グローバルスタンダードを得る事で、個人的に何が手に入るのかが摑めてくる」

　絶対に退ひけない目的。

　各おの々おのの選手はそれを持っている。

　そして、大会で負けてしまったからと言って、その理由が奇き麗れいサッパリ消える訳ではない。

　むしろ、残る。

　本当に失いたくないものが目の前ですり潰つぶされる地獄が、誰だれも知らない所でひっそりと消化されるだけ。

　だからこそ。

『そこさえ握っちゃえば、脅きよう迫はくという形で選手の動向を完全に制御できる。「ナチュラルセレクター」優勝者には全面支援で協力関係を作り、途中で敗北した選手達に関しては、その個人的な動機、負け犬のままだと失っちゃうけどどうする？　とご提案する事で敗者復活という名の首輪をつける』

　つまり、逆なのだ。

　大勢を戦わせて、その中で最も強い一人を選ぶのではない。

　大会で勝利しようが敗北しようが、その全員と繫つながりを持つ。支援であれ脅迫であれ、あらゆる方法を使って参加者全員を『反学園都市サイエンスガーディアン』という枠組みの中に入れてしまい、脱出不能の状況を作り出す。

　ＵＦＯ、恐竜、オーパーツ、電磁波、微生物、ＵＭＡ、地底人……。現在の世界では荒こう唐とう無む稽けいと呼ばれているものを研究している人達にしたって、その研究をするための資金源を各々は持っている。つまり、現実的な『力』がある。

　それを丸ごと手中に収めるための格かく闘とう大会。

　言ってしまえば……、

「反学園都市サイエンスガーディアンが求めているのは、一〇〇以上いる選手ではなく、そのバックにいる一〇〇以上の組織の力。反学園都市サイエンスガーディアンに加わる組織を手当たり次第に増やそうとしているだけ。支配圏を拡大する事で学園都市と対抗しようとしているだけ。何が自然淘とう汰たの『ナチュラルセレクター』なんだか。欲張りしすぎでグッチャグチャになってるだけじゃん」

『だからこそ、私達の目的を混ぜておく事もできるんだよ』

「だね。それがせめてもの救いだよ。ストレス溜たまるのは事実だけどさ」

　マリアンはため息をつくと、椅い子すに座ったままテーブルに突っ伏して、

「まったく癒いやし系のグッズ持ってきておいて助かったよ。これがなかったらカンペキにキレてた。やっぱり心の充足って大切だよね。特に私達みたいな、いんてりじぇんすな職種はさー」

『悪あく趣しゆ味みと「助言」しておこう』

「かね？」

『いやー悪あく趣しゆ味みだよ。人間生きたままバラバラに分解して家具の形に整え直すだなんて。それでお茶会に招かれる側の気持ちにもなってよね』

　かねー、とマリアン＝スリンゲナイヤーはまだ実感できない顔で首を傾かしげる。

　椅い子すにはテレリエという名前がついていて、フロアスタンドにはフランクという名前がついていて、テーブルにはサンドリヨンという名前がついていた。時折、呻うめき声のようなものも聞こえてくる。家具の形をしているものの全すべての内臓は格納されており、表面には顔があり、彼らは呼吸もするし食事もするし睡すい眠みんも取るし……つまり生きていた。ただ壊こわして死体をつぎはぎするのではなく、きちんと生きたまま整え直すのがマリアン＝スリンゲナイヤーの職人技である。

　肌色の高級家具に指を這はわせて、マリアンはうっすらと笑う。

「私は目的に合わせて最適な形を作っているだけだよ。この場合は罰ばつ。命は一つしかないから一定以上の罪は全部死刑だなんて不公平だよ。それって一人殺すより一〇〇人殺す方がお買い得って事じゃない？　だからきちんと償える形に整え直した。まー癒いやし系に変えちゃったのには趣味が入っているって言われれば否定はできないがねー」

『悪趣味』

「かねー」

『ウートガルザロキもその中に混じってないか心配なぐらい』

「油断してあの結果ってのはちょっとイラッとくるけど、まーそこまでやる必要はないんじゃない？　寝返って損害出したとかでもないし。妖精さんは頑張り屋さんや正直者は攻こう撃げきしないのだよ」

　これ以上ないほど適切な『助言』を行うシギンだが、『助言』は『助言』でしかない。それをどう活用するか、そもそも本当に活用されるかどうかなど知った事ではないらしい。

「ともあれ、シギンは秘密兵器なんだから単独でふらふらするのやめてよね。私だって本来ならアンタのサポート受けながら戦う事になってるんだから。シギンの方が先に叩たたかれたらパワーバランスが結構大きく変化しちゃうよ」

　と。

　そこまで言ったマリアン＝スリンゲナイヤーの口がピタリと止まった。

　表情も平へい坦たんになる。

　そして、直後に薄うすく薄く黒小人ドヴエルグは微笑ほほえむ。

「……でもって、なーんでこういう時に限って迷い込んできちゃう哀あわれな被害者が出てくるもんかねえ。通信機器を介さない肉声には暗号処理も効かないってのに」

　椅子に座ったまま、マリアンは麦で作ったジュースが入った瓶びんを部屋の扉へ投げつける。ガラスの砕ける音と共に半開きの扉が大きく開く。

　そこにいたのは雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏りだった。

　マリアン＝スリンゲナイヤーはオーバーオールの中から取り出した、黄金の鋸のこぎりをくるくると回しながら話しかける。

「椅い子すに合った足置きとドリンク用の小型冷蔵庫が欲しかったんだけどさ。どっちがどっちになりたい？」
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「いないねー」

　むしろ無邪気な調子で呟つぶやいたのは、木き原はら円えん周しゆうだ。服のあちこちは溶けた雪や泥でぐしょぐしょに汚れていた。首から下がったスマートフォンやワンセグテレビなどの画面が複雑なグラフを描き出し、それが建物の壁や窓に反射し、さらに木原円周の瞳ひとみに吸い込まれていく。

「うん、うん。被害が足りないのに状況だけが進んでいっているよね。ごめんなさい、数多おじさん。これじゃあ『木原』がいるのに安全地帯があるみたいに見えるよね」

　彼女がいるのは大型の集合住宅だ。図書館の本棚みたいに、同じような四角い建物が延々と並ぶ場所。一応オートロックで、通路は『ベランダのように建物外側に』ついているのではなく、『建物の中央を貫くように』配置されている。

　が、それだけだ。

　前面に分厚いブレードを備えた除雪車で突っ込めばオートロックなどゲートごと破は壊かいできる。各部屋の玄関の強度はそれ以下だ。ドアと壁の隙すき間まに電動ドリルを突き込み、トリガーを引けばデッドボルトを破断できる。

　一つ一つの扉をこじ開けて中を調べてみると、あまり生活感のない部屋が広がっていた。家具も共通のものが多い。週単位で借りられる、ホテルのような施設も兼ねているのかもしれない。

「片っ端ぱしからやるように言われているのに、これじゃーみんなに怒おこられちゃうよ。木原らしくないって」

　若じやつ干かんの生活臭が残っている事が、逆に不気味ではある。

　マリーセレスト号を連想させる景色だった。

「……純粋な住人は五〇万人。『ナチュラルセレクター』用の観戦客、一時的な滞在者は三〇〇万人。まぁどちらもそういう風に偽ぎ装そうした反学園都市サイエンスガーディアンの関係者なんだけど。一体どこに消えちゃったのかな？　一斉に動き出せばそれだけで大きなイベントになるはずなのにね」

　不自然な独り言が誰だれもいない空間に響ひびき渡る。

　思考の再整理。

　短期記き憶おくから長期記憶へのデータの移行。

　そのための作業。

　木原円周はブツブツと言葉を漏もらしながら、次の部屋、そのまた次の部屋と玄関をこじ開けていく。

「博愛主義者かな。いいや違う。バゲージシティに乗り込んできた学園都市側の兵隊はバタバタ倒れている。つまりハーメルンの笛吹きさんはバゲージシティ側の一般人だけを選んで助けている」

　まさか三五〇万人が一ヵ所に隠れているとは思えない。というか、そんなに大量の人間を収容できる施設に心当たりはない。

「街の外に出たなんて事もないなあ。ファイブオーバーが自動的に検出駆除しているはずだし、外はマイナス二〇度。次の街に辿たどり着く前に絶対死んじゃう」

　となるとやはり街の中。

　何ヶ所かに小分けしてあるはずだ。

　それでいて、ドーム施設など『あからさまに大勢の人間を詰め込める場所』は省いているはずだ。

　例えば、このマンモス団地だって居住性を無視して満員電車のように人を詰め込めば、一棟につき四万五〇〇〇人は入れておける。『一見人の入らなさそうな場所に、ありえないほどの人口を隠す』……それがハーメルンのやり口だ。

「……爆ばく撃げきでもお願いしようかな。全部更さら地ちにしちゃえばおしまいなのに。たとえ爆風から助かったとしても、その後に身を隠す場所がなくなれば凍こごえて死ぬ」

　本当ならそれが一番簡単だ。

　爆撃だけで反学園都市サイエンスガーディアンを倒せなかったとしても、真正面からかち合うための地じ均ならしとして有効なのだ。敵の施設、兵器、遮しや蔽へい物ぶつ。そうしたものを遠方からの攻撃で破は壊かいしてから乗り込むのが常じよう套とう手段である。

　それができない理由は単純。

「駄だ目めかあ。『グレムリン』に死んだふりされちゃうと面倒なんだよねー」

　学園都市と協力機関では、勝負は目に見えている。

　しかし『グレムリン』は違う。クラスター型の燃料気化爆弾を使って街ごと炎で埋め尽くしても、『グレムリン』の連中なら凌しのぎ切るかもしれない。そして『身元の判別すら難しい死体』を山ほど生産してしまえば、それを利用して『グレムリン』はどこかへ逃げてしまうかもしれない。

　まず『グレムリン』を確実に潰つぶす。

　バゲージシティを地図から消すのはその後だ。

「順番が逆で面めん倒どう臭くさいよね。結局、普通の兵隊とも戦う羽は目めになってるし」

　本来なら、木き原はら円えん周しゆうがバゲージシティの一般人を捜している行為も『目的』から遠ざかっている。

　が、『グレムリン』が反学園都市サイエンスガーディアンと組んでバゲージシティで何かをしようとしている以上、『街の形』が崩れる事は拒むはずだ。人が生きて、活動している街の形を。つまり事件の中心から無関係な一般人を山ほど殺そうとすれば、（善意とか正義感なんて原動力ではなく、利害のために仕方なく）『グレムリン』がそれを止めるために顔を出してくれるはずだ。

　そのための捜索。

　そのための虐ぎやく殺さつ。

　……だったのだが。

「困ったねー」

[image: ]

　木き原はら円えん周しゆうは迷子になったような表情で呟つぶやいた。

　その首に紐ひもで引っかけてあるスマートフォンやワンセグテレビなどが、複雑なグラフを次々と表示させていく。

「うん、うん。分かっているよ、数多おじちゃん。こういう時、『木原』ならこうするんだよね」

　小さな両手でスカートの端はしを摑つかみ、そのままひらりと舞い上げる木原円周。

　そして一〇秒ほど経たってから、彼女は首を傾かしげた。

「……誰だれも顔を出してくれないねー」

　お腹なかが冷えたのか、ぶるりと背筋を震ふるわせて木原円周は次の場所を目指す。
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　雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏りだって、何も好き好んで血の海に飛び込みたいとは思っていない。ヘルメットの男について、雲川鞠亜はこう告げていた。

「木き原はら加か群ぐん」

　その名を言う。

「学園都市のとある小学校で起きた、未成年の死亡事案に深く関かかわっているとされている人物なんだ。私はどうしてもあの男を追わなくてはならない。私は自分のプライドを気にする人間だが、これだけは丸ごとへし折っても手に入れたい」

　しかし一方で、このバゲージシティを取り巻く環境が尋常ではない事も彼女達は理解していた。この場にただ留とどまるというだけで、どれだけのリスクを負うかという事を。

　雲川鞠亜の目的は木原加群。

　近江手裏の目的は異能の力の調査。

　それは何もバゲージシティの内部にいなければ達成できないというものではない。『木原』だろうが『グレムリン』だろうが、争いが終わればバゲージシティの外へ出る機会もあるだろう。戦せん闘とう終了後の安あん堵どしたその時を狙ねらって、改めて水面下から調査を始めれば良い。それでも目的は達成できる。だからひとまずは安全にバゲージシティを出て、正確な情報網もうの構築からやり直そう、という事になった雲川鞠亜と近江手裏だったのだが……。

　時として、ビギナーズラックは素人しろうとを真相へ導く。

　欲していないのに導いてしまう。

　哀あわれな目もく撃げき者しやとして、海や山に沈められる人間がいるように。

「……、」

　彼女達は決して真相へ近づこうとはしていなかった。一刻も早くバゲージシティから遠ざかろうとしていた。すでにリタイヤしていた。それが賢明だと理解していた。にも拘かかわらず、雲川鞠亜達の選んだ脱出ルート上にマリアン＝スリンゲナイヤーの私室があり、扉はうっすらと開いていて、普ふ段だんは張ってある魔ま術じゆつ的てきな結界も使い物にならなくなっていた。

　結果として、彼女達は真相に辿たどり着いてしまった。

　それが確実な死を招くものであるにも拘らず。

　そして。

　温水暖房パイプ用の複雑に入り組んだメンテナンス通路を走り抜け、その中心部にあったゴミ処理施設へと辿り着いてしまい、その施設の中を歩いている内に、ある一室の前までやってきてしまった。うっすらと開いた扉の奥を覗のぞくつもりはなかった。

「……でもって、なーんでこんな時に」

　ただ、声が聞こえてきてしまっただけだった。そして、その覗いてはいけない隙すき間まの奥から、闇やみが噴き出す。

（……そっちのメイドは知らないけど、もう片方って『ナチュラルセレクター』の選手だったよね。バゲージシティ側の人間なら進んで殺す事もなかったんだけど、シギンの情報って割と虎とらの子なんだよね。だから残念）

　サイケデリック極まりない肌色の家具に囲まれたマリアン＝スリンゲナイヤーが、黄金の鋸のこぎり片手にうっすらと微笑ほほえみながら話しかけてくる。




「椅い子すに合った足置きとドリンク用の小型冷蔵庫が欲しかったんだけどさ。どっちがどっちになりたい？」




　地獄が。

　始まった。

　雲くも川かわ鞠まり亜あと近江おうみ手しゆ裏りの二人は『戦う』なんて選せん択たく肢しは選ばない。迷わず回れ右し、全速力で逃走する。ゴミ処理施設内を走り、元来たメンテナンス通路へ飛び込んでいく。それにしたって最善とは呼べなかった。そもそも、あんなモノと遭そう遇ぐうしてしまった時点でほぼ最悪の状況である。

「な、なんっ、なんなんなんなん何なんだ今のっ!?　サイボーグの亜種か何かか!?」

　異能の力には慣れている雲川鞠亜さえパニックを起こしかける光景だった。

　しかし一方で近江手裏は、『まっとうな状況で生み出される死体』には慣れているのか、

「敵側に強い恐怖と高い治ち療りよう費ひを与えるために、敢あえて生かしたまま肉体を壊こわして捨て置く戦略がある。片足だけを吹き飛ばす対人地雷をばら撒まくとか。あれも多分その一種！　死体を加工するのとはまた違った思想で運用しているはず!!」

「そんなデジタルなもんかね!?　趣しゆ味みと娯楽ですって思いっきり顔に書いてあったように思えるけど!?」

　桁けた違ちがい。

　頭の中で想像できるグロテスクの、さらに枠外。

　何がどのように機能したら『五体満足の人間』が『生きたままテーブルに』変換されるのか不明だが、あんな技術を自在に振るう相手と戦いたいとは思わなかった。勝つ事はできるかもしれないが、それまでに自分の体がどうなるか分かったものではない。右手がドリルで足の裏からジェット噴射が出る体になってもおかしくない。

「いやー駄だ目め駄目。つーかね、言ったじゃん。切り札のシギンの事を聞かれちゃったら口を封じるしかないでしょもー」

　ジャリン!!　という金属質な甲かん高だかい音が響ひびき渡る。雲くも川かわ鞠まり亜あが走りながら振り返ると、通路の壁に刃物を押し付けながら、少女が追ってきている所だった。距きよ離りはおよそ五〇メートル。銃でも持っていれば脅きよう威いは残るが、少女が手にしているのは黄金でできた金かな槌づちや鋸のこぎりだ。

「逃げ道の地下通路は戦車とかビルの倒とう壊かいとかで塞ふさがれていなかった!?」

「逆にチャンスだ。瓦が礫れきの隙すき間まを縫ぬった後にどうにかして埋めてしまえば相手の足を止められる。氷点下の地上に出る必要はあるが、あれと真っ向から勝負するよりははるかにマシだろう」

　ゴールはある。

　相手との距離も開いている。

　これは勝てない戦いではない。

（……何とか、逃げ切……ッ!?）

　わずかに雲川鞠亜が安あん堵どした、直後だった。




　ゴッ!!　と。

　真横の壁が、突とつ如じよ盛り上がって雲川鞠亜の体を潰つぶしにかかってきた。




「な……」

　何かしらの隔かく壁へきでも作動したか、あるいはアクション映画に出てくる古代遺跡のトラップのようなものを想像した雲川鞠亜だったが、答えは違った。

　近江おうみ手しゆ裏りが、叫ぶ。

「にん、げん……ッ!?」

　壁と同じ質感に、壁と同じ色彩に、壁と同じ光沢に……改造されてしまった『人間』。元が誰だれだったのか、何だったのかは不明。四角い柱のような形に加工された『人間』が、横から雲川鞠亜の脇わき腹ばらへ突っ込んできたのだ。

「っ!!」

　とっさに身を捻ひねり、右腕を柱の側面へ緩ゆるく当ててから、体ごと大きく回転させて自動車激突並の衝しよう撃げきを完全に逃がす雲川鞠亜。しかし問題の核はそこではない。

　次から次へと。

　縦に横に。

　同じような四角い柱が通路のスペースを埋めるように突き上がっていく。ものの数秒で通路は床や壁と同じ色の障害物で完全に覆おおい尽くされる。

　退路が、断たれる。

「その状態で『生かして』おくのって大変なんだぜ？　だって四角いし」

　褐色の少女はニヤニヤと笑いながら言う。

「いつでも戦えるように、あっちこっちに置いておいたんだ。でもって感覚器官は宝の持ち腐れだから、センサーとして兼用させていたんだけど……やっぱり使い回しは良くないか。さっきも『木き原はら』とかいう車くるま椅い子すにすり抜けられたし。目や耳は生きているはずなんだけど、情報を処理する自我の方が『正しい今の自分』を見る事を拒否っちゃってんのかね」

　これ一つではない。

　何か仕方がない事情があるから人間に加工を施ほどこすのでもない。

　とりあえず。

　周囲一帯に。

　結局使いもしないで賞味期限を切らしてしまう、防災グッズの乾パンや即席麵めんのような感覚で一定の被害をキープする。

「……目や耳は、生きている……？」

「出ていくんなら障害物を壊こわせば良いと思うよ。まーそれってつまり生きている人間の胴体を真っ二つにする事と同じだから、ちょっとばかし苦労すると思うけどね。多分、スーパーで売ってる包丁ぐらいじゃ刃こぼれすると思うなあ、背骨の辺りで。まず鈍器で骨を砕いてから切断にかかるべきだろうけど、それにしたってぬめった脂肪が絡からみ付くと切れ味も鈍るしね」

　ゾッとする言葉だった。

　人の命のあり方、死の捉とらえ方そのものに関かかわるような問いかけ。それを最も冒ぼう瀆とくしているであろう人物からあっさりと放たれる本質。普ふ段だんは誰だれも気に留めず、一度気にしてしまえば精神に高い負荷を突き付けるのは明確な命題。

　自分の身を守るため、この四角い柱のような障害物を破は壊かいするのが正しいのか。

　これを同じ人間と認識し、とどめを刺さずに助けてしまうのは正しいのか。

　間違っていると思ってしまう事が正しいのか。

　間違っていると思ってしまう事が間違っているのか。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは、傍かたわらの近江おうみ手しゆ裏りに尋ねる。

「……どうするね？」

「やりたくないけど、そこの敵性分子を撃げき破はして退路を作るしかない」

　改めて向き直る二人を見て、褐色の少女……マリアン＝スリンゲナイヤーは鋸のこぎりをくるくると回しながら薄うすく笑う。

「結局、出てきた答えは『先送り』か。まー一般的な模範解答じゃない？　人間なんてのは自分の寿命についてもそんな風に処理している訳だしさ」

　ただし、とマリアンは付け足すように呟つぶやく。




「その程度のつまらない思考回路じゃあ……私達『グレムリン』にゃあ届かないぞ？」




　マリアン＝スリンゲナイヤーが走る。一直線に。フェイントもなく。ひとまず目についたので狙ねらいを定めましたと言わんばかりの調子で、近江おうみ手しゆ裏りを見据えて懐ふところへ飛び込もうとする。肉弾戦を得意とする二人からすれば、随ずい分ぶんと隙すきの多い挙動に見えなくもないが、問題は彼女の持っている黄金の金かな槌づちや鋸のこぎりにある。

　近江手裏は園芸用シャベル型のくないを取り出したが、

「それじゃ間に合わん!!」

　雲くも川かわ鞠まり亜あの足が横から割り込んだ。

　マリアン＝スリンゲナイヤーではなく、むしろ近江手裏の方を思い切り蹴け飛とばす。黄金の武器が何もない空間を薙なぎ払う。雲川鞠亜はマリアン＝スリンゲナイヤーの周囲を回るように移動しながら、床を転がる近江手裏へ大声で警告する。

「条件が分からない内に異能の力の持ち主へ飛び込むな！　打ち合おうとするな！　たとえ有効打を一いち撃げき入れたって、刺し違えられたらあの人肉テーブルになるかもしれないんだぞ!!」

「おや、もう私の『特性』理解されちゃった？　……そっちのアンタ、不思議なもの、理解できないものに慣れているって事は、もしかして学園都市製かな？　それじゃあますます見逃せない」

　ひゅんひゅん、と鋸を回すマリアンは、振り返らずに笑う。

「鋸で切ったり金槌で叩たたいたりするのが目的なんじゃない。各おの々おのの工具は加工するという意思を伝える最適の形として整えられているに過ぎず、物品の加工に必要な主要項目を七分類に集約させたに過ぎない。実際には、この黄金が触れた時点でその人体の改造は始まっている」

「人体内部に潜もぐり込むナノデバイス……いや違う。細胞の浸透圧を利用して、外部から触れただけで人体の奥深くまで細胞単位での連れん鎖さ改造を施ほどこすハイテク医い療りよう器具かな？」

「大ハズレだよこの野郎。そもそもこいつは人体専門じゃなくて、工具の一機能を使って人体をいじっているに過ぎない。でもまー理論がハズレているのに結果が正しいってのも一つの才能か？」

　一発でも当てられたら五体のいずれかを失う。

　それどころか、最悪いきなり椅い子すやテーブルへ形を崩されるリスクさえ存在する。

（……投げたり摑つかんだりってやっていたら反撃一発で勝負が決まる。とすると、打撃中心で戦うしかないか!!）

「消極策だね」

　マリアン＝スリンゲナイヤーはあっさりと看破した。

「私の工具から逃れるには距きよ離りを取るのが一番だろうけど……リーチを確保しつつの一撃で完かん璧ぺきに敵を沈めるって難しくない？　あれって基本的にカウンター狙ったりダメージの蓄積で倒すもんじゃなかったっけ。まあハイキックみたいな大技なら話も変わってくるけど……ここから先は言わなくたって分かるよね？」

　ルールのない実戦では、頭を狙ねらうハイキックは足を摑つかまれて引きずり倒される危険を常に抱える羽は目めになる。そうでなかったとしても軸足一本で体を支える以上、長いリーチを利用するための素早い足さばきが確実に止まる。

　つまり、『返す刀』をまともに受けるリスクが増大する。

「結局、安全なカードを切り続けるっていうのは、ゆっくりと着実に自分自身を追い詰める事に他ならないって訳だね」

　マリアン＝スリンゲナイヤーはくるくると回していた鋸のこぎりをピタリと止め、雲くも川かわ鞠まり亜あの顔を指し示す。

　褐色の少女は小さな舌で舌なめずりを行い、

「だから言ったじゃん。具体的な戦力の問題じゃない。そもそもの思考回路の時点で『グレムリン』にゃ届かないって」

　直後に、戦局が大きく動く。




　ゴッ!!　と。

　マリアン＝スリンゲナイヤーと雲川鞠亜の二人が、同時に前へ飛び出したのだ。




　あ……？　と、褐色の少女が突とつ撃げきしながらも、わずかに戸惑った声を発した。一方の雲川鞠亜はプールへ飛び込むような仕草で床へ向かい、二本の手で確実に『地面を踏ふみ締しめ』ながら、

「こんなのはただの詰つめ将しよう棋ぎ」

　ぐるん!!　と雲川鞠亜の体が、逆さまになったまま大きく捻ねじれる。回転する。

「敵の駒こまから遠ざかれば安全な訳じゃない。どれだけ近くても、敵の駒が動けない場所へ移動するのが重要!!」

　とっさに振るった黄金の鋸のわずか数ミリの位置を雲川鞠亜の足が通過し、その踵かかとがマリアン＝スリンゲナイヤーの顎あごを突き上げる。鈍い音が炸さく裂れつする。その足を狙うように黄金の鋸と金かな槌づちが振るわれるが、すでにその位置に雲川鞠亜の足はない。凶器はただ宙を薙なぐ。

「っ!!」

「視界ブレて脳も揺れているのに、何をどう追えるっていうんだか!?」

　雲川鞠亜は両手で床を『踏み締めた』まま、両足も完全に畳たたんでいた。思い切り力を蓄えたスプリングのような格好を見て、マリアンはギリギリと背骨を軋きしませるようにして上半身を横へ振ろうとする。

（もう一発、顎に来……ッ!!）

「そう思った？　プライドが肥大しそうな展開だね！」

　ぐるん!!　と雲川鞠亜の体が逆さまのまま回転する。彼女の両足が、マリアン＝スリンゲナイヤーの右足へと勢い良く巻き付いていく。

　予想していた可能性の枠外。

　黄金の工具。その一いち撃げきを恐れているのであれば、まずありえない攻撃。

　打撃以外。

　関節技。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは相手を床へ押し倒したりはせず、マリアン＝スリンゲナイヤーが立ったままの状態で一気に右足を破は壊かいしにかかる。

　鈍い音が、褐色の少女の内部を伝わって頭の奥まで炸さく裂れつしかかった。

　しかし完全に骨格を破壊される前に、マリアン＝スリンゲナイヤーは黄金の金かな槌づちを振り下ろす。雲川鞠亜の方も拘こう泥でいせずに両足を離はなし、真後ろへ転がるように回かい避ひする。後を追おうとするマリアン＝スリンゲナイヤーだったが、その右足が不自然な動きをした。バランスが崩れ、壁に手をつく。

「骨までは持っていけなかったけど」

　ブレイクダンスのように両足を振り回す格好で起き上がる雲川鞠亜は、額に浮かんだ緊きん張ちようの汗を拭ぬぐいながら言う。

「腱けんにダメージぐらいは入ったかね？」

「たかが、二腕二脚の『未分類』が……ッ!!」

「打撃点四つじゃ決定打には足りないかな」

　言うと、雲川鞠亜は広げていた両腕を折り畳たたむ。上半身を守る防御のようにも見えるが、違う。それは肘ひじを強調した攻撃のための構えだ。

「なら右肘と左肘と右みぎ膝ひざと左膝、四点追加で八打撃点にしよう」

「……っっっ!!」

「戦術の幅、どれだけ広がったか計算はできたかね？」

　ドン!!　と勢い良く床を蹴けって雲川鞠亜は最短距きよ離りで突撃を始める。通常の格かく闘とう技ぎではありえない、八つの打撃点がマリアン＝スリンゲナイヤーへ変則的に襲おそいかかる。

　褐色の少女自体は肉弾戦にそれほど慣れている訳でもない。

　おまけに右足の腱を痛めていて、思った通りの回避行動は取れない。

　しかし、

「確かに『材料』がなければ大した事はできないけど」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは黄金の鋸のこぎりを振るう。それは雲川鞠亜を狙ねらったものではない。床に、壁に、天てん井じように。まるで大きな円を描くように工具を回し、その通過点にあるものを傷つけていく。

「どうして『人間』の蓄えが他にはないと思ったのかな？」

　蠢うごめく。建材の形に整えられて『待機』を命じられてきた人間達が、一斉に大量の黄色い脂肪を撒まき散らす。まるで高水圧の水鉄砲のような一直線の噴射が、ボルトやナットなどの金属部品を砲弾のように発射していく。

　右の拳こぶしで、左の肘ひじで、右の膝ひざで、それらを弾はじき飛ばした雲くも川かわ鞠まり亜あは、どさくさに紛まぎれて一いつ緒しよに飛んできた黄金の金かな槌づちを上半身の動きだけで回かい避ひし、マリアン＝スリンゲナイヤーの懐ふところへ飛び込む。その頭を大きく後ろへ振って、

「九つ目!!」

　額を振り下ろして褐色の少女を昏こん倒とうさせようとした雲川鞠亜だったが、そこでマリアン＝スリンゲナイヤーはわずかに首を横に振った。

　ドッ!!　と。

　ついさっきまでマリアンの頭があった場所を、真後ろから新たなボルトが貫いていく。

　それは雲川鞠亜の額に直ちよく撃げきし、大きく仰のけ反らせ、床へ倒れさせる。

　脳のう震しん盪とうを起こしたらしく、雲川鞠亜に起き上がる様子はない。

「こんなもんかね」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは首をコキコキと鳴らした。その手にあったはずの鋸のこぎりが消えていた。理由は簡単で、真後ろに投げていたのだ。通路を塞ふさぐ『障害物』の一つの形を変換し、雲川鞠亜を襲おそわせたのである。

　褐色の少女は未いまだに右足を庇かばうように歩く。戦せん闘とうについてこれずへたり込んでいる近江おうみ手しゆ裏りを視界の端はしに収めつつ、自分で投げた鋸や金槌を回収していく。

　そうしながらスマートフォンを取り出し、シギンの番号に掛ける。呼び出し音を聞きながら、マリアンは右足の痛みに顔をしかめる。

「……くそっ、やっぱり無む茶ちやはしないで分は弁わきまえるべきだったかね。一般人と思って油断した。シギン、さっさと出ろ、ちくしょう。あいつの『助言』なしで『木き原はら』とかいうのにかち合ったら面倒だっての」

　いつまで経たってもシギンは出ない。と、その時マリアン＝スリンゲナイヤーは気づいた。へたり込んだままの近江手裏が、口の中で何かブツブツ呟つぶやいているのを。

　気でもふれたか、とマリアンは最初思った。

　だが違う。

「……マリアンちゃん……そこから……」

　近江手裏の呟きには、明確な法則性が存在する。

「……逃げるの。ひとまず逃げて。雲川鞠亜達が単独で動いているという保証はないんだし。仮に増援がある場合、あなたの右足はかなりの弱点になるよ。だからひとまずは現場から離はなれ、テーピングなどで右足を補強するところから……」

　声紋は違う。

　しかし声の強弱のつけ方、抑揚、呼吸のタイミング……そして何よりその内容に、マリアン＝スリンゲナイヤーは心当たりがあった。

「シ、ギン……？　何だ？　何でアンタがそんな口くち真ま似ねを……」

　先ほどの電話のやり取りは確かに聞かれている。が、それだけでここまで精密な口振りはできないだろう。上うわっ面つらならともかく、『中身』にまで踏ふみ込む事はできない。

　となると、

（……そもそも、私が電話で話していたシギンが……？　いや、電話で話しているシギンと、それを目もく撃げきしているこいつは別々の場所にいる。だとすると……）

「……今までの脅おびえは、演技……？　すでに、シギンはアンタか、アンタの仲間の手の中にあった」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは頭の中で意見を吟ぎん味みしながら口に出す。

「そして、シギンの喉のど元もとに刃を突き付けるなり、無線信号で首が締しまるギミックを装着させるなりした状態で私達と会話をさせていた？　お前、どこまで私達の内情をしゃべらせてい……ッ!?」

　途中で舌を嚙かんだ。

　ろれつが回らなくなっていた。

「……っ!?　……っ!!」

「駄目だな。この程度の異能の力なら、甲賀の一部として組み込む意義は薄そうだ」

　呟つぶやきながら、近江おうみ手しゆ裏りはポケットから取り出した小さな物品を放り投げた。べちゃりと水っぽい音を立てて壁にへばりついたそれは、使い捨てのティーパックのようにも見える。

　その正体を、ようやくマリアン＝スリンゲナイヤーは知った。

「……アル、コール……？」

「度数は七〇度前後。ただし一口にエチルアルコールと言っても、蒸留の仕方で性質は大きく変わる。これは悪わる酔よいのエキスパートといった所だ。まともにグラスで吞のんだら象でも倒れる。元々は追跡用の犬を撒まくための忍具だけど」

「っ!!」

　ぐらつく頭で、それでもマリアンは手近な壁に黄金の鋸のこぎりを振るう。壁と一体化させていた人間を槍やりに作り変え、近江手裏へ叩たたき込もうとする。

　だが発動しない。

　人体改造が失敗したのではない。改造したはずの槍が命令を聞かない。

「お前は余よ禄ろく」

　近江手裏は滑なめらかに言いながら、園芸シャベル型のくないを取り出す。

「アルコールを使ったのは、周囲のどこに隠れているか分からない『素材』さん達をまとめて酔わせるため。だって、それが弱点なんだろう。生きたまま人間を加工する以上、その人間の思考回路も兵器の中に組み込んでいる。だから酔わせてしまえば素材は思ったように変化してくれないし、命令にも従わない。そういう弱点だってシギンに聞いているけど」

「っ!!」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは即決した。

　身を翻ひるがえし、躊ちゆう躇ちよなく逃走に移る。

　ただの一般人だと思っていた相手に。格下だと切り捨てていた相手に。

　痛めた右足を庇かばうマリアンの背後から、冷たい言葉が突き刺さる。

「もっと見せて。甲こう賀ががその内側へ組み込むに相応ふさわしいと思えるような異能の力を」

　現代まで生き残った忍者。

　派手な動きで『初動』を司つかさどる近江おうみ手しゆ裏りの言葉が。




「それができないなら……用済みって判断するぞ」




　ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ!!!!!!　と。

　着実な追つい撃げきが、マリアン＝スリンゲナイヤーへ迫り来る。
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　左右にお団だん子ごを作る黒い髪に大きめのセーター。ミニスカートに黒いストッキング。スマートフォンやワンセグテレビなど、小さな画面を備えた精密機器を首から紐ひもでじゃらじゃらぶら下げている事以外は、特徴らしい特徴もあまりない地味な少女だった。これが世の中を震しん撼かんさせる『木き原はら』の一員であると言われても、信じる者は少ないだろう。

　木原円えん周しゆう。

　大体いつもオドオドしているこの少女は、実際、『木原』の中でも及第点は取れていないと評価されていた。特有の思考パターンも形成できず、『木原』を『木原』として存続させる、ポジティブな研究成果も出せていない。

「おーい、こっちこっち。こっちですー……」

「病びよう理りおばさん」

　知り合いの声を聞いて、ぱっと顔を明るくさせる円周。こういう所が『らしくない』と評価される理由であるのだが、彼女はその弱点に気づいていない。音源はゴミ処理施設の中だったが、木原円周は躊ちゆう躇ちよなく悪臭漂ただよう山へと飛び込んでいく。

　黒っぽい汁で服をドロドロにさせながらゴミをひっくり返していくと、グシャグシャにひしゃげた車くるま椅い子すが出てきた。さらにもっと掘っていくと、見慣れた親類の顔が出てくる。

　木原病理は力なく笑って、

「いやー負けた負けた。やっぱり『科学の外』にいる連中はとんでもないですね」

　呟つぶやいた彼女は、弱々しい動作で自分の足を軽く叩たたいた。完かん璧ぺきに潰つぶれ、歪ゆがんだ金属バットのように変形していた。挙げ句に、脚力を補助していたロボットパーツが肉の中にめり込んでいる。おそらく鉄パイプと足をプレス機に挟んで圧縮すればこんな風になるだろう。

「病理おばさんが負けるってどういう事？」

「私に聞かれましてもですねー。それより円周ちゃんの通信装置、ちょっと貸してもらえるかな。学園都市とのポートを開いて、きちんと再調整をしたいから」

「何に使うの？」

「車椅子も脚力補助用のロボットも壊こわされちゃったから、もうそれぐらいしか切り札ないんですよ」

「体が心配」

「良いから早く」

　強めに言われて、木原円周は首に引っ掛けてあった精密機器の中から、スマートフォンを取り出す。それは円えん周しゆうにとっての切り札であるはずなのだが、やはり第三者へ貸し与える事に一切の躊ちゆう躇ちよはなかった。

　木き原はら病びよう理りはスマートフォンの設定をいくつかいじりながら、同時にポケットからボールペンのようなものを取り出す。躊躇なく自分のひしゃげた太ふと股ももに突き刺すが、出血はなかった。突き立ったペンの先せん端たんが淡い青の光を放つ。

「……信号の送受信を確認。第二位の超能力レベル５『未元物質ダークマター』の形状変化開始」

　学園都市には七人の超レ能ベ力ル者５がいる。

　その内の第二位は、過去に第一位との戦せん闘とうで大きな負傷を負い、比ひ喩ゆ表現ではなく体をズタズタに引き裂かれていた。現在はいくつかのパーツに小分けした上で巨大な生命維持装置に繫つなげる事で、何とか一命を取り留めている。

　しかし、どんな状態だろうが能力を使用できる状態であれば貴重な研究素材として機能する。むしろ自我が乏とぼしく、与えた電気信号に従って能力を行使させられる状態であるのなら、『木原』としてはかえって都合が良い。

「『未元物質ダークマター』の人体への組み込みは、暴走のリスクがあったと思うけど」

「ですね。だから普通なら装備品として、肉体から切り離はなした状態で携行するものです。が、そういったセオリーを気にしていたら『木原』なんて名乗れません。踏ふみ込んでこそ『木原』、前人未到の闇やみを切り拓ひらいてこその『木原』ですしね☆」

　メキメキメキメキ!!　と、木原病理の両足から奇怪な音が響ひびく。

　肉や骨が出す音というよりは、プラスチックに亀き裂れつが走るような音だった。

　ひしゃげて形を失っていたはずの両足が、内側から無理矢理に形を整えるようにボコボコと再変形していく。肉はおろか骨まで食い込んでいたロボットパーツの残ざん骸がいが、その勢いに押されて体の外へと飛び出した。赤黒い血が溢あふれ出るが、それは一定量で止まる。まるで体の内側に溜たまっていた汚れを押し出したかのようだった。

　生み出されたのは、傷一つない奇き麗れいな脚。

　それが奇麗である事に違和感を覚えなくてはならない状況。

　膝ひざや太股から刃や翼つばさにも似た突起物を生み出しながらも、木原病理はゆっくりとした動作で起き上がる。あらかじめ『未元物質ダークマター』で作っておいた脚部のリミッターを解除したのだ。生身の肉体への侵食防止のため、普ふ段だんは制限してある機能を解放した訳だ。

「乱らん数すうちゃんはウートガルザロキと相討ち。私の方も……何でしたっけ？　マリアンナントカとかいうのにあしらわれた。一敗一分け、っていうのはおおよそ『木原』らしからぬ戦績ですねえ」

「そうだ。加群おじさんみたいな人も見かけたよ」

「……木原加か群ぐん？　学園都市から消えたと思ったら、こんな所で何しているんでしょうかね」

「困ったねえ」

「あらあら。そこまで心配する事はありませんよ。そもそもこの世界から『木き原はら』が滅ぶ事は多分ありえませんし。ま、人類そのものが滅ぶなら話は変わってきますけど」

「どういう事なの？」

「『木原』が足りない円えん周しゆうちゃんは、まだちょっと実感がないかもしれませんね。でも、『木原』というのはそういうものなんです。そもそも、一口に『木原』と言っても様々な形態があるでしょう？　脳のう幹かんちゃんはゴールデンレトリバーに演算回路を外付けしたものですし、円周ちゃんのソレだって、単純なＡＩでは再現できない『発想』を得るため、人の思考回路に寄生する『木原』の思考パターンとも置き換えられる。……『木原』というのはですね、もはや血筋による繫つながりや人としての形にすら縛しばられないんです」

　科学が純粋さを失った時に現れる、邪よこしまな『ソレ』。

　過去に多くの歴史を歪ゆがめてきた『ソレ』こそが、『木原』たる者の本質だ。故ゆえに彼らは全世界から忌いみ嫌きらわれつつも、決して消え去る事はない。『木原』が消える時とは、すなわち人類が人類らしい文明を捨てる時なのだ。

　現状、『木原』の主流派は病びよう理りや円周を含め、確かに一つの血筋に支えられている。しかし先ほどの例の通り、その血統だけが全すべてという訳でもない。そして『木原』の血筋が絶えたとしても、別の血統が『木原』を名乗る事になるだろう。

　誰だれが決めたのでもなく、自然とそうなるようにできている。

　人が、科学という名の恩恵にすがり続ける限り。

「だから心配する事はありませんよ、円周ちゃん。『木原』が敗北するという事は、この惑星からあらゆる文明が途絶えるという事です。私達が今戦っている相手が、それほどまでの力を持っているとは思えません。ですから私達は敗北しないのです。何があった所で、最終的にはこちらが勝つ。簡単な話でしょう？」

「そうだね、病理おばさん。とりあえずこれからどうするの？」

「分かる所から潰つぶしましょう。鉄則ですね。まずはこの温水暖房の暖だん炉ろに使われている可燃処理施設を破は壊かいし、次にマリアンナントカを追って倒す。複雑な問題は一つ一つのハードルを潰していくに限ります」

「うん、うん。じゃあ協力して一緒に戦おうね」

　おおよそ『木原』らしくない台詞せりふが飛び出してきた。木原円周は『宝物』である、一族の何人かが写った写真をポケットから取り出して、

「数多あまたおじさん、乱らん数すうおじさん、病理おばさん、テレスティーナおばさん、加か群ぐんおじさん。いなくなっちゃった人もいるけど、でも、大だい丈じよう夫ぶ。『木原』のみんなが力を合わせれば、きっとどんな問題だって乗り越えられるよね」

　その言葉を耳にしながら、木原病理はこっそりと笑う。その足の側面に、『Equ.Darkmatter』というオレンジ色の文字が浮かぶ。

　元々、彼らは『木き原はら』という同一カテゴリに含まれつつも、仲間意識は存在しない。

　そちらの方が正しい『木原』なのだ。

（……まあ、第二位の細かい制御条件は私の独占技術にしておきたい所ですし）

　あっさりと背中を見せた木原円えん周しゆうに、木原病びよう理りはゆっくりと近づいていく。

　隣となりに並ぶふりをしながら、必殺の一いち撃げきを放てる位置取りを。

（さっきも言った通り、『木原』の形態は一つに限らない。木原円周の損失によって、そこから別の、もっと優すぐれた『木原』が生じる可能性も低くはない訳ですしねえ）

　そんな訳で、不意打ちに躊ちゆう躇ちよはなかった。

　ゴッ!!!!!!　と。

　人肉とは明らかに異なる素材で作られた白い足が、音速以上の速度でギロチンのように木原円周の首を狙ねらう。

　直後だった。




　ぐるん!!　と。

　木原円周の上半身が不自然に振り回され、必殺の一撃は難なく回かい避ひされてしまう。




　彼女の手にしていた写真だけが宙を舞う。

「うん、うん。分かっているよ、数多おじさん」

　ガツガツと首元でぶつかる携帯端末やワンセグテレビなどが、不気味な光を放っていた。画面の中で乱雑に蠢うごめくグラフが、彼女の瞳ひとみに吸い込まれていく。

「こういう事を言った時、『木原』っていうのは迷わず不意打ちを仕掛けるものなんだよね!!」

「……チッ!!　動作不良でも『木原』は『木原』ですか、っと!!」

　叫ぶ木原病理の二本の太ふと股ももから、翼つばさのようなパーツが大きく広がる。二本の腕、二本の足だけでは不可能な動きを実現するために。

　今、木原円周を支えている木原数多あまたの思考パターンは、主に精密な殴なぐり合いで高レベルの能力者を叩たたき伏せるために使われるものだ。確かに有効な戦力ではあるが、当然ながら弱点だってある。同じ『木原』なら手に取るように分かる。やられたら嫌いやな事が。

　しかし。

　ひらりと漂ただよう写真を人差し指と中指で挟んで摑つかみ取りながら、木原円周はポツリと呟つぶやく。

「分かっているよ、当麻お兄ちゃん」

　ゾッと。

　今度こそ、木原病理の背筋に嫌なものが走った。これまでとは違う。予想される範囲の外にある可能性が牙きばをむく。『木原』が振るう、『木原』がもたらす恐怖に全身を搦からめ捕られる。




「こういう時、上条当麻ならこうするんだよね!!」




　解析されていた思考パターンは、何も『木き原はら』だけに留とどまらなかった。

　それにしたって、木原病びよう理りのような『闇やみ』にとっては、最悪とも呼べる宣告。

　善性を悪用する、という極めて『木原』らしい運用方法で、木原円えん周しゆうは容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。
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　木き原はら加か群ぐん。

　本来の専門は臨死体験時に浮かぶ不可解なビジョンの解明。その過程で、当然ながら彼は『安全に心臓を止める方法』と『安全に止まった心臓を動かす方法』を研究する事になる。結果として息を吹き返す事になったとしても、単純に『人間の心臓を止めた回数』では、並居る『木原』の中でも一、二を争うとまで言われた伝説を持つ男である。

　外部からその人格を読み取る事は不可能。

　他の多くの『木原』と違い自己を外面に表出しないその人格は、世界にとって救いだったのかもしれない。サイケデリックな思想は呪のろいだ。あれが表に出ていれば、学園都市は別の形に変へん貌ぼうしていた可能性すらある。

　それほどの『木原』。

　思想、悪行、功績。その全すべてにおいて、紛まぎれもないトップランカー。

　一〇代の内に『木原』の悪性としてのレコードを塗り替えた木原加群だったが、二〇代に入る前には、その臨死体験の研究をパッタリと辞めていた。理由は余人の知る所ではないが（そもそも言葉で説明された所で、『木原』の中でも突き抜けた『木原』である彼の思考を理解できるとは限らないが）、質問に対し、木原加群は一言だけ答えたという。




　成果があったとしても、対価が見合わない。




　何が成果で、何が対価だったのか。それすらも不明だったが、この一言は他の多くの臨死研究者の志をも折るほどの衝しよう撃げきがあったらしい。しかしそれとは別に、極めて平凡な答えを推測する者もいたようだ。

　つまり、木原加群は自分が操ってきた命の価値や重さに気づいたのではないか、と。

　数多くの実験を繰くり返せば答えはかえってシンプルなところに行きつくのか。あるいは単純に実験の過程で摩ま耗もうした『木原』がバグを生んだのか。

　その根拠のない推測が行われた理由の一つとして、研究職を捨てた木原加群が何の変哲もない教職の道に進んだ事もあったかもしれない。

　記録を辿たどってみると、木原加群が一時期『落第防止スチユーデントキーパー』として活動していた事が窺うかがえる。学園都市の中にあるセーフティネット制度の一つで、主に不登校生徒が学力の面で遅れるせいで学校生活に復帰できなくなるのを防ぐ目的で、寮りようまで出向いて勉強を教える教師の事を指す。

　実際にそれで学校生活に復帰できた生徒の数は、男女含めて三二名。

　結局は生徒の心の深い部分まで踏ふみ込む事のできない『落第防止スチユーデントキーパー』が多い中で、一人の教師が単独で立てたものとしては破格の記録である。

　木き原はら加か群ぐんが生徒達のテリトリーへ踏み込むために使っていた話題に、都市伝説というものがある。しかしこれについても『様々な憶おく測そく』が飛び交っており、中には『木原など、学園都市の危険な闇やみから遠ざけるための暗あん喩ゆを含んだ警告』を流る布ふするためのものだった、とする説もある。

　そんな木原加群にとっての運命を左右する大きな契機は、やはり三年前の春になるだろう。『落第防止スチユーデントキーパー』として復帰に成功した生徒の一人を連れて、本来の所属である小学校までやってきた時の事だ。

　たまたま、そこへ刃物を持った通り魔まがやってきたのだ。

　記録から氏名は削除されているが、一〇代後半の少年だったらしい事が分かる。

　当時、一般生徒が登校する時間帯と重なっていたおかげで、校舎の外にはかなりの数の生徒達が集まっていたようだ。そして治安維持専門の警備員アンチスキルも、広範囲に散らばっている生徒達全員を守り切る事はできない。通り魔は躊ちゆう躇ちよなく動こうとしていた。その一番近い位置に、木原加群は立っていた。




　そして、密かに尊敬される先生だった彼は、生徒達を守るために『木原』を解放した。




　傍かたわらの花か壇だんに刺してあった大きなスコップを両手で摑つかみ。迷わず一直線に通り魔の懐ふところへ飛び込み。顎あごへの軽い衝しよう撃げきで意識にダメージを加える事で、金かな縛しばりや幽ゆう霊れいの目撃談に深く関かかわっているとされる入眠時幻覚と似たような効果を通り魔に与え。束つかの間ま、確かに身動きを止めた無防備な通り魔に向かって。

　金属質な打撃音の連続。

　司法解剖の結果では、頭ず蓋がい骨こつには五ヶ所の陥かん没ぼつがあったという。その痛みを与えない完かん璧ぺきな死因に、監察医は『人体解剖の教本でも見ながら殺したのか？』という感想を漏もらしたという。

　木原加群は血まみれのスコップを手にしたまま警備員アンチスキルに出頭したが、裁判の結果、正当防衛が認められて彼は無罪となった。検察も控訴などの動きは見せず、教職の免許すらはく奪される事はなかったという。

　しかし、木原加群が実際に職へ復帰する事はなかった。

　控訴が行われずに裁判が結審したその日の内に木原加群は職場へ自主退職の旨むねを記した電子メールを送信し、同どう僚りようが彼のマンションを訪ねた時には、すでにもぬけの殻となっていたらしい。

　当時、木原加群は学校の生徒達にとっては『自身の立場すら顧かえりみずに生徒達の命を守ってくれたヒーロー』だった。ひょっとしたら、人殺しという手段に誰だれかが憧あこがれを抱くのを阻そ止ししたかったのかもしれない、と当時の同どう僚りよう教師は語る。

　その後の木き原はら加か群ぐんの足取りは不明。

　そもそも学園都市の中にすらいないのかもしれなかった。
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「全然足りないねー」

　一体何をカウントしているのか、一〇本の指を何度も折ったり伸ばしたりしながら、木き原はら円えん周しゆうは呟つぶやく。その服はゴミの汁や返り血でひたすら汚れていた。

　首元に下がったスマートフォンやワンセグテレビが、複雑なグラフを次々と表示させていく。

「うん、うん、そうだよね。ごめんなさい、数多おじさん。そうだよね、ああいう時は『木原』だったらレインコートとか準備しておくものだよね。突然やられたんじゃなくて、病理おばさんの奇襲を予期していたんだから」

　実際に木原円周が何をしているのかは、おそらくグラフを目にした第三者には分からないだろう。一見すると会話をしているようにも見えるが、実は違う。木原円周が得ているのは、あくまでもインスピレーションだ。そして頭に浮かんだインスピレーションを、『木原と名乗る人間ならきっとこうするだろう』と判断して、独り言の形で言語に直しているのである。

　てくてくと地下通路を歩いていく。

　ゴミ処理施設の可燃処理設備を破は壊かいしたためか、バゲージシティ全体の暖房効率は激減していた。木原円周自身も屋内であるにも拘かかわらず、寒さに全身を震ふるわせている。三日も放っておけば、街の内外はまとめて凍りつくだろう。

　しかしこれでは足りない。

　無数のグラフが強きよう烈れつなインスピレーションを与えてくる。

　訴えてくる。

「そうだよね。こんなのは『木原』らしくないよね、数多おじさん」

　効率ではない。

　合理性ではない。

「こんな当たり前の戦略、誰でも想像できる終わり方なんて『木原』じゃないよね!!」

　地下通路を通って高層のリゾートホテルに入る。もはや警備の人員も消えたロビーを歩き、エレベーターに乗る。最上階に辿たどり着き、鍵かぎの壊こわれたドアを開けると、戦場の跡地があった。木原乱らん数すうとウートガルザロキが戦った場所だ。

　紙束の山があちこちで崩れていた。今も、重要人物は二人とも床に倒れていた。そして木原円周は気に留めなかった。同じ『木原』である乱数を放っておくのは、円周としては心苦しい。だが『木原』としての行動を優先する。

　とはいえ、木き原はら円えん周しゆうが取った行動はそれほど強きよう烈れつなものではない。

　服の内側から取り出した試験管から、ゴムキャップを外す。中にコーヒー用のスティックシュガーに似た白い粉を流し込むと、広いフロアの中にあるポットでお湯を注いだ。軽く試験管を揺すると、お湯の流れに応じて中身が半透明に濁にごっていく。液体自体も、ゼリーのように固まっていく。

　スーパーでも売っているものだった。

　ただの寒かん天てんである。しかしそれは食べ物の材料の他にも使い道はある。

　ウィルスやバクテリアなどの微生物を育てるための培ばい地ちだ。

「……三〇分も待てば手に入るかなー」

　ゴムキャップを開けたまま、木原円周は試験管をコーヒーカップの中に入れ、立てかけた。両手が空くと、今度は本当に別のカップでインスタントコーヒーを作り始める。

　木原円周が求めているのは、空気中に漂ただよっているカビだ。

　木原乱らん数すうが化学物質を散布するために使っていたものである。円周は寒天を使ってカビを捕まえ、独自に培養して自分の道具にしようとしているのだ。

　ただし、

「そうだよね、数多おじさん」

　両手で包み込むようにカップを摑つかみ、猫舌でちびちびと黒い液体を飲みながら、木原円周はその時を待つ。

「カビの遺伝情報を人為的に激変させちゃえば、バゲージシティを壊滅させる生物兵器になるんだよね」




　凶器の使い道は一つではない。

　より極ごく悪あくなアイデアの元、『木原』はさらなる悪夢を開花させる。
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「えふっ、ごぼっ!!」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは片目を手で押さえ、通路の壁に寄りかかっていた。押さえた手の隙すき間まから、赤黒い液体が溢あふれている。咳せき込むと口の中からも同じ色の液体が出てきた。どこまでダメージがあるのか、自分でも把は握あくできていない。それぐらいに痛めつけられた。

　近江おうみ手しゆ裏り。

　科学サイドでも魔ま術じゆつサイドでもないと思って完全に油断していた。マリアン＝スリンゲナイヤーは完全に追い詰められていた。区画を大きく移動する事で『人材』と出くわしたのは完全に偶然だった。黄金の鋸のこぎりと金かな槌づちで即座に武器に改造し、それを近江手裏にけしかける事で何とか逃走に成功したのだ。

「……くっそ。助言役のシギンを先に潰つぶされたのはやっぱり痛かったか。かと言って、『戦乱の剣ダインスレーヴ』は威力が高すぎて、一度でも使ったら全部ぶち壊こわしちまうし。だから私は戦せん闘とう向きじゃないってのに……」

　一体どこの誰だれを改造したのかも不明なままだった。

　それぐらいに混乱したままの逃走劇だった。そもそもきちんと逃げ切れたのかどうかもいまいち自信がない。

　地下通路を通ってショッピングモールの内部へ入る。『木き原はら』や学園都市が暴れているせいか、客も従業員もいなかった。どこへ行ったか知らないし、そもそも生死も不明だが、マリアン＝スリンゲナイヤーは一切気にしない。薬局のコーナーへ向かい、包帯や消毒薬を探す。

　幸い、片目は潰れている訳ではないようだった。目元を覆おおう血を拭ぬぐうと、わずかに視界が回復する。まぶたの傷から血が流れ込んできていたのだ。とはいえ、血を止めるためには片目を覆うようにガーゼを貼はる必要があるだろう。

「……右足の……これは、テーピングで良いのか？」

　雲くも川かわ鞠まり亜あの関節技で腱けんを痛めていた上、その後の逃走劇でかなり無む茶ちやをしていた。右足は鈍痛どころか、少し膨ふくらんでいるような気さえする。マリアン＝スリンゲナイヤーはテーピングを箱から取り出すと、オーバーオールのズボンの部分を無理矢理まくり、膝ひざを露ろ出しゆつさせる。

　マリアンはテーピングのリールを眺め、眉まゆをひそめ、それから捨てた箱をもう一度拾い上げ、側面に書かれていた使用例と睨にらめっこする。

「くそ、どうすんだ？　ええと、痛みを感じる関節を固めるように……？」

　五体満足の人間をテーブルや柱に改造してしまうマリアン＝スリンゲナイヤーだが、自分自身についてはひどく無む頓とん着ちやくだった。料理を作るプロと料理を評価するプロの技術が全くの別物であるのと同じだろう。

　一通り膝ひざを固めたマリアン＝スリンゲナイヤーは、オーバーオールの裾すそを戻して、足の調子を確かめてみる。痛みは多少和やわらいだ程度だった。これで成功だったのか失敗だったのか、いまいち判断できない。

　いっそ痛み止めのようなものはないだろうか、と棚を見て回るマリアン＝スリンゲナイヤーだったが、それらしいものは見当たらない。湿布が見つかったが、この場合は温めるのか冷ますのか、どちらにするべきかも分からなかった。

（……投入されたのは私を入れて三人。でもってウートガルザロキはリタイヤ。シギンについても使い物にならないどころか、個人としても組織としても粛しゆく清せいが必要なレベル。『木き原はら』側がどれだけ残っているかは不明だけど、そろそろヤバいな。つーか戦せん闘とう職しよくじゃない私が最後まで残るってどういう事よ？）

　その時だった。

　ガサリという物音が薬局コーナーの出入口の方から聞こえてきた。

「……、」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは流れるような動作で黄金の鋸のこぎりをオーバーオールの中から取り出したが、相手の顔を見て肩の力を抜いた。

　彼女は笑顔すら浮かべて、こう話しかける。




「おー、どしたベルシ。そっちもそろそろ本番って感じかな？」
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「……何だ？」

　反学園都市サイエンスガーディアン側のガードマン、つまり雑兵であるシャール＝ベリランは、白い息を吐はきながら周囲を見回す。

　彼は屋外にある、凍りついた自販機の近くに屈かがみ込んでいた。屋根から落ちた雪を偽ぎ装そうする形で自らの周囲に風かぜ除よけを設置し、寒さに耐えている最中である。かまくらなどの例を出さなくても、空気を蓄える雪にはある程度の断熱効果がある事ぐらい誰だれでも分かるだろう。

　マイナス二〇度の地獄では、寒冷地仕様の軍服で身を固めていてもこうした努力が必要不可欠になる。

　怠おこたれば、待っているのは氷漬けの死だ。

　大通りには温熱効果を使った雪を溶かす仕組みはあるが、それで暖を取ろうとすれば、即座に敵に見つかってしまう。

　辺りには嫌いやというほど建物があるのだが、司令部との連絡が完全に途絶えた時点で、シャールはバゲージシティ自体のセキュリティを信用する事をやめた。防犯目的で設置されている無数のカメラに映った場合、『敵』に居場所を察知されたと考えて行動した方が身のためだ。

　……当然、こんな事を念頭に置いている時点で、彼がバゲージシティ防衛という最優先目標をすっかり忘れていて、ただ単純にこの状況から生き残りたいだけになってしまっているのは明白だろう。

　そんなシャールが、ふと顔を上げたのだ。

　自分自身以外の事に、意識を振り分けるという行為を。

（……いやに静かになったな）

　戦せん闘とうの音はとっくに止やんでいた。戦局がどちらか片方へ圧倒的に傾いた証拠だろう。だが、それだけではない。都市が都市として存在するために不可欠な音が消えている。ここは人の生活する空間ではない。火星にある古代遺跡群のようなものだ。

　誰もいない。

　だから何も聞こえてこない。

　眉まゆをひそめるシャールは、そこで疑問にぶち当たった。

　バゲージシティにいる、数百万の住人達は一体どこへ行ったのだ？

（……全員が外へ逃げた？　違うな、最寄の集落まで一〇〇キロ以上はある。そもそも、あれだけの人間が一斉に移動すればいやでも目に付く。モラルもクソもねえ学園都市側の銃口が見逃すはずがねえ）

　シャールは自分の意見を自分で否定し、

（なら学園都市側が皆殺しにした？　いいや、これも違う。数百万だ。ただ無抵抗な人間を片っ端ぱしから殺すだけでもどれだけかかる。こんなに早く物音が途絶えた事自体が、作業的な殲せん滅めつにはなってねえ事を証明してくれている）

　否定したは良いものの、答えは分からないままだった。これではインテリぶった批評家と何も変わらない。

　シャール＝ベリランはわずかに思案し、やがて自作のシェルターから這はい出た。

　バゲージシティの住人がどうなったのかを知りたかったが、正直、その安否が気がかりというのとは事情が違う。

　戦場の中で、理解不能な状況が進行している事は、それが何であれ精神をすり減らすものだ。自分の命がかかった盤ばん面めんを知らない所でひっくり返されても困る。

「……上層部のジジィどもめ。住人をどこかに避ひ難なんさせて、街ごと大量破は壊かい兵器で吹き飛ばすとかって話じゃねえだろうな」

　適当な憶おく測そくを交えながらシャールは無音の白い街を這はって進む。敵も味方も観客もいなかった。もっともこの吹雪ふぶきの中では、転がっている死体などほんの数分で雪の下に埋まってしまうだろうが。

　自作のシェルターから五〇メートルほど這った所で、新しい情報が手に入った。

　前方に人影を確認して、シャールはビルとビルの間にある、比較的雪の少ない細い道に停とめてあった車の陰に隠れる。自分が隠れたのが危険度マックスの天然ガス運うん搬ぱん車しやだと後で気づいたが、今さら場所は変えられない。

　車の往来が一切なくなった大きな交差点の真ん中に、四、五人の兵士達が立っている。

　その服装や銃器から『見慣れない装備』を見て取ったシャールは、相手を学園都市側の兵士だと認識した。つまり敵だ。

　彼らは大きめのビーチボールのようなものを白い天空へ飛ばしている。下部にはヘアスプレーのようなものが取り付けられている。

（……『広域観測サポートバルーン』？）

　学園都市製の兵器を貸与（というか強ごう奪だつか？）されているシャールにも見覚えのある、つまり比較的簡単な構造の情報兵器だった。テクノロジーの塊かたまりというよりはアイデア商品といった趣おもむきが大きい。

　ようはヘリウムを詰めたカメラ付きの風船を飛ばして、上空からの視界を確保する、というだけの兵器である。衛星や偵察機の恩恵を受けられない条件・領域などを『穴埋め』するために使われる。効果時間はおよそ三〇分程度。一度上げたバルーンはひたすら上昇を続けるだけなので、黙だまっていても気圧差でいつかは割れてしまう。その程度のものでしかない。

　風船が浮かんでくる位置から地上の兵士の居場所がばれてしまうため、本来ならヘアスプレー状のタンクにタイマーをつけて、時間差で膨ふくらむようにできているのだが……ここまで堂々と使っているという事は、学園都市側はすでにバゲージシティの制圧を確信しているのだろう。

　それに歯は嚙がみする程度のプライドも、すでにシャールにはない。

　気になる所と言えば……、

（すでに制圧が終わったって宣言しているのに、今さら何を探そうとしているんだ？）

　そもそも、『広域観測サポートバルーン』は衛星や偵察機からのサポートがない場合に使う『穴埋め』のはずだが、バゲージシティの制空権が学園都市側に奪われてしまっている以上、わざわざ『広域観測サポートバルーン』を使う必要はないはずだ。

　にも拘かかわらず学園都市側は『広域観測サポートバルーン』を利用している。

　通常の衛星や偵察機では見つけられない『何か』を探すため、さらに多くのカメラやセンサーを設置しているのだ。

　そこまでして、彼らが追っているものは……？

「まさか、連中も見つけられてねえのか。バゲージシティにいたはずの、数百万人の住人を」

　呟つぶやいたが、それ以上できる事は特にない。

　カメラやセンサーの数は増強されていっている。シャールの位置も今まで以上に察知されやすくなってしまっているはずである。

　彼は天然ガス運うん搬ぱん車しやの側そばをゆっくりとした動作で離はなれ、元のシェルターも放ほう棄きし、次の隠れ場所を探す事にする。

　あれだけ完かん璧ぺきに見えた学園都市を翻ほん弄ろうする『何か』がある。

　しかもそれは、専門に訓練したプロの兵士ではなく、数百万の有う象ぞう無む象ぞうである。

　その事実に、わずかに感心するものの、

「……だったらその恩恵を少しは分けてほしいもんだぜ」

　ざくざくと雪を踏ふんで、シャールは街の片隅へと消えていく。

　大通りにも雪が積もり始め、温熱効果が消えている事を示していたが、深く考えるだけの余裕はない。

　あらゆる音の消えた街並みは、その沈ちん黙もくで不気味さを存分に表現している。








Sub.26









「痛っつつ……」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは片手で頭を押さえながら、ゆっくりと体を起こした。

　場所は意識を失ったあの地下通路ではない。どこか、医務室のような所の診察台の上だった。『ナチュラルセレクター』関連の施設だろうか。

「起きた？」

　適当な調子の声が聞こえる。女のものだ。雲川鞠亜が顔を向けると、意外なほど近くに派手なドレスの女が立っていた。金きん髪ぱつ碧へき眼がんに白い肌。モデルにでもなれそうなスタイルの女性だが、そのしなやかさの内側に破格の筋肉が備えられている事を雲川鞠亜は看破する。

「……ここは？　というか、そもそも何が……？」

「地獄みたいな通路でぶっ倒れていたから担かついで医務室まで運んできた。詳しい事は私にも分かんない。分かっている人なんているのかね？」

「君は誰だれ？」

「サフリー＝オープンデイズ」

　ゴソゴソという音が部屋の隅から聞こえてきた。小さな女の子がビニール袋に氷を詰めている。その隣となりにいる大男は……一体どんなゲテモノだろう？　譬たとえるなら、二メートルオーバーの大男を種々様々なアンテナでデコレーションしているとでも言えば良いのだろうか。

「『ナチュラルセレクター』の選手だよ。『木き原はら』でも『グレムリン』でもない、ただの脇わき役やくってヤツさ。ちなみにあっちのプリティーはミストレイ＝フレイクヘルム、隣の大道芸人はオーサッド＝フレイクヘルムでそのお父さんね。とはいえ、いっぺん助けちゃった以上は中途半はん端ぱに放り出せなくてさ。どうせなら主役を張ってやろうと思った訳」

「……私もその要救助者の一人って訳か。プライド折れそう」

　雲川鞠亜は自じ嘲ちよう気味に告げた。

「もう一人、あの通路には学生鞄かばんを背負った子供みたいなおばさんがいたと思うんだけど、心当たりは？」

「子供みたいなおばさんって何？　なぞなぞ？」

　サフリーは眉まゆをひそめ、

「私の他には誰もいなかったな。ただ、通路に残っていた破は壊かい痕こんなんかを見ると、誰かが誰かを追っているみたいな感じだったけど。目の前の負傷者の方が優先だったんでね」

「……、」

　雲くも川かわ鞠まり亜あの目が細くなるが、続くサフリーの言葉は意外なものだった。

「ああうん。でも、子供みたいなおばさんだろ。ちょっとイメージできないけど、となると背が低い方がお知り合い？　だったら安心して良いんじゃない？」

「？」

「だって、背の低い方が背の高い方を追っているような痕こん跡せきだったもん」

「？？？」

　とりあえず、近江おうみ手しゆ裏りは生きている……という事なのだろうか？

「勝ち組よりもまずは自分の身を心配した方が良いんじゃない。これからの立ち振る舞いをどうするか、とか」

「……、」

　言葉に、雲川鞠亜はわずかに黙だまる。

　近江手裏は近江手裏の目的をもって戦せん闘とうを続けている。

　なら、自分ならどうか。

　ここから先、どう動くべきか。

　木き原はら加か群ぐんを追ってここまでやってきた。彼がもたらした一つの死の真相を知りたくて、表の道から外れた世界を渡ってきたつもりだった。しかし、実際に口を開けた『闇やみ』はあまりにも深く、そもそも雲川鞠亜の常識が通用さえしなかった。いわば、ルールも把は握あくできない内にボードゲームに参加させられているようなものだ。

　これが『木原』のいる世界。

　あるいは、『木原』をもって対抗するべき世界。

　ミストレイ＝フレイクヘルムというらしき女の子から氷の入ったビニール袋を渡され、自分の額に当てる雲川鞠亜。心地良い冷たさが打だ撲ぼくの痕あとに染しみ渡るが、すぐに異変に気づいた。何かがおかしい。

「……やけに寒いって思ったでしょ。吐はく息も白い」

　サフリー＝オープンデイズは小さく笑った。どこか、無理をしているようにも見えた。

「バゲージシティの生命線である温水暖房施設……その中核のゴミ処理施設や石油精製施設は破は壊かいされてしまったようね。反学園都市サイエンスガーディアン側は、最後の暖だん炉ろである火力発電所の防衛に躍やつ起きになっているようだけど……多分もう間に合わない。たったあれだけの火力じゃ、バゲージシティ中の建物を温める事はできない」

「一体、誰だれが……？」

「木原。私達も、奪った無線機の中に出てくる単語を拾っているだけなんだけどね」

　一つの名に、雲川鞠亜の心臓が跳ねる。

　しかし彼女は努めて冷静に、目の前の危機について思案する。

「当然、いざとなったら連中の上層部は自分達ばっかり優先するはずだね。一般人が氷漬けになるのなんて気にしない」

　そもそも上層部なんてものがまだ生き残っていればの話だけど、とサフリーは付け足した。

　兵士の何％かはまだ機能しているはずだが、彼らは完全にパニック状態になっていて、協力を求められそうな感じではないらしい。『かろうじて隠れられている』彼らと無理に接触を図って、『本当の敵』から狙ねらい撃うちされるリスクを考えると、無理に声をかけるのも憚はばかられるのだそうだ。

「氷漬け、か」

　外はマイナス二〇度以下。たとえ分厚い断熱材で守られていたとしても、暖房そのものが失われれば半日足らずで建物の中と外は同じ環境になる。そうなればバゲージシティにいる全すべての生命に甚じん大だいなダメージが加わるだろう。

「ところが、暖房の問題って意外に簡単な解決法がありそうなのよね」

「？」

「北欧なんかで使われている方法なんだけどね。駅の人混みが出す熱気を使って別の建物を温めたりするんだよ。北極圏の建物なんかでね。バゲージシティの住民と観戦客を合わせれば数百万人に達する。ドーム施設なんかに集めれば、自分達の出す熱が命を守ってくれるって寸法」

「……長期的には厳しそうだけど、『しのぐ』って考え方なら」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは呟つぶやいた。

　しかし問題がある。

「ただ、そもそもこの戦場を作っている連中が、そんなの許すかな。一ヵ所に大量の人間を集めたら、それこそ狙い撃ちにされそうだと思うが……」

「だね。しかも戦略性とか合理性とか関係なしに。『ちょっと寄り道気分で』ド派手に吹き飛ばしそう」

　サフリーは頷うなずき、

「だから実際には、この策は『大ボスと戦わないで時間が過ぎてくれるのを待つ』ってやり方じゃ使い物にならない。むしろ、場を混乱させている大ボスを全員仕留めてから、救助を待つための時間を稼かせぐっていう風にやらなきゃ駄だ目めだね」

「ていう事は……」

「制限時間はおよそ半日。それまでにバゲージシティで暴れ回っている大ボスを全員倒す。それができないと数百万人は冷凍食品になっちゃう。状況は分かっていただけた？」

「……何の解決にもなってない気がするが」

「純粋な戦せん闘とうに半日もキープできるってだけで十分幸運。本来なら戦闘に勝とうが負けようが問答無用で氷漬けなんだから」

『木き原はら』に『グレムリン』。そもそも、その一人にすら勝てるかどうか分からない状況で、その全員と戦う。とてもではないが、正気とは思えない戦闘条件だった。とはいえ、それを選ばない事には『常識的にまっとうな手順で凍死する。しかもバゲージシティの全員』という道を突っ走る羽は目めになる。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは小さく息を吐はいて、

「無理でもやるしかない訳か。意図的に傷つけ続けたプライドの、強度を試す時が来たって感じだね」

「だねだね。つーか拳こぶしの使い方は分かってるクチだと思ってたけど、戦力になってくれる気はあるかね？」

「……どっちみち、私の目指す方向も同じだし」

　サフリーの言葉に、雲川鞠亜は頷うなずいた。

　木き原はら加か群ぐんを追う。この地獄を経験して、彼女はより深くそう思うようになった。雲川鞠亜のように、知らずに踏ふみ込んだのではない。木原加群は明らかに地獄がどんなものかを知った上で、そこを自分の居場所にしている。

　あの時。

　あの場所で。

　一体何が起きたのか。そしてその時起きた事が、この地獄とどう繫つながっているのか。それを突き止めない事には、雲川鞠亜は引き下がる事もできない。

　一方のサフリーは、当面の目的を口に出す。

「という訳で、ひとまず最優先は木原円えん周しゆうとかいうヤツかな」

「……『木原』？」

「そう。なんていうか、元々は別の『木原』が持ち込んだ戦せん闘とう用ようのカビみたいなのがあるんだけどね。そいつを木原円周っていうのが応用しようとしているみたい。人為的に突然変異を起こして、感染力と毒素を増した生物兵器を作って無む秩ちつ序じよにばら撒まこうとしているんじゃないかな」

「当の『木原』まで巻き込む形で？」

「だろうね。理由なんて知りたくもないけど」

「……、」

　微生物の人為的な突然変異。

　まるで映画に出てくるような文章だが、実際に難しい事ではない。身近な所では、インフルエンザウィルスが毎年変異しているのは誰だれでも分かるだろう。

　ミクロな生命体は、外的要因によって割と簡単に遺伝構造を変異させる。

　ただし、それを狙ねらった通りの場所へ狙った通りの効果を生むように変異できるかと言われると、難易度は一気に釣り上がるが。

　雲川鞠亜は顎あごに手をやり、

「でも、カビと言ったって生き物だ。活動するための適温ってものがある。極きよく端たんに温度を下げて住人を苦しめるやり方と逆行している気がしないでもないが」

「だから極低温で殺せる相手は殺す。温度が高くなってきたらカビが活動できるように、街中に配置する。これでまんべんなく虐ぎやく殺さつできるって寸法じゃない？　お風ふ呂ろのカビってかなりしつこいよ。水虫だってそう。生きづらい環境では活動を止めるけど、それで死滅するって訳じゃない。かなり長い間潜せん伏ぷくし、環境が再び整ってくれば旺おう盛せいに活動を再開させる」

「……しかし、バゲージシティ内部に専門の微生物研究機関はなかったはず。少なくとも、表向きは。これ以上変な陰いん謀ぼう論ろんが顔を出さない限り、妥だ当とうな線では民間の施設を『悪用』すると思うんだがね」

「そうそう。木き原はら円えん周しゆうは野菜工場に向かっているらしいね。ほら、コンテナ状のヤツ。特殊な波長のライトを浴びせて光合成を促進、空調で温度管理して、栄養剤の中に根を浸して野菜を育てる新しい畑。一年間に三〇回ぐらい作物が採れるっていうの」

「なるほど」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは面めん倒どう臭くさそうな調子で呟つぶやいた。

「となると、やっぱり太陽代わりの紫外線ライトかな？　それこそ、インフルエンザウィルスの遺伝情報が毎年破損していくのと同じ理由だね」

「ヤバそう？」

「ヤバそう」

　簡単に言ってから、彼女は気づく。

「……というか、君はその辺の基礎理論が分かっていないのに、どうして木原円周の動きが読める？　結論を出すための式を組み立てられるとは思えないが」

「いやあ。実を言うと聞きっかじりでね。アドバイスを受けただけなんだよ」

「誰だれに？」

「ヘルメットにコートの男」

　ギクリ、と。

　今度こそ、雲川鞠亜の動きが完全に止まる。

「加群さんだったかな？　名字の方は教えてもらえなかったけどね」
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「さむーい」

　と、意味もなく甲かん高だかい声を発したのは木き原はら円えん周しゆうだ。猛もう吹雪ふぶきの中、彼女は体を小さくしながらザクザクと音を立てて歩いている。コンクリートに囲まれた都市の中だが、まるで山の中で遭そう難なんしているような頼たよりなさを感じさせる。

　バゲージシティの一角には、玩具おもちやの積み木のように、四角いコンテナが無造作に山積みにされていた。元々は大型の駐車場だったようだが、今では見る影もない。無数のコンテナのせいで手狭な印象すらある。

　コンテナ自体は細長い直方体のものではなく、鉄道などで運ぶための短めのサイズのものだった。普通のコンテナと違うのは、業務用の電源プラグが取り付けられている所だろうか。荷物を詰め込む箱ではなく、内部で野菜を育てるための設備である。

　野菜工場。

「ふーん。戦争中は一度このバゲージシティに集めてから、方々の戦地に送りつけて食糧事情を何とかしようとしたのかな。何しろ一年に三〇回収穫できるって話だし。でも、あっさり大戦は終わっちゃったから行き場を失って民間転用されている、と」

　当然ながらバゲージシティのような北極圏の豪雪地帯は野菜の栽培が難しく、食文化も肉食中心のものになってしまう。ここの野菜工場はバゲージシティの住人にとって、地味だが確実な恩恵を与えてくれる設備だったのだろう。

　木原円周はその救世主の、金属製の扉に手を掛ける。

　衣服の中に、生物兵器の材料を抱えたまま。

「あれ？」

　ガチャガチャという音だけが響ひびいた。

　扉は開かない。固定具を操作するためのレバーが動かない。

「やっぱり鍵かぎがかかっているか。食の安全を守っていますってヤツなのかな？」

　小さく首をひねると、木原円周はあっさりと踵きびすを返す。

　鍵を管理しているであろう、保安室を目指す。







　エールズ＝ビッグアントは狭い部屋の中で震ふるえていた。

　彼は元々格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』の参加選手としてこのバゲージシティにやってきたのだが、大会初日から全すべてが崩ほう壊かいした。街の中にいては正体不明の怪物達に襲おそわれる。かと言って、猛もう吹雪ふぶきの中街の外へ逃げようとしてもマイナス二〇度の地獄に放り出されるだけ。最寄の街まで一三〇キロはあった。

　そうなると、バゲージシティの中で、なおかつ誰だれも気づかないような場所に隠れるしかない。隠れて、事態を収拾してくれる警察なり軍隊なりがやってくるのを待つしかない。

　そのつもりだったのだが。

　ガゴン！　と。

　いきなり、扉のノブが音を立てて震ふるえた。いいや、扉そのものだ。金属製のドアが開く事はなかったが、エールズの肩を震わせるには十分だった。ノックもなく、ノブを回すでもなく、いきなり蹴け破やぶろうとする行為そのものに、強きよう烈れつな害意を感じたのだ。

「くそっ、何だ、何だ何だ何だっ。くそっ!!」

　震える手で、へたり込んだまま、エールズ＝ビッグアントはセミオートのショットガンを摑つかむ。実際には初弾を装そう塡てんするのを忘れているので引き金を引いても弾は出ないのだが、そんな初歩的な事さえ忘れるほど彼は混乱していた。

『誰か』に気づかれた。

　ついに追い着かれた。

　具体的にそれが『誰か』なんて関係ない。とにかく『誰か』に見つかったのが問題だ。それが事件とは一切関係ない、救いを求める老人だったとしても、その老人と出会ってしまった事が、巡り巡って本当の黒幕に情報が伝わってしまう可能性が出てきた。

　何もないのが最良だ。

　何にも関かかわらない事こそが安全だ。

　なのに。

　だったら。

「誰だろうと関係ない……」

　エールズはショットガンを手にしたまま、ゆっくりと、音を立てずに立ち上がる。

「脅おびやかすなら排除する」







　木き原はら円えん周しゆうは、コンテナ状の野菜工場が山積みされた駐車場の隅へやってきていた。プレハブの物置のような建物があるのだが、その扉を何度か蹴飛ばしても、やっぱり開く様子はない。

「誰かいる雰ふん囲い気きなんだけどなー。物音とか聞く限り」

　少女は呟つぶやいてから、首に下げていたスマートフォンを外した。スマートフォン用の外装ケースを吸きゆう盤ばんのついたものに交換すると、そのスマートフォンを扉の中央に貼はり付ける。

「うん、うん、そうだね。『木原』ならもう一工夫だよね、数多おじさん」

　アプリを起動すると、木き原はら円えん周しゆうはあちこちを見回した。

　おそらく山積みにされているコンテナ状の野菜工場を動かすためのものだろう。このスペースには何台もの大型クレーン車が停とめてある。







　誰だれだ？

　誰かがいるのは確かなんだ。

　エールズ＝ビッグアントはショットガンを手にしたまま、ごくりと喉のどを鳴らした。扉が異様な威圧感を与えてくる。このまま引き金を引いてしまおうとも思うが、同時に、あの薄うすい扉は最後の砦とりでのようにも思えた。自分から壊こわしてしまったら、それこそ全すべてが終わってしまうような、扉を破は壊かいするにしても、決定的に『誰か』を殺せる確信が欲しいというか……。

　その時だった。

「……？」

　雪を踏ふむ足音が聞こえた。それも音は次第に小さくなっていき、遠ざかっていくようだった。『誰か』は中に人がいる事には気づかなかったのだろうか？　それで立ち去ってくれた……？　そこまで考えた時、エールズ＝ビッグアントは慌あわてて楽観的な意見を振り切った。

　この地獄で、そんな簡単な答えがあるとは思えない。

　多分、現実はもっとひどい。

　例えば、一度黙だまってここを去り、仲間を呼びに行ったとか。

　あれを黙って見過ごしたら、今度は大勢に囲まれる羽は目めになる、ぐらい考えるべきだ。

「くそっ!!」

　エールズ＝ビッグアントはショットガンを握り直し、慌てて扉に向かった。相手が立ち去ろうとしているなら、背中を見せている可能性もある。だったら相手が怪物であったとしても、このショットガンで撃うち抜ける勝算も増す。

　それでも、いきなり扉を開けるような愚ぐは冒さない。

　扉には、ドアスコープがついている。







「ふんふんふーんふんふんふん」

　鼻歌混じりに、木原円周は首から下げた機材を指でいじくる。ドアに貼はり付けたスマートフォンの画面には、何かぼんやりとした影が映っていた。

『立体反響エコーフイルタ』。

　超音波で障害物の向こうの様子を知る機械。ようは、妊婦の腹に押し当てて赤ちゃんの様子を探るための機材を出力強化したものと考えれば良い。理論自体は旧式だし、実際に対テロ作戦用の応用研究も随ずい分ぶん前から行われていた。胃カメラのようなファイバースコープと違って、扉や壁に穴を空ける必要のない点が大きなメリットとなる。ただ、『ぼんやりと映る影がテロリストなのか人質なのか判別できない』という問題もあり、長年にわたって正式採用が見送られている代しろ物ものだ。

　スマートフォンには、扉の向こうの様子が表示されている。

　ぼんやりとした影は近づいてくる。

　扉に張り付くように。

　ドアスコープを覗のぞき込むように。

「ふーんふんふんふんふーん」

　首元の機材をいじくりながら相手の動き、というかタイミングを待ち続ける木き原はら円えん周しゆうは、うっすらと笑う。

　その時が来た。

　とはいえ、木原円周は特に派手は動きをしない。

　ドアに貼はり付けたスマートフォンを取り外すと、そのまま雪の上にパタリと伏せた。

　直後に、何か巨大なものが迫りくる。







　エールズ＝ビッグアントの誤算はいくつかあった。一つは『立体反響エコーフイルタ』の存在で、保安室の様子が筒抜けだった事。そしてもう一つは扉の向こうから聞こえていた足音。『徐々に小さくなっていく音』を、『遠ざかっていく音』と勝手に翻ほん訳やくしてしまった事だ。

　実際には、ただ機材から出る音のボリュームを絞っていっただけかもしれないのに。

　そして、エールズは『相手が誰だれだか知らないが、少なくとも扉の近くにはいないだろう』と思い込んでしまった。

　なおかつ、狭い室内は、エールズ側からも外界の情報を遮しや断だんしてしまう。

　情報がなければ不安になる。

　情報を得る事で安心しようとする。

『少しずつ消えていく、足音という情報』が、エールズの意識に『情報不足の飢え』を実感させてしまう。飲食店の厨ちゆう房ぼうから表通りへ漂ただよってくる美お味いしそうな匂においのように。

　だからこそ。

　エールズ＝ビッグアントの顔は、自然とドアスコープへと吸い込まれる。飢えを満たすために。それが何者かの作為による誘ゆう導どうである事にも気づかずに。

「？」

　直後だった。




　轟ごう!!　と。

　分厚い扉を貫く、鈍い音が炸さく裂れつした。




「うむうむ」

　木き原はら円えん周しゆうは雪の上に突っ伏した状態で適当に呟つぶやく。彼女は遠えん隔かく操作でクレーン車を操っていた。ワイヤーで吊つられた野菜工場のコンテナの一つを、ビルの解体作業で使う巨大な鉄球のように振ったのだ。大質量の野菜工場は雪の上に倒れた木原円周の真上を通過し、ドアへと突っ込んでいった。

　扉どころか周囲の壁まで吹っ飛んでいる。

　鋼鉄の扉は部屋の反対側の壁に埋まっていて、扉と壁の隙すき間まから赤黒い液体が溢あふれ出していた。悲鳴などない。

「いやー、随ずい分ぶんと散らかった部屋だね。バラバラの建材まで転がってる」

　木原円周は狭い保安室に入り、壁に掛けてあった鍵かぎ束たばを摑つかむ。

　う……という呻うめき声が聞こえた。

　赤黒い液体の源泉がまだ動いているらしい。

　木原円周はぐっしゃぐしゃになった部屋の中を見回し、何な故ぜか落ちていたショットガンを片手で摑むと、軽い動きで初弾を装そう塡てんし、

「……、」

　だむ!!　という鈍い音がドアへ放たれた。

　ショットガンを捨て、今度こそ動くものが何もなくなった部屋を木原円周は出ていく。

「心苦しいけど、『木原』って言ったらこうじゃないといけないものなんだよね？　数多おじさん」

　吹雪ふぶきの中をザクザクと進み、適当なコンテナの扉を開ける。内部はスチールラックが並んでいた。それぞれの棚にはキャベツが並んでいて、赤や緑のライトで照らされている。

「ありゃー……ＬＥＤライト系で占められているのかな。ブラックライト系じゃないとカビの突然変異に使えないんだけどなあ」

　ごそごそと漁あさっていると、ようやく探していたものが見つかった。わりばしぐらいの長さの蛍光灯だ。ただし色は青い。紫外線を出すためのブラックライトだ。

　木原円周はいくつものブラックライトをかき集めると、複雑に角度を調節していく。スマートフォンのカメラを利用した光度計でバランスを繊せん細さいに調整すると、その中央に試験管を置いた。

　ミクロな生命体の遺伝情報は簡単に傷がつく。

　紫外線や宇宙線といったものに対する防備が手て薄うすなのだ。

　ただし、それを狙ねらった方向に持っていくのは極めて難しいが。

「さ・て」

　木き原はら円えん周しゆうは適当な棚からキャベツを取り出すと、気軽な気持ちでかじってから、やっぱり苦くて後悔した。

「……うーむ、この出力ならざっと一時間って所かな？　ねー乱数おじさん」
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　雲くも川かわ鞠まり亜あとサフリー＝オープンデイズの二人は、医務室を借りていたドーム状競技施設から真っ白な外へ飛び出した。途と端たんに、肌に突き刺す寒さというより、ほとんど割れるような痛みが襲おそいかかってくる。

　と、ここでサフリーが、

「痛てっ」

「どうした？」

「紙飛行機みたい。ジャパニーズ忍術の矢や文ぶみのつもりか？　とりゃーっ！」

　？　と雲川が眉まゆをひそめている間に、サフリーは紙飛行機をどこかに投げ返してしまう。

　サフリーはうんざりしたように空を見上げ、

「マイナス二〇度……。この服装でどれぐらいいられると思う？」

「冷凍倉庫だって思えば良いよ。大体三〇分ぐらいで意識的な限界。一時間もあれば生命活動が危険なレベルに達するはずだね」

「となると木き原はら円えん周しゆうも？」

「『対策』を施ほどこしていれば話は別。相手は仕掛ける側だっていうのを忘れないように」

　問題の野菜工場があるのはそれほど離はなれた所ではない。どうやら広大なドームに併設された駐車場をそのまま利用し、コンテナ状の野菜工場を山積みしているらしい。港のように巨大な固定式のクレーンがあるとは思えないので、主に活かつ躍やくしているのはフォークリフトやクレーン車などの車両なのだろう。

　頭でイメージするのは簡単だが、実際に目にしてみると、そのスケールの大きさに圧倒される。

「……何百個あるんだ？」

「当たりの数が分からないのも面めん倒どう臭くさそうだね。プライドが折れそうな展開だ」

「？」

「木原円周は紫外線による遺伝情報破は壊かいを利用して、特殊なカビを生物兵器に変えようとしている。でも、そのサンプルの数は？　複数のコンテナに分けて同時並行で作業を行っていたら、その全部を破壊する必要がある。多分、失敗を回かい避ひするなら『保険』のためにそうしている。でも……」

「いくつ壊こわせば終わりになるのか、私達には判断できないって事か」

　サフリーは面倒臭そうに舌打ちし、

「……いっそ、全部のコンテナをぶっ壊こわすぐらい派手に考えないといけないかもしれないな」

「そうか。そうだよな。当たりのコンテナを選ぼうとするから時間が足りなくなるんだ」

　自じ嘲ちよう気味に言った言葉に雲くも川かわ鞠まり亜あが思いの外ほか喰くいついてきたので、提案したサフリーの方が驚おどろいてしまった。

「いやいやいや！　何百個あるんだって話でしょ!?　カビの生物兵器化にどれだけ時間がかかるか知らないけど、これ全部徹てつ底てい的てきに壊そうとしたら一日二日じゃ済まないって!!」

「何も一つ一つを空き缶みたいに潰つぶそうって話じゃない」

　雲川鞠亜は人差し指を振って、

「コンテナ状の野菜工場は電気で動いている。二四時間、照明とエアコンと栄養剤の溶液の循じゆん環かんを行うんだ。車のバッテリー程度じゃもたない。当然、外部から交流電源を引っ張って大電力をまかなっているはずさ。この何百個っていう野菜工場全すべてがね」

　戦地で使う際は、おそらく太陽光発電パネルなどと併用するはずだ。しかしこの豪雪地帯ではそれだけの日光が望めない。電力をケーブルで補給する必要がある。

「だったら」

「答えが出たぞ。また私のプライドが肥大しそうだ。そもそもの外部電源を破は壊かいしてしまえば、紫外線を放つブラックライト全てを停止できる！　木き原はら円えん周しゆうの生物兵器は完成しない!!」

　雲川鞠亜は周囲を見回す。豪雪の重みで断線するのを避さけるためか、電柱や電線のようなものは見当たらなかった。おそらく電源ケーブルは地下に埋設されている。

　サフリーは舌打ちして、

「やっぱり簡単にはいかないか。もう一度地下通路に戻ってみる？」

「いや……」

　雲川鞠亜は山積みにされている野菜工場の一つに近づいた。その表面にアルファベットで書いてある、注意書きに目をやる。

「電源ユニットは三〇〇ボルトの五〇アンペア。……相当特殊なものみたいだね。日本はもちろん、バゲージシティの家庭用電源とも違う。おそらく何かしらの軍フォーマットなんだと思うんだけど」

「プロテイン関係以外の数字の理解力を私に期待しないでもらえる？」

「つまり電線でそのまま電力を引っ張ってきたって使えないって事。多分、施設のどこかに変電設備がある。それさえぶっ壊せれば、全ての野菜工場が停止するはず!!」

　メイド服の少女が周囲を見回すと、白く覆おおわれた景色の中に、四角いフェンスで囲まれた一角があった。サイズはおよそ一〇メートル四方。その中に、自動販売機みたいな塊かたまりがいくつも並べられているのが見える。

「変電設備だ!!」

　雲川鞠亜が叫ぶのと、地上部分にあるコンテナの扉の一つが内側から蹴け破やぶられるのはほぼ同時だった。

　首からスマートフォンやワンセグテレビなどをジャラジャラと下げた少女は、両手で缶の紅茶を包むように持ちながら、困ったように言う。

「……ま、ちょっと考える頭があれば弱点だって分かっちゃう、よね？」

　サフリーは雲くも川かわ鞠まり亜あの服を軽く摑つかみ、

「（……なあ。あいつが出てきた野菜工場ってもしかして……？）」

「（……当たりの一つだろうがハズレだろうが、変電施設をぶっ壊こわして全部止めた方が『確実』ってヤツだよ）」

「分かってるう。これ一個を壊して満足してくれたら私の勝ちだったのに」

　木き原はら円えん周しゆうは体を小さくしたまま、缶の紅茶で暖を取りつつ、

「でも、変電施設がそれだけ重要だっていうのが分かっているって事は、当然、ちょっかい出されたら猛もう反はん撃げきを受けるっていうのも織り込み済みなんだよね？」

「……『反撃』しているのは、こちらのつもりなんだが？」

「うん、うん、そうだよね。分かっているよ、数多おじさん」

　木原円周の言葉の矛ほこ先さきが、どこかへ飛んだ。

　彼女の首元にあるスマートフォンやワンセグテレビが、奇怪なグラフを連続表示させていく。

「こういう風になっちゃったら、もう凄んだって戦いは回避できないんだよね!!　残念だけど、すごくすごく残念だけど、それが『木原』ってヤツなんだから！　後はきちんとグチャグチャにしなくっちゃ!!」

　サフリーは舌打ちすると、重心をわずかに落として構えを取り、

「来るぞ！　怪物相手に戦う覚悟は!?」

「行くぞの間違いだと訂正しておくぐらいには!!」

　ゴッ!!　と。

　マイナス二〇度の吹雪ふぶきの中、三人の激突が始まる。

　間に、木原乱らん数すうが残した生物兵器のカウントダウンを挟む形で。








Sub.29









　木き原はら円えん周しゆうは一族の中でも『木原』が足りない、と言われている。

　彼女の生い立ちは特殊だらけな『木原』の中でもある意味で異彩を放っていた。

　常識的。

　あるいは、正義を名乗る側。

　そうした人間達によって、幼少期に木原円周は連れ去られている。特に何をされるでもなく、ただ出口のない暗い部屋に収監する、それだけのために。

『木原』は、『木原』を学ぶから『木原』らしくなる。

　言語や習慣など、人間としての基本的な情報を大量入力する幼少期に木原円周を『木原』から離はなしておけば、彼女は『木原』らしくなくなるのかもしれない。そういう考え方だ。

　実際には。

　単に『歪ゆがんでいるものの正真正銘の天才を数多く輩出する』木原一族に嫉しつ妬とした何者かが、大義名分で正当化していた、ただの陳ちん腐ぷな復ふく讐しゆう劇げきに過ぎなかった訳だが。

　殺すのではなく。

　痛めつけるのでもなく。

　ただ一室に放置し、『学ぶ行為を放ほう棄きさせたまま長い年月を過ごさせる』事で、言ってしまえば『木原』を自分より馬ば鹿かな位置に置いてしまいたい……という、歪んだ欲求を満たしたかっただけなのである。

　実際、木原円周は九九もできないし、漢字はおろかカタカナさえ書けない。

　頭の良よし悪あしなど関係なく、学校で学んでいないのだから当然だ。

　そういう風になるはずだった。

　しかし。

　幼稚な復讐劇は、あっけなく覆くつがえされる。ある日、いつものように暗い一室に食事を運んだ何者かは、部屋の壁や床に書かれていた落書きを見つけたのだ。それは九九やカタカナどころではなかった。木原円周自身が作った奇怪な記号で、とてつもなく複雑な計算式の羅ら列れつがあった。『足を引っ張る事で自分の順位を上げたがる』程度の知能しかない何者かには、それが冷凍睡すい眠みん装置の基礎理論の証明式である事には最後まで気づかなかった。

　何者かが馬鹿でなければ、他にも気づけた事はあったかもしれない。

　床に散らばった三つのクレヨンは完全な黄金比のバランスを超越した美しさを描いていたし、くしゃくしゃに丸められた紙の皺しわは並列演算装置のチップの図面を示していたし、フロアランプの光によって床へできる影は見る者の深層心理を浮き彫りにする新種のテストとして機能していた。

『木き原はら』が『木原』である事に、後天的な情報入力など必要ない。

『木原』は『木原』であるだけで、科学という概がい念ねんから目一杯愛される。

　そもそもにおいて。

　科学とは、教科書や参考書の中にだけあるものではない。親や教師から学ぶだけではない。本来であれば何の変哲もない世界の全すべてを構成するのが科学というものである。だから木原円えん周しゆうには、学ぶ場などいくらでもあった。参考資料の山は積み上げられていた。部屋を舞う埃ほこりやプラスチックでできたコップの質感などが、木原円周へ存分に叡えい智ちを授けていた。『木原』から科学を奪うには、この世界全体を欠片かけらも残さず破は壊かいする以外に方法などなかったのだ。

　無能な何者かは最後までその事実に気づく事はなく。

　有能過ぎた木原円周は誰だれに教えられるまでもなく科学と遊び続けていた。

　存分に存分に。

　むしろ。

　その善悪を、ボーダーラインを、誰にも教えてもらえないという最悪かつ純粋な形で。




『思いついちゃった』




　だからこそ。

　木原円周は、食事を持ってきた何者かに向けて、屈託のない笑みを浮かべた。そのアイデアを実行すると『何者かがこれからどうなるのか』を理解しておきながら、彼女は一切の躊ちゆう躇ちよをしなかった。

　とはいえ、別に。

　彼女は。

　暗い部屋に収監されている事に一切の不満も感じておらず（そもそも水の一滴から無数の最新科学を抽出する木原円周には学校も友人もテレビもインターネットも、そうした外界からの情報源を必要としない）。

　彼女は。

　こんな幼稚な復ふく讐しゆう劇げきを行った何者かに憎ぞう悪おも嫌けん悪おも感じておらず（暗い部屋にはすでに一生遊んでいられるほどの研オ究モ素チ材ヤがあるので憎にくむ理由が何一つない）。

　彼女は。

　ただ目の前のインスピレーションをひけらかしたいといった顔で（しかし誰も教えてくれないので『恩人』にはどう接するべきかも、『恩人』という概念も理解できない）。

　彼女は。

　足首に金具と鎖くさりが繫つなげられている圧倒的に不利な状況など気に留めず（これもやはり、木き原はら円えん周しゆうにとっては拘こう束そく具ぐではなくオモチャの一つに過ぎなかった）。




『この牢を壊す素す敵てきな方法』




　純粋な執行。

　その完全な成功。

　少女の手では絶対に千ち切ぎれないはずの鎖は、何な故ぜか蕩とろけるように破断していた。

　実際に何が使われたのか、何者かには一切分からなかった。

　ただし。

　のちに発見された、頭部以外の全すべてが蠟ろうのように変質していた何者かの死体は、とてもとても悔くやしそうな顔を浮かべていたという。

　今までさんざん足を引っ張り続けた相手が、あっさりと高みに上ってしまったとでも言うかのように。







　木原円周には『木原』が足りない。

　不足分は外から補う事で、彼女は何とか『木原』へ追いすがろうとしている。

　しかし。

　情報源は、何も他人の思考パターンを解析したグラフ群だけではない。

　彼女の本領は、どこか別の所にある。

　未成熟で空回りしているとはいえ、木原円周もまた『木原』の一人なのだから。
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　雲くも川かわ鞠まり亜あとサフリー＝オープンデイズの二人は迷わず木き原はら円えん周しゆうの元へと突き進む。真っ白な吹雪ふぶきの中、首から下がったスマートフォンやワンセグテレビに無数のグラフを瞬またたかせる木原円周は、両手で包むように持っていた紅茶の缶を体ごと左右に揺さぶりながら、

「まっいなーすにじゅーどっ、まっいなーすにじゅーどっ、るんるんらー」

　三メートル。

　大きく踏ふみ込めばあと一歩という距きよ離りで。




　木原円周は、紅茶の缶の中身を迷わずぶち撒まける。




「っ!!」

「!?」

　サフリーは慌あわてて急ブレーキをかけ、雲川鞠亜は大きく側転する格好で真横へ回かい避ひする。湯気が出ていたはずの紅茶は、空中ですでにパキパキと凍り始めていた。物体は液体や固体など、状態が変化する時に体積を変える。まともに浴びれば彼女達も巻き込まれ、体の表面をズタズタにされていたかもしれない。

　だが致命傷にはならない。

　雲川鞠亜はさらに側転を続けながらも方向転換。真上に伸びた長い脚を一気に落とす形で、木原円周の頭部を狙ねらう。

　対して、木原円周は空っぽになった缶を雲川鞠亜の足元……より正確には手と地面の間に放り投げた。それで雲川鞠亜が転倒する事はないが、回避のため、わずかに軌道を変える。そこに隙すきが生じる。

「あっまいー、あっまいー」

　木原円周は稼かせいだ時間で片手を背中へ回す。セーターの中から何かを取り出す。多目的ライター、または点火棒。普通のものとは違い、銃のようなトリガーがあり、手元から点火口まで三〇センチほど伸びているものだ。

　木原円周は軽く一歩後ろへ下がり、別方向から回り込んでくるサフリー＝オープンデイズを視界の端はしに収める。多目的ライターを人差し指に引っ掛けてくるくると回す。腕を横から上に移動。

「位置についてー、よーいっ」

　人差し指を、引く。

　カッチン、という乾いた音が響ひびく。

　木き原はら円えん周しゆうの頭上よりわずかに斜めの位置、手近にある山積みされた野菜工場のコンテナに触れるか触れないかの場所で、多目的ライターの火が点つけられる。

「どんっ」

　コンテナ一つを丸ごと包む、不自然な炎が上がった。当然、単なるライターで上げられる炎ではない。その規模も、広がり方も明らかにおかしい。

　閃せん光こうと熱風に思わず顔を庇かばったサフリーが叫ぶ。

「事前に油を!?」

「そっれだけーじゃないんだなー」

　ずずっ、という、何か重たいものが滑すべる音が聞こえる。

　野菜工場。コンテナとコンテナの隙すき間ま。山積みされたコンテナの二段目が、着実に滑っていく。何十、何百トンものコンテナが上から圧力を加えているにも拘かかわらず。まるで氷の上を動いていくかのように。

「スキーやスケートで上手く滑るのって、雪や氷じゃなくて、摩擦で溶けた水の力を借りている。……そうなんだよね、数多おじさん」

　滑る。

　揺らぐ。

　崩れていく。

「そして摩擦抵抗力が極端に低くなる状況では、上から何百トンのしかかっていようが滑るもんは良く滑る。さーて問題です。トランプのピラミッドで下のカードを抜き取ったら何が起こるでしょォーうかァー!?」




　数百もの野菜工場のコンテナが、一斉に頭上から降り注ぐ。

　複数あるコンテナの山の一つが、丸ごと崩落する。




　一つ一つは一辺二メートル前後のサイコロ。一トン程度の重量。だがそれらが雪崩なだれのように迫り来る事で悪夢のような効果を生み出していく。

　木原円周は笑いながら二歩ほど下がった。

　反射的に怯ひるんだサフリーの目の前に、巨大な隔かく壁へきのようにコンテナが落下する。雪が舞い上げられ、立て続けに覆おおい被かぶさる別のコンテナに押し潰つぶされる形で、野菜工場の外壁や中身のスチールラックの破片などが撒まき散らされていく。

　方々で破は壊かいの流星群が降り注ぐ中、木原円周は人差し指に引っかけた多目的ライターをくるくると回すと、点火口を口元へ寄せた。

「うん、うん、大きな声を出すのは恥ずかしいけど、こうするのが『木原』なんだよね？」

　大だい災さい厄やくを作り出した凶器をマイク代わりに、木き原はら円えん周しゆうはささやく。

　その声質が一気に跳ね上がる。

「そんな訳でーえ！　大興奮の視聴者参加型アトラクションショーが始まりましたあ!!　果たして今回は優勝賞金を手に入れられる人は本当に出てくるんでしょーかあ!?」

　叫びながら、さらに多目的ライターを振り回す木原円周。この辺りのコンテナに、生物兵器製造用の『本命』は存在しない。今はかろうじて崩落を逃れた山にしても、遠えん慮りよなく第二波、第三波に使い潰つぶせる。

　木原円周の間近にもコンテナが落ちているため、肉眼でサフリーや雲くも川かわ鞠まり亜あの様子を確認する事はできない。

　しかしスマートフォンと連動したヘリコプター型の玩具おもちやで上空から情報を集める事はできるし、想定している全すべての山を崩してしまえばそれでおしまいだ。木原円周があらかじめ設定しておいた、ごく狭い安ス全ポ地ツ帯トを除いた全域がコンテナの雪崩なだれに押し潰されるようにできている。

　これが『木原』。

　個人としての才覚や戦力など気にしない。

　そもそも舞台全体を揺さぶり、前提としているルールを崩ほう壊かいさせ、ただお膳ぜん立だてされた中で好成績を残す『優等生』達を右往左往させて撃げき破はする。

（……私自身の周囲もコンテナが落ちている。つまり相手からすれば巨大なハードルとして機能する）

　手近な野菜工場に火を放ち、水膜による摩擦軽減を利用してさらに山を崩しながら、木原円周は笑う。

（つまり敵は精神的な恐怖と物理的な障害物の二つの壁に阻はばまれる。後は身がすくんで動けなくなった所へ、着実に絨じゆう毯たん爆撃でとどめを刺せば良い!!）

　が、そんな木原円周の思考が直後に途切れた。




　ゴッ!!　と。

　真上から、雲川鞠亜の長い脚が木原円周の頭頂部へ叩たたき込まれたからだ。




　障害物は一辺二メートルのサイコロ。助走をつけて野菜工場の壁へ飛びかかり、両手を使って這はい上がり、コンテナの真上を転がり、木原円周のいる側へ落下しながら踵かかとを叩き込む。冷静に説明されれば不可能ではない事は分かるだろう。ストリートパフォーマンスで鍛きたえ上げている人間なら、一連の動作を流れるように実行できるかもしれない。

　しかし、今は何百ものコンテナが降り注ぐ最中だ。

　その一つに巻き込まれただけで全身をグシャグシャに押し潰される状況だ。

　単なる効率だけでは物事は推し量れない。普通であればまず精神的な束そく縛ばくに囚とらわれる。アスレチックのように体を動かす事などできるはずがない。

　そう。

『木き原はら』という恐怖に縛しばられている人間には絶対にできないはずなのに……。

「ぐっ、が……が……っ!!　『木原』が、私の『木原』が動作不良を起こしているから、束縛の効果が足りなかった……っ!?」

　歯車の欠けたオモチャのように不自然な動作で、木原円えん周しゆうは雲くも川かわ鞠まり亜あから距きよ離りを取るために後ろへ大きく下がる。自分で設定しておいた安ス全ポ地ツ帯トの外へ出る。

　対して、雲川鞠亜は木原円周がキープしていた位置の利用価値に気づき、その安ス全ポ地ツ帯トの中でゆっくりと構え直す。

「……私の知ってる『木原』とは随ずい分ぶん違うね」

　白い息を細く吐はきながら、彼女は言う。

「木原加か群ぐんっていうのは、こういうのを用意するとは思えないんだけどな。そこまで器用な人なら、そもそもあんな事件を起こして学校を去る事もなかっただろうし」

「数多おじさんを押し返したぐらいで、『木原』を圧倒できたとでも？」

　木原円周の首に下がったスマートフォンやワンセグテレビのグラフのパターンが、明確に切り替わる。

　少女の唇くちびるが、動く。

「乱数おじさん、幻生おじいさん、病理おばさん、那由他ちゃん、唯一お姉ちゃん、蒸留お兄ちゃん、混晶お姉ちゃん、直流クン、導体おじさん、加群おじさん、分離お兄ちゃん、相殺ちゃん、顕微おばさん、分子お兄ちゃん、テレスティーナおばさん、公転お姉ちゃん」

　両腕を緩ゆるく広げ、木原円周は宣言する。

「私は確かに『木原』が足りないかもしれないけど、そんな私は五〇〇〇人の『木原』の戦闘パターンによって支えられている!!　たかだか学園都市製の、『闇』にも踏み込めない程度の下草ごときに折られる巨木じゃない!!」

　新たな戦せん闘とうパターンが入力されていく。

『木原』が芽吹く。

　そんな怪物に向けて、




　メキメキメキ!!　と。

　躊ちゆう躇ちよなく安全地帯の外へ踏ふみ込んだ雲川鞠亜の靴底が、木原円周の頰ほおへとめり込んでいく。




「ば……？」

　その瞬しゆん間かん、頰が歪ゆがみ不細工な顔になった木原円周は、純粋な疑問の表情を浮かべた。雲川鞠まり亜あは構わずめり込んだ足を完全に横へ振り抜く。

「ばごヴぇるごぶちゃえ!?」

　言語として成立していない叫びを発しながら、木き原はら円えん周しゆうは雪の上を転がっていく。雲くも川かわ鞠亜は頭上から降り注ぐコンテナも気にせず、さらに前へと踏ふみ込む。とどめを刺すために。木原円周を沈め、生物兵器化が進んでいるカビを処分するために。

「ぼっ、ぐっ!!」

　血まみれになった鼻と口を押さえて起き上がりながら、木原円周はさらに後退する。

「君の敗因は二つ」

　雲川鞠亜は言う。

「五〇〇〇人の『木原』だか何だか知らないが、君はどうやってその戦せん闘とうパターンを分析した？　心理テストでもしたのか、読心能力者サイコメトラーの手でも借りたのか、あるいはストーカーのようにじっと観察し続けたのか。いずれにしても言えるのは一つ。……君が分析したと思っている各人の戦闘パターンは、本当に一〇〇％分析する事に成功していたのか？　外付けで実力を補う程度の人間に、そんな完かん璧ぺきな結果を導き出せるとでも？」

「……っ!?」

「気に入らないって顔だな。だったら試しにやってみろ。私としても気になるんだ。君の口から、木原加か群ぐんの名前が出てきた事がね。まあそれが本当なら、私は君の手で再現された木原加群に為なす術すべもなくやられるしかない訳だが」

　木原円周の首元にあるスマートフォンやワンセグテレビが、明確な変化をもたらす。無数のグラフが彼女に力を与えていく。

「うん、うん、分かっているよ、加群おじさん。こういう時、『木原』ならこうす……っ!!」

「ふざけんな」

　ベギィ!!!!!!　と。

　大きく踏み込んだ雲川鞠亜は、その右みぎ拳こぶしで真正面から木原円周を殴なぐり倒す。

「この程度か？　この程度で木原加群を名乗るのか？　……だったら、これでクオリティは証明されたようなものだな。とてもじゃないが、そんなオモチャじゃ誰だれも再現なんてできやしない。大方、事前に木原加群だの木原数多あまただのの名前を出しておいて、その名前を知っている個人を怯ひるませる程度の効果しか生んでいない」

「かみじょ……っ!!」

「姉ならともかく私は怯まないよ」

「分かってるよ、雲川鞠亜なら……っ!!」

「本気で言っているのか？」

　木原円周の動きが変わるたびに、雲川鞠亜は四し肢しを使った変幻自在の攻こう撃げきでそれら全すべてを叩たたき落とす。無数のカウンターを受けた木原円周の人相が変わっていく。雲川鞠亜は無視して語る。あるいは、女同士だからこそ、その辺りの暴力に容よう赦しやがないのか。

「五〇〇〇人の『木き原はら』がついていようが一万人目に上かみ条じよう当とう麻まがいようが、そんなのはカードゲームで対戦相手と同じカードを揃そろえるだけだ。君が上条当麻になるんじゃない。君が上条当麻と同じデッキを組んだだけ。どんなデッキを組もうが、実際に戦闘でどのカードを切るかの選択は木原円周一人がやっているんじゃないのか？」

　だから勝てない。

　レアカードの有無なんて関係ない。

　そもそも木原円えん周しゆうにプレイヤーとしての腕がなければどうにもならない。

「せっかくルールを正確に作ったって、テーブルトークが上手に機能していない。だから木原加か群ぐんにしてはおかしい言動がそのまま口から出る。戦せん闘とうについても同じだな。君の判断ミスで、手札の特色が別物に変わっているぞ」

「勝て、ない……？」

「そうだ」

「私では、私の頭脳では、どんな『木原』を使っても、上条当麻や雲くも川かわ鞠まり亜あをコマンド実行しても、絶対に勝てない……？」

「率直に言わせてもらえば、ヘタクソなゲーム用のＡＩ相手にチェスをやっているような気分だよ」

　ぐらぐらと、木原円周の眼球が揺れる。

　左右の同期すら途絶える。

　しかし、その混乱を、迷いを、強制的に押しのける。

　首から下げているスマートフォンやワンセグテレビが、一層乱雑にグラフを描き出す。雲川鞠亜が首を横に振るのも無視して、木原円周は叫ぶ。

「いいや勝てる!!　私には解法がある!!　だって私は『木原』なんだから！　『木原』は、『木原』っていうだけで『木原』なんだって、数多おじちゃんも乱数おじちゃんも加群おじちゃんも病理おばちゃんも言っているんだから!!」

「……木原加群ならそう言うんだろうって思っている時点で、君が解析した木原加群はもう間違っているんじゃないかな。私の知ってる木原加群は、多分それは言わない」

　呟つぶやいたが、相手には届かなかったらしい。

　ガッキン、と円周の手にある多目的ライターが異音を発した。

　あれが凶器になるのだとすれば、ガスの噴出口をいじって火炎放射器のように使える機能でも付け加えてあるのだろうか。

　瞳ひとみに異様なグラフを宿したまま、木原円周は突とつ撃げきしてくる。







　その瞬しゆん間かん。

　木き原はら円えん周しゆうには一つの勝算があった。

　スマートフォンやワンセグテレビのグラフを使った戦術では、雲くも川かわ鞠まり亜あには勝てないかもしれない。しかし彼女にはもう一つだけ『木原』がある。最後の『木原』が残っている。

　木原円周、彼女自身。

　自分自身であるからこそわざわざ解析する必要も、グラフの形で戦せん闘とうパターンを入力する必要もない、未熟ではあるが確かに『木原』のパターンを、彼女は隠し持っている。

　仮に雲川鞠亜が『グラフの形で追加入力する戦闘パターン全すべて』の弱点を暴いたのだとしても、この木原円周のパターンに関しては別。あらゆるグラフが生み出す戦闘パターンへの対策だけで雲川鞠亜が安心しているのだとすれば、そんな彼女のセキュリティホールを突く形で木原円周はとどめを刺せるはずだ。

　だから笑う。

　舌なめずりする。

　火炎放射器のように改造した多目的ライターで丸焼きにしてやろうと、木原円周は自分自身の持つ『木原』を解放させて突とつ撃げきする。

　直後だった。




　思考は途切れる。『木原』が霧む散さんする。

　原因は雲川鞠亜の脚。容よう赦しやない回し蹴げりが、木原円周のこめかみを横から襲おそう。




「敗因は二つあると言っただろう」

　吐はき捨てるように、回転を止めた雲川鞠亜が呟つぶやく。

　吹き飛び、雪の中に埋もれる木原円周に彼女は告げる。

「あらゆるデッキを使ったって木原円周の匂においは残る。戦いながらその輪りん郭かくは分かってくる。有あり体ていに言えば、虎とらの子の『木原円周デッキ』を君が使う前から、『木原円周の戦闘パターン』は分析する事ができるんだ。だから何も問題ない。脅きよう威いにならない。雲川鞠亜は狙ねらい通りに木原円周デッキを迎撃できる。他の多くの『木原』と同じように」

「お、ォ」

　バチン、という硬い音が鳴った。

　木原円周の摑つかんだ多目的ライターが、二メートルもの炎を噴き出す。

　白い雪の中でもぞもぞと蠢うごめく木原円周の暗い瞳ひとみが、雲川鞠亜を見据える。

「その炎で私を狙えば、照り返しで君も大おお火傷やけどを負うと思うんだが……まぁ、聞く耳は持たないか」

　突撃があった。

　これまでとは違う、複雑な戦せん闘とうパターンを感じない真まっ直すぐな突とつ撃げきだった。

　共倒れ、同士討ちは覚悟の上。

　追い詰められ、錯さく乱らんし、思考能力を失っても、安全に敗北する事よりも危険な勝利を選んだ辺りは、やはり『木き原はら』の一人なのか。

　雲くも川かわ鞠まり亜あが大きく回転し、普通ではありえない角度から四し肢しが襲おそいかかる。

　鈍い音と共に木原円えん周しゆうが折れ曲がる。

　だが倒れない。

　理性や知能といったものとは異なる、もっと本質的な『木原』の部分で行動を実行する木原円周は、そもそも痛みを受けた程度で回かい避ひや防御に移行するような、まっとうな思考など持ち合わせない。

　木原円周は多目的ライターを摑つかみ直す。

　引き金のような部品を人差し指でギリギリと絞る。

　ガスの噴出量を明らかに変更させた多目的ライターは、最大持続時間三〇秒、射程距きよ離り二メートルの火炎放射器に様変わりする。

「蓑踊りだクソ売女」

　だんっ!!　という鈍い音が聞こえたのは直後だった。

　木原円周の右手。

　肘ひじと手首の間に、園芸シャベルにも似た刃物が突き立っている。

　甲こう賀がの忍びが使うくないが。

「が……？」

　人差し指から力が抜ける。

　雲川鞠亜の膝ひざが自分のこめかみを狙ねらおうとしているのを自覚しながら、木原円周は女の声を聞く。

　ようやく障害物のコンテナをよじ登ったサフリー＝オープンデイズの言葉を。

「私、別にその娘の知り合いじゃないし。使えそうな人間を片っ端ぱしから勧かん誘ゆうしていただけなんだっての。メイドさんの他に忍者とか電磁波マニアとか混じっているって考えなかった？　ま、忍者は紙飛行機で打診があったんだけどね」

　木原円周は自分の手から離はなれた凶器に目をやらなかった。

　彼女の意識は、耳から滑すべり込んできた雲川鞠亜の言葉に集中していた。

「戦闘パターンだのデッキだのじゃない。仲間っていうのはこういうものだ」

　直後に、ハンマーに似た衝しよう撃げきが木原円周の意識を確実に寸断させた。







　野菜工場の山はいくつかが崩落しているが、まだ半分以上は積み上げられたままだった。二〇メートル以上の高さで、雪で白く覆おおわれたコンテナの上にうつ伏せで寝そべっている影がある。

「『木き原はら』の一人を無事に撃げき破は。変電施設を破は壊かいして、乱らん数すうちゃんのカビが生物兵器に改造されるのを阻そ止しする事もできた」

　くすくすと、笑みを含んだ声。

　一見すると柔にゆう和わに聞こえる女の声の主は、木原病びよう理りだった。

　気絶した木原円えん周しゆうを縛しばり終え、ターゲットの雲くも川かわ鞠まり亜あ、近江おうみ手しゆ裏り、サフリー＝オープンデイズ達は一ヵ所に集まっていた。世間話や軽い冗談が飛び出す程度には緊きん張ちようも解ほぐれているらしい。

「……まあ、狙ねらうとすればこのラインですよねえ。戦せん闘とうの途中で割り込もうとすると、予想外の動きで相手が照準から逃げるリスクもある訳ですし。何より、円周ちゃんはこっちに気づいたら襲おそってきそうですし。動きが止まるまで待った方が、確実に『諦あきらめさせられる』ってものです」

　木原病理は太い鉄てつ釘くぎを取り出す。

　その腕から、プラスチックに亀き裂れつが入るような、嫌いやな音が聞こえた。

　元々、木原病理が第二位の『未元物質ダークマター』に頼たよっているのは足だけではない。その改造は全身に及んでいた。上かみ条じよう当とう麻まの力を借りたらしい木原円周は木原病理の上半身を叩たたき潰つぶして満足したようだが、そもそも木原病理は心臓を潰されようが肝臓を破られようが、コマンド一つで修復できる。

　そして、修復の域を超えた改造も。

「形態変化、スカイフィッシュ参照」

　寝そべった状態での投とう擲てきは、ダーツと同じで肘ひじから先しか使えない。野球の遠投が全身の体重を使うものである事からも分かる通り、普通であれば飛ひ距きよ離りも威力も限られる。

　しかしそのセオリーを肉体の改造が打ち破る。

　木原病理の右腕の側面に、何かひだのようなものが生まれる。スカイフィッシュ。『目に見えない速度で自在に飛び回る』未確認生物の推測構造を取り込んだその腕なら、ダーツのような動作で軽く鉄釘を放るだけで、一〇〇〇メートル先のコンテナを正確に貫く事もできる。

「私達『木原』の敵に設定されているのは主に『グレムリン』ですけど、そもそもの主目的はバゲージシティを運営する反学園都市サイエンスガーディアンと、彼らを防衛する者の排除ですからね。その枠組みに入ってしまった事を後悔するしかないでしょう」

　一度放たれればそれで終わり。

　相手は超人的な速度で逃れるかもしれない。だが長くは続かない。野菜工場の山の上から見下ろされる形で行われる木原病理の狙そ撃げきを逃れて遮しや蔽へい物ぶつへ逃れるためには、長いコンテナの列を走る必要がある。その間に攻撃できるチャンスはおそらく正確な狙撃で八発、連射で三〇〇発。さらに野菜工場のコンテナの陰に逃れたとしても、そのコンテナを破るだけの貫通力もある。

　あとは確率の問題だ。

　弾丸を五発込めたリボルバーで、一〇〇回ロシアンルーレットを実行したとしよう。一発ごとにシリンダーをランダムに回転させれば『最後まで生き残る確率』も発生するが、それがどれだけ困難かはわざわざ説明するまでもない。

　しかし、隙すきだらけの雲くも川かわ鞠まり亜あ、サフリー＝オープンデイズ、近江おうみ手しゆ裏りなどの頭や胸に超音速の鉄てつ釘くぎが突き刺さる事はなかった。

　狙そ撃げきの寸前に、木き原はら病びよう理りの耳が捉とらえたのだ。

　ガツン、という。

　間近のコンテナを踏ふむ足音を。

「っ!!」

　木原病理は寝そべった状態で身をひねり、音源に向けて右手で握った鉄釘を発射した。具体的にそれが誰だれだったかなど気に留めなかった。とにかく標的の眉み間けんに向けて超高速の狙撃弾を撃うち、実際に急所へ叩たたき込む事に成功した。

　その人物はコートを着ていた。

　その人物はフルフェイスのヘルメットを被かぶっていた。

　ヘルメットの眉間部分に太い鉄釘がめり込み、大きな亀き裂れつを無数に走らせる。フルフェイスヘルメットが完全に砕けるのに、一秒もかからなかった。硬いヘルメットは破は壊かいされ、その素顔が露あらわになる。
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　傷一つない顔。

　本来であれば、頭ず蓋がい骨こつを破は壊かいされ脳のう漿しようが飛び散っていなければおかしいはずの顔。

　そして何より。

　木き原はら病びよう理りの良く知る、とある男のその素顔。

「木原、加か群ぐん……ッ!?」

　その頭蓋骨を粉砕するはずだった鉄てつ釘くぎは、弾はじかれ、回転しながらどこかへ落ちる。

　無視して男は言う。

「……この一いつ瞬しゆんを得るために、苦労させられたぞ」

　急所を撃うち抜かれたはずなのに、傷一つないその男は一歩踏ふみ出す。

「木原円えん周しゆうを出し抜き、自分の標的を倒すための餌えさとして再利用して、『木原』らしい愉悦に浸るこの瞬間を。お前が雲くも川かわ鞠まり亜あ達に抱いたのと同じだよ。状況が安定するこの瞬間を待っていた。車くるま椅い子すに脚力補助ロボット、『未元物質ダークマター』による足の形成に、その体。……普通に殺して満足する程度じゃ、木原病理の安全装置を全部破壊できたという確証は得られないからな」

　だから待っていた。

　ある程度のダメージを受けて、全すべての安全装置を失う時を。

　むき出しの木原病理が現れる時を。

　自信満々に、最終兵器を取り出す時を。

「安全装置はもう出し尽くしたか？　変形はもう打ち止めか？　だとしたら、私としてはとてもありがたい。ようやく木原病理にとどめを刺すチャンスが回ってきたんだからな」

「……あなたが自分の中の『木原』を恨うらんでいるのは分かります。通り魔まから小学校の生徒達を守るとはいえ、その解決方法として、とっさに殺人を選んでしまったんですからね。ですが、それで他の『木原』を恨むのは筋違いでは？」

「気になってはいたんだ」

　木原加群はあくまでも静かに言う。

「確かに私は教え子達を守るために通り魔を殺害した。裁判でその罪は認められなかったがね。だが、あの通り魔は結局何だったんだ？　まさかと思うが、たまたま私を活躍させてくれるためにたまたま私の前に現れてくれた悪党って訳じゃあないだろう？」

「……、」

「あれは、お前に用意された駒こまだった」

　質問するのではない。木原加群が行っているのは答え合わせだ。

「何しろお前は人を諦あきらめさせる天才だからな。望むタイミングで人間の理性を焼き切る事だって難しくない。何の変哲もない子供を追い詰め、通り魔に仕立てる事だってできる。それに何より、お前の行動の基準に諦めがあるとしたら……」

「だぁって」

　木き原はら病びよう理りは寝そべった状態からゆっくりと起き上がり、自分の体を軽く叩たたいて雪を落としながら、

「人の役に立つ『木原』とか、子供達から尊敬される『木原』とか……さっさと諦あきらめた側からすれば、そんな可能性があったら困るでしょう？　『木原』の代表としては、加群ちゃんにもきちんと諦めてもらわないと」

「くだらん答え合わせだが、お前の口から聞けて良かったよ。このトリガーは、想像していた以上の効果があった」

『木原』と『木原』の答え合わせ。

　模範解答。

　彼らが導き出すそれに、当然ながら希望などない。

「結局、通り魔まにされたあの子も被害者の一人だったんだ」

　木原加か群ぐんの無表情が、わずかに歪ゆがむ。

　そこから『まっとうな』怒いかりが表出する。

「……それを深く考えもせずに、私は悪として葬ほうむってしまった。もう二度と覆くつがえす事ができず、被害者のあの子を死後の記録まで通り魔として汚してしまった。だからこれは、せめてもの復ふく讐しゆうさ。私とお前、加害者二人が倒れる事で初めて成立する復讐だ」

　単に真相を暴けば終わる訳ではない。ただ黒幕に責任を全すべて押し付けて逃げてしまおうなどと考えるのでもない。

　自分のやった事にケリをつける。

　木原病理がかつて否定しようとした『先生』が、目の前に立ち塞ふさがる。

「あらあ、困ったわあ。加群ちゃんたらまーだまだ折れていないみたいですねえ」

　メキメキという音が、笑う木原病理の体内から響ひびき渡る。

　明確に、攻こう撃げきの準備が進む。

「そもそもあなたが守りたいのは、すでに死んでしまった通り魔だけじゃあないでしょう？　那な由ゆ他たちゃんみたいな『木原』の中にいる可能性、あるいは雲くも川かわ鞠まり亜あのような学園都市製、何だったらサフリー＝オープンデイズや近江おうみ手しゆ裏りみたいな部外者だって構わない。あなたはかつてそういう『先生』だった訳ですしねえ」

　手落ち。

　失敗。

　人を諦めさせるエキスパートは、改めて完かん璧ぺきな仕事をまっとうすべく笑顔を大きくさせる。




「だったらちゃんと折らないと。他人を諦めさせるっていうのは、全てを諦めた私が唯一諦めたくないスタイルなんですからねえ!!」




　木き原はらと木原の激突が、始まる。
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　山積みされた野菜工場のコンテナ。二〇メートルの高さで木き原はら加か群ぐんと木原病びよう理りが激突する。初手を放ったのはやはり木原病理の鉄てつ釘くぎだった。ゴッ!!　と、スカイフィッシュの構造を取り込んだ右腕から勢い良く射出された狙そ撃げき弾だんは、木原加群の脳天と心臓を確実に貫いていく。

　そのはずだった。

　しかし傷はない。出血もない。木原加群は大きく仰のけ反るものの、それ以上の目立ったダメージを見せない。肉体が回復しているのではなく、そもそも傷がつかない。彼は構わず大きく踏ふみ込む。人差し指と中指を伸ばし、空を切るように右腕を振るう。

　ドンッ!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

　何が起きたのか、木原病理には理解できなかった。

　ただし事実として、明確に彼女の右腕が肩の所から切断されていた。そして木原加群の指先から、数メートルの青白い光の刃が伸びている。まるで長大な剃刀かみそりの刃を指で挟んでいるかのように。

「は、ははっ!!」

　木原病理の笑み。

　切断された腕からは、そもそも出血すらしなかった。その不自然な断面が、ボコボコと盛り上がっていく。

「形状変化、イエティ参照!!」

　木原病理のシルエットには不釣り合いな、太く毛むくじゃらな腕が飛び出した。木原加群のわずかな警戒。想定の範囲の外へ状況が飛び出た事で発生する、思考のラグ。その混乱を見逃さず、木原病理は真上から巨大な拳こぶしを木原加群へと叩たたき込む。

　コンテナごと粉砕された。

　ベゴォ!!!!!!　と、炸さく裂れつする轟ごう音おんと共に、木原加群は、彼が立っていたコンテナごとグシャグシャに潰つぶれて沈み込んだ。

　確実に死んだ。

　肉も骨も内臓も、ゴリゴリと潰す感触を確かに得た。

　そのはずなのに。

「この程度か」

　滑すべり込む声。

　直後に、あらゆる音が消えた。

　いくつもの青白い光の筋が乱舞し、ひしゃげた野菜工場を幾いく重えにも切断する。ただの忌いま々いましい拘こう束そく具ぐを取り外した。中から現れ、一段下から木き原はら病びよう理りを見上げる木原加か群ぐんの目はそう語っていた。

　傷一つない。

　一滴の出血さえ認められない。

「なん、だ……？」

「第二位というブランドを取り込む事へ夢中になりすぎたか？　たとえ素材が何であろうが、最終的な総合評価がこの程度なら、苦も無く目標を達成できそうだな」

「そういうあなたは何を取り込みました……？　あなたの『木原』が私には見えない!!　そもそも臨死体験の研究を行っていたあなたは、どちらかと言えば入眠時幻覚などを得意としていたはず。この手の力技には縁がないはずだったのに!!」

　木原加群は答えない。

　木原病理は右腕の構造をスカイフィッシュへ変更し、太い鉄てつ釘くぎをさらに三発以上撃うち込んだが、やはり木原加群にダメージはない。得え体たいのしれない刃で弾はじき落としたのとは違う。高速で回かい避ひしたのとも違う。

　直ちよく撃げきだった。

　頭部と心臓と胃袋。いずれも必殺の急所。にも拘かかわらず。

　いいや、木原加群は体の位置を微調整し、むしろ自分から急所へ当てに来ていた。

　そして。

　木原病理が混乱する間にも、木原加群は的確に動く。一段下からよじ登る事はせず、青白い光の刃を振り回してそのまま手近な野菜工場を片っ端ぱしから切断していく。山を崩し、木原病理の方を自分のいる段へ強引に引きずり降ろす。

　金属の残ざん骸がいと共に滑すべり落ちる木原病理は、向かってくる木原加群を警戒しながらも、頭の中でこう思う。

（おかしい。私は『木原』だから知っています。『木原』は『木原』として何かしらの科学と強く結びついているはずです。逆に言えば、まんべんなく科学を学んでいる者は、科学に縛しばられる『木原』の戦術をある程度推測できるものなのに……ッ!!）

　イエティの構造を取り込んだ右腕でとっさに木原加群を薙なぎ払おうとするが、そもそも一切ダメージの通らない木原加群には何の障害にもならない。回かい避ひ行動も取らずにさらに大きく踏ふみ込み、人差し指と中指を合わせた右手を、そこから伸びる青白い光の刃を無造作に振るう。

（読めな、い……っ!!　こいつの、木原加群の力には、一体どんな科学が根付い……っ!!）

　思考が途切れる。

　木原病理の顔面が、斜めに裂けた。

　ズレた。

　頭ず蓋がい骨こつも脳のう髄ずいも、その全すべてが竹筒のように、奇き麗れいに滑すべり落ちる。

　脳の破は壊かい。

　その死。

　決定的なその瞬しゆん間かんの直後に、新たな動きがあった。

「形状変化、リトルグレイ参照」

　中途半はん端ぱに胴体部分に残されていた唇くちびるが、滑なめらかな言葉を生み出す。

　木き原はら病びよう理りの左手の五本指の先せん端たんが、ボゴン!!　と風船のように膨ふくらんだ。サイズはおよそオレンジ程度。別のたとえなら、幼児の頭蓋骨程度。

　脳を製造する機能。

　それがあるのなら、学園都市に住む者ならさらなる可能性を考こう慮りよするだろう。




　ズボァ!!!!!!　と。

　直後に不可思議な『能力』が発動し、木原加か群ぐんは凄すさまじい爆発に巻き込まれた。




　右腕を巨人のものに変え、左腕に五つの脳を備えた『怪物』は、ゆっくりと笑う。

　吹雪ふぶきの中に広がる灰色の粉ふん塵じんへ話しかける。

「元々は、脳だけ製造して能力を使用させられるかという実験の副産物なんですけどね。どうも実験自体は失敗でして。やはり、脳とは肉体の中の一部品であるとする説が正しいようです。平たく言えば、私という肉体にんげんのかたちを経由しなければ脳は脳として能力を発動できない」

　欠けた笑みは、時間の経過と共に丸い顔面を修復していく。

「まあ異能力レベル２と強能力レベル３の間ぐらいの力しか使えないんですが。初歩的な『念動能力テレキネシス』だって五人分を効率良く束ねれば人体の処分ぐらいはできるんです。波状攻こう撃げきで血肉を骨から削そぎ落とす形でね。不意打ちならこれでも結構効果ありでしょ？」

　心臓を破った程度では止まらない。

　脳を切断した程度では停止しない。

　製造できれば代用できる。代用できれば喪そう失しつできる。人が人として生きていく形そのものを木原病理は凌りよう駕がする。

「……これでこそ『木原』。科学という人類共通の基き盤ばんを利用しておきながら、その方法によって想像できる範囲の外へ突き抜けた者。真髄のほど、理解していただけました？」

「そうだな。もちろん分かっていたとも」

　突然聞こえた男の声に、木原病理の笑みが凍りついた。

　そして気づく。

　灰色の粉ふん塵じんが吹き散らされる。爆発によってバラバラになったはずの木原加群が、五体満足で立っていた。コートも上着も吹き飛ばされ、マイナス二〇度の中に地肌をさらしながら。しかし元々そうであったかのように、その上半身には血の一滴もついてはいない。

「……いつ、修復しました？」

「元々破損はしていない。できない。そういう風に、私の体は作り変えてある」

　木き原はら病びよう理りの足元がぐらつく。

　目の前の戦力よりも、それが何に基づいているものかが理解できない方が、木原病理を不安定にさせていく。彼女は『木原』の中でも上位グループに属する『木原』だ。専門以外の分野であっても、一目見ればどんな科学が使われているかは看破できるはずだ。にも拘かかわらず、それが全く読めない。理り不ふ尽じんな現象を目まの当たりにしているのに、そのトリックとなるものが少しも理解できない。

　木原病理自身、脳や心臓をいくらでも量産できる存在ではあるが、それとも法則は違う。彼女の思いつくありったけの科学と照らし合わせても、今の木原加か群ぐんを説明できる仮説を立てる事はできない。

　では何なのだ？

　何の力も法則も借りずに、あんな人間としての摂理をねじ曲げるような現象を起こせるとでも言うのか。

「いいや……」

　木原病理は呟つぶやいた。

　あるにはある。あらゆる科学に精通しているはずの彼女でも理解のできない法則が。科学という大きなカテゴリのさらに外側にある何かが。木原病理自身、目の当たりにしたはずだ。このバゲージシティで、一度はそれに追い詰められたはずだ。

　そう。




「まさか、あなた……グレムリン、だったんですか……っ!?」




　おおよそ科学と呼ばれる世界の中で、あらゆる外げ道どうを突き進み各おの々おのの外法を極めたとされる『木原』達の中でも、なお前人未到のその領域。

　魔ま術じゆつ。

　あるいは、それを操る魔術師。

「何を言っている？」

　対して、木原加群は右手の人差し指と中指を伸ばし、軽く笑う。

　青白い光の刃が、改めて伸びる。

「私は『木原』だぞ？　戦う相手の想像の外へ出なくてどうする？」

「このっ、外道が……っっっ!!」

　今まで散々負け犬達から言われてきたその文言を思わず口に出してしまう木原病理。しかし同時に彼女は考える。意識の外にあった可能性を考こう慮りよし、目の前の現象を新たに分析し始める。

（本当にあらゆるダメージを無効化できるなら、わざわざこの日を選んで私を襲おそっては来ないでしょう。学園都市へ真正面から侵攻して『木き原はら』を皆殺しにする事だってできたはずです。木原加か群ぐんの防壁には何かしらの特徴がある。それは彼自身の行動から推測できるはず）

　魔ま術じゆつというものを、『学園都市製とは違う異能の力』であると仮定し、『まるで学園都市製の能力者と対抗するように』思考パターンを組み上げていく木原病びよう理り。

（木原加群は私の攻こう撃げきをわざと急所へ当てに来ました。となると……）

「っ!!」

　右腕にスカイフィッシュの構造を取り込み、太い鉄てつ釘くぎを発射する木原病理。

　狙ねらいは木原加群の急所ではない。むしろ肩。普ふ段だんなら見過ごされる程度のかすり傷をつけるために、超高速で木原加群の皮ひ膚ふだけを正確に削り飛ばす。

　予想通りだった。

　今度は傷がついている。滲にじむような出血もある。

「仕組みは不明ですが、致命傷となる攻撃だけを確実に無効化する。それがあなたの防壁のようですね！　だとすれば……っ!!」

「致命傷にならない程度の細かい傷を大量に作って、時間を空けた出血多量で私を殺す、か？」

　自らの弱点を露ろ呈ていしながら、しかし木原加群の表情は変わらない。

「北欧神話では剣の柄つかに石をはめ込む事が多くてな。何でもこうしたお守りは戦せん闘とうで生じた傷を癒いやす効果を持つのだそうだ。……ただし未熟な私には致命傷の回かい避ひしか再現できなかったが」

　科学の権ごん化げには、だからこそ通じないであろう事を理解しながら、木原加群は続ける。

「しかしこれも使いようはある。ヴィーティングという剣の話をしよう。決けつ闘とう用ように使われるこの剣は、持ち主が劣勢になった時に刃が欠け、その飛んだ破片によって逆転劇を生み出した。……致命傷を確実に回避する術式と、ダメージを負うほどに刃の切れ味が増す術式。組み合わせれば刀剣の破は壊かい力りよくは天てん井じよう知らずになるという訳だ」

　人差し指と中指を伸ばした右手を、数メートルもある青白い光の刃を、ゆっくりと水平に上げる。

「……一撃の致命傷抜きで私を殺すとすれば、最低でも一二分は必要になる。それだけあれば十分だ。お前を五二回は殺害できる。そして戦ってみて推測だけでなく確信を得た。お前は何な故ぜその力を普段から使わないのか。というか、それだけの自由度がありながら、木原病理という女性の形でなければならないのか。……単純に脅おびえていた訳だ。こうしている今も、お前は急速にお前の形を見失いつつあるだろう？」

「っ!?」

「第二位を御しきれていない証拠だ。電気信号で無理矢理命令しようが、第二位が製造したものには第二位の匂においがどこかに残る。そしてそれは移植手術の拒絶反応のように、木原病理の意識を作り物の体から追い出そうとする。限界は一〇〇秒か？　五〇〇秒か？　そう長くはないだろうし、その間私がお前を殺し続ければ、お前は危険と分かっていても第二位に頼たよらざるを得なくなる。時間経過によってお前の崩ほう壊かいが一定値を超えれば、後は勝手に自滅の道を転がり落ちてくれるはずだ。お前という肉体は殺せないかもしれないが、お前という精神はどこかへ消える」

「……形状変化、ネッシー参照」

　もぞり、と。

　木き原はら病びよう理りのシルエット全体が、不気味に蠢うごめく。

　何か巨大なモノへと変化していくため、その前兆めいた組み替えが体内から行われていく。

「私とあなたはほぼ不死に近い。それでも明確な違いがあります。それはダメージを回復するか、あくまでも押し留とどめるか。小さなようで、この差は大きいはずです。特に互いを削り合う消耗戦では」

「……、」

「私は勝ったら体を修復できる！　しかしあなたは勝っても傷を引きずり続ける!!　それなら私は勝つ事を考える必要さえありません。相討ち。共倒れ!!　それで結構。それでおしまい！　対するあなたは勝つしかないのです。勝って勝たなければ勝負を終わらせられない!!　この差は決定的です。言ってみれば、私はジャンケンで勝ってもあいこでも勝負を終わらせられる状態なのですから!!」

　ギチギチと体を膨ぼう張ちようさせていく木原病理。

　悪竜と騎き士し。

　多くの神話で描かれ、北欧神話においても好んで扱われるその構図を生み出してしまった事に、魔ま術じゆつに疎うとい彼女は気づいていないのか。

「……それは違うよ、木原病理」

　そして、決けつ闘とう剣けんヴィーティングを体現する魔術師はわずかに俯うつむき、ポツリと呟つぶやいた。

　あるいは、北欧神話の英えい傑けつ。

　ベルシの名を冠する男が。

「最初に言ったはずだ。私はお前の手で通り魔にされたあの少年の仇かたきを討つためにここまで来たと。だとすれば、勝ちも負けもない。通り魔を作ったお前と、通り魔を殺した私。ただこの二人の相討ちのみが私の目的を果たす」

「まさか……」

　呻うめく木原病理に、その男は顔を上げた。

　そこには、かつて木原病理が全力をもって塗り潰つぶしたいと思っていた、彼がいた。

　あの『先生』が。

「ありがとう、木原病理。第二位を持ってきたのは予想外だったが、そうでなかったとしても、お前は何かしらの方法で肉体の強化を図っただろう。こういう特性の力をぶつけ合えば、こういう消耗戦の結末を辿ると思っていた。お前のその外道は私の予想通り、唯一無二の勝利に導いてくれたよ」




　ゾンザンバンガンザンガンギン!!!!!!　と。

　騎き士しと悪竜が激突し、両者は共に死へ向かう。

　それはどうしようもなく救いがない話で。

　同時に、救いようもなく殺されてしまった通り魔まの少年に対する。

　ちっぽけな復ふく讐しゆうを完成させた。
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　その暴風は、地上にいる雲くも川かわ鞠まり亜あからもはっきりと見えた。

　山積みにされた野菜工場のコンテナの上階層が切断され、叩たたき潰つぶされ、それらの破は壊かいの中でさらに血肉を削り合う怪物達。明らかに普通の勝負とは概がい念ねんが違った。防御というものが存在しない。文字通りにお互いを殺し合う、ただそれだけの戦せん闘とう。潰れ、ひしゃげ、貫き、切り飛ばし、削そぎ落として、嚙かみ砕く。あらゆる破壊行為を凝ぎよう縮しゆくしたその戦闘は、坂道を転がり落ちるように両者を死へ追い詰めていく。

　雲川鞠亜は一つの名を叫んだ。

　しかし男は答えなかった。

　どうしようもない轟ごう音おんが炸さく裂れつし、天上の二人に変化が訪れる。片方……まるで人間の女性が恐竜に吞のみ込まれたようなシルエットの怪物が、足を滑すべらせた。コンテナの山の段差に何度か激突しながら、雲川鞠亜のいる地上へと落下してくる。

「な、ん……」

　ボソリ、と。

　雪の上で潰れるように広がった恐竜が、何かを呟つぶやいた。

　それは柔らかい女性の声で、

「なんて、事でしょう……。別に、あれを殺す必要なんてない。こんな、こんな所に、あれを『諦あきらめさせる』には格好の相手がいただなんて……」

　首長竜にも似た何かが、雲川鞠亜を見据える。まるで人間の歯のようなものがズラリと並んだ巨大な口が、開く。

　束つかの間ま、彼女は思い出していた。

　この恐怖。

　かつて味わったもの。

　小学校の校門の近くで、刃物を持った誰だれかに見据えられた時と同じ感覚。

　しかし、今回もその凶刃が雲川鞠亜を襲おそう事はなかった。

　今回は、ではなく、今回も。




　真上から。

　恐竜の頭に右腕を突き刺すような格好で、あの男がコンテナの山から落下してくる。




　その男にはすでに左腕はなく、上半身はくまなく血で汚れ、全身の至る所の肉を削そぎ落とされていた。

　それでいて、なおその男は自己の流りゆう儀ぎを貫いた。

　一体どういう技術を使ったのか、残る右腕は肘ひじの辺りまで恐竜の頭の中に突き込まれていた。そして、それが決着をつける。首長竜は絶叫を上げてのたくろうとしたが、途中でその力すら尽きたらしい。真横へ身を投げ出すように体を倒し、それきり動かなくなった。体の色が透き通ったような白色になり、サラサラと雪の中へと溶けていく。

　男の方も、恐竜の頭に振り回される形で、雪の中へと投げ出されていた。一つ一つの傷は致命傷を避さけているが、総合的な出血の量が男の命を確実に奪っていく。しかも傷口の位置からそれを望んでいたであろう意思さえ感じ取れた。

「先生!!」

　駆け寄る雲くも川かわ鞠まり亜あは、男を名前ではなくかつての呼び方で叫んだ。倒れたまま、焦点の合わない瞳ひとみで、男は音源を追い駆けようとする。しかし実際に男が雲川鞠亜を認識しているかどうかは怪しかった。おそらく、すでに前後の記き憶おくは消失している。ここがどこか、それを思い浮かべる能力すら失われているはずだ。

　雲川鞠亜の顔を見上げながら、男は別の誰だれかを見ているようだった。

　全身の力を失ったまま、男の唇くちびるが微かすかに動く。

　彼は確かに、こう言った。




「済ま、なかっ、た……」




　それきり、男は動かなくなった。

　きっと、その一言を言うために、男はこれまでの人生の全すべてを費やしてきたのだろう。

　それが口から出たという事は、おそらく長い間ずっと彼を苦しめてきたものが、たった今取り除かれたのだろう。

　全てをかなぐり捨てて。

　限界以上に自分自身を削り取って。

　そうやって、そこまでして、最後の最後に絞り出された言葉が、贖しよく罪ざいの一言だった。

　雲川鞠亜はしばらく動かなかった。

　やがて、マイナス二〇度の吹雪ふぶきにうっすらと男の顔が埋もれていくのを自覚して、ようやく彼女は呟つぶやく。

「……知ってるよ」

　流した涙も凍る世界の中で、雲川鞠亜はわずかに俯うつむく。

　その声が、叫びに変わる。今まで溜ため込んできたものの全てが吐はき出されていく。

「ずっと調べてきたんだから知ってるよ!!　先生が私達を助けるためにやった事も、私達が人殺しに憧あこがれないようにって黙だまって消えた事も！　あの通り魔まが『誰だれか』に用意されたらしい事も、先生はその事をずっと気に掛けていたんじゃないかって事も!!　せんせいがっ、あなたが今、本当は誰に謝っていたのかも!!」

　答える声はない。

　微かすかに頷うなずく事さえない。

　白い雪に埋もれていくその顔にあるのは、ただ一方的に満足した勝者の笑みだ。

「そして先生が知らなかった事も私は知ってる!!　あなたが助けてくれた命は、各おの々おのの道にきちんと進んでいる！　みんなあなたに感謝していたし、みんなあなたを心配していた。無む駄だじゃなかったんだ。先生がどれだけ自分の行いを憎ぞう悪おしたかは知らないけど、それは絶対に無駄な事なんかじゃなかったんだ!!」

　その面おも影かげが、シルエットが、消えていく。

　容よう赦しやのない吹雪ふぶきは、動かぬ者をただ白一色で塗り潰つぶしていく。

「ちくしょうっ、満足そうな顔で死んでんじゃねえよ!!　ぶん殴なぐるぞ！　ぶん殴って目を覚ますなら本当にボコボコにしてやるぞっ!!　そもそもアンタそういうのが一番嫌きらいだったろ!!　だからここまで徹てつ底てい的てきに自分を貫いてきたんだろ!!　なのに、何で……何で自分の死だけはこうも簡単に受け入れられちまうんだよ!!」

　叫び、嘆いて、泣き喚わめいても。

　それでも結果は変わらない。

　そんな世界の中で、そんな世界の中だからこそ、木き原はら加か群ぐんは一つの決着をつけて、雲くも川かわ鞠まり亜あは残された世界の中で生きていく。

　人生を捨てて行われた選択に救われた命を、無駄にはしないために。







　バゲージシティを席せつ巻けんしていた『木原』は完全に途絶えた。

　ただし、この街にはもう一つの集団が息づいている。

　グレムリン。

　その一人。

　片足を引きずるように移動し、片目を大きなガーゼで無理矢理に覆おおうマリアン＝スリンゲナイヤーは野菜工場のコンテナの山で、その光景を目まの当たりにした。木原加群、いや彼女達の言葉で言うならベルシの、明確な死。その事実を受けて、マリアンはよろよろとコンテナの壁に体を預ける。

「冗、談……だろ……？」

　ポツリと呟つぶやいた声に、ベルシの近くにいた何人かが振り返った。だがマリアン＝スリンゲナイヤーには数えられない。その他大勢なんてどうでも良い。彼女の目には、雪に埋もれていく一人の男しか見えていない。

「なんだかんだで死なないもんだと思っていたんだぞ。ていうか、そういう風にならないように私は私の技術をお前に叩たたき込んだんだぞ。それが、何だ、何でだ？　こんな、まるで、パズルを完成させるみたいにきっちり死にやがって!!」

　その動揺は、普ふ段だんの彼女からは想像もつかないかもしれない。

　人間さえも生きたまま改造し、己の武器に変えてしまうグレムリンの魔ま術じゆつ師しとしては。

　だが違う。

　多くの人間へ非道な行いができるというのは、言ってしまえば敵味方の線引きを明確に区切っている事を意味している。敵でも助けるとか、味方でも裏切るとか、そういう曖あい昧まいな事は一切しない。マリアン＝スリンゲナイヤーは、一度仲間と認めた者のためなら世界だって壊こわせる人間なのだ。

「私か？　私がピースを揃そろえてしまったのか……？　いいや違う。お前はそうじゃない。たとえ私が何も与えなかったとしたって、お前は別のピースを使ってパズルを完成させていた。お前はそういうヤツだった。そういうヤツだったから私は回かい避ひしたかったんだ!!　回避していたはずだったのに!!」

　そんなマリアンが、明確に直面する。

『仲間』の死に。

「何だ、よ、これ……」

　いいや。

　直面したって受け入れられるはずがない。

「何だっつってんだよォォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　変化が起こる。

　マリアンの周囲。何もないはずの空間がミシミシギシギシとおかしな音を立てる。

　彼女の持っているスマートフォンから電子音が鳴った。マリアン＝スリンゲナイヤーは通話に応じなかったが、勝手に魔術的な通信に切り替わる。

　オティヌス。

　北欧神話における主神の別名。グレムリンの中では魔ま神じんとして知られる者の言葉が届く。

『駄だ目めだマリアン！　出力が高すぎる!!　そのまま進めると今までの実験全部が潰つぶれてしまうぞ!!』

「……うるせえよ」

　ボソリと。

　怨えん嗟さに満ちたその声は、魔ま神じんの言葉すら跳ね除のける。

「そもそも出し惜しみなんかしてなけりゃ、こんな風にならなかったんだ。アンタみたいな魔神が表に出ていれば、ベルシがぶっ倒れる事もなかったんだ。同じように、私だって」

『お前……まさか、あれを出すつもりか!?』

「使うよ。使うに決まってんだろ。今さら何もかもが遅かったとしたって、このまま退けるか。このまま終わらせてたまるか!!　実験がどうした。グレムリンが何だ。魔神程度がどうだってんだ!?　あァ!?　ベルシを殺しやがったバゲージシティの連中全部まとめて抉り出さなきゃ気が済まねえだろうがよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　叫びながら、マリアン＝スリンゲナイヤーは自分の手をオーバーオールの中へ差し込む。

　引き抜かれたのは、黄金の工具ではない。

　鞘さやに収まった、一本の剣。

『戦乱の剣ダインスレーヴ』。

　北欧神話においては、最終戦争ラグナロクの合図の一つ。これを振るった王が起こす戦争は、そのままラグナロクの始まりまで続くと言われる、人間の手で操れる中では最大クラスの災さい厄やくを生み出す伝説の魔ま剣けん。

　その名を冠し、その危険性を誰だれよりも知る製造者は、しかし躊ちゆう躇ちよなくその鞘を握る。

　握って、叫ぶ。

「さあ弔いを。テメェら数百万の頭蓋骨を積み上げてベルシの墓を作ってやる!!」
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　木き原はら加か群ぐんがマリアン＝スリンゲナイヤーと出会ったのは今から三年ほど前だ。当時はまだ第三次世界大戦など起きておらず、当然ながら戦争によって発生した『グレムリン』などという枠組みも存在しなかった。

　ある意味において、マリアン＝スリンゲナイヤーにとって、木原加群とは『グレムリン』の魔ま術じゆつ師しよりも近しい存在だったのかもしれない。




「ま、『投擲の槌ミヨルニル』と同じで腐れ縁だしねえ。あいつに関しては生の貝が食えない事も理解しているよ」




　当時のマリアンは黒小人ドヴエルグとして『神々の武具』を作るのではなく、黒小人ドヴエルグが使う工具の進歩を目指していた。蒸気機関が産業革命を起こして戦争のレベルを爆発的に変化させたのと同じように、工具の進歩によって絶滅しかかった黒小人ドヴエルグの力や技術を世界全体へ知らしめよう、などと考えていた訳だ。

　彼女は自身の目的のために必要な人材を捜しており、白羽の矢が立ったのが放浪中の木原加群だった。

　もっとも、結果としては、




「その技術の詳細は私にも分からず、それ故に個人的な興味は尽きないのだが……見たところ、すでに機材としての黄金比は完成しているな。私の知る『木原』によって手を加える事はできるが、純度は下がる一方だろう」




　と木原加群に切り捨てられるものだったが。

　とはいえ、人がその一生をかける目的の間違いを、穏おん便びんに指摘するというのは一つの才能だ。マリアン＝スリンゲナイヤーのような破は綻たん者しやに対してならなおさらである。この辺りも、木原加群の『前職』が活いきていたかもしれない。

　マリアン＝スリンゲナイヤーが木原加群に直接教えた事は少ない。

　木原加群は、『魔術というものが存在する確証』だけを得ると、後はほぼ己の力だけで魔ま力りよくの精製方法や術式の組み立てなどを積み重ねていく。

　マリアンは『投擲の槌ミヨルニル』にこんな事をこぼしていた。




「教え甲が斐いのないヤツだよ。教える事はいくらでもあるくせに、教科書通りに一つでも教えようとするとあいつの中で異物になる。結局、あいつが自分で学んで自分で覚えるしかない。できる事は修正ぐらいかな。ミサイルみたいに派手に飛ばす力を与えるんじゃなくて、落ちていく爆弾を尾び翼よくで軌道修正するっていう感じ？　……ははっ、この言い回しはあいつのがうつったか？」




『グレムリン』に合流した木き原はら加か群ぐんの貢献の多くは、魔ま術じゆつ師しとしてではなく、科学サイドの異い端たんの研究者としての側面であった。というより、『グレムリン』の魔術師達が科学技術を利用しようとする、その根幹に木原加群の知識があったと言っても過言ではない。おそらくは、彼が死んでも彼の知識は残り、『グレムリン』を動かす大きな力として機能していくのだろう。

　結局、木原加群は学園都市を捨てても科学から逃れる事はできなかったのだ。

　では、わざわざ学園都市を離はなれて新しい力を求めた木原加群は、魔術師としてはどの程度の強さだったのだろうか。

　マリアン＝スリンゲナイヤーに言わせれば、評価は以下の一言だろう。




「強いかもしれないけど、使い所は全くないよね」




　そもそもにおいて自滅願望。たった一人の仇きゆう敵てきに、勝つでもなく負けるでもなく、完かん璧ぺきな相討ちを果たすために磨みがき上げられた術式の数々。多くのねじ曲がった魔術師が集つどう『グレムリン』でも、彼の方法を参考にしようと思う者はいなかった。危なっかしくて触れない。誰だれもがそう考えていたのだ。

　実を言うと、マリアン＝スリンゲナイヤーは木原加群を計画的に『グレムリン』に引き入れた節がある。

　魔術師としてではなく科学者として木原加群が必要とされる事で、無む謀ぼう（としか、マリアンには表現のしようがなかった）な復ふく讐しゆう劇げきを足止めできるのではないかと考えていたのだ。

　しかし、実際にはそうはならなかった。

　木原加群は確かに『グレムリン』の科学方面の数少ない中核として多忙な日々を送る羽は目めになったが、その合間にも自己の術式を改良し、他の魔術師の技巧を学び、ただでさえ危うい彼の魔術をますます先鋭化させていった。

　おそらく、彼は何があっても復讐を実行するのだろう。

　可愛かわいらしいひよこを見ても、それをどう復讐に活用できるかと考えてしまうのだろう。

　ここに来てマリアン＝スリンゲナイヤーは方向性を改める。彼の復讐は止められない。ならば全力でサポートして、木原加群を圧倒的に強くする。たとえ無謀な復讐劇に走っても、生きて帰って来れるぐらいに強化する。そういう風に、彼が考えている復ふく讐しゆうの顚てん末まつそのものをねじ曲げてしまう。

　それで何とかなると思っていた。

　彼女自身が認めた『仲間』を復讐の妄もう執しゆうから助け出せると思っていた。




「もしも復讐が終わってさ、それでも無意味に生き残っちゃって、何にもなくなっちゃったら、その時は私のトコに来いよ」




　マリアン＝スリンゲナイヤーは、しょっちゅう冗談のようにそう言っていた。

　実際には冗談でも何でもなかった。

　そして木き原はら加か群ぐんは曖あい昧まいに笑ったが、頷うなずいた事は一度もなかった。

　多分、答えはもう決まっていた。




　何も変えられなかった。

　何も助け出せなかった。




　結局、マリアン＝スリンゲナイヤーはただ『仲間』が死へ向かうのを眺めている事しかできなかった。

　木原加群は、自分自身を含む、一つの事件の元凶全すべてにケリをつける事で復讐を成し遂とげた。

　ならば彼女もその流りゆう儀ぎに従うまで。

　そこに何の意味もなくても。

　そこに誰だれの救いもなくても。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは、自分自身を含めて、ある男を死に追いやったその原因全てに牙きばをむく。
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　雲くも川かわ鞠まり亜あ、近江おうみ手しゆ裏り、サフリー＝オープンデイズの三人も、その異変に気づいていた。

　ふらりと現れた、新たな影。

　マリアン＝スリンゲナイヤー。

　どこかで負傷したのか片足を引きずるように移動し、片目には大きなガーゼを無理矢理にテープで固定している、痛々しい格好だ。

　だが。

　何よりも注目を集めるのはそこではない。

　その手にある、鞘さやに収まったままの洋風の剣を眺め、雲川鞠亜は率直に思う。

　あれはヤバい。

　学園都市でそれなりに『不可思議なもの』『不条理な能力』を使う相手とも渡り合った彼女ではあるが、あの剣はそんな彼女でさえ搦からめ捕るような威圧感を発している。

　野菜工場のコンテナの山の麓ふもとで、雲川鞠亜はごくりと喉のどを鳴らす。

「……話し合いで何とかなりそうな雰ふん囲い気きじゃないね」

「危険域ではある」

　と呟つぶやいたのは近江手裏だ。

　一度はマリアン＝スリンゲナイヤーを撃げき退たいしている彼女だが、その時の数値はもはや参考にならない事を悟っている。

　あの剣には、それだけの『何か』がある。

　その上で、

「でも、その形状は剣。間合いは限定されている。まずは三方に逃れ、相手の狙ねらいを分散させる。後はあいつが誰だれかを追う隙すきに、残る二人が死角に回り込んで奇き襲しゆうすれば勝機はある」

「飛び道具必須ってトコ？　私そーゆーの得意じゃないんだけどなあ」

　笑うサフリーの明るさには無理が見えたが、それでも自己暗示ができれば上々だ。恐怖に搦め捕られて足が動かなくなればどうしようもない。

　雲川鞠亜はマリアンを視界の中心に収めたまま、その端はしでサフリーを捉とらえつつ、

「使えるものは？」

「武術の域まで達していないからお披ひ露ろ目めしたくないんだけど、オーストラリア製の狩しゆ猟りよう道具なら」

「ブーメラン？」

「もっと単純だよ。紐ひもの両りよう端はしに石を結んで、遠心力で紐ごとぶん投げる。鳥の足を絡からめるためのものだけど、人間の頭だって狙ねらえるね」

「遠心力、か」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは微かすかに呟つぶやいてから、

「……それなら、私の能力とも相性が良さそうだ」

「お嬢じようちゃんは？」

　サフリーが近江おうみ手しゆ裏りに尋ねると、彼女は園芸シャベル型のくないを手の中で軽く回し、

「銃や火薬の流入が遅れた私の国じゃ、こういうのがとても発達している。もっとも、流入してからは一気に錆さびついたがね」

　方針は決まった。

　相手が何をしてくるにせよ、まずはその間合いに入る事だけは絶対に避さける。

　基本と言えば基本だが、リーチの管理はあらゆる勝負事で生死を分ける。そしてどんなに原始的でも、どんなにちっぽけな破は壊かい力りよくしかなくても、何度も何度も飛び道具を放てば相手は必ず消耗するはずだ。

　だから勝てる。

　逃げ道を誤り、野菜工場のコンテナが道を塞ふさいでいるような場所へ追い込まれない限り、分はこちらにある。

　そんな風に、半ば強引にでも自分達の意識をポジティブに切り替えようとしていた雲川鞠亜達だったが、

「充塡」

　マリアン＝スリンゲナイヤーの一言。

　鞘さやに納めたまま、無造作に掲げられる黄金の剣。

　それだけで。

　あらゆる希望が一いつ瞬しゆんにして消し飛ばされる。




　ゴッ!!!!!!　と。

　天空から閃せん光こうが降り注ぎ、マリアンの持つ黄金の剣に突き刺さる。




　爆発があった。

　マリアン＝スリンゲナイヤーを中心として巨大な閃光が炸さく裂れつし、全方位へ衝しよう撃げき波はが撒まき散らされた。アスファルトの地面が不気味に揺さぶられ、ただでさえ不安定だった野菜工場のコンテナ群がとどめを刺されるように倒とう壊かいしていく。積もっていた雪が一気に舞い上げられ、そして衝撃波に散らされる。雲川鞠亜も、近江手裏も、サフリー＝オープンデイズも、とっさに自分の上半身を両手で庇かばうのが精一杯だった。

「な、ん……？」

　天空が、歪ゆがんでいた。

　吹雪ふぶきを生んでいた分厚い雲が吹き飛ばされた、だけではない。

　確かに雲が吹き飛んだおかげで、大空には円形の青空が顔を覗のぞかせていた。しかし、その先。青いはずのその色に、異変がある。まるでノイズだらけのテレビのように、明確なブレが存在している。

　まるで。

　あの閃せん光こうが、別次元から青空を突き破ったかのように。

「一体、何が……？」

「言って分かるような頭持ってないだろ」

　吐はき捨てるような、マリアンの言葉。

　そして、頭上に掲げていた剣の鞘さやが、青白い火花を不気味に散らしていた。

　来る。

　得え体たいのしれない悪い予感を察知した雲くも川かわ鞠まり亜あは、とっさに近江おうみ手しゆ裏りとサフリー＝オープンデイズに声を張り上げる。

「散れ!!　相手が使うのはあくまで剣だ。予定通り分散して狙ねらいを……ッ!!」

　言葉を言い終える暇ひまもなかった。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは、ただ鞘を摑つかむ親指で、剣の鍔つばを軽く押し上げる。

　ほんの数センチ。

　禍まが々まがしい赤と金の刃が外気に触れる。

　それだけだった。

　恐るべき閃光も、どうしようもない大爆発も、そんな分かりやすい攻こう撃げきはやってこなかった。

　ただ。

　ほんの数センチだけ、その刃が顔を覗かせただけだった。




　ドッグン!!!!!!　と。

　何の前触れもなく、近江手裏の心臓が停止する。




「え……？」

　隣となりにいた雲川鞠亜には、何が起きたのか理解できなかった。

　唐とう突とつに、近江手裏の全身から力が抜ける。そのまま白い雪の上へと崩れ落ちていく。見た目に分かる出血や骨折などはなかった。眠っていると言われれば納得してしまいそうな状態だった。ただしここはマイナス二〇度の地獄。口から白い息が漏もれているかどうかは一目で分かる。明らかに、近江手裏の息の根は止まっていた。止められて、いた。

（なん、だ？　死んでしまった……？　本当に、こんなにも、あっさりと!?　何が起きたんだ。毒か何か、いや、ここは風上だ。そんな小細工ができるような状況じゃない……っ!!）

　キン、という硬い音が聞こえる。

　マリアン＝スリンゲナイヤーが親指を動かし、再び刃を完全に鞘さやへ収めた音だ。

　そして右腕をまっすぐ伸ばし、突きつけるようにその鞘をかざす。

　一言すらない。

　褐色の親指、ただその動きが。

　鞘の中に封じられている、禍まが々まがしき何かを再びこじ開けようとしている。

「まずい……まずい!!　何が起きているか分からないが、とにかくどこかに隠れ……っ!!」

　雲くも川かわ鞠まり亜あの言葉が、途中で千ち切ぎれた。

　今まさに、白目をむいたサフリー＝オープンデイズがゆっくりと雪の中へ倒れていく所だった。心停止。明確な絶命。人の命が、その尊厳が、あまりにもあっさりと奪われていく。

　数センチの悪あく魔ま。

　鞘と鍔つばの間から覗のぞく、赤と金の刃。

「……、」

　キン、という小さな音が、異様に響ひびく。

　マリアン＝スリンゲナイヤーが無言で刃を鞘へ収めた音だった。

　桁けた外はずれ。

　段違い。

　保有している戦力がどうの、機転や策略がこうのといった次元ではない。そもそもにおいて、戦いという形さえ成立させないほどに、マリアン＝スリンゲナイヤーの持っている剣の破は壊かい力りよくは大きすぎる。

　そして。

　無言のまま、その鞘が雲川鞠亜へと向けられる。

　刃は鞘に収まったままで、距きよ離りもある。厳密には狙ねらうも何もあったものではないはずだが、雲川鞠亜は自然と『明確に照準されている』感覚があった。

　眉み間けんに刃物の切っ先を突き付けられているような。

　背骨に針金を巻きつけて動きを阻そ害がいされているような。

　明確に向けられて、ようやく雲川鞠亜は気づく。

　気づいてしまう。

　近江おうみ手しゆ裏りやサフリー＝オープンデイズが、一体どうして心臓を止められたのか。

　その原因を。

「……その剣が、何かをした訳じゃない」

　雲川鞠亜は目を見開いたまま、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　まだマリアン＝スリンゲナイヤーは鞘さやから刃を出していない。にも拘かかわらず、すでに雲くも川かわ鞠まり亜あの全身を蝕むしばんでいくものの正体を、かろうじて口から漏もらす。

「ただ、私達の方が恐怖していたんだ。本領を発揮したあの剣の前にだけは立ちたくない。そんな目に遭あうぐらいなら、そうなる前に、ここで心臓を止めてしまった方がまだマシだって」

「一〇〇点満点」

　木き原はら円えん周しゆうが使っていたような、論理によって効果的に恐怖の数値を高めようとするものとは種類が違う。本能とか、魂たましいとか、もっと原始的で論理の通じない所から湧わき上がってくる純粋な恐怖だ。だからこそ、頭で考えてどうにかできる領域を超えている。

　回かい避ひ不能。

『恐怖』を感じる程度の知能があれば、その『恐怖』が生命体の証あかしを消し去る。

　だとすれば。

　あの剣は、鞘から抜き放たれる前から地球全人類を殺害するだけの効力を持つ。

　では。

　それなら。

　仮に、もしもの話、あの剣が完全に鞘から抜き放たれたら、一体何が起きてしまうのか……？

「じゃあ、もう良いよね」

　マリアン＝スリンゲナイヤーの唇くちびるが動く。

　その親指が、剣の鍔つばにかかる。

「もう死ねよ、元凶」

　滑すべるように、鞘の中の刃が動く。垣かい間ま見てしまう。抵抗する事が死よりも恐ろしいと認識させるあの刃を。雲川鞠亜にはどうする事もできなかった。あれは最初から恐怖の頂点なのだ。逃げ出すとか目を瞑つぶるとか、そうした些さ細さいなアクションすらとっくの昔に封じられている。

　そして。




　明確な


異　　　　　　



　　　　　　　　変が

　　　　あっ


た。　






「……あ？」

　雲川鞠亜の意識がブレる。前後の記き憶おくが呼び出せなくなる。目の前の景色が極ごく彩さい色しきに染まる。上下の感覚が消失する。熱さと寒さを受け取れなくなる。棒立ちのまま、全すべてがぐちゃぐちゃに混ざっていく。

　そうして、気づく。

　確かに何が起きているかは不明だが、そこで疑問を感じているという事は、雲くも川かわ鞠まり亜あはまだ生きているのだという事に。考える間もなく恐怖に心臓を止められたのではないという事に。何かの理由で、マリアン＝スリンゲナイヤーの剣は発動しなかった。いいや、そもそもあの剣自体が何かをしている訳ではない。雲川鞠亜の方が勝手に恐怖を感じて『生きる事を諦あきらめる』だけなのだ。だとしたら。

　雲川鞠亜の意識が、あの剣よりも優先して注目しているものがある。

　さらなる異常。

　だからこそ、恐怖を受け取る力が和やわらいだ。鈍感になって死を回かい避ひした。

　では、それは何なのか。

　原因は、マリアン＝スリンゲナイヤーのすぐ横にある。




　ビキィ!!!!!!　と。

　何もないはずの空間に、真っ黒な亀き裂れつが走っていた。

　そして、その中から。

　とある少年の右手が勢い良く飛び出してくる。




「チッ!!」

　マリアン＝スリンゲナイヤーの様子が初めて変わった。明確に焦あせっている。あれだけの剣があるのに。あれだけの剣があっても。少年の右手は剣を持つマリアンの手首を摑つかんでいた。彼女は武器を奪われるのを警戒したのかもしれない。乱暴にその手を振り払い、黒い亀裂から距きよ離りを取るように大きく跳び下がる。

「……やっと、追い着いたぞ」

　亀裂の中から、少年の声が聞こえてくる。

　振り払われたその手が、明確な握り拳こぶしを作り出す。

「ここまで来るのが遅かったかもしれない。入ってくるのに時間がかかり過ぎたかもしれない。それでも、俺はお前に追い着いたぞ、グレムリン。お前が生んだ空間の歪みが座標を教えてくれた。そして追い着いてしまえばもう好き勝手はさせない。お前達の操るモノを壊こわす力が、この右手には宿っているんだから」

　黒い亀裂が広がる。

　その中から何かが覗のぞく。

「このラインだ。この地点までが、お前達がルールを支配していた世界」

　広がる、広がる、広がる。

　何かを否定するように。前提を覆くつがえすように。

「そして」

　大きく開いたその亀き裂れつの中から、一歩。

　明確に、この世界へと踏ふみ込んでくる。

[image: ]




「ここから先は、俺のルールでやらせてもらう!!」




　上かみ条じよう当とう麻まが現れる。

　直後に、それ以外の全すべてに亀裂が入って砕け散った。

　まるで。

　雲くも川かわ鞠まり亜あが今まで見てきたものの全てが、一つの大きな幻想であったかのように。








接続過程









　学園都市が主導している科学的な超能力開発は、量子論をベースに作られたものだ。量子論というのはこの世界を極めて小さなレベルから考える学問であり、手を離はなした林りん檎ごは地球へ落ちるといったニュートン力学の通用しない不思議な分野だ。




　物体は確かにあるのだが、誰だれかが観測するとどこかへ行ってしまう。




　箱の中の物体は、可能性や確率でしか言い表す事ができない。あるかないかではなく、七〇％存在するという形でしか表現できない。




　缶ジュースやオレンジといった、ごく普通の『大きな科学の世界』で考えようとするとちんぷんかんぷんに思えるこういった量子論の概がい念ねんを発展させ、極めてミクロな世界を観測者である人の頭で操る事で、マクロな（＝つまり肉眼で見える大きな）世界を操ろうというのが、学園都市製の超能力である。

　しかしこの極めてミクロな量子論の対ついとなる理論がもう一つある。

　全体論。

　この膨ぼう張ちようする全宇宙を一つの大きなシステムやネットワークとして取り扱う、人間が考えられる範囲で最も巨大な視点による理論である。

　かつてはガイア仮説などに枝分かれし、地球規模の視点で環境や生態系を組み立てるのが主だった訳だが……地球上の生物は太陽風や月の引力などの影えい響きようを受ける事もあるし、時間軸や異なる次元まで含めた大きな『世界』の話となると、もはや惑星一つでものを考えられる問題ではなくなってくる。原点回帰の意味を込めて、最近では再び『全体』で語られる事の多くなってきた分野だ。

　グレムリンがバゲージシティという巨大な実験場を使って基礎理論を完成させようとしていたのは、この全体論を使った超能力開発だった。

　理論自体は単純だ。

　蝶ちようのはばたきが嵐あらしを生み出すとするバタフライ効果の逆。

　つまり、『世界規模』で大きな変化を生み、それによって掌てのひらから炎を生み出す、といったものだ。

　大きなものから小さなものへの影響、というと分かりにくいかもしれない。

　しかし我々は常に『大きなものからの変化』を受けている。

　例えば相対性理論。

　細かい定義はさておいて、『物体は光速に近づくほど時間の流れが遅くなる』という所だけ注目してみよう。

　自動車に乗っている人間と、飛行機に乗っている人間は、計測不可能なほど小さな誤差ではあるものの、『異なった時間』の中で生活している事になる。

　では、もっとスケールを大きくしてみよう。

　地球にいる人間と月にいる人間は？　月にいる人間と火星にいる人間は？　これもやはり、自転や公転の関係から『異なる速度』の『異なる時間』の中に生きている事になってしまう。

　では、全体論的なスケールにしてみよう。

　ビッグバンによって発生したこの宇宙は、こうしている今も刻一刻と膨ぼう張ちようを続けている。当然、そんな宇宙に存在する我々人類も、一人一人が膨張『速度』の中にいて、ビッグバンが生み出す『相対的な時間』の中に放り込まれている。

　では、ここからが思考実験。

　宇宙は全方向へ均等に膨張を続けているが、もしも、局所的に一部分だけ、膨張速度を変更する事ができたら？

　速度の変化は時間の変化を生み出す。

　極めて大きな現象はちっぽけな一人の人間から、時間の概がい念ねんを変動させるはずだ。

　これはあくまで一例。

　しかし、宇宙全体を折ったり丸めたりできるのだとすれば、その力の副作用によって、電子顕微鏡でも観測不可能なほど極めてミクロな現象を起こす事もできる訳だ。

　回りくどいだろうか？

　宇宙の膨張速度をねじ曲げるほどの力があるなら、その力でもってストレートに惑星なり銀河なりを押し潰つぶしてしまえば良いと思うだろうか。

　だが全体論の超能力者は、『掌てのひらで炎を生み出す』程度の自覚しかないのだ。それが結果として、たとえどこか遠くの銀河を丸めていたとしても、それを把は握あくできないのである。自動車に乗っている人間が、地球の上で生活している人間が、『他とは異なった時間の中で生活している事』を自覚できないのと同じように。

　よって、全体論で生み出された超能力者は、学園都市換算ではあくまでも異能力レベル２とか強能力レベル３扱いに留とどまるかもしれない。たとえ現実にはとんでもない事が起きているのだとしても、誰だれ一人としてその事に気づかないのだとすれば、それは何も起こっていないのと同じなのである。……皮肉な事に、これは量子論における『ゼロ』の概念に他ならないが。

　今回、グレムリンが行っていたのはその前段階だ。

　実際に『全体論の超能力者』を作り出すより前。『大きな世界を歪ゆがめると、小さな超常現象は起こるのか』という実験である。

　そう。

　バゲージシティで行われてきた格かく闘とう大会、『木き原はら』と『グレムリン』の激突、科学と魔術の戦争。そうした動きの一つ一つが『極めて大規模な戦闘によって、極めてミクロな「異変」を生み出せるか』という作業に過ぎなかったのだ。

　彼ら『グレムリン』にとっては学園都市側の『制裁』すらも計画のピース。学園都市出身で『暗部』の中心に近い位置にいた木原加か群ぐんは学園都市から派遣される部隊の規模を秘ひ密みつ裡りに傍受しており、『グレムリン』にとって有益な結果を生み出すように最終調整を行っていた。

　そのシナリオは『グレムリン』側にさえ伏せられていた。『シナリオ』を事前に知っていては、狙ねらった通りの効果は生み出せないからである。

　実戦効果による超能力の開発実験。

　完成すれば『最強』どころか、全く新しい一つの『系』を生み出す実験。

　質としては、かつて第一位に行われたものと同等だろう。突き詰めた結果そこに行きついたのだとすれば、木原加群は自分がどれだけ嫌けん悪おしていたのだとしても、やはり学園都市暗部の『科学』の呪じゆ縛ばくから抜けられなかった人間だったのかもしれない。

（もっとも、今回の作戦で木原病びよう理りが動く事を知った彼は、『シナリオは誰だれにも開示しない』条件を逆手に取って、実行直前で計画を大きく変更したようだが）

　ここで『大きな歪ゆがみによって生み出される小さな現象』が確認されれば、いよいよ使えそうな人間の脳をいじって具体的な全体論超能力者の開発に着手するはずだった。

　では結果はどうだったのか。




　その答えは明白。

　上かみ条じよう当とう麻まの右手が何かを打ち消した以上、きっと打ち消されるべき何かはあった。




　本来、上条達がいるべき『現在』が〇だとして、全体論の実験結果が発生する『未来』が一だとしよう。

　きっと。

　グレムリンは、自分達が『全体論の実験を操っている』と思い込んでいたのだろう。それは、途中までは正しかった。確かにグレムリン達がこのバゲージシティで大おお袈げ裟さな準備を進めてきた事で、『未来』にある一の時間では『本来存在しないはずの歪んだ現象＝超能力に繫つながる実験の結果』が発動したのは間違いない。

　しかし、その小さな歪みが発生した時点で。

『未来』にあるべき全体論の結果の側からも、『現在』にあるグレムリンやバゲージシティを強引に引っ張り始めていた。科学者達が自分の手で作ったブラックホールを管理しきれなくなるように。

　だから、歪ゆがんだ。

『現在』が〇で『未来』が一なら、上かみ条じようがやってくるまでのバゲージシティは、本来〇でなければいけないはずなのに、一の方向に引っ張られる形で、〇・五や〇・七など、時間や空間が未来の方向へ歪められていたはずだ。

　だからこそ、『木き原はら』と『グレムリン』が激突した場所は、バゲージシティでありながら何かがズレていた。

『いつもの法則』が通用しない、『何故だか知らないけど必要以上に悲劇が発生しやすい法則』に縛しばられ続けてきた。

　同時に。

　その歪みを右手の力で破は壊かいしたという事は、何を意味するか。

　答えは単純。




　これまでの冷たい法則はもう通用しない。

　起きてしまった悲劇は修復できなくても、死んでしまった人はもう生き返らなくても。

　ここから先は上条当とう麻まの右手が席せつ巻けんする。

















第ｎ章　たとえ死があったとしても　Dead_to...









　　　　１




　雲くも川かわ鞠まり亜あは目もく撃げきした。

　ガラスのように世界が粉々に砕け散った先に待っていたのは、やはり東欧のバゲージシティだった。ただしこれまでとは違う。重苦しい死の匂においはもう存在しない。『木き原はら』や『グレムリン』が撒まき散らしていた重圧は肩から下りている。

　世界が、変わっていた。

　たった一人の少年の有無で。

　そういった見えない変化の他に、目に見えて分かりやすい変化もあった。ここは屋外にある野菜工場のコンテナが山積みされた場所ではなく、屋内施設の一角だった。ドーム状の競技施設の中である。四つある競技場のどれかだろう。本来であれば格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』が行われるべきだった、金かな網あみのフェンスに覆おおわれたリングの中。そこに上かみ条じよう当とう麻まと、マリアン＝スリンゲナイヤーと、雲川鞠亜は佇たたずんでいた。

「な、に……が……？」

「どっちが正しいって訳じゃない。アンタが今までいた場所も、アンタが今立っている場所も、座標で言えば同じ地点だった。……ただしブラックホールが空間自体を歪ゆがめるように、同じ地点Ａの位置がビフォアとアフターでズレていたんだ」

　観戦客はいなかった。

　ドーム状の競技施設の中は、上条達三人を除けば後は無人だった。最初からそうだったのではなく、多くの人達が逃げ惑ったらしき痕こん跡せきは、床に散らばって踏ふみ潰つぶされたパンフレットなどからも読み取れる。騒さわぎを聞きつけて大勢が一斉に逃げ出したのか、それとも間に合わずに何かしらの悲劇が起きてしまったのか。雲川鞠亜には予測しか立てられない。

「……、」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは無言だった。

　黄金の鞘さやに収まった禍まが々まがしい剣。『戦乱の剣ダインスレーヴ』。親指で鍔つばを押し上げ、ほんの数センチ刃を空気にさらすだけで、標的の心臓を恐怖で自動的に停止させてしまうほどの、徹てつ底てい的てきな凶器。その鞘を摑つかんだ右腕を、無造作に正面へ突き出す。

　まだ一ミリも刃は見えていないにも拘かかわらず、雲川鞠亜の体はもう硬直していた。

　無視してマリアンは呟つぶやく。

「……何でこのタイミングかな」

「これでも全力だった」

「ベルシは……木き原はら加か群ぐんは死んだよ」

「止められなかったのは、否定できない。どんな言葉を尽くしても」

　ある意味において、今回の騒そう動どうを生み出したのも、その人物の死も『グレムリン』が深く関かかわっているにも拘かかわらず、マリアン＝スリンゲナイヤーは自分の事を棚に上げて言葉を続けていた。

　上かみ条じよう当とう麻まというものを理解していたからかもしれない。

『グレムリン』として幻想殺しイマジンブレイカーの対策を講じる関係で、彼女は上条当麻に出会う前から上条当麻の性質を知っていた。そして、その性質をもってしても救われない者がいる事に、マリアンは上条当麻本人以外の、もっと大きな何かを糾弾しているのかもしれない。

　ともあれ、マリアン＝スリンゲナイヤーは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　呪のろうように。

　魔ま剣けんの鍔つばにかかった親指を、躊躇なく押し上げる。

　その禍まが々まがしい刃が、ほんの数センチだけ。

　封を解かれて世界へ表出する。




　ドッグン!!!!!!　と。

　直接狙ねらわれていないはずの雲くも川かわ鞠まり亜あの心臓さえ、大きく跳ね回る。




　それは『戦乱の剣ダインスレーヴ』の真の力ではない。狙ねらわれているターゲットの方が、あの剣の全力を受けるぐらいなら先に心臓を止めてしまえと判断して勝手に死ぬだけ。そんなレベルの攻こう撃げきに、一体どうやって対抗しろというのか。

　具体的に、剣から飛び道具が出ている訳ではない。

　だから速度で避さけようとしたり、遮しや蔽へい物ぶつに飛び込んで防ごうとする行為には何の意味もない。

　どこへ逃げても何で防ごうとしても、体の内側から湧わき出る『恐怖』が自動的にターゲット自身を殺害する。だから逃げられない。防げない。行動をする事に意味がない。あらゆる行動を起こす前の、戦おうと思って舞台に立った段階ですでに殺されている。

　あらゆる行動から意味を剝はく奪だつし。

　あらゆる戦闘の存在意義を消す。

　ダイレクトに狙われた上条当麻の心臓は確実に停止したはずだ。『戦乱の剣ダインスレーヴ』が具体的に何かをする前に、その剣が『直接戦闘』という表舞台に現れるより先に。理性すら必要なく、『恐怖心』という本能を内蔵するあらゆる生命を刈り取る無む慈じ悲ひな刃は、何の変哲もない少年を傷一つないまま完かん璧ぺきに殺害したはずだ。

　にも拘かかわらず。




　倒れない。

　上かみ条じよう当とう麻まは倒れない。

　世界を滅ぼす『戦乱の剣ダインスレーヴ』を前にして。

　彼の精神は恐怖を跳ね除のけ、心臓を正常に動かし続けていく。




　マリアン＝スリンゲナイヤーの眉まゆが、わずかに動く。

　対して、上条当麻は右みぎ拳こぶしを構えた。

　鞘さやに収まった魔ま剣けんを突き出すマリアンに対応するように。

「……その攻こう撃げきが『強力な魔ま術じゆつを受ける事への恐怖心』をトリガーにしているのだとすれば、俺には通じねえよ。俺は知っているんだから。魔術ってのは為なす術すべもなく受けなきゃならないものじゃない。この右手の力があれば、いいや、拳を握りしめようという意思さえあれば、跳ね除ける事も打ち消す事もできるって事を知っているんだから」

　魔術は壊こわせる。

　幻想は殺せる。

　それを知っているから、恐怖心はいくらか和やわらぐ。ただ一方的に受けるのではなく、五分五分に対抗できる事さえ分かっていれば、『戦う前に諦あきらめて死ぬ』なんて選せん択たく肢しは選ばなくても済む。だから上条当麻は戦える。北欧神話の最終戦争ラグナロクを巻き起こす、人間レベルでは最大級の魔剣を前にしても、まだ立ち上がれる。

　そして、一方で。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは気づく。

　この状況を冷静に観察できている事に。魔剣の生み出す圧倒的な恐怖に縛しばられて錯さく乱らんするような事態には陥おちいっていない事に。雲川鞠亜にはあの少年の正体は分からなくても、雲川鞠亜には幻想殺しの正体は分からなくても。本質的に、この世にはあの魔剣に対抗できる何かがあるかもしれないという可能性が、雲川鞠亜の恐怖心を軽減させ、彼女の心臓が止まるのを阻そ止ししている。

　守られている。

　助けられている。

　救われている。

　おそらくは、今ここにはいない近江おうみ手しゆ裏りやサフリー＝オープンデイズなども、雲川鞠亜の知らない場所で息を吹き返しているだろう。恐怖を与える何かから、その恐怖を押し返す何かが現れたのだから。雲川鞠亜達の心臓は、怪け我がや病気で停止したのではない。バゲージシティを席せつ巻けんしていた恐怖さえなくなれば、元の正常な状態に戻るはずなのだから。

　これが上かみ条じよう当とう麻ま。

　これが幻想殺しイマジンブレイカー。

　何か特別な事をする訳ではない。ただそこにいるだけで、ただそこに立っているだけで、悲劇を回かい避ひし誰だれかを救おうという動きが自然と生み出されるモノ。

　安全地帯。

　主人公。

「……だったら何だよ」

　マリアン＝スリンゲナイヤーが呟つぶやいた。

　ミシィ!!　と。

　彼女が摑つかむ黄金の鞘さやが、強大な握力と共に不気味な音を立てる。

「ベルシは死んだよ。アンタとは違う方向の主人公みたいに。だったら私はベルシの遺志を尊重する！　目の前でぶっ壊こわされた仮かり初そめの残ざん酷こくな世界が、満足そうな顔で死んでいったベルシの行動が!!　上から目線のご高説で丸ごと否定されるような優しいルールなんざ片っ端ぱしからぶっ壊してやる!!」

　もしも上条当麻が最初から関かかわっていれば、ベルシは、木き原はら加か群ぐんは、死なずに済んだかもしれない。彼が生存したまま彼の問題を解決できたかもしれない。

　その可能性を敢あえて拒絶し、排除する。

　ベルシが死んで良かった、それが最上だったという評価を構築するため、その金字塔を揺るがす上条当麻の存在を全力で打ち消そうとする。

　上条当麻には上条当麻の、『グレムリン』には『グレムリン』のルールがある。

　これはその戦い。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは本質の部分で死者には何も届かない事を知りながら、それでも亡き友のために鞘に収まった魔ま剣けんを構え直す。

「始めようか、異物。死者が絡からんだ戦せん闘とうは重いぞ。何しろ当の死者本人が歯止めをかける事もできず、その隣となりに立つ生者の怨おん念ねんだけが延々と増幅していくんだからなあ!!」

　ゾゾゾゾザザザザザ!!!!!!　と憎ぞう悪おの嵐あらしが、褐色の少女を中心に全方位へ吹き荒れる。魔剣同様、見えない重圧で戦場を支配して兵隊を縛しばり付ける恐怖の力。しかしその異変にさらされる雲くも川かわ鞠まり亜あは、同時に上条当麻の呟くような声を耳にしていた。




　……知ってるよ、と。

　それでも、そんな風に凝こり固まってきたヤツらと、今まで俺は戦ってきたよ、と。




　そして戦闘が始まった。

　何もかもが手遅れになった世界の中。全員が無事に帰るという道が失われた中で。

　死者の尊厳だけは守り抜こうとする者と、これ以上の悲劇だけは食い止めようとする者の戦いが。

　ナチュラルセレクター。

『自然淘とう汰たを決定する者』の名を冠するその舞台が最後の決戦の場となった事は、一体何の皮肉か。




　　　　２




　直径三〇メートルの円形リング。

　そんな中で、上かみ条じよう当とう麻まとマリアン＝スリンゲナイヤーは一〇メートルほどの距きよ離りを開けて向かい合う。

　マリアンの持つ『戦乱の剣ダインスレーヴ』の『恐怖』はもう通用しない。ここから先は激突するしかないのだ。

　上条も上条で、その右みぎ拳こぶしが届く範囲まで近づかなければ有効なダメージは与えられない。

　必然的に、両者は最短距離で激突するものだと思っていた。

「……？」

　だが違う。

　真正面から突き進む上条に対して、むしろマリアンは後ろへ一歩下がったのだ。

　そして鞘さやに収まったままの魔ま剣けんを正面へ突きつける。

　キン、という小さな音が聞こえた。

　親指で鍔つばを押し上げる音ではない。逆。数センチほど収まっていた刃を、完全に鞘へと戻す音だ。

　それは使い物にならない『恐怖』を放ほう棄きするサインであり。

　魔剣の持つもう一つの力を解放するための儀ぎ式しきでもあった。

　わずかな風が。

　空気の流れを無視して、全方位からマリアンへと向かう。




　ボッ!!!!!!　と。

　直後に、巨大な剣が金かな網あみで囲まれたリングを切り裂いていく。




『戦乱の剣ダインスレーヴ』の鞘、その下か端たんから何かが噴き出したようだ。灰色で細く、それでいて一直線で長大な刃が、上条の背後にある金網のフェンスを引き裂いたのだ。

　マリアンが鞘に収まったままの剣を横に振るうと、細長い刃も連動する。

　動く。

　薙なぎ払う。

「チッ!!」

　上かみ条じようは走る足を止めて防御に集中。横合いから首を狙ねらってくる大剣に対し、とっさに右手をかざしてマリアンの魔ま術じゆつを打ち消そうとする。

　しかし途中で気づく。

　その右手の掌てのひら、小指側の端はしに、わずかな裂傷ができている事に。

　わずか数滴の出血が指し示す意味は明白。

「幻想殺しイマジンブレイカーで、防げていない……ッ!!」

「『対策』は講じているっつーの」

　すでに動き始めているアクションを無理矢理に押し付け、体の中で背骨や筋肉にみしみしと負荷がかかるのを自覚しながら、上条は強引に動きを変える。腰の辺りを軸に、上半身を大きく振る形で体勢を低く落とす。

　すぐ真上を灰色の巨剣が通過した。

　背後の金かな網あみがズタズタに裂かれる。しかし刃は延々とは追ってこない。おそらく大剣が出現する時間は、一回につき三秒程度のものだ。

　だがマリアン＝スリンゲナイヤーの攻こう撃げきは終わらない。

　一回の攻撃に限度があるなら、何度でも連続させれば良い。

（くそっ!!　防御に集中するために足を止めたのが間違いだった。防御ができない射程も抜群っていうんじゃ、こっちは懐ふところに潜もぐり込んで連打する以外に方法はないってのに!!）

　ゾン!!　ザンガンバンザン!!　とマリアンの斬ざん撃げきが立て続けに襲おそいかかる。一つ一つの軌道は単調だが、とにかく威力と射程が桁けた外はずれだ。まるで写真にハサミを入れるように、無造作に背景が裂かれていく。

　しかし、にも拘かかわらず上条は致命傷を負わない。

　破は壊かいの規模に合わせて、金網のフェンスやコンクリートの床、観客席までが引き裂かれていく。細かい粉ふん塵じんが舞い上がる。

　その粉塵が、奇怪なシルエットを浮かび上がらせてしまっていた。

　マリアン＝スリンゲナイヤーの力の源を。灰色の刃が生まれるまでの過程を、回かい避ひのヒントを。

　自身も下へ手たを打った事に自覚があるのか、マリアンはわずかに攻撃の手を止め、周囲に目をやる。

「……その鞘さや」

　攻撃の切れ目で、上条はポツリと呟つぶやいた。魔ま剣けんを収める鞘の先せん端たんから、直径三メートルほどの透明な球体が浮かび上がっていた。巨大な風船のように見えなくもないが、おそらく本質は違うものだろう。

「どんな効果があるか知らないが、それだけのヤバい剣を封印しておくほどの力を持つ鞘さやだ。封印するものを変更させれば、別のモノを雁がん字じ搦がらめに縛しばり付ける事だってできる。例えば」

「重力、とか」

　マリアンは呟つぶやき、

「地球にいる以上は等しく加わるものの、その力を外へは逃がさない。つまり地球上にいる限り、球体の中は急激に重力が加算されていく。『手を離はなした林りん檎ごは下に落ちる』も通用せず、球体の内側をひたすら乱反射する。球体の内側で出口を求めて力が暴れ回る中で、小さな一点だけ穴を空けてやれば」

「ベクトルは一点に集約されて、直線的に外へと飛び出す。球体が取り込んでいた、空気中の塵ちりや埃ほこりを巻き込んだまま。人工ダイヤの粉末を混ぜた水を超高圧で射出して、鋼板を切断していく工作機械みたいに!!」

　直径三メートルもあった透明な球体が、一気にゴルフボールほどにまで縮む。うっすらとした粉ふん塵じんを引き裂いて、灰色の大剣が射出される。上かみ条じようは全力で体をひねった。魔ま術じゆつで作られているのは、あくまで鞘の魔術的な延長である『透明な球体』のみ。そこから発射される大剣自体は、歪ゆがんだ重力の流れが塵や埃を押し出す事で生まれる物理現象に過ぎない。だから幻想殺しイマジンブレイカーでは防げない。右手をかざせばそのまま切断されてしまう。

　しかし、予想に反してマリアンは刃を振り回さなかった。

　回かい避ひのために体勢を崩した上条に向けて、マリアン＝スリンゲナイヤーは魔ま剣けんの鞘を摑つかんだまま一直線に突っ込んでくる。あっという間に懐ふところへと到達する。遠えん距きよ離りから鞘だけで攻こう撃げきするよりも、さらにその先。より危険な次の一手が襲おそいかかってくる。

　重力の大剣を生み出さず、マリアンは魔剣の鞘を右斜め下から左斜め上へと片手で勢い良く振り回す。その鞘の下か端たんが、上条のこめかみを狙ねらう。

　至近数センチから大剣を生み出されれば右手ごと体を切断される。純粋な恐怖からとっさに腕で顔を守る動作を理性で押さえつけて回避に集中しようとする上条だったが、




　ふっ、と。

　いきなり、三六〇度が暗くら闇やみに包まれる。




　上条の思考が混乱してしまう。

　空白が広がっていく。

　直後に気づく。

（……今度は空気じゃない。俺自身が球体の中に封印されたっ!?）

　次に待っているのは重力の急激な増加による全方位からの圧あつ搾さくか、あるいはエネルギーの小さな出口を作った上で、パスタか心太ところてんのように人肉を潰つぶして押し出す事か。

　となれば球体を破は壊かいするしかない。

　重力が生み出す大剣はともかく、鞘さやの力の延長である球体なら右手で破壊できる。

　しかし全方位が暗くら闇やみであるため今度の球体の広さがどの程度のものかは把は握あくできない。走って球体の内壁に触れるより先に、マリアンが攻こう撃げきを実行する可能性も否定できない。

　なので、上かみ条じようは迅じん速そくさを求めた。

　周囲へは目をやらない。

　狙ねらうのは真下。

　球体がどれだけ広がっていたとしても、足元は必ず球体の下にあたるはずだ。だから上条は思い切り身を屈かがめ、その勢いで自分の足元へ右みぎ拳こぶしを叩たたきつける。

　四方の闇が砕け散る。

　元の引き裂かれた円形リングが上条の視界に飛び込んでくる。景色の大幅な変化に、上条の視界がわずかに混乱しそうになる。

　そこへマリアン＝スリンゲナイヤーが迫る。

　鞘を持つ手とは逆の手が、黄金の鋸のこぎりを屈んだ上条の脳天へと叩き落とす。

　右手が動いた。

　人体改造の霊れい装そうは粉々に砕け散り、光を乱反射させる破片を空気に舞わせる。

　そしてマリアンは笑った。

　右手を振りかざした上条当とう麻まの、がら空きの胴体を見据える。

『戦乱の剣ダインスレーヴ』の鞘を、強く握り締しめる。

　鞘の下か端たんから三メートルほどの透明な球体が生み出され、大剣を作る塵ちりや埃ほこり、重力などが充じゆう塡てんされていく。上条は慌あわてて立ち上がろうとするが、動作は完かん遂すいしない。

　次で終わり。

　大剣の出現と共に、上条当麻の胴体は上下に両断される。
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　その少し前。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは上条当麻とマリアン＝スリンゲナイヤーの戦いを茫ぼう然ぜんと眺めているしかなかった。何しろ、戦いの規模が違う。ただでさえ桁けたの外れていたバゲージシティを覆おおう『木き原はら』と『グレムリン』の衝しよう突とつ。その戦いそのものを粉々に砕くほどの力を持った者同士の戦せん闘とうだ。四し肢しは正常に動き、同じ座標に佇たたずんでいながら、しかし雲川鞠亜は報告書でも読んでいる気分にさせられていた。内容を詳細に知る事はできても介入できない。それが当然。あがこうと思う事が間違い。あまりの戦い、壮絶な光景は、現実で動いて未来を変えるその歯車さえ取り外してしまう。

　だが。

　すでに確定している報告書や動画を前にしても、人は思わず呻うめき声を上げる事もあるだろう。通じない、変えられない、そんな事は分かっていても、それでも漏もれ出てしまう言葉もあるだろう。

　へたり込んだまま、雲くも川かわ鞠まり亜あは絞り出すように呟つぶやく。

「……私が捜していた先生は、ずっと昔に消えていたのかもしれない。そもそも、私が思っていた人物像は間違ったものだったのかもしれない」

　蚊か帳やの外からの言葉。

　何も変えられない言葉。

「ベルシなんて名前を使って『グレムリン』で活動していた誰だれかさんは、自分の目的のためにいろんな汚れ仕事を引き受けていたのかもしれない。たくさんの人を傷つけてきて、また、もっと多くの人を傷つける事も認めていたかもしれない」

　しかし止めらない。止められない。

　雲川鞠亜の口は、無む駄だと知っていてもなお動く。

「でも、それが木き原はら加か群ぐんの全部じゃないんだ」

　呟きは、叫びへ。

　報むくわれないからこそ、その強さは増していく。

「あの人は、ベルシなんて名前から始まったんじゃない。『グレムリン』しか過去のない人なんかじゃない。ベルシが世界を滅ぼす側の人間だったとしても、木原加群にとんでもない経歴があったとしても、それでも、あの人にはみんなの悩みを聞いていた『先生』だった時代が確かにあったんだ!!」

　プライドの行方などどうでも良い。

　叫びを発して傷つく事はあっても、折れる事などありえない。

　無意味でも、無価値でも、何も変えられなくても。

　それを『みっともない』などと思うほど、歪ゆがんだつもりはない。

「頼たのむ。頼むよ！」

　雲川鞠亜は叫ぶ。

「あの人の墓標から、『先生』を奪わないでくれ！　その剣の使用が慰なぐさめになるだなんて、破は壊かいと殺さつ戮りくだけを望む正体不明の敵だなんて、そんな言葉で埋め尽くさせないでくれ!!」

　そして、その時が来た。

　上かみ条じよう当とう麻まの体勢が崩され、マリアン＝スリンゲナイヤーの一いち撃げきが確実に届く準備が整った。そして当然、褐色の魔ま術じゆつ師しは躊ちゆう躇ちよしない。目的の障害となる少年を両断するため、即座に行動を実行する。

　しかし、雲川鞠亜は耳にする。

　まるで過去の報告書のような、見聞きはできても介入のできない、理り不ふ尽じんな規模の騒そう乱らんの中。

　か細い繫つながりを感じさせる、少年からの返答が。




「了解」




　短い言葉の直後だった。

　上かみ条じよう当とう麻まとマリアン＝スリンゲナイヤー。

　二人が同時に動く。
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　上条当麻の体勢は崩れていた。

　今から回かい避ひ行動を取る事はできない。懐ふところへ踏ふみ込んでマリアンを殴なぐり飛ばす事もできない。立ち上がろうとする半はん端ぱな挙動のままでは体重の移動ができないため、力強い移動を行えないのだ。

　上条当麻は右手ではなく、とっさに左手を動かす。

　周囲を漂う黄金の輝かがやきへ手を伸ばす。

　マリアン＝スリンゲナイヤーが使っていた人体改造用の工具、その残ざん骸がいだ。すでに幻想殺しイマジンブレイカーによって砕かれ、霊れい装そうとしての効力を失った鋭い破片。それを摑つかんだ上条は、体重移動もできないまま、鋭い破片で自分の衣服を裂いていく。切り離はなした袖そでの部分を摑む。

　投げる。

　速度は必要ない。

　重要なのは正確なコントロール。

　冗談で消しゴムを投げる程度の威力で投とう擲てきしたボロ布の行き先は、マリアン＝スリンゲナイヤーではない。

　彼女の持つ魔ま剣けんの鞘さや。

　より正確には、その下か端たんから大きく膨ふくらんだ透明な球体。

　マリアンが用意した幻想殺しイマジンブレイカー対策は、純粋な物理現象である、重力を利用した大剣を生み出して振り回す事で、『異能の力にしか効果を発揮しない』右手ごと上条を両断しようというものだった。

　つまり。

　大剣の正体が純粋な物理現象である以上、その最大の武器は魔術師マリアン＝スリンゲナイヤー自身にさえ完璧な制御はできない。何故ならマリアンには魔術しか操れないのだから。

　風船の口の大きさや開口位置を操る事で巨剣のサイズ、圧力、向きなどを調整しているが、逆に言えばそれだけ。操るのは穴であって、重力に押し出される形で穴から噴き出た塵ちりや埃ほこりといった微粒子の行方まで完かん璧ぺきに捻ねじ曲げる事はできないのだ。

　だとすれば。

　マリアン＝スリンゲナイヤーが制御している穴に干渉してしまえば。

　強度の問題ではなく、うっすらとでも穴に覆おおい被かぶさり、『射出口』の形を変化させてしまえば。

　その状態でマリアンが灰色の大剣を発動しようとすれば、蛇じや口ぐちにシャワーの放出口を取り付けるような変化をもたらす。

　つまり。




　生み出される圧倒的な大剣は。

　武器の形すら保てず、マリアンの予想さえ裏切って吹き荒れる。




「……あ？」

　その瞬しゆん間かん。勝利を確信していたマリアン＝スリンゲナイヤーは、怪け訝げんそうな目を魔ま剣けんの鞘さやへ向けた。

　それは悪手だったのかもしれない。そんな事をしている暇ひまがあったら、全力で透明な球体を解除するべきだったかもしれない。

　ニュアンスとしては、シャワーホースの口を親指で塞ふさいだようなものだっただろう。

　塵や埃といった微粒子の塊かたまりは安定した逃げ道を失い、わずかに開いた複数の隙すき間まから一斉に飛び出していく。

　爆発。

　その一語を体現する事によって。

　ギュガッッッ!!!!!!　という爆音が炸さく裂れつした。マリアン＝スリンゲナイヤーの小柄な体を、数メートルもノーバウンドで吹き飛ばすほどの勢いで。

「があっ!?」

　コンクリートの床に背中から叩たたきつけられ、呼吸困難に陥おちいるマリアン。それでも彼女は『戦乱の剣ダインスレーヴ』の鞘を手放さなかった。

　一方の上かみ条じようは、慌あわてて追つい撃げきしたりはしない。

　丸腰で直接的な距きよ離りを詰めるだけでは先ほどの二の舞だ。今の成功を活いかして確実にマリアンに切り込むためには、最優先でやるべき事がある。

「種さえ分かれば簡単だ」

　上条当とう麻まは黄金の破片でさらに自分の衣服を裂き、いくつかのボロ布を調達しながら告げた。

「射出して、振るう。お前の攻撃は段階を踏ふんでいる。反動を押さえつけるためか？　だから開口の時に一瞬だけ動きが止まる。お前はもちろん、お前が持っている鞘も、そこから膨ふくらんでいる透明な球体も。……狙ねらいやすいんだよ。利きき手じゃない左腕の力だけでも、重さのないボロ布でも命中させられたんだ。全身を使って右手で投げれば命中精度は単純に上がるし、ひょっとしたら塵や埃が足りない分は掃除機みたいに補充するんじゃないか？　だとすりゃ適当に投げただけでも勝手に穴へ向かってくれる。だから必ず穴は塞ふさげる。爆発した大剣がどんな形に変化するかは読めないから共倒れの危険もあるけど、それがお前の限界だ。ジャンケンで言うなら、あいこか負けしかない。お前が勝てる可能性はもうないんだ」

「ま……だ……」

　がりり、と。

　マリアンは鞘さやをコンクリートの床に擦こすりつけ、ゆっくりと起き上がる。

「今のは、まだ鞘。私は魔ま剣けんを抜いても、いない。『戦乱の剣ダインスレーヴ』は、世界を滅ぼす戦争を起こす魔剣。人類全体を滅ぼすために作られた剣が、ただの一人に敗北するはずが」

　親指を使って、鍔つばを押し上げる。

　禍まが々まがしい刃がほんの数センチだけ、空気に触れる。

　一息に鞘から抜けば、おそらくは本領が発揮されるのだろう。

　これまでの全すべてはお膳ぜん立だて。心臓を止めるほどの『恐怖』も円形リングを引き裂く大剣を生み出す『鞘』も、所しよ詮せんは魔剣の周囲に漂ただよう土星の輪のようなものに過ぎない。

　行使されれば何が起こるか分からない。

　上かみ条じよう当とう麻まに想像できる範囲を超えているかもしれない。

　それでいて、少年は真正面からこう告げた。

「……抜ける訳ねえだろ」

「な、に……？」

「そんな大戦力をいつでも自由に使えるなら、最初っからお前は剣を抜いていたはずだ。今やってるこの殴なぐり合いって話じゃない。もっと前から、ラジオゾンデ要よう塞さいを飛ばして『グレムリン』を表明する前から。戦いが始まる前に戦いを終わらせて勝利を独り占めする事だってできたはずだ。自分以外の全部を犠ぎ牲せいにできるなら」

「……、」

　あまりの破は壊かい力りよくに、マリアン自身制御できる自信がないという可能性もある。あるいは、純粋な恐怖。ほんの数センチ鞘から出しただけで敵の心臓を止めるその魔剣は、完全に抜いたらマリアン自身も恐怖で縛しばるのかもしれない。

　しかし。

　もう一つ。

「お前は抜きたくなかったんだ」

「何を？」

「『戦乱の剣ダインスレーヴ』とかいうその魔剣を。あまりにも破壊力が高すぎるその霊れい装そうを」

「どうして!!」

「世界がどこまで壊こわれるかは知らないけど、少なくともお前が壊したくないと思っている範囲を確実に破は壊かいしてしまうから」

　意識的に呼吸を整え、手の中の布切れを握り込みながら、上かみ条じようは言う。

「そのベルシだか木き原はら加か群ぐんだかって人がここで死んだ時点で、それは失われたって考える連中もいるかもしれない。でもお前は違った。『戦乱の剣ダインスレーヴ』を取り出しておきながら、でもやっぱり鞘さやから刃を抜けなかった。……たとえ戦友が失われても、戦友と共に過ごした場所までは失いたくないって思ったんだろ」

　ガリリ!!　という甲かん高だかい音が上条の声を遮さえぎった。

　魔ま剣けんの鞘の下か端たんが、コンクリートの床に擦こすりつけられた音だ。

　マリアン＝スリンゲナイヤーの、もう片方の手。

　それが初めて、魔剣の柄つかに触れる。

　握り締しめる。

「充じゆう塡てん」

　告げた直後だった。

　ドーム状の競技施設の屋根を突き破る形で、天から巨大な光が落ちた。衝しよう撃げき波はが全方向へと散らばっていく。ドームの外周が軋きしんだ音を立てる。魔剣の鞘に大量の力が注がれ、小出しに消費してきた力が再び満杯になる。

　使用準備が整う。

　世界を滅ぼす力が整う。

「抜いてやる」

「やれるものなら」

「せめてこの一勝だけはもぎ取ってみせる」

「そういう風にやってもお前の勝ちにはならねえんだよ」

　それ以上、上条当とう麻まは告げなかった。

　一歩、前へ出る。踏ふみ出す。そのままの勢いで駆ける。マリアン＝スリンゲナイヤーの懐ふところまで一直線に突き進む。飛び込んでいく。

　猶ゆう予よはあったはずだ。

　マリアン＝スリンゲナイヤーには『戦乱の剣ダインスレーヴ』を抜けたはずだ。

　にも拘かかわらず。

「ぐっ。く……ッッッ!!」

「抜けねえだろ」

　吐はき捨てるように上条当麻は呟つぶやいた。

　その右みぎ拳こぶしを強く握り締めて。

「それはアンタが強いからだ。負い目に感じる事は何もない。復ふく讐しゆうを遂とげた先にお前がいなかったら、世界が丸ごとなくなったら、一体誰だれがベルシを弔とむらってやるっていうんだよ」




　その先は必要なかった。

　黄金の鞘さやと少年の拳こぶしが交差した。

　鈍い音が炸さく裂れつし、決着はついた。




　　　　５




「終わっ、た……？」

　雲くも川かわ鞠まり亜あはへたり込んだまま、ポツリと呟つぶやいた。

　円形のリングはズタズタに引き裂かれ、ドーム状の競技施設自体、天てん井じよう部分が大きく引き裂かれてしまっている。確か人工的に気圧を高くする事で支えられているという話だったが、今の所は骨組みなどの力で押し潰つぶされるのをかろうじて阻そ止ししているらしい。無論、いつまでもつかは分かったものではない。

　肌が急速に冷気を感じ取るようになってきた。

　ドームの天井を破られた事でマイナス二〇度の外気が入り込んできたからか、あるいは雲川鞠亜自身がようやく五感の精度を取り戻したからか。

　そんな可能性を疑ってしまうほどの戦せん闘とうだった。

　学園都市という基準からも大きく外れた、そしておそらくは、『学園都市の外にある側から見たとしても』セオリーから離はなれていたであろう戦闘。それを生み出した上かみ条じよう当とう麻まは、無造作に破は壊かいされたリングを横切っていった。マリアン＝スリンゲナイヤーの手から離れた『戦乱の剣ダインスレーヴ』に向かっていく。

「ど、どうするつもりなんだ……？」

「これだけでもぶっ壊こわすよ」

　上条は振り返らないで言う。

「マリアンは抜けなかった。でも、他のヤツなら鞘から抜けるかもしれない。恐怖を押さえつけて制御できるかもしれない。……だったら野放しにはしておけないだろ。どれだけの破壊力があるかも分からないんだから」

　答えながら、彼は躊ちゆう躇ちよなく恐怖の源、魔ま剣けんへと歩いていく。

　あの剣を破壊して、ようやく区切りがつくのだろう、と雲川鞠亜は思った。

　バゲージシティの間で行われていた、『木き原はら』と『グレムリン』の超人的な戦闘の連れん鎖さが。

　魔剣の前で屈かがみ込んだ上条に、雲川鞠亜はこう尋ねた。

「……君は、どうやってここに？　グレムリン側がここで何をしようとしていたのか、その答えをどんな手順で導き出したんだ。それは学園都市製の理論とも違うはずだ」

「ベルシだよ」

　短い答えに、雲くも川かわは胸に痛みを感じた。

　上かみ条じようは続ける。

「明確に面と向かって問答を繰くり広げた訳じゃない。でも、バゲージシティまでの道のりで、いくつかのヒントは置かれていた。そもそも、ただの高校生の俺が、ハワイ諸島からバゲージシティまでやってこれたのだって、今にしてみれば本当に自分だけの力だったのかは怪しいもんだ」

　あの男は、何をどこまで計画していたのだろうか。

　確かに上条当とう麻まの乱入によって、バゲージシティでは最悪の結末だけは回かい避ひできたかもしれない。それは一見すれば、全すべての目的を果たした一人の魔ま術じゆつ師しが、最後の後始末を上条当麻に託していたようにも見えたかもしれない。

　だけど。

　もしも、上条当麻がもっと早く全てを終わらせていれば。

　幻想を殺す事ができたなら。

　結末は違っていたかもしれない。ベルシが自ら設定した目的すら打ち壊こわし、あらゆる悲劇を回避できた世界があったかもしれない。

　レイヴィニア＝バードウェイの掌てのひらで踊らされた上条当麻は、そこからの脱却を望んでいた。

　しかし、これは正しかったのか。

　今回、掌で踊る事すらできなかった今の彼には、判断のしようなんてない。

　それぐらい、ベルシは完かん璧ぺきだった。

　上条当麻が成功すればそれでよし。失敗したとしても、そこにベルシ自身が何かしらの結論を用意する。

　立つ鳥跡を濁にごさず。

　それは潔いさぎよい理想像なのか、潔すぎる結末に憤いきどおるべきか。

「ベルシは……木き原はら加か群ぐんって魔術師はどんな人だったか、アンタは知ってるのか？」

「知ってるよ」

　雲川鞠まり亜あはわずかに息を整えてから答えた。

　前述の通り、今回、上条当麻は部外者だった。マリアンを駆り立てたもの、そして自分が知らずに手を貸した男の正体を知っておきたかったのかもしれない。

「知ってる事は少ないけど、それでも知ってる。本性が善だったのか悪だったのか。それさえ分かっていないかもしれないけど、それでも分かってる。あの人は私を含めたいくつかの命を救った恩人で、少なくとも、私にとっては謎なぞを追うだけの価値がある先生だった」

「そっか……」

　上かみ条じようの動きがわずかに止まる。

　彼は細い声で、今さら変えられない事実を口に出した。

　安易に叫ぶのではなく。

　それでいて、確実に自分自身へ刻みつけるように。

「助けられなかったな」

　せめて敗北から学ぶ。

　少しでも多くのものを吸収すると誓い、上条当とう麻まはもう一度呟つぶやく。

「助けられなかった」

「良いさ」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは躊ちゆう躇ちよせずに切り返す。

　何かを吹っ切るように。

「まったくふざけた死に方だったよ。満足そうに笑ってやがった。きっとあの人にとってあれ以上はないんだ。下へ手たに引き延ばしたって、多分それは幸福の純度を落とすだけだった」

　実際にはそんなに簡単ではないだろう。

　割り切って良いものでもないだろう。

　上条はしばらく動けなかった。

　それでも、止まっている事で何かが変わる訳ではない。前に進まなければバゲージシティで始まった戦いを終わらせられない。だから上条は進む。その右手を伸ばす。『戦乱の剣ダインスレーヴ』へ。最も強大な戦力を砕く事で、ひとまずは区切りをつけるために。

　しかし。




　ほっそりとした女性の手が、食い止めるように上条の右手首を摑つかんだ。

　一体いつの間にその人物が現れたのか、上条には理解できなかった。




「な……」

　疑問が湧わく。

　吐と息いきがかかるほどの距きよ離りに、一三～一四歳程度の少女が佇たたずんでいた。前の開いた毛皮のコートの中に、黒い革の装しよう束ぞくをまとった色白の少女。ただしその格好よりもまず目を惹ひきつけるものが彼女には二つも備わっている。

　一つ目は、まるで魔ま女じよのような先せん端たんの尖とがった鍔つば広ひろの帽子。

　二つ目は、右目を覆おおう物々しい眼帯。

　その正体は何であれ、ひとまずは魔術サイドの関係者だと判断し、右手首を摑まれたまま警戒心を湧わき上がらせる上条。

　しかし実際はそんな彼の予想のさらに上を行った。

　隻せき眼がんの少女はささやくようにこう呟つぶやいたのだ。

「……まだ終わらないぞ」

　直後だった。




　躊ちゆう躇ちよなく。

　少女の握力が、上かみ条じようの右手首を握り潰つぶして切断した。
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　許容を超えた激痛によって、右手を握り潰つぶされた時点で上かみ条じよう当とう麻まの意識はむしり取られていた。気絶した彼の体は驚おどろくほど簡単に床へと倒れていく。包丁で手首を切るどころではない、とんでもない量の鮮血が乱雑な断面から噴き出るが、もはや少年の体は動かない。激痛や恐怖でのた打ち回る事も、絶叫を発する事もない。

　ぼとりと。

　役目を終えた右手の先も、床の上へ捨てられる。

「あ、あ……」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは、動けなかった。

　あまりの鮮血の赤に、眩暈めまいに襲おそわれたというのもある。

　しかし、それ以前に。

　唐とう突とつに現れた隻せき眼がんの魔ま女じよが恐ろしすぎる。先ほどの『戦乱の剣ダインスレーヴ』とはまた違う。表面的で分かりやすい恐怖とは別物の感覚だった。知らぬ間に人間の一番奥まで滑すべり込み、いざ気づいた時にはすでに四し肢しの力は抜かれている。

　鍵かぎのかかったドアの向こうで行われるドメスティックバイオレンスが生活のリズムとして、被害者の側さえ受け入れてしまうような。

　近日中の救助が絶望的な吹雪ふぶきの山小屋で、メンバーの中の誰だれを喰くって生き長らえるかの議論が白熱するかのような。

　巨大な恐怖と言っても、炎にかざした手を反射的に引っ込めてしまうような、表面的で拒絶できるものではない。あまりにも深く浸透し過ぎるその恐怖心は、『平時であれば異常とすぐに分かるサイクル』を形成してしまう。隻眼の魔女は、ただそこに立つだけで周囲の人間全体を、その心を、モラルを破は壊かいしかねない。

　有あり体ていに言えば。

　隻眼の魔女と戦おうなんて話になったら、『じゃあ誰が隻眼の魔女の前に立つか。立たなければならないか』という問題の押し付け合いから、兵士達の殺し合いが始まる可能性すら否定できないのだ。

「ふむ」

　一方で、隻眼の少女は倒れた上条などには目も向けず、マリアンが使っていた『戦乱の剣ダインスレーヴ』を摑つかみ上げた。鞘さやに収まったままの魔ま剣けんを、鞘ごとまとめて握力で握り潰す。分断する。チョコレートで作った武具のように。床に落ちた『戦乱の剣ダインスレーヴ』からは、黄金の輝かがやきは失われていた。純金ではありえない事に、錆さびついていた。『学園都市の外』に疎うとい雲くも川かわ鞠まり亜あにも分かる。あの魔ま剣けんは完全にその効力を失っている。

「まったく、こんな物ぶつ騒そうなものを用意しやがって。黒小人ドヴエルグの特性なんだろうが、どうして『グレムリン』っていうのはこうも組織をないがしろにするもんかね。……おかげで台無し。何で私が我が慢まんしていたのかをちょっとは察してほしいね」

　物騒だから壊こわす、という考え。

　上かみ条じよう当とう麻まと同じ思考パターン。だとすれば上条に任せておいても良かったはずなのに、少女は無造作に上条当麻を破は壊かいしていた。

　何な故ぜか？

　おそらく理由なんてない。

　まず目についた方を破壊した。まだ問題が残っているからそっちも潰つぶした。それぐらいの考えで莫ばく大だいな力を振るっている。そこに確固とした方向性を感じられない。感じる必要がない、と言わんばかりに。

　個として振るわれる力、その極限の形。

　それが結果として未来にどれほどの影えい響きようを与えるかなど、一切考こう慮りよせず。

「な、なん、一体、なに、誰だれ……？」

「オティヌス」

　隻せき眼がんの魔ま女じよが、神を名乗る。

「どこぞの出来損ないと違って、純粋な魔神といった所か。ここまで言って理解できないなら、どれだけ言葉を積んでも無む駄だだ。理解は放ほう棄きした方が良い」

　呟つぶやくように言った意図も、果たしてあったのか。片手間で、気き紛まぐれで、退屈で、気が向いたから。その程度で殺し、その程度で見逃し、その程度で救う。分かりやすいお山の大将よりも分かりやすく、分かりやすすぎるため逆にその本質が見えなくなってくる。

　その時だった。

　異変があった。

　右手首を握り潰された上条当麻の断面から、何か見えないモノが吹き荒れたのだ。轟ごう!!　と渦を巻く何かは、特定の形も取らずにオティヌスに向けて勢い良く放たれる。

　ただし、

「……こんなものか？」

　オティヌスの血まみれの手が、何かを摑つかんだ。

　隻眼の魔神は、小首さえ傾かしげていた。

「第三次世界大戦の終しゆう盤ばんにはそれなりの結果を生んだらしいが、蓋ふたを開けてみればこの程度だったのか？」

　無造作に、握り潰した。

　見えない力はのたうち、オティヌスから逃れようとしたようだった。しかし遅い。さらに血まみれの指に力を込めると、今度こそ、その見えない力さえも千ち切ぎれて虚こ空くうへ消えていった。

　圧倒的。

　正体の分からないものを、正体が分からないままにねじ伏せてしまうほどの暴力。

　それを生み出した当人は、それが周囲にもたらす影えい響きようというものを全く考えていない。

　オティヌスは、血まみれの手をゆっくりと伸ばす。

　倒れたまま動かないマリアン＝スリンゲナイヤーのオーバーオールの背中の部分を摑つかみ、強引に引っ張り上げる。

「せっかくの拾い物なんだ。もう少し役に立て」

　ボソリと呟つぶやき、雲くも川かわ鞠まり亜あから背を向けるオティヌス。

　しかしそこで彼女の動きがピタリと止まる。

　気き紛まぐれで雲川鞠亜を見逃した魔ま神じんは、やはり気紛れで雲川鞠亜を殺しておく事にしたのか。

　そう思った雲川鞠亜だったが、答えは違った。

「……出来損ないが」

　オティヌスの声が響ひびいた直後だった。




　知らぬ間にもう一人。

　金髪の青年がいつの間にか円形リングに立っている。




　隠れる場所なんてどこにもなかった。学園都市製の超能力が使われた様子もなかった。それでも金髪の青年はリングの中央に出現している。そう、出現した、ではない。雲川鞠亜には過去形で表現できない。いつ現れたのか、その時間を把は握あくできない。

　そして何よりの異常。

　金髪の青年は、あれだけの猛威を振るうオティヌスに向かって。

　ぞんざいに、吐はき捨てるように言葉を放ったのだ。

　魔神。

　そう名乗った何者かの、対ついとなるように。

「今回はお前に用はないよ」

　大半の金かな網あみが破は壊かいされ、ほとんど意味のなくなったリングの出口を指差して、金髪の青年は告げる。

「さっさと黒小人ドヴエルグを連れて去ると良い。用があるのはそっちの幻想殺しイマジンブレイカーだ」

「……、」

　オティヌスはわずかに沈ちん黙もくした。

　直後だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　オティヌスと金髪の青年の間で、凄すさまじい爆音が発生する。




　一回ではない。数千数万の爆音があまりにも短い間かん隔かくで次々に炸さく裂れつしたため、総体として一つの音のように聞こえてしまうだけだ。

　しかしその爆音に反して、実際に何が起きているのかを知る事はできない。

　何かしらの現象が目に見えるという訳ではない。

　分かるのはただ一つ。

　この金髪の青年は、魔ま神じんオティヌスと拮きつ抗こうした、という点だけだ。

「やめておけ。決着がつかない」

　青年は呟つぶやいた。

　おそらくオティヌスの方も小こ手て調しらべのつもりだったのだろう。わずか数秒の爆音は、それだけでピタリと停止する。

　吐はき捨てるように、オティヌスは告げる。

「たかが出来損ないが、純粋な魔神の前に立って何をするつもりだ？」

「まあ勝てないだろう。勝てるんだったらとっくに殺してる。殺していない以上は殺せる手段がない。そういう事なんだろうけどさ」

「……つまり、私に殺されに来た、と」

「それもないな。分かっているくせに。魔神といっても完かん璧ぺきじゃない。いいや、完璧すぎるからこそ困った特徴を持ったりもする。それが分かっているから、そのジレンマから解放されるために大おお仰ぎような段取りを組んでいる訳だ」

「……、」

「無限の可能性って言えば聞こえは良いが、それは、成功する可能性と失敗する可能性の両方を全部持っているって事だ。物質と反物質に近いかな。一つの物事に対し、お前は必ず成功と失敗の可能性を抱えてしまう。どれだけ力を蓄えても五分五分。ロシアンルーレットで言うなら三発の弾丸を込めてからのショット。……率直に言おうか、オティヌス。お前は世界を壊すほどの力を持っていながら、子供にジャンケンで負ける可能性さえ五〇％も抱えているって訳だ。上かみ条じよう当とう麻まが『二回』も負けたのは奇跡に近いな。彼はよほど『不幸』であるらしい。しかしまあ、そんな調子じゃやたら無む暗やみに全力を振るう事はできない。どうにかして、可能性を制御する方法を探したくなるってものだ。勝つ方向を伸ばしたいのは当然だが、負ける方向に伸びたって、それはそれで対策を取るための基準ができる訳だからな。半々ってのが一番厄やつ介かいだ」

　そして、と青年は親指を使って、自らの胸の中心を示す。

　告げる。

「私は魔ま神じんになるはず、で止まっている不純物だ。つまり、力の総量ではお前に負けるものの、五分五分のジレンマからは解き放たれている。何しろ不完全だからな。完かん璧ぺきなバランスを保ってしまっているお前と違って、勝算には偏かたよりがあるぞ？」

「だから勝てるとでも？」

「だから無理だよ。できたらとっくに殺してる」

　青年は呟つぶやいてから、しかし笑ってこう付け足す。

「とはいえ、ほんのちょっぴりだけなら、今のお前を押し返す心当たりがないって訳でもないんだ。お前が無造作に上かみ条じよう当とう麻まの右手を潰つぶしてくれたから」

「……まさか」

「第三次世界大戦は、体の中に『世界を救う力』を持った男が仕掛けた戦争だった。彼は『世界を救う力』を持っていたが、それを外の世界に出力するための右手がなかったから世界を救えなかった。だから彼はあらゆる手段を使って特別な右手を手に入れようとした。そう、世界にたった一つしかない右手を切り落としてさ」

　ガン!!　という金属音が聞こえた。

　上方からだ。

　円形リングを囲む金かな網あみを支えるための柱だった。その上に、いつの間にか赤い装しよう束ぞくの男が立っている。右腕は肩の所から切断されていた。そこから、砂糖水をかき混ぜるように不自然な空間の歪ゆがみが生じている。

「『世界を救う力』を持った右方のフィアンマ。そして不純物とはいえ魔神の力を振るう私。……さて、五〇％のオティヌスは『変動する可能性』に対してどう動く？　ごり押しの成功率も均一のはずだが？」

　ふん、とオティヌスは鼻から息を吐はいた。

　彼女は一度、マリアン＝スリンゲナイヤーを片手で摑つかんだまま、青年に背を向けた。相手側の提案を吞のむ、という形で。

　しかし数歩歩いた所で、オティヌスは唐とう突とつに立ち止まった。摑んでいたマリアンを無造作に放り捨てる。

　彼女は言う。




「……やっぱ殺すか」




　轟ごう!!!!!!　と。

　雲くも川かわ鞠まり亜あの認識を超えた何かが吹き荒れた。

　ナチュラルセレクター、『自然淘とう汰たを決定する者』。数多くの選手達が、『木原』と『グレムリン』が、上条当麻とマリアン＝スリンゲナイヤーが……それぞれ戦い続けた舞台の上で、同じお題目でありながら、次元の全く違う戦せん闘とうが繰くり広げられる。







　北欧にある小さな病院だった。

　消灯時間はとっくに過ぎていて、本来であれば見舞い客が滞在して良い時間ではない。しかし個室の一角には、相変わらず入院患者以外の何者かが佇たたずんでいた。

　ブリュンヒルド＝エイクトベル。

　北欧神話における先天的な体質『ワルキューレ』と、十字教における先天的な体質『聖人』の双方を同時に備えた希け有うな女性である。

　もっとも、必ずしもそれらの力は相乗効果を示す訳ではないらしく、ブリュンヒルドの力は月の満ち欠けのように、一定周期で性質と強さが切り替わるようになっていた。

　前述の通り、彼女は入院患者ではない。

　病室の本来の主は、ベッドの上で横になっている一〇歳前後の少年だった。

「ココア欲しい」

「駄だ目めだ。もう歯は磨みがいただろう」

「このままじゃ眠れないよう」

「羊の数を英語で数える事を推すい奨しようする」

　聞く者がいれば平和な会話だと思うかもしれないが、かつてブリュンヒルドは、この少年に危害を加えた者達への復ふく讐しゆうを遂とげるため、全世界規模の魔ま術じゆつテロを起こした過去を持つ。その最後の戦闘でイギリス清教に敗北して投とう獄ごくされていたのだが、第三次世界大戦時の戦争協力によって例外的に罪状を消化し、このたびようやく少年と再会できるようになった、という経緯があるのだ。

　そんなブリュンヒルドの感性が、平和な時間の終わりを察知した。

　彼女はさりげなく右の手首へ左手を添えると、袖そでの中に隠していた輪状の紐ひもから、切手大の木片を一つだけ取り外す。表面にはルーン文字が焼印されていて、ブリュンヒルドは手の中でそれを握り締しめたまま、口の中で何かを呟つぶやく。

　眠りの刻印。

　北欧神話の主神オーディンが、暴走したワルキューレを封じるために使用したと言われる、文字通りの強制睡すい眠みんを与える文字列である。

　効果は迅じん速そくに訪れた。

　パタリと意識を失い、速すみやかに夢の世界に誘いざなわれた少年の額へ、ブリュンヒルドは切手大の木片を添える。

「この先を見る必要はない。せめて幸せな夢を」

　ゆっくりとささやき、乱れていた掛かけ布ぶ団とんを直してやると、ブリュンヒルドはベッドの横にあったパイプ椅い子すから立ち上がる。

　振り返る。

　いつの間にか病室のドアが開いていた。その先に誰だれかがいる。長身の女性だった。ぴったりとしたライダースーツをまとい、腰にはジャケットの袖そでを結んで下げているが、背中には西洋の剣が備えてあり、耳の上には鳥の羽をあしらった髪飾りが取り付けられている。どこかしら、ブリュンヒルドと共通する印象を作為的に整えられていた。

　ブリュンヒルド＝エイクトベルはわずかに眉まゆをひそめ、

「……そう言えば、骨こつ髄ずいの移植によって血液型が変わるように、人体の要所をねじ曲げて後天的にワルキューレの性質を取り込む魔ま術じゆつ実験があったか。実験は停止したと聞いていたが、知らない間に世代が更新していると見える」

「……、」

　何かを切り返すため、後天性ワルキューレが息を吸い込んだ。

　しかし言葉は出なかった。

　直後の出来事だった。




　ドゴォ!!!!!!　と。

　ブリュンヒルドの蹴けりが後天性ワルキューレの腹の真ん中に叩たたき込まれた。




　吹き飛ぶなんて次元ではなかった。

　吹き付ける。あるいは塗りたくる。その場で後天性ワルキューレの全身はケチャップを詰めた水風船のように破裂し、赤黒い何かが病室の外にある通路の壁一面へと叩きつけられた。あの少年に危害が加わる可能性のある場面において、ブリュンヒルドは一切の容よう赦しやを捨てる。何の冗談でもなく世界を、六〇億人でも七〇億人でも迷わず敵に回す。

　そしてその判断は間違っていなかった。

　壁を真っ赤に濡ぬらす汚れの表面が蠢うごめいた。それは凹凸で巨大な顔を作り出す。極ごく彩さい色しきの粘液が微振動し、口の動きに合わせて音声を発生させてきた。

『情報通り』

　まだ死なない。

　おそらくは形を整え直せば後天性ワルキューレとして再起動する。

　ここまでの外げ道どうは、ブリュンヒルドも知らない方式だった。

『ネックはその少年。そこさえ押さえれば、ブリュンヒルド＝エイクトベルの持つ機密を自由に引き出す事ができる』

「……、」

　あらゆる戦略性を無視してその一語に反応するように、ブリュンヒルドは無言で病室の外へ歩いて出る。

　そして気づく。

　廊下の左右に、さらに一〇人強。後天性ワルキューレの女性達が待ち構えている事に。

「ご丁てい寧ねいにどうも」

　呟つぶやき、ブリュンヒルドは床にあった剣を蹴けり上げて片手で摑つかむ。鞘さやを抜く必要はなかった。ブリュンヒルドが口の中で何かを呟くと、刃の鋭さが内側から鞘を切り飛ばす。最初に叩たたき潰つぶした個体が備えていた、片手用の剣だ。ブリュンヒルドの本来の趣しゆ味みはクレイモアのような『鎧よろいや兜かぶとごと相手を叩き潰す』超重量の剣なのだが、この際、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　そもそも生き残れる保証すらない。

　単純な殺し合いでは勝利できるかもしれないが、後天性ワルキューレ達はブリュンヒルドの『弱点』を理解している。あの少年を庇かばいながら、一〇以上の方向からの攻こう撃げきを同時に捌さばくとなると、難易度は相当跳ね上がる。

　そして自分の命と少年の命であれば、ブリュンヒルドは迷わず少年を選択する。

　だからこそ、勝てるはずの相手に勝てない状況が生まれてくる。

　ブリュンヒルドが剣を抜いたのを機に、後天性ワルキューレ達も一斉に鞘から剣を抜いて構える。

　その時だった。




　ダンプカーのような勢いで、病院の廊下を何かが突っ切った。

　それは表で待機していた別働隊の後天性ワルキューレが吹き飛ばされ、床の上を転がされていく光景だった。




　凄すさまじい力を使って、誰だれかが、投げた。

　必然的に全員の注目は射出元に向けられる。暗い廊下の先（そもそもこれだけの騒さわぎが起きているのに静けさを保っている時点で、他の患者達や医師達の精神への魔ま術じゆつ的てきな干渉も行われているのだろう）、非常口の位置を示すランプの淡い光に照らされて、誰かが立っている。ラフなシャツにジーンズ、作業用のエプロンという格好ながら、どこか全体でメイドのような輪りん郭かくを形作っている奇妙な女だった。そしてブリュンヒルドは、その女に同族の匂においを感じ取った。北欧神話のワルキューレとしてではなく、十字教の側として。

「……聖人か。第何位だ？」

　思わず呟いたブリュンヒルドに、金髪のメイドは笑って頭をかいた。

「忘れた。ま、アンタよりは上だったと思うけど」

「何しに？」

「私は分かりやすいのが好きだからね。アンタはともかく、アンタが守ろうとしているものに関しちゃ落ち度はない。そういうもんをチクチク狙ねらって自分の利益に結びつけようとする輩やからが死ぬほど嫌きらいってだけだ」

　後天性ワルキューレ達の布陣が変わる。二ヵ所いる敵へ迅じん速そくに対処できるように、剣の切っ先の向きが変更されていく。

　しかしそこで、金髪のメイドはニヤリと笑ってこう告げた。

「そして、そう思ってるのは私だけじゃないぞ？」

　直後だった。

　今度は通路の反対側だった。凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびいたと思ったら、闇やみの向こうから別の後天性ワルキューレが薙なぎ払われて飛んでくる。通路を歩いて現れたのは小柄な少女だった。その手に杖つえを備えた、近代西洋魔ま術じゆつ結社のボス。

　レイヴィニア＝バードウェイ。

「……ま、相応の『出資』をしたんだ。何も成果が出ませんでしたじゃ話にならん。北欧系の正規メンバーが出てきてくれたようで何より。サンドリヨンやサローニャ＝Ａ＝イリヴィカと違って、多少は有意義な情報をもらえそうだ」

　くるくると杖を回しながら、少女は告げる。

「人の事を言えた義理ではないが、いい加減に好き放題やられてこっちも頭に来ているんだよ、『グレムリン』。そんな訳で、まあ、ちょっと付き合え。お前が生んだストレスをお前で晴らすために」

「……、」

　後天性ワルキューレ達の動きがわずかに止まった。

　状況の変化に躊ちゆう躇ちよしたかに見えたが、違う。

　真っ先に気づいたのはブリュンヒルド＝エイクトベルだった。

「なるほど。そういう事か」

　彼女は天てん井じようを見上げ、さらにその建材を無視して上空へ注目する。

　空飛ぶ刺し客かくを。

「まだ何かいるな。そして私の頭に入った。戦せん闘とうで注意を引いて、精神的な防壁が手て薄うすになった所で『主神の槍グングニル』の情報を抜き取るのが目的だったか」

　北欧神話の主神オーディンの使う槍やり。その神の持つ力の象徴。かつてブリュンヒルド＝エイクトベルが、とある少年のための復ふく讐しゆうに使った、北欧神話最大級の霊れい装そう。

「どうでも良いだろ」

　金髪のメイドが簡単に言った。

「こっちは代わりに『グレムリン』のヒントをいただく。その後で追い駆けて本拠地を叩たたき潰つぶせば、何を盗まれたって取り返せる」







　結果は火を見るよりも明らかだった。

　悠ゆう々ゆうとバゲージシティを出た魔ま神じんオティヌスは、マイナス二〇度の吹雪ふぶきの中でも涼しい顔をしていた。

　傍かたわらを歩く者に話しかける。

「頭は冷えたか？」

「……、」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは沈ちん黙もくしていた。

　彼女が歩いているのではない。まるで米袋のように、誰だれかに肩で担かつがれていた。あまりにも距きよ離りが近すぎて、かえって全ぜん貌ぼうは見えなくなっているが、それでも分かる。懐なつかしい匂においに、懐かしい肌触り。しかし何かが違う。眠っている人間と死んでいる人間の差のような、何かが。

　呟つぶやくように、マリアンはやがて口を開いた。

「ベルシ」

　答えはない。かつて彼女の仲間だった男は、黙々と歩いている。これだけの吹雪の中で、震ふるえも鳥肌もなく、ただ黙々と。

　何が起こったのかを、マリアン＝スリンゲナイヤーは悟った。

　魔神は素っ気ない調子で語る。

「生きているか死んでいるかの違いなど、些さ細さいなものでしかないだろうに」

「死者の軍勢エインヘルヤルの仲間入り、か」

　マリアンが行ってきた人体改造とほぼ同等の技術。ただし死体が専門。人肉の要所に黄金を組み込み、明確な死体を腐らせず意のままに操る、それだけの技術。

　魔神は退屈そうな調子で、

「まさかと思うが、お前もバゲージシティにいた連中みたいに喚わめき散らすんじゃないだろうな。『死んでも成し遂げるという先生の決意を何だと思ってやがる』とか何とか」

「……言わないさ」

　それを叫ぶだけの原動力が、今のマリアンにはない。

　決定的な何かが、この世界から失われてしまった。

「その喚き散らした誰かはどうした。それも軍勢に加えたのか」

「まさか。例によって邪じや魔まが入った」

　邪魔。

　オティヌスに対して、その行動を実行できる者は限られている。

「出来損ない……オッレルスが出てきたのか」

「現状であれとやり合っても必ず引き分けで終わる。そういう風にできている。あれもいずれ何とかしないといけないな」

　唯一の弱点。

　幻想殺しイマジンブレイカー以上の脅きよう威い。

　しかし語るオティヌスの表情に変化はない。おそらく彼女にとっては、それはすでに解法の分かっているパズルを見ているようなものなのだろう。頭を使う段階ではない。散らかった部屋を片付けるように、体を動かす作業の量が膨ふくらんでいるだけだ。

　腐臭のしない死体の不自然なぬくもりを感じながら、マリアン＝スリンゲナイヤーは質問する。

「全体論の方はどうなった」

「幻想殺しイマジンブレイカーが何かを砕いた以上、私達が求めるべき何かはあった。ただし、あれだな。あの現象を一つの脳で実行しようとすると、いくつかの壁が生じる。率直に言って、ただの人間程度に実現できるとは思えない」

「人間以上の人材なら、アンタ自身がやれば良いんじゃ？」

「魔ま神じんとて魔ま術じゆつの一環さ。超能力と混ぜてみる気はないね」

　全体論の超能力は学園都市製とは違うのだから、ひょっとしたら副作用のようなものは発生しないのかもしれない。だがオティヌスは警戒しているようだった。あらゆる者の頂点に立つはずの、あの魔神が。

　マリアンはわずかに沈ちん黙もくしたのち、

「となると、次の標的は」

「ハワイで炉は入手した。『槍やり』の情報も順調だろうし、おそらくは全体論を使える素体の回収になるだろう。並の人間を凌りよう駕がする性質を持った素体だ。なおかつ、魔術によって支えられた聖人だのワルキューレだのではない出自を持った者。学園都市製の超能力開発を受けていない者。……そこまでの天然素材となると、数も限られてくる事だろう」

「心当たりは？」

「学園都市」

　オティヌスは呟つぶやく。

　もう一言だけ、付け加えるように。

「窓のないビル。その巨体を支える基幹構造の一つで、素体は静かに眠っている」







　上かみ条じよう当とう麻まの意識は明滅していた。

　麻ま酔すいもなしに腕を握り潰つぶされ切断される激痛と、一度に多くの血液を失ったショックによるものだ。そのはずだった。しかし何かおかしい。未いまだに心臓さえ不規則に動くような状況にも拘かかわらず、元凶がない。なくなっている。自分の右手へ弱々しく目を向けてみれば分かる。

　右手が。

　繫つながっていた。

　声に出して何かを尋ねようとしたが、掠かすれた音が出るだけで音声にはならなかった。やはり、ダメージ自体はあったのだ。というより、こうしている今も体内で暴れ回っているのだ。なのに、腕だけがくっついている。何事もなかったかのように。

　誰だれかが言っていた。

「すごいもんだ。鋭い刃物を使って切り落としたならともかく、あんなグシャグシャの断面だったのに。普通に考えたら、あの状態じゃ神経どころか骨だって繫げる事はできなかっただろうに」

　別の誰かが言っていた。

「俺様の時もそうだった。これが今代の幻想殺しイマジンブレイカーとして定着している証拠だろう。この右手は、この持ち主の右手である事で意味を成す。乱暴に言えば、この持ち主の右肩から生えているものが右手なんだ」

「やはり向こうも気づいていたかね」

「さあな。案外、さっさと世代交代をさせたかっただけかもしれん。上かみ条じよう当とう麻まの性質は『グレムリン』では操りづらい。別の何かに移してしまった方が手っ取り早い。当然、連中の目的が幻想殺しイマジンブレイカーであればの話だが」

「仮説の話だよ。だが魔ま神じんとしての強すぎる性質が邪じや魔まになるなら、幻想殺しイマジンブレイカーを利用するのが手っ取り早いのは事実だ」

　上条当麻は倒れたまま、視線を天てん井じようへ向けた。

　誰かが覗のぞき込んでいる。

　彼は尋ねようとしたが、その前に片割れがこう切り出した。

「俺様の時もこうだったな」

「言われてみれば、君も右腕を失ったんだったか。こっちは再接続したようだが」

　まるで上条の疑問を最初から知っているかのように、もう片方がこう答えた。

　なんていう事のない声で。




「私はオッレルス。魔神になるはずだった男だよ」




　接点の構築。

　明確な接続。

　幻想殺しイマジンブレイカーを持つ上条当麻が本当に出会ってしまって良かったのかどうかも不明な、あまりにも巨大な不確定因子が無造作に現れる。

　そのオッレルスは、倒れたままの上条へ言葉を投げかける。

「勝手に修繕された右手が調子を取り戻すまでに、多少の時間はかかるだろう。とはいえ、その右手の性質のおかげで、私やそこのフィアンマにできる事は少ない。痛みを和やわらげる程度の効果も打ち消されるだろうしな」

「……、ぁ」

　掠かすれた声を出すために、上かみ条じよう当とう麻まは口を動かす。

　無む駄だと分かっていても、それでも治ち癒ゆや鎮ちん痛つうを望むか。右手の切断と回復を十数分で行ったのだから、無理もない考えではあるとオッレルスは思う。

　しかし違った。

　震ふるえる声で、少年はこう切り出したのだ。

「バゲージ、シティには、まだ助けを待っている人達がいるはずだ。『木き原はら』や『グレムリン』が撤てつ退たいしたからと言ったって、連中が刻み付けた爪つめ痕あとは残っている。その人達を、俺じゃ間に合わなかった人達を助けないと……」

　その声を聞いて、オッレルスは小さく笑った。

　そして告げる。

「なら遠えん慮りよなく酷こく使しさせてもらおうか。まずはマリアン＝スリンゲナイヤーが残していった人達の分解と再整備だ。利用された兵士達の一部も、テーブルにされたサンドリヨンも、君の右手と私達の叡えい智ちがあれば五体満足に組み立て直す事もできるだろう」







　一方その頃ころ、どうでも良いヤツが呟つぶやいた。

「……生き、残っちまった」

　マイナス二〇度の猛もう吹雪ふぶきの中に突っ立っているのは、シャール＝ベリランだ。バゲージシティを守っていた兵隊の内、一体どれだけが死なずに済んだのかは知らないが（そもそも兵員間のネットワークが寸断している事が異常事態）、どうやら彼はその一人に選ばれたようだ。

　原因は生き残った本人すら不明。

『嵐あらしの中心』に近づかなかった事が功を奏したのか、単純に彼は自分で思っている以上の能力を持っていたのか、あるいはもっともっと単純に運が良かっただけなのか。

『戦せん闘とう中断。繰くり返す、戦闘中断！　後は上が決める。これ以上の戦闘行動の続行は不利益に繫つながると思え！』

　ネットワーク外のサブ無線機からはもっともらしい文言が今さらのように続けられているが、上官からの公式命令にはそれなりの意味がある。ようやく区切りがついたのだ。もっとも、真ま面じ目めに戦った者はみんな雪の下で、誰だれもこの通信を聞ける状態ではないだろうが。

　しかし生き残ってどうしよう？　と彼は思う。

　どう考えたって雇い主のバゲージシティや反学園都市サイエンスガーディアンは崩ほう壊かいした。というか、仮に上層部が再編成を試みたとして、シャールは絶対に召集には応じないと心に誓う。学園都市は化け物だ。ウワサなんだから話が大きく広がっているだけだろーと思っていたのより五倍一〇倍は弾はじけまくっていた。

　と、そんなシャールの少し離はなれた所に、何かが落ちていた。この猛もう吹雪ふぶきの中でも白い色に埋もれず、不自然に残っている何かが。

「学園都市側の……爆ばく撃げき機きの残ざん骸がいか？」

　当然ながらテクノロジーの塊かたまり。シャールにはどうやって料理するかも分からない代しろ物ものだが、欲しがる人間は絶対に欲しがる。退職金代わりとしては悪くない。自分はツイている。あれだけの戦乱を潜くぐり抜けた強運はまだ継続している。

　そう思い、一抱えほどもある黒い破片に手を伸ばそうとしたシャールだったが、

『急げ急げ。マーカーが機能しなくなったら分厚い雪を全部掘り返す羽は目めになるぞ。その前に全部回収しろ』

「!?」

　慌あわててスクラップになった自動車の陰に隠れるシャール。のっそりとした動作で現れたのは、複数の駆動鎧パワードスーツだった。……いや、そう表現して良いのだろうか？　捻ねじれたトンボとも、サソリの着ぐるみとも言えそうな『何か』が、冗談のように吹雪の中を歩いている。

　わざわざ無線通信ではなく肉声を使っている理由は何なのだろうか。

　あまりにも人間からかけ離れているから、『人間らしい仕草』を織り交ぜなければ自己の認識が崩ほう壊かいしてしまうのかもしれない。

『学園都市側も反学園都市サイエンスガーディアン側も全部だ。使える物も壊こわれた物も全部かき集めろ。破損部品に関しては「情デ報ー送タ受フ信エ用ロ薬モ品ン」の毛細血管が弾けるようになっている。マーカーが消える前に匂においを辿たどって回収しろ』

『邪じや魔まする者は？』

『全員消せ。本質に近いか遠いかは関係ない。ＵＦＯの部品と思い込んでいようがオーパーツだと信じていようが粉々にしてやれ。元々マーカーは高温に弱いんだ。爆発炎上で匂いが薄くなっているかもしれないぞ。用心しろ』

「……、」

　シャール＝ベリランは伸ばしかけた手を引っ込め、速すみやかにスクラップの陰から離れる事にした。

　この切り替えの速さが、彼を生き残らせる勝因となったのかもしれない。







　バゲージシティの騒そう動どうが終わってから少し経たって、その人物が訪ねてきた。既製品の安物スーツをまとった、就職活動真っ最中ですと言った風ふ情ぜいの若い女。しかしその女が抱えている書類用の大きな封筒の中にあるのは、一国の指導者程度では閲覧する事もできない機密情報の塊だった。

『世界』という単位で何かを管理する者。

　バゲージシティの奥で震ふるえていただけだった老人とは、あまりにも不釣り合いな相手。

　そもそもバゲージシティの、というか反学園都市サイエンスガーディアンを統治するトップ達は『木き原はら』によって丸ごと潰つぶされている。老人は本来であれば巨大組織の方針を決定するだけの立場にない。そんな老人の元に、『世界』を相手にする若い女が訪れた時点で、すでに勝敗は決していた。

　老人へ決定権が繰くり上げられるほどに。

　彼らの『上』は徹てつ底てい的てきに壊かい滅めつしていた。

「さて」

　女は言う。

「これで、我々学園都市がどれだけ危険なものを抱えていたかは分かっていただけたかと思います。そのために『木原』を三人……いや四人失う結果となりましたが、まあデモンストレーションとして妥だ当とうなコストだったのではないでしょうか。第二位、垣根提督も『未元物質』を使って人体細胞を構築する術を獲得したようですし、損失分はすでに補ほ塡てんしております」

　被害者数は女が想定していた数の一〇〇〇分の一にも満たなかった。

　おそらくは、イレギュラーな『木原』が暗あん躍やくしていたおかげで、戦せん闘とうの外にいた観戦客などへの犠ぎ牲せいがなかったためだろう。

　女としては分かりやすい数字で提示できなかったため、設定していた恐怖が伝わるかどうかに多少の懸け念ねんはあったのだが、老人は別の所できちんと驚おどろいてくれたようだった。

「妥当な、コスト……？」

「ええ。反学園都市などという世よ迷まい言ごとには何の価値もないどころか、マイナス効果ばかりを膨ふくらませるのだという事を、言葉ではなく実感で理解していただくための」

　サラリと言ってのけて、女は豪ごう奢しやなテーブルの上に広げた書類を人差し指で指す。

　コツコツという短い音が続く。

「まさかと思いますが、『木原』があれで全部だなんて思ってはいませんよね？」

「……だとすれば、怯おびえはするが逆効果だ」

　なけなしの勇気を振り絞り、かろうじて老人は言葉を吐はき出す。

「学園都市があれ以上のものを抱えているのだとすれば、それは私達の予想以上だ。世界の危機そのものだ！　私達は善良なる意思をもって立ち向かわなくてはならない。あんなものを見せられた後ならなおさらだ!!」

「やれやれ」

　スーツの女は呆あきれたように額へ手をやった。

　首を横に振る。

「それは逆なんですよ」

「なん……だと？」

「そもそも『木き原はら』を何だと思っています？　まさかと思いますが、学園都市が生み出した精鋭部隊だなんて陳ちん腐ぷな答えではありませんよね」

　女はいくつかのコピー用紙を人差し指でどけて、埋もれていた一枚をさらけ出す。

　そこに書かれている内容を、かいつまんで説明する。

「あれは副産物の一種です。『純粋な科学の一分野を悪用しようと思う時に、その一分野に現れる実行者』……それが『木原』なんですよ。そして現状、この世界の先せん端たん技術の大半は学園都市が握っている。だから『木原』も学園都市に集中する。集中させて管理しておける。ですが」

「ま、さ……か……」

「学園都市の一極集中が壊こわれて『科学』が拡散すれば、それに伴って『木原』も世界中で自然発生する事になります。あれは今の所は血族に縛しばられていますが、別にその条件がなければならないという訳でもありませんしね。有あり体ていに言えば、あなた達反学園都市サイエンスガーディアンが発展すれば、科学技術と共に『木原』が世界中に溢あふれ返る。それは学園都市にも制御できなくなる」

　分かりやすい例があった。

　このバゲージシティに現れた、異端の『木原』。ベルシを名乗って活動していたグレムリンの一人、木原加か群ぐん。

　彼がグレムリンに合流したからこそ、グレムリンは科学技術を利用できる環境を整えられたのかもしれない。

　しかし、それだけではないかもしれない。

　グレムリンが『科学技術を活用して魔ま術じゆつを補強しよう』と思ったからこそ、木原加群はグレムリンに合流する運命を背負ったのかもしれない。

「さて、ご老人。学園都市の横暴を許さないという名目で発生した反学園都市サイエンスガーディアンですが……あなた達は、自然発生する『木原』の大群に吞のみ込まれる世界を構築してでも、その理想を貫く覚悟はおありなんですかね？」

　女は一枚の紙切れを差し出した。

　簡素な内容の記された契約書だった。

　その末尾に名前を記すだけで、老人達の戦いは終わる。

　もちろん、敗北という形で。

　いいや、すでに結末の決まっている勝負を、老人達に思い知らせるための儀ぎ式しきでしかない。

「……お前は」

　震ふるえる手で万年筆を摑つかみながら、老人は絞り出すように呟つぶやいた。

「そんな『木原』を軽々しく語るお前は、一体何者なんだ」

　対して、女はうっすらと笑った。畳たたんで椅い子すの背に掛けていた、白いコートのようなものを摑つかむ。大きく広げて羽は織おる。それはコートではなかった。研究者用の白衣だ。




「私も『木き原はら』の一人ですよ、木原唯ゆい一いつ。人間が科学を使う限り、必ず現れる者の一つです」




　四人もの『木原』の損失を多少の犠ぎ牲せいと切り捨てたその女は、一枚の紙切れを持ってバゲージシティから立ち去った。

　それは、あまりにもあっさりとした。

　まるで飼い犬が庭から逃げたから日曜大工で柵さくを作ってやった程度の感覚しかない。

　一つの騒そう乱らんの終わりだった。








あとがき









　一冊ずつな方はお久しぶり、まとめてな方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　四冊目!!　今回は本編があれなので、いつもの章立てを排除しています。これは『次に起こる出来事を予測できないようにして、誰だれが死ぬか分からない状態にさせる効果』と、終しゆう盤ばんに明かされる『ルール』の話を物語全体の構成に組み込むためのギミックだったりします。

　今回のテーマはミクロとマクロの関係性についてなのですが、章立てが存在しないので一つ一つの小さなエピソードにコメントをつけていくやり方では何も語れないんですよね。なので変則的に、主要登場人物について語ってみたいと思います。物語を動かしているキャラクターを知っていただく形で、今回のお話を改めて総括していただければ。







　木き原はら乱らん数すう。

　脳に影えい響きようを及ぼす化学物質の研究者。第五位のファイブオーバーを作るにはどんな技術が必要かな、という所から膨ふくらんだキャラです。

　使っている技術自体はトリッキーであるものの、今回出てきた『木原』の中では内面的に一番スタンダードで、分かりやすい人物像だったと思います。一族内のランキングは中の下、といった所。『世界的なスポーツの祭典を観みて、あんな事を考えちゃう人間』という辺りから、木原らしさとは何かを知っていただければ幸いです。

　本編では極めてリアルな幻覚を作っていましたが、本来は一種類の感情を操作する事を得意としており、例えば『何な故ぜか知らないけどドアノブが異様に怖い＝部屋の外へ出られない』などのコマンドでターゲットの行動範囲を絞ってから銃や刃物で確実に仕留める、といった攻こう撃げきを行っていたはずです。

　彼自身が口に出している通り、リアルな幻覚は『あまりにも早く制圧し過ぎてつまらなくなったから、暇ひま潰つぶしで作り出したもの』だった訳です。

　……その結果、たまたま似たような力を使う敵とぶつかって、合わせ鏡のような幻覚のループに囚とらわれた訳ですが。




　木原円えん周しゆう。

　木原一族の出来損ない……に見せかけて、実は頭の良さだけならトップグループに属する娘です。円えん周しゆうの周りのモニタに片っ端ぱしからグラフが表示されるシーンがありますが、あれは首から下げたスマフォが半自動的にハッキングを行っている、という設定なのです。

　初期アイデアは木き原はらＡＩだったのですが、『完全に人間みたいにしゃべるＡＩ』っていうのもなー、という訳で設定を組み替えています（火星で微生物が日本語で会話しているような世界観なんですけどね……）。人間みたいな思考をさせたいなら人間を使えば良いじゃない、という感じで。一見すると人間がプログラムを利用しているようにも見えますが、円周レベルの娘じゃないと『プログラムに人間が誘ゆう導どうされる』状況に陥おちいりかねません。……実際、体重管理アプリや占いサイトなんかを利用し過ぎてそういう状態になっている人もいますし。差し詰め、呪のろいのアイテム系でしょうか。

　ちなみに最終的な木原円周のイメージは『普ふ段だんは地味なあの娘が「木原」の力を借りて素す敵てきに変身！』になりました。




　木原病びよう理り。

　おばさんおばさん言われていますがパジャマのお姉さんです。……今時のラノベだと『おばさん』って何歳ぐらいからなんでしょうか。魅み惑わくの仮病キャラにして、日本の伝統である変形ボスキャラ。『強敵をやっと殺したと思って一息ついた所で背中をバッサリ』が大好きな人なので、『わざと倒されるように』自分の体を何段階にも調整しているのが特徴です。木原加か群ぐんが散々警戒していたのもそのため。今回は第二位の力を利用していましたが、きっと第二位が手に入らなくても、『木原』としての知識・技術をフル活用して自分の体をいじくり回していた事でしょう。

　木原病理はあくまでも『科学的な攻こう撃げきを想定して』変形の段階を組んでいるため、その枠の外から奇き襲しゆうされると『何回も変身して徐々に強くなっていく戦せん闘とうシナリオ』が台無しになってしまいます。




　木原加群。

　今回のジョーカーさん。元々は臨死体験に限らず、生命や魂たましいに関するあらゆる事柄からオカルトを排除し、その全すべてを科学的に説明する事で、『人の命は確かにある。それは地位や状況で価値が変動するものではない』みたいな結論を出したかった人でした（木原一族は総じて目的自体は奇き麗れいなものです。……目的だけなら）。が、その実験の過程で簡単に人の命をオンオフできる技術を作ってしまったため、『これ以上実験を続けたら人の命の価値は変動しないけど、ものすごく低い所で固定されそうだぞ？』という事に気づいて研究職を引退しています。

　研究者時代は、単純に殺害した人数は『木原』の中でも文句なしの最大数でありながら、その全員を蘇そ生せいさせたため、最終的な損害は〇人というとんでもない経歴を持ちます。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、復ふく讐しゆうにのみ突っ走る優しい先生……のようにも見えるのですが、でも冷静になってみるとこいつ、復讐に必要な力を得るためとはいえ、ラジオゾンデ要よう塞さいやハワイ諸島の一件にも関かかわっています。バゲージシティで観戦客を助けている節もありますが、そもそもの計画全体を組み立てているのも彼ですし。『素晴らしい目的を果たすためとなると、全体的な正当性が崩ほう壊かいする』という辺りは、割と他の『木き原はら』と共通する特徴です。……つまり通り魔まから子供達を守るために解放した『木原』は、その後自分で制御する事ができなくなってしまったのです。

　……こういった事情もあり、最期に彼が告げた『済まなかった』を雲くも川かわ鞠まり亜あは自分ではなく別人に向けたものだと判断していましたが、実は雲川鞠亜『にも』告げられていた事だったりします。彼女が長年捜し続けていた『先生』は、すでにどこにもいなかった、という訳ですね。




　ベルシ。

　一応別枠扱いで。一いち撃げきで致命傷となる攻撃だけを全部無効化する、というものすごく極きよく端たんな防御術式を持っているため、本人の人格や嗜し好こうを無視してとにかく一つ一つの行動が派手になる困った人です。普通の感性をしていたら精神の方が先にやられそうですが、この辺はベルシの過去の研究成果が有効に働いているという設定で。

　致命傷となる攻撃は確実に無効化するくせに、攻撃を受けるごとに破壊力が増す剣の術式を備えているため、敵から猛攻を受けると天てん井じよう知らずの術式をバンバン使ってくるようになります。一方通行アクセラレータと違って『一回限りのベクトル操作』ではなく、『一度パワーアップしたら以降は敵を倒すか標的を切り替えるまでその攻撃力のまま』なので要注意。文字通りのインフレ野郎ですね。

　ただし補正がないとあんまり活かつ躍やくできないため、自分から行う奇き襲しゆうや一方的な攻撃は不得意。序じよ盤ばんで握り拳こぶしを使っているのもそのためです。この辺りに、木原加か群ぐんが望んでいた『最終的にターゲットと共倒れになる、削り合いの戦せん闘とう』という目的がチラチラ見えたりしています。

　ちなみに序盤であっさりやられた木原乱らん数すうやウートガルザロキは、ベルシにとっては天敵として機能したはずです。




　ウートガルザロキ。

　魔ま術じゆつ側がわの幻覚使い。シギン、マリアン同様、本来であれば直接戦闘には参加しない魔術師です。そんな彼らが何でバゲージシティに集まってきたのかは、話の終盤に出てくる『ある計画』が説明される過程で分かっていただけたかと。つまり、『グレムリン』にとっては戦闘に勝つ事には意味がなく、『戦闘を含むバゲージシティという環境を繊せん細さいに調整する事』こそが重要だった、という訳です。

『グレムリン』としては別にバゲージシティでやる必要はなかったのですが、反学園都市サイエンスガーディアンが『学園都市に代わるグローバルスタンダードな異能の力を構築する』なんていう大きな事を言ったものだから、妙な興味を抱かれてさんざん利用される羽は目めになってしまった、という経緯があります。




　シギン。

　物語開始時点ですでに倒れていた人。本来であれば味方に適切なアドバイスをするだけでなく、敵側に間違ったアドバイスを与えて自滅させたり、といった攻こう撃げき方法も使い分けます。

　魔ま術じゆつというよりは相手の論理を自分の中で分析して、穴を埋める事を得意とするディベートなどの達人。その『論理の穴埋め』能力が魔術にも通用するものであったため、『業界（？）』に入る事になりました。

　自分はアドバイスするだけ、しかも成功した場合に限ってその功績を自分のものにしたがる、という超無責任な立場を守り続けているため、あんな結果にならずとも、仲間意識は極めて希き薄はくで、裏切ったりする事にも抵抗感がなかったりします。後述のマリアンの手で椅い子すやテーブルにされないのが不思議なぐらいのキャラクターです。




　マリアン＝スリンゲナイヤー。

　今回のお話の血みどろレベルが格段に上がっている元凶の人体改造マニア……のように見えますが、最後の最後で出てきた『戦乱の剣ダインスレーヴ』を見ていただければ分かる通り、本来なら人体専門という訳ではありません。

　作品の中でも言及されていますが、人体改造はわざとひどい形に敵兵を加工する事で、敵勢力の戦意を丸ごと削そぎ落とす戦略性があっての事だったりします。

　だから人間以外のモノに手を加える事もできるし、人間を改造するにしたって美男美女を作る事もできます。完全な道具の場合は鉱物から、ミサイルのような演算機能を持たせる場合は生命体から作る、というのが大おお雑ざつ把ぱなルールでしょうか。

　……ただ、あのテーブルや椅子を使いながら『癒いやされる』という感性を持つ娘なので、彼女の感性に従って美男美女を作ったら、それはそれでとんでもないものが出来上がりそうな気もしますが。

『戦乱の剣ダインスレーヴ』の説明を読んで『外周の付属品だけでその威力って何じゃそりゃ!?』と思われた方も多いはず。でもステイルが主人公のＳＳなどで語られている通りの威力の霊れい装そうを自在に作れるなら、あれぐらいやっちゃわないとバランスが保てないかな、と思って舵かじを切ってみました。ちなみに『戦乱の剣ダインスレーヴ』は別の話で語られる『主神の槍グングニル』と違って、元々の伝承でも『人間の王様が扱うために』用意されているものです。なので『神様の武器を神様が使うための』接続術式や、神々の武具そのものになる『投擲の槌ミヨルニル』などの配はい慮りよは必要がない訳です。

　あれだけ人体改造やってる割に、仲間の一人ベルシが死んだだけでかなり取り乱すのも特徴的。ようは、敵と味方の線引きがメチャクチャ極きよく端たんな性格、という訳です。とはいえ、ベルシの『末路』は本当に彼女のための救いとなるのやら……？




　サフリー＝オープンデイズ。

　格かく闘とう大会『ナチュラルセレクター』において、一番プレーンな参加選手。単純な総合格闘技の使い手です。一対一の戦闘の花形は学園都市製の超能力に持っていかれてしまったためにこの世界の格闘技全体は元気がなく（超能力の一部は『大だい覇は星せい祭さい』などでエンターテイメントとして認識されているのです）、サフリーは単純にスポンサーを探してバゲージシティまでやってきています。

　なので彼女の目的は『ナチュラルセレクターで優勝する事』ではなく、とにかく何でも良いから『多くの異能の力を持つ者が集つどう中で目立ちまくってお金持ちの企業や資産家の目に留まる事』だけだったりします。そういう訳で、戦いの形が公式試合、ストリートファイト、科学と魔ま術じゆつの戦争と次々に変化していっても全く動じていません。

　破は壊かいの爽そう快かい感かんに気を配っている辺り、本来の業務ではショービジネス的な配はい慮りよも怠おこたらない性格、なのかも？




　近江おうみ手しゆ裏り。

　見た目は一〇歳なのにボツリヌス菌などの力を借りているだけで実は三〇歳オーバー。チアリーダーに学生鞄かばん、挙げ句にメインの武器は園芸シャベルの忍者と、属性グッチャグチャです。自覚的に『とにかく目立って敵の注意を引きつける』ための措そ置ちですが……イラストレーター様には毎度ご迷惑をおかけしています。グッチャグチャと説明されていながら、本当にグッチャグチャにしてしまうと沽こ券けんに係かかわる、しかし奇き麗れいにまとめすぎると本文から乖かい離りする、という難易度ウルトラＣの注文だと思います。

　普通この手の陽動役は位の低い（＝使い捨ての）下忍などに任せ、リーダー格の上忍が安全に手柄を立てるという構図になるはずですが（だからリーダー格は生還し、だからリーダー格は武ぶ勲くんを重ねて地位を固められる）、近江手裏はそのセオリーを自らぶっ壊こわしている上、使い捨てにならずにきちんと生還するという離はなれ業わざを成し遂とげています。

　本質的に『仲間や部下を守り抜く』事に重きを置いているはずですが、初登場時点ですでに部隊が壊滅しているため、実は本来の思考パターンから離れた暴走気味の状態になっています。

　……甲こう賀がと言えば学園都市の暗部にもいましたが、彼らとは『目標とするもの』は大きく変わっています。この事から甲賀にもいくつかの派閥がある事が分かるはずです。




　雲くも川かわ鞠まり亜あ。

　鮮血、幻覚、人体改造、若作り忍者、生物兵器、変形ボス、マイナス二〇度の極ごつ寒かんとやりたい放題な地獄の中では貴重なオアシス、サービス課パンチラ係の雲川妹です。カポエラ、ブレイクダンス、ポールダンスなどを組み合わせた格かく闘とう技ぎ、というイメージなのであんまり文章では描写していないものの、多分スカートは相当大変な事になるはず。彼女のイラスト枚数で本編の地獄度が変化します！　……でもこの娘もイラスト的にすごーく大変そうですよね。躍やく動どう感かんとか体重の移動とか。

　能力の方は『暴風車軸バイオレンスドーナツ』と呼ばれる、『自分自身の体が生み出す遠心力を〇・五～二倍程度増減させる』といったものです。異能力レベル２相当。全すべての格闘技の基本なので破は壊かい力りよくは増すものの、骨や筋肉の強度はそのままなので『本気で拳こぶしを振り抜くと骨折する』という難なん儀ぎな特徴を持っています。

　何だか偉そうな事を言っている割に大した活躍をしていない雲くも川かわ鞠まり亜あですが、これは姉の雲川芹せり亜あにも言える姉妹共通の特徴だったりします。新約二巻で『クローン二万人が死ぬのを知っていながら止められなかった』と言及している辺りに注目していただけると、この姉妹の立ち位置が分かるはずです。




　上かみ条じよう当とう麻ま。

　ご存知、主人公にして安全地帯。ただし『上条がいればとりあえず味方は全員助かる』みたいなルールをぶっ壊こわしてみよう、というのが今回のテーマの一つであるため、あの手この手で『上条当麻』というキーワードが悪用されていきます。物語の中でも、それだけ上条当麻という単語の重みが増してきた、という事ですね。

　ただし、ラストに出てきたあの少年の存在が、これまでの『上条当麻』との違いを鮮明に表していたと思います。あそこだけ『いつもの章立て』に戻ったのも、これまで世界を支配していた冷たいルールが別のモノに切り替わったから、というメタな理由があったりします。

　……まあ、さらにその後にとんでもない『破損』が待っていた訳ですが。







　ボスキャラ級がどっさり出てきた『破損』のキャラについては敢あえてノーコメントで。シリーズが続くとああいう重要人物を立て続けに出せるだけのキャラクターが溜たまるのが利点です。







　イラストのはいむらさんと編集の三み木きさんには感謝を。ギミック使用前と使用後、限られた枚数の中でどこを描写するかという選択もかなり大変だったと思います。ＲＰＧ風の変形ボスとかいう無む駄だにコストの高い設定を見て『もー』と頭を抱えられたかもしれません。今回もありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。安全地帯をぶっ壊す、というアイデアは下へ手たをするとシリーズの柱をへし折りかねないため、『シリーズが長期になると必ず浮上する問題なのにそう簡単には実行できない』難題だったりします。今回それに挑戦する勇気をくださった事に感謝しております。




　それでは、この辺りでページを閉じていただいて。

　次回もページを開いていただける事を願いつつ。

　今回は、ここで筆を置かせていただきます。




　ワルキューレとか出てきたけど本編だけで説明するので安心してください


鎌かま池ち和かず馬ま





















新しん約やく とある魔ま術じゅつの禁書目録インデックス④








鎌かま池ち和かず馬ま





電撃文庫





2013年2月21日　発行





ver.002





©2012 KAZUMA KAMACHI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『新約 とある魔術の禁書目録④』

2012年3月10日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/sa9_v_b.png





item/image/ru9_v_b.png
Al





item/image/cover.jpg





item/image/t118.jpg
Key persons of “Baggage City”

mE 2
a2 Ui
- ) |
2 v
1 #E
@'\ ' 7%
2 Ji 4 4
- N = 20
(A 7%
ﬁmﬁ“ %3
=
LINY/ §ﬂ F
i
XX 973 i3
®a i 7 iz
= b 4 F1
i HY B>
Wz v
# I =
a# 5
*2 %
7 S
I s
m
R
F
i

Key persons of “Baggage City”





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/t356.jpg
Key persons of “Baggage City”

RN 2N AN — N E8Hh
PHRD—=R-DNib¥X

IR AIN2N AN —] BB
S b

FOAIDNIHBANL—
PORA=KDIAD R H—

IMNAIDNIHBRANL—
D—LRIPOH

MAIDNIHBARANL—
AL A

M) |
KIELE

KER

Key persons of “Baggage City”






item/image/t234.jpg
IR AIN2NAJ—J$H EBHh
HPPRD—=R-DNiF¥X

FRRHIND NN — | EHh
1=

INALDNHBANL —
MFORA=KDIAD R —

TN HRANS—
D—LRAPpOH

N

K] | 4

KELE

Key persons of “Baggage City”






item/image/ma_v_b.png





item/image/allcover-001.jpg
135972

il e 2AfOE HERD

— [MT13H &Y. fer JCERgT
WAL AK =T AT ¥ ZAAIGRED
ST YF BT, MRS [
FaghLsy—] ZIRLET] —

ZOTF Y ADIRE ) Kotz
HKILGERI A ZHEE Ly BEFBE
N4 ORI A B L
TWee SO [FF2I0kL s 5—]
Tl b A Y MDA SR
AU, TR ESNT % (k) %0E
WFa] SEEHME LI Thud %
BBl 7 4 77 7 4 7 4 WA S
P R VA AR

I & B OMGHEIEL [7 120 v
DTEAY . ZOMilES,

ZLT,

BB T RS v

ZHU o tEAD T
SREAD [FLA) ¥]o ZRIETT
HEE R O,

3|

m 2

z
£
(3
0
&
5
&
£
=

7-12-33

BxHiEa W

/

N

>

 z

PR

SRS

HaERBWETM, H—FFTY, TS8R
£B%T—* VBEAO TEHBNPRSERELES
IZRATUESDIBILIEITL &350

AFALHIODDEK
IEESRAINS. EI MR CHBIE CHD RO
BEEDENSASA MR B,





item/image/g91_v.png
[6





item/image/t106.jpg
[ENGIEANCEI NS T
PND—=K—DN¥TX

[ENTGTNEIS AN S =TT
b

INAIDNHBRANL—
D—LRIPOH

K] | 45
R

Key persons of “Baggage City”






item/image/t386.jpg
Key persons of “Baggage City”

TR AN PO — IS5
PPD—=R—DNb¥K

RN N AN — S5
1 Hh

FANAIDNIHBANL—
PFORN=KDIADHY$—

HERESAYTLAK
H=EiE

FOAIDN BN~
D—LRIADOH

MAIDAIHRAANL—
DY A

K] | 5
1CHEUER

K] | 45

ok

K] | 4

KR

Key persons of “Baggage City”






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		contents



		Main.01



		Sub.02



		Sub.03



		Sub.04



		Sub.05



		Sub.06



		Period.07



		Sub.08



		Sub.09



		Sub.10



		Main.11



		Main.12



		Sub.13



		Sub.14



		Sub.15



		Sub.16



		Sub.17



		Sub.18



		Sub.19



		Main.20



		Period.21



		Sub.22



		Sub.23



		Sub.24



		Sub.25



		Sub.26



		Sub.27



		Sub.28



		Sub.29



		Main.30



		Main.31



		Period.32



		Sub.33



		A_Cardinal_Error.34



		接続過程



		第ｎ章　たとえ死があったとしても　Dead_to...



		深刻な破損　ル9 二1bカケrサ991　マ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/t262.jpg
[EN NGNS AN EN =TT IR AN PN — S8 MALDNIHBRNL—
PNO—==R=DNF¥X W th i PORN=KDIAD AT H—

HERESAYTLAK IOAIDONIHBR NS — MDA HBRNL —
H=EE D—LRIPONF Y DY

TR | 45 TR | 45
I IR R 16 Il

[KIEE] | 4 (RRDLBH
KELE

Key persons of “Baggage City”






item/image/p059.jpg





item/image/p213.jpg





item/image/t138.jpg
FRhAIN2 AN — BB

[ENTGTNEIS AN S =TT
S

MAIDN BN~
PORA=KDIADRY$—

IDAIDNIHBRANL—
D—LRIPOKF

K] | 45

K] | 45
R

Key persons of “Baggage City”






item/image/titlepage.jpg
AFAT-BROESE LR

THA V- (2725 Inc.)





item/image/ker_v.png





item/image/sa9_v.png





item/image/t012.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
[EEES P HD N QS IR UL SV P |

TRBANRPIDN— ) SHIHE qazwk»:#uuk?/; , i
SR (Rnsee ) ;

ﬁ%ua%-vf L.@Jﬂ\ 7
fﬁmmmns_xmngrvor*txx.bm?.z nv
B RE (v p&R-#SK8) IS

NA






item/image/t256.jpg
Key persons of “Baggage City”

[HhAIN2P AN — 128
PNO—==R=DNF¥X

IR AIN2M AN —] N EBHh
WIS b

TN HBANL—
PORN=KDIADAY$—

H=EE

FOALDNHBANL—
D—LR2IPOH

MNAIDNIHBARNL—
DYDY

KELE

Key persons of “Baggage City”






item/image/bka_v_b.png
i&q





item/image/kuchie-004.jpg
(S4TSR |
[ VSV BRIRIEN BIIRSS S|
A& IR EP TR (2800202 05)

;\ / %\\

28R o8 ur%bixaz 1~






item/image/ker_v_b.png





item/image/kuchie-002.jpg
contents

5.2 .
Uivtainol 2 Maini20

»
] 8 Sub.02 2 3 6 Period.21 ?
2/ Sub.03 240 gub.22 g
52 Sub.04 252 8ub.23
42.un.05 258 gub.24
52 Sub.06 26 4 Sub.25
6 8Period.07 2 7() Sub.26
50 Sub.08 260 gub.27
9 Sub.09 292 sub2g

1 ()SSub.lo 2988ub.29
200ainar 0V Main30

CTHREN R Z vy |

(>R NAH N TRV ST TN |
[SFCHTACEEN [T 7R

YA Q9°

Fiain12z 00 Maina31
'V / () L]

154413 30 period 32

~Q B N =4(]
1 ‘)(SSub.M ‘)‘)6Sub.33

168gw1s 0% A Cardinal Brror.34
178smw1s 57 mapmme

2900
158 subar 588 g n 1 BEARDBoRLLTY
196 422 st nrsim
2085519





item/image/kuchie-003.jpg
ﬂm..tuﬁbﬂﬁbfﬁ‘ [DIIDNHBEX N —CEER

0=

XSRS N, e fu (S N°
a%7»tb<b§kﬁﬂw®,a:






item/image/p323.jpg





item/image/t166.jpg
[ENGIEANGE NS T
PND—=R—DN¥TX

ENOGNESTANG S TS T
S b

MNAIDN BN~
PORA=KDIADRY$—

MG\ HBRANL—
D—LRIPON

K] | &K

KRR

K] | 45

K] | 4
KELE

(RRDLSHR

Key persons of “Baggage City”






item/image/p111.jpg





item/image/nil_v_b.png





item/image/g91_v_b.png
[6





item/image/t030.jpg
NAYNI - =—cUs
HEEWI—ANITRSUIRNY

Key persons of “Baggage City”





item/image/t152.jpg
Key persons of “Baggage City”

[N NES SRR O =

[ENTGTNEIS AN S =TT
S Hb I

MNAIDNIHBANL—
PORA=KDIADRY$—

IDNAIDNIHBRANL—
D—LRAPOKF

K] | 45
CmUER

K] | 45
R

KELE

Key persons of “Baggage City”






item/image/ru9_v.png
Al





item/image/bka_v.png
i&q





item/image/ma_v.png





item/image/t066.jpg
NAYNV -8 =—cUs
HEEWI—ANTRSUIRNT

SR
134
H+O0gE87—G
UNRBRIIVCTN

—S\
-

Key persons of “Baggage City”





item/image/p135.jpg





item/image/p376.jpg





item/image/t050.jpg
NANVU—S =—cus
HEEWI—INITRSUILNT]

H+O0ge87—G
UNRBRIIVCTN

—S\
-

Key persons of “Baggage City”





item/image/t330.jpg
[ENDG BSRG[N ENNGINESTANNG S FN ST MAIDN BN~
PPD—=K—DNbTX S b PORA=KDIADRY$—

MDA HBARANL— IOAIDNHBRNL—
D—LRIPOH DD

K] | 4 ESINES
R I a Bt

KERN

Key persons of “Baggage City”






item/image/t206.jpg
[ENGIEANGE NS T
PND—=K—DN¥TX

NG NESTANG S TS
S b

MNAIDNIHBANL—
PORNA=KDIADAY$—

TGN RN —
D—LRAPOHF

MAIDN BN~
DY DY

K] | 4

1CIE IR R

K] | 45

K] | 45
KELE

(RRDLSHR

Key nersons of “Baggage City”






item/image/nil_v.png





